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(57)【要約】
　式Ｉの化合物

（式中、置換基は、請求項１に定義されている通りであ
る）、ならびにこれらの化合物の農芸化学的に許容可能
な塩、立体異性体、エナンチオマー、互変異性体および
Ｎ－オキシドは、殺虫剤として使用することができ、そ
れ自体公知の様式で調製することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉの化合物
【化１】

（式中、
　Ａ1は、Ｓ、Ｏ、またはＮＣＨ3を表し、
　Ａ2、Ａ3、Ａ4、およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3またはＮを表し、
Ｘは、Ｓ、ＳＯ、またはＳＯ2であり、
　Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6

アルキニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル
－Ｃ1～Ｃ4アルキルであるか；またはハロゲン、シアノ、およびＣ1～Ｃ4アルキルからな
る群から選択される置換基で一置換もしくは多置換されているＣ3～Ｃ6シクロアルキルで
あるか；またはハロゲン、シアノ、およびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群から選択される置
換基で一置換もしくは多置換されているＣ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキルであ
り、
　Ｒ2は、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル
スルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、－ＳＦ5、
Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルカルボニル、シアノ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルであるか；またはヒド
ロキシル、メトキシ、およびシアノからなる群から選択される１個もしくは２個の置換基
で置換されているＣ1～Ｃ6ハロアルキルであるか；またはハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4ハ
ロアルキル、およびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群から選択される置換基で一置換もしくは
多置換することができるＣ3～Ｃ6シクロアルキルであり、
　各Ｒ3は、互いに独立に、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、－ＳＦ5、ヒドロキシル、
アミノ、－ＮＲ9Ｒ10、Ｃ（Ｏ）ＮＲ9Ｒ10、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルキル、
Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアル
キニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1

～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスル
フィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキ
ルカルボニル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルカルボニル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ
カルボニルであるか、またはＲ7で一置換もしくは多置換され得るＣ3～Ｃ6シクロアルキ
ルであるか、またはＲ8で一置換もしくは多置換され得るＣ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～
Ｃ4アルキルであり、
　Ｇ1は、ＮＲ4であり、Ｇ2は、Ｃ（Ｙ）であるか；あるいは
　Ｇ2は、ＮＲ5であり、Ｇ1は、Ｃ（Ｙ）であり、
　Ｙは、ＯまたはＳであり、
　Ｇ3は、ＮＲ6であり、
　Ｒ6は、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ2アルキルスルフィニルからなる群から選択される置換
基で一置換もしくは多置換され得るＣ1～Ｃ4アルキルであり、
　Ｒ4およびＲ5は、互いに独立に、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルであ
るか、またはＲ7で一置換もしくは多置換され得るＣ3～Ｃ6シクロアルキルであるか；ま
たはＲ8で一置換もしくは多置換され得るＣ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキルで
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あるか；あるいは
　Ｒ4およびＲ5は、互いに独立に、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2

～Ｃ6アルキニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ6アルコ
キシ、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ6アルキル
スルフィニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルホニル、
Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルフィニル、アミノ、またはヒドロキシルであるか；
　Ｒ4およびＲ5は、互いに独立に、Ｒ11で置換されているＣ1～Ｃ4アルキルであるか；あ
るいは
　Ｒ4およびＲ5は、互いに独立に、Ｒ11で置換されているＣ2～Ｃ6アルケニルであるか；
あるいは
　Ｒ4およびＲ5は、互いに独立に、Ｒ11で置換されているＣ2～Ｃ6アルキニルであり、
Ｒ7およびＲ8は、互いに独立に、ハロゲン、ニトロ、シアノ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、
Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ－Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4アルキル、また
はＣ1～Ｃ4ハロアルキルであり、
　Ｒ9およびＲ10は、互いに独立に、水素、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6シク
ロアルキル、Ｃ1～Ｃ2アルキル－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、－Ｃ（Ｏ）ＯＣ1～Ｃ3アルキ
ル、またはＣ1～Ｃ6アルキルであり、
　Ｒ11は、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、Ｃ1

～Ｃ4アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキ
ルスルホニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アル
コキシＣ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、またはフェニルであり、前記フェ
ニルおよび前記Ｃ3～Ｃ6シクロアルキルは、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4アルキル、シアノ、Ｃ1

～Ｃ4ハロアルキル、およびＣ1～Ｃ4アルコキシからなる群から選択される置換基で一置
換もしくは多置換され得る）；ならびに
これらの化合物の農芸化学的に許容可能な塩、立体異性体、エナンチオマー、互変異性体
、およびＮ－オキシド。
【請求項２】
　式Ｉ－１の化合物

【化２】

（式中、置換基Ｘ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ4、Ｇ3、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4、およびＡ5は、請求項１
の式Ｉにおいて定義されている通りである）
によって表される、請求項１に記載の式Ｉの化合物。
【請求項３】
　Ａ1が、Ｓ、ＯまたはＮＣＨ3を表し、
　Ｒ1が、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキル、またはＣ3～
Ｃ6シクロアルキルであり、
　Ｒ2が、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフ
ィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キル、シアノであるか、またはハロゲン、シアノ、およびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群か
ら選択される置換基で一置換もしくは多置換され得るＣ3～Ｃ6シクロアルキルである、請
求項２に記載の式Ｉ－１の化合物。
【請求項４】
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　式Ｉ－１ａの化合物
【化３】

（式中、Ｊは、
【化４】

からなる群から選択され、
　Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキル、またはＣ3～
Ｃ6シクロアルキルであり、
　Ｒ2は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフ
ィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キル、シアノであるか、またはハロゲン、シアノ、およびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群か
ら選択される置換基で一置換もしくは多置換され得るＣ3～Ｃ6シクロアルキルであり、
　Ｘ、Ｒ4、Ｇ3、Ａ2、Ａ3、Ａ4、およびＡ5は、請求項１において式Ｉにおいて定義され
ている通りである）
によって表される、請求項１に記載の式Ｉの化合物。
【請求項５】
　式Ｉ－２の化合物
【化５】

（式中、置換基Ｘ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5、Ｇ3、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4、およびＡ5は、請求項１
において式Ｉにおいて定義されている通りである）
によって表される、請求項１に記載の式Ｉの化合物。
【請求項６】
　Ａ1が、Ｓ、ＯまたはＮＣＨ3を表し、
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　Ｒ1が、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキル、またはＣ3～
Ｃ6シクロアルキルであり、
　Ｒ2が、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフ
ィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キル、シアノであるか、またはハロゲン、シアノ、およびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群か
ら選択される置換基で一置換もしくは多置換され得るＣ3～Ｃ6シクロアルキルである、請
求項５に記載の式Ｉ－２の化合物。
【請求項７】
　式Ｉ－２ａの化合物
【化６】

（式中、Ｊは、
【化７】

からなる群から選択され、
　Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキル、またはＣ3～
Ｃ6シクロアルキルであり、
　Ｒ2は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフ
ィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアル
キル、シアノであるか、またはハロゲン、シアノ、およびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群か
ら選択される置換基で一置換もしくは多置換され得るＣ3～Ｃ6シクロアルキルであり、
　Ｘ、Ｒ5、Ｇ3、Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、請求項１において式Ｉにおいて定義されて
いる通りである）
によって表される、請求項１に記載の式Ｉの化合物。
【請求項８】
　式Ｉ－１ａの化合物
【化８】



(6) JP 2018-524337 A 2018.8.30

10

20

30

40

50

（式中、Ｊは、Ｊ１
【化９】

であり、
　Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ2アルキルであり、
　Ｒ2は、Ｃ1～Ｃ2ハロアルキルであり、
　Ｘは、Ｓ、Ｓ（Ｏ）、またはＳＯ2であり、
　Ｇ3は、Ｎ－Ｒ6であり、Ｒ6は、Ｃ1～Ｃ2アルキルであり、
　Ｒ4は、Ｃ1～Ｃ2アルキルまたはシクロプロピルであり、
　Ａ2、Ａ3、Ａ4、およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3であり、Ｒ3は、水素、ハロゲン、
Ｃ1～Ｃ2ハロアルキル、シクロプロピル、シアノ、アミノ、またはＮ－Ｃ（Ｏ）ＯＣ1～
Ｃ3アルキルである）
によって表される、請求項１に記載の式Ｉの化合物。
【請求項９】
　活性成分として、請求項１に記載の少なくとも１種の式Ｉの化合物、または適切な場合
にはその互変異性体を、いずれの場合でも遊離形態または農芸化学的に利用可能な塩の形
態で含み、かつ少なくとも１種の助剤を含む、有害生物防除組成物。
【請求項１０】
　請求項９に記載の組成物を、有害生物またはそれらの環境に適用する工程を含む、有害
生物を防除する方法であって、手術または治療によるヒトまたは動物の身体の処置方法、
およびヒトまたは動物の身体に対して実施される診断法ではないことを特徴とする、方法
。
【請求項１１】
　有害生物による攻撃から種子を保護する方法であって、前記種子または前記種子が植え
られている場所を、請求項９に記載の組成物で処理する工程を含むことを特徴とする、方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、硫黄置換基を含有する有害生物防除に（ｐｅｓｔｉｃｉｄａｌｌｙ）活性で
あり、特に、殺虫的に活性である四環式誘導体、これらの化合物を含む組成物、および動
物有害生物（節足動物、特に、昆虫、またはダニ目の代表的なものを含む）を防除するた
めのこれらの使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有害生物防除作用を有する複素環式化合物が公知であり、例えば、国際公開第２０１２
／０８６８４８号、国際公開第２０１３／０１８９２８号に記載されている。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　硫黄含有二環式部分を有する新規な有害生物防除に活性な四環式誘導体が今や見出され
た。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　従って、本発明は、式Ｉの化合物
【化１】

（式中、
Ａ1は、Ｓ、ＯまたはＮＣＨ3を表し、
Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3またはＮを表し、
Ｘは、Ｓ、ＳＯまたはＳＯ2であり、
Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6ア
ルキニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－
Ｃ1～Ｃ4アルキルであるか；またはハロゲン、シアノおよびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群
から選択される置換基で一置換もしくは多置換されているＣ3～Ｃ6シクロアルキルである
か；またはハロゲン、シアノおよびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群から選択される置換基で
一置換もしくは多置換されているＣ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキルであり、
Ｒ2は、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルス
ルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、－ＳＦ5、Ｃ1

～Ｃ4ハロアルキルカルボニル、シアノ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルであるか；またはヒドロ
キシル、メトキシおよびシアノからなる群から選択される１個もしくは２個の置換基で置
換されているＣ1～Ｃ6ハロアルキルであるか；またはハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ4ハロア
ルキルおよびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群から選択される置換基で一置換もしくは多置換
することができるＣ3～Ｃ6シクロアルキルであり、
各Ｒ3は、互いに独立に、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、－ＳＦ5、ヒドロキシル、ア
ミノ、ＮＲ9Ｒ10、Ｃ（Ｏ）ＮＲ9Ｒ10、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2

～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキ
ニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～
Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルフ
ィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル
カルボニル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルカルボニル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシカ
ルボニルであるか、またはＲ7で一置換もしくは多置換することができるＣ3～Ｃ6シクロ
アルキルであるか、またはＲ8で一置換もしくは多置換することができるＣ3～Ｃ6シクロ
アルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキルであり、
Ｇ1は、ＮＲ4であり、Ｇ2は、Ｃ（Ｙ）であるか；あるいは
Ｇ2は、ＮＲ5であり、Ｇ1は、Ｃ（Ｙ）であり、
Ｙは、ＯまたはＳであり、
Ｇ3は、ＮＲ6であり、
Ｒ6は、ハロゲンおよびＣ1～Ｃ2アルキルスルフィニルからなる群から選択される置換基
で一置換もしくは多置換することができるＣ1～Ｃ4アルキルであり、
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Ｒ4およびＲ5は、互いに独立に、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルである
か、またはＲ7で一置換もしくは多置換することができるＣ3～Ｃ6シクロアルキルである
か；またはＲ8で一置換もしくは多置換することができるＣ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～
Ｃ4アルキルであるか；あるいは
Ｒ4およびＲ5は、互いに独立に、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～
Ｃ6アルキニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ6アルコキ
シ、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルス
ルフィニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルホニル、Ｃ

1～Ｃ6ハロアルキルスルフィニル、アミノまたはヒドロキシルであり、
Ｒ4およびＲ5は、互いに独立に、Ｒ11で置換されているＣ1～Ｃ4アルキルであるか；ある
いは
Ｒ4およびＲ5は、互いに独立に、Ｒ11で置換されているＣ2～Ｃ6アルケニルであるか；あ
るいは
Ｒ4およびＲ5は、互いに独立に、Ｒ11で置換されているＣ2～Ｃ6アルキニルであり、
Ｒ7およびＲ8は、互いに独立に、ハロゲン、ニトロ、シアノ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、
Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ－Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4アルキルまたは
Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルであり、
Ｒ9およびＲ10は、互いに独立に、水素、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6シクロ
アルキル、Ｃ1～Ｃ2アルキル－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、－Ｃ（Ｏ）ＯＣ1～Ｃ3アルキル
またはＣ1～Ｃ6アルキルであり、
Ｒ11は、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、Ｃ1～
Ｃ4アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル
スルホニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコ
キシＣ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキルまたはフェニルであり、前記フェニル
および前記Ｃ3～Ｃ6シクロアルキルは、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4アルキル、シアノ、Ｃ1～Ｃ4

ハロアルキルおよびＣ1～Ｃ4アルコキシからなる群から選択される置換基で一置換もしく
は多置換することができる）；
ならびにこれらの化合物の農芸化学的に許容可能な塩、立体異性体、エナンチオマー、互
変異性体およびＮ－オキシドに関する。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　例えば、少なくとも１つの塩基中心を有する式Ｉの化合物は、例えば過塩素酸、硫酸、
硝酸、含リン酸もしくはハロゲン化水素酸といった鉱酸などの強無機酸と共に、例えば酢
酸といった無置換であるかもしくは例えばハロゲンにより置換されているＣ1～Ｃ4アルカ
ンカルボン酸など、例えばシュウ酸、マロン酸、コハク酸、マレイン酸、フマル酸もしく
はフタル酸といった飽和もしくは不飽和ジカルボン酸など、例えばアスコルビン酸、乳酸
、リンゴ酸、酒石酸もしくはクエン酸といったヒドロキシカルボン酸など、または、安息
香酸などの強有機カルボン酸と共に、または、例えばメタン－もしくはｐ－トルエンスル
ホン酸といった無置換であるかもしくは例えばハロゲンにより置換されているＣ1～Ｃ4ア
ルカン－もしくはアリールスルホン酸などの有機スルホン酸と共に例えば酸付加塩を形成
することが可能である。例えば、少なくとも１つの酸性基を有する式Ｉの化合物は、例え
ばナトリウム、カリウムもしくはマグネシウム塩といったアルカリ金属塩もしくはアルカ
リ土類金属塩などの例えば無機塩といった塩を塩基と共に形成することが可能であり、ま
たは、例えばエチル－、ジエチル－、トリエチル－もしくはジメチルプロピルアミンとい
ったモルホリン、ピペリジン、ピロリジン、モノ－、ジ－もしくはトリ－低級アルキルア
ミンなど、もしくは、例えばモノ－、ジ－もしくはトリエタノールアミンといったモノ－
、ジ－もしくはトリヒドロキシ－低級アルキルアミンなどのアンモニアもしくは有機アミ
ンと共に塩を形成することが可能である。
【０００６】
　置換基の定義中におけるアルキル基は直鎖または分岐であることが可能であり、例えば
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、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、ｓｅｃ－ブチル、イソブ
チル、ｔ－ブチル、ペンチル、ヘキシル、およびこれらの分岐異性体である。アルキルス
ルファニル、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、アルコキシ、アルケニルおよ
びアルキニルラジカルは、上記のアルキルラジカルから誘導される。アルケニルおよびア
ルキニル基は、単価または多価不飽和であることが可能である。Ｃ1－ジ－アルキルアミ
ノはジメチルアミノである。
【０００７】
　ハロゲンは、一般に、フッ素、塩素、臭素またはヨウ素である。これはまた、ハロアル
キルまたはハロフェニルなどの他の意味と組み合わされているハロゲンについても、それ
ぞれ適用される。
【０００８】
　ハロアルキル基は、１～６個の炭素原子の鎖長を有することが好ましい。ハロアルキル
は、例えば、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、クロロメチル、
ジクロロメチル、トリクロロメチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２－フルオロエ
チル、２－クロロエチル、ペンタフルオロエチル、１，１－ジフルオロ－２，２，２－ト
リクロロエチル、２，２，３，３－テトラフルオロエチルおよび２，２，２－トリクロロ
エチルである。
【０００９】
　アルコキシは、例えば、メトキシ、エトキシ、プロポキシ、ｉ－プロポキシ、ｎ－ブト
キシ、イソブトキシ、ｓｅｃ－ブトキシおよびｔ－ブトキシであり、ならびに、異性体ペ
ンチルオキシおよびヘキシルオキシラジカルでもある。
【００１０】
　アルコキシアルキルは、例えば、メトキシメチル、メトキシエチル、エトキシメチル、
エトキシエチル、ｎ－プロポキシメチル、ｎ－プロポキシエチル、イソプロポキシメチル
またはイソプロポキシエチルである。
【００１１】
　アルコキシカルボニルは、例えばメトキシカルボニル（Ｃ1アルコキシカルボニルであ
る）、エトキシカルボニル、プロポキシカルボニル、イソプロポキシカルボニル、ｎ－ブ
トキシカルボニル、ｔ－ブトキシカルボニル、ｎ－ペンタオキシカルボニルまたはヘキサ
オキシカルボニルである。
【００１２】
　アルキルスルファニルは、例えば、メチルスルファニル、エチルスルファニル、プロピ
ルスルファニル、イソプロピルスルファニル、ブチルスルファニル、ペンチルスルファニ
ル、およびヘキシルスルファニルである。
【００１３】
　アルキルスルフィニルは、例えば、メチルスルフィニル、エチルスルフィニル、プロピ
ルスルフィニル、イソプロピルスルフィニル、ブチルスルフィニル、ペンチルスルフィニ
ル、およびヘキシルスルフィニルである。
【００１４】
　アルキルスルホニルは、例えば、メチルスルホニル、エチルスルホニル、プロピルスル
ホニル、イソプロピルスルホニル、ブチルスルホニル、ペンチルスルホニル、およびヘキ
シルスルホニルである。
【００１５】
　ハロアルキルスルファニルは、例えば、トリフルオロメチルスルファニル、２，２，２
－トリフルオロエチルスルファニル、およびペンタフルオロエチルスルファニルである。
【００１６】
　ハロアルキルスルフィニルは、例えば、トリフルオロメチルスルフィニル、２，２，２
－トリフルオロエチルスルフィニル、またはペンタフルオロエチルスルフィニルである。
【００１７】
　ハロアルキルスルホニルは、例えば、トリフルオロメチルスルホニル、２，２，２－ト
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リフルオロエチルスルホニル、およびペンタフルオロエチルスルホニルである。
【００１８】
　シクロアルキルは、例えば、シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチルおよびシ
クロヘキシルである。
【００１９】
　本発明の状況において、置換基の定義において「一置換から多置換されている」は典型
的には、置換基の化学構造によって、一置換から７回置換されている、好ましくは、一置
換から５回置換されている、より好ましくは、一置換、二重置換または三重置換されてい
ることを意味する。
【００２０】
　好ましくは、Ｒ9およびＲ10は、互いに独立に、水素、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、
Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ2アルキル－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキルまたはＣ1～Ｃ6ア
ルキルである。
【００２１】
　好ましい式Ｉの化合物において、
Ｒ4およびＲ5は、互いに独立に、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルである
か、またはＲ7で一置換もしくは多置換することができるＣ3～Ｃ6シクロアルキルである
か；またはＲ8で一置換もしくは多置換することができるＣ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～
Ｃ4アルキルであるか；あるいは
Ｒ4およびＲ5は、互いに独立に、シアノで、またはそれ自体がハロゲン、Ｃ1～Ｃ4アルキ
ル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルおよびＣ1～Ｃ4アルコキシからなる群から選択される置換基で
一置換もしくは多置換することができるフェニルで置換されているＣ1～Ｃ4アルキルであ
るか；あるいは
Ｒ4およびＲ5は、互いに独立に、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～
Ｃ6アルキニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ6アルコキ
シ、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルス
ルフィニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルホニル、Ｃ

1～Ｃ6ハロアルキルスルフィニル、アミノまたはヒドロキシルであり、
Ｒ7およびＲ8は、互いに独立に、ハロゲン、ニトロ、シアノ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、
Ｃ1～Ｃ4アルコキシ－Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4アルキルまたはＣ1～Ｃ4ハロアルキル
である。
【００２２】
　式Ｉの化合物の好ましい基は、式Ｉ－１の化合物
【化２】

によって表され、式中、置換基Ｘ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ4、Ｇ3、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5

は、上記の式Ｉにおいて定義されている通りである。
【００２３】
　本発明のさらなる好ましい実施形態は、下記である。
実施形態（Ａ１）：
　好ましいのは、式Ｉ－１の化合物であり、
Ａ1は、Ｓ、ＯまたはＮＣＨ3を表し、
Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキルまたはＣ3～Ｃ6
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Ｒ2は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィ
ニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキ
ル、シアノであるか、またはハロゲン、シアノおよびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群から選
択される置換基で一置換もしくは多置換することができるＣ3～Ｃ6シクロアルキルであり
、
Ｘ、Ｒ4、Ｇ3、Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、上記の式Ｉにおいて定義されている通りであ
る。
【００２４】
実施形態（Ａ２）：
　さらに好ましいのは、式Ｉ－１ａの化合物
【化３】

であり、式中、Ｊは、
【化４】

からなる群から選択され、式中、Ｇ3、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ4、Ｘ、Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、
上記の実施形態（Ａ１）において定義されている通りである。
【００２５】
実施形態（Ａ３）：
　さらに好ましいのは、式Ｉ－１ａの化合物

【化５】

であり、式中、Ｊは、
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からなる群から選択され、
Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキルまたはＣ3～Ｃ6

シクロアルキルであり、
Ｒ2は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィ
ニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキ
ル、シアノまたはＣ3～Ｃ6シクロアルキルであり、
Ｘ、Ｒ4およびＧ3は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3またはＮを表し、
各Ｒ3は、互いに独立に、水素、ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシル、Ｃ1～Ｃ6ア
ルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6

シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケ
ニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ3～Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロハロアル
キル－Ｃ1～Ｃ4シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～
Ｃ4アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、Ｃ1～
Ｃ4ハロアルキルチオ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニルまたはＣ1～Ｃ4ハロアルキル
スルホニルである。
【００２６】
実施形態（Ａ４）：
　さらに好ましいのは、式Ｉ－１ａの化合物

【化７】

であり、式中、Ｊは、
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からなる群から選択され、
Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ4アルキルであり、
Ｒ2は、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～
Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシまたはＣ1～Ｃ4ハロアルキルであ
り、
ＸおよびＲ4は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ｇ3は、Ｎ－Ｒ6であり、式中、Ｒ6は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3またはＮを表し、
各Ｒ3は、互いに独立に、水素、ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシル、Ｃ1～Ｃ6ア
ルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6

シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケ
ニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ3～Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロハロアル
キル－Ｃ1～Ｃ4シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～
Ｃ4アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、Ｃ1～
Ｃ4ハロアルキルチオ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニルまたはＣ1～Ｃ4ハロアルキル
スルホニルである。
【００２７】
実施形態（Ａ５）：
　さらに好ましいのは、式Ｉ－１ａの化合物

【化９】

であり、式中、Ｊは、
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【化１０】

からなる群から選択され、
Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ4アルキルであり、
Ｒ2は、－ＯＣＦ3、－ＳＣＦ3、－Ｓ（Ｏ）ＣＦ3、－Ｓ（Ｏ）2ＣＦ3またはＣＦ3であり
、
ＸおよびＲ4は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ｇ3は、Ｎ－Ｒ6であり、式中、Ｒ6は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3またはＮを表し、
各Ｒ3は、互いに独立に、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケ
ニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロ
アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキル
スルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルチオ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニルまたはＣ1

～Ｃ4ハロアルキルスルホニルである。
【００２８】
実施形態（Ａ６）：
　さらに好ましいのは、式Ｉ－１ａの化合物
【化１１】

であり、式中、Ｊは、

【化１２】

からなる群から選択され、
Ｒ1は、エチルであり、
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ＸおよびＲ4は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ｇ3は、Ｎ－Ｒ6であり、式中、Ｒ6は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3またはＮを表し、
各Ｒ3は、互いに独立に、水素、ブロモ、クロロ、ヨード、フルオロ、シアノ、メチル、
エチル、イソプロピル、プロピル、ＣＦ3、ＣＦ3ＣＨ2－、ＣＨ3Ｏ、－ＳＣＦ3、－Ｓ（
Ｏ）ＣＦ3または－Ｓ（Ｏ）2ＣＦ3である。
【００２９】
実施形態（Ａ７）：
　さらに好ましいのは、式Ｉ－１ａの化合物
【化１３】

であり、式中、Ｊは、
【化１４】

からなる群から選択され、
Ｒ1は、エチルであり、
Ｒ2は、ＣＦ3であり、
ＸおよびＲ4は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ｇ3は、Ｎ－Ｒ6であり、式中、Ｒ6は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3またはＮを表し、
各Ｒ3は、互いに独立に、水素、ブロモ、クロロ、ヨード、フルオロ、シアノ、メチル、
またはＣＦ3である。
【００３０】
実施形態（Ａ８）：
　さらに好ましいのは、式Ｉ－１ａの化合物
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【化１５】

であり、式中、Ｊは、
【化１６】

からなる群から選択され、
Ａは、Ｃ－ＨまたはＮであり、
Ｒ1は、エチルであり、
Ｒ2は、ＣＦ3であり、
ＸおよびＲ4は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ｇ3は、Ｎ－Ｒ6であり、式中、Ｒ6は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3またはＮを表し、
各Ｒ3は、互いに独立に、全ての基Ｊにおける水素である。
【００３１】
　上記の式Ｉ、Ｉ－１およびＩ－１ａの好ましい実施形態の全てにおいて、独立に、Ｘは
好ましくは、ＳまたはＳＯ2であり、Ｒ4は好ましくは、メチルまたはエチルであり、Ｒ6

は好ましくは、メチルである。
【００３２】
　式Ｉの化合物の好ましい基は、式Ｉ－２の化合物
【化１７】

によって表され、式中、置換基Ｘ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5、Ｇ3、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5

は、上記の式Ｉにおいて定義されている通りである。
【００３３】
　本発明のさらなる好ましい実施形態、下記である。
実施形態（Ｂ１）：
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　好ましいのは、式Ｉ－２の化合物であり、
Ａ1は、Ｓ、ＯまたはＮＣＨ3を表し、
Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキルまたはＣ3～Ｃ6

シクロアルキルであり、
Ｒ2は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィ
ニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキ
ル、シアノであるか、またはハロゲン、シアノおよびＣ1～Ｃ4アルキルからなる群から選
択される置換基で一置換もしくは多置換することができるＣ3～Ｃ6シクロアルキルであり
、
Ｘ、Ｒ5、Ｇ3、Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、上記の式Ｉにおいて定義されている通りであ
る。
【００３４】
実施形態（Ｂ２）：
　さらに好ましいのは、式Ｉ－２ａの化合物

【化１８】

であり、式中、Ｊは、
【化１９】

からなる群から選択され、式中、Ｇ3、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5、Ｘ、Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、
上記の実施形態（Ｂ１）において定義されている通りである。
【００３５】
実施形態（Ｂ３）：
　さらに好ましいのは、式Ｉ－２ａの化合物

【化２０】

であり、式中、Ｊは、
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からなる群から選択され、
Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4アルキルまたはＣ3～Ｃ6

シクロアルキルであり、
Ｒ2は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィ
ニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキ
ル、シアノまたはＣ3～Ｃ6シクロアルキルであり、
Ｘ、Ｒ5およびＧ3は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3またはＮを表し、
各Ｒ3は、互いに独立に、水素、ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシル、Ｃ1～Ｃ6ア
ルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6

シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケ
ニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ3～Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロハロアル
キル－Ｃ1～Ｃ4シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～
Ｃ4アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、Ｃ1～
Ｃ4ハロアルキルチオ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニルまたはＣ1～Ｃ4ハロアルキル
スルホニルである。
【００３６】
実施形態（Ｂ４）：
　さらに好ましいのは、式Ｉ－２ａの化合物

【化２２】

であり、式中、Ｊは、
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からなる群から選択され、
Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ4アルキルであり、
Ｒ2は、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルファニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニル、Ｃ1～
Ｃ4ハロアルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシまたはＣ1～Ｃ4ハロアルキルであ
り、
ＸおよびＲ5は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ｇ3は、Ｎ－Ｒ6であり、式中、Ｒ6は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3またはＮを表し、
各Ｒ3は、互いに独立に、水素、ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシル、Ｃ1～Ｃ6ア
ルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6

シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ4シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケ
ニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、Ｃ3～Ｃ6ハロシクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロハロアル
キル－Ｃ1～Ｃ4シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～
Ｃ4アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルホニル、Ｃ1～
Ｃ4ハロアルキルチオ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニルまたはＣ1～Ｃ4ハロアルキル
スルホニルである。
【００３７】
実施形態（Ｂ５）：
　さらに好ましいのは、式Ｉ－２ａの化合物

【化２４】

であり、式中、Ｊは、
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【化２５】

からなる群から選択され、
Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ4アルキルであり、
Ｒ2は、－ＯＣＦ3、－ＳＣＦ3、－Ｓ（Ｏ）ＣＦ3、－Ｓ（Ｏ）2ＣＦ3またはＣＦ3であり
、
ＸおよびＲ5は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ｇ3は、Ｎ－Ｒ6であり、式中、Ｒ6は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3またはＮを表し、
各Ｒ3は、互いに独立に、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケ
ニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロ
アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ4アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ4アルキル
スルホニル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルチオ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキルスルフィニルまたはＣ1

～Ｃ4ハロアルキルスルホニルである。
【００３８】
実施形態（Ｂ６）：
　さらに好ましいのは、式Ｉ－２ａの化合物

【化２６】

であり、式中、Ｊは、

【化２７】

からなる群から選択され、
Ｒ1は、エチルであり、
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Ｒ2は、ＣＦ3であり、
ＸおよびＲ5は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ｇ3は、Ｎ－Ｒ6であり、式中、Ｒ6は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3またはＮを表し、
各Ｒ3は、互いに独立に、水素、ブロモ、クロロ、ヨード、フルオロ、シアノ、メチル、
エチル、イソプロピル、プロピル、ＣＦ3、ＣＦ3ＣＨ2－、ＣＨ3Ｏ、－ＳＣＦ3、－Ｓ（
Ｏ）ＣＦ3または－Ｓ（Ｏ）2ＣＦ3である。
【００３９】
実施形態（Ｂ７）：
　さらに好ましいのは、式Ｉ－２ａの化合物
【化２８】

であり、式中、Ｊは、
【化２９】

からなる群から選択され、
Ｒ1は、エチルであり、
Ｒ2は、ＣＦ3であり、
ＸおよびＲ5は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ｇ3は、Ｎ－Ｒ6であり、式中、Ｒ6は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3またはＮを表し、
各Ｒ3は、互いに独立に、水素、ブロモ、クロロ、ヨード、フルオロ、シアノ、メチル、
またはＣＦ3である。
【００４０】
実施形態（Ｂ８）：
　さらに好ましいのは、式Ｉ－２ａの化合物
【化３０】

であり、式中、Ｊは、
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からなる群から選択され、
Ａは、Ｃ－ＨまたはＮであり、
Ｒ1は、エチルであり、
Ｒ2は、ＣＦ3であり、
ＸおよびＲ5は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ｇ3は、Ｎ－Ｒ6であり、式中、Ｒ6は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、
Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3またはＮを表し、
各Ｒ3は、互いに独立に、全ての基Ｊにおける水素である。
【００４１】
　上記の式Ｉ－２およびＩ－２ａの好ましい実施形態の全てにおいて、独立に、Ｘは好ま
しくは、ＳまたはＳＯ2であり、Ｒ5は好ましくは、メチルまたはエチルであり、Ｒ6は好
ましくは、メチルである。
【００４２】
　好ましい実施形態Ａ２～Ａ８およびＢ２～Ｂ８の全てにおいて、Ｊは好ましくは、Ｊ１
である。
【００４３】
　式Ｉの化合物のさらなる好ましい実施形態は、式Ｉ－１ａの化合物

【化３２】

によって表され、式中、Ｊは、Ｊ１
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【化３３】

であり、
Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ2アルキルであり、
Ｒ2は、Ｃ1～Ｃ2ハロアルキルであり、
Ｘは、Ｓ、Ｓ（Ｏ）またはＳＯ2であり、
Ｇ3は、Ｎ－Ｒ6であり、式中、Ｒ6は、Ｃ1～Ｃ2アルキルであり、
Ｒ4は、Ｃ1～Ｃ2アルキルまたはシクロプロピルであり、
Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、互いに独立に、ＣＲ3であり、式中、Ｒ3は、水素、ハロゲン
、Ｃ1～Ｃ2ハロアルキル、シクロプロピル、シアノ、アミノまたはＮ－Ｃ（Ｏ）ＯＣ1～
Ｃ3アルキルである。
【００４４】
　式（Ｉ）の化合物を調製するための本発明によるプロセスは、当業者に公知の方法によ
って行われるか、または例えば、国際公開第２００９／１３１２３７号、国際公開第２０
１１／０４３４０４号、国際公開第２０１１／０４０６２９号、国際公開第２０１０／１
２５９８５号、国際公開第２０１２／０８６８４８号、国際公開第２０１３／０１８９２
８号、国際公開第２０１３／１９１１１３号、国際公開第２０１３／１８０１９３号およ
び国際公開第２０１３／１８０１９４号に記載されており、脱水剤、例えば、ポリリン酸
の存在下で、１５０℃～２５０℃の温度にて、式ＩＩの化合物
【化３４】

（式中、Ｑは、基
【化３５】

であり、式中、Ｚは、Ｘ－Ｒ1または脱離基、例えば、ハロゲンであり、Ｘ、Ｒ1、Ａ1お
よびＡ2は、上記の式Ｉにおいて記載されている通りであり、基Ｑにおける矢印は、式Ｉ
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式ＩＩＩの化合物
【化３６】

（式中、Ｒ6、Ｒ2、Ｇ1およびＧ2は、上記の式Ｉにおいて記載されている通りである）と
の反応を含み、式Ｉａの化合物（ここで、置換基は、上記および式Ｉに記載されている通
りである）を生じさせる。
【００４５】
　このようなプロセスは周知であり、例えば、国際公開第２００８／１２８９６８号また
は国際公開第２００６／００３４４０号に記載されてきた。プロセスは、式Ｉａの化合物
のためのスキーム１において要約されている。
【化３７】

【００４６】
　スキーム１において見ることができるように、式Ｉａの化合物は、式ＩＶの化合物（お
よび／またはその位置異性体ＩＶａ）の仲介により調製することができる。中間体ＩＶも
しくは中間体ＩＶａは、純粋な実体として形成し得るか、または中間体ＩＶおよびＩＶａ
は、位置異性体のアシル化生成物の混合物として生じ得る。多くの場合において、単離さ
れ、任意選択で精製されてもよいこのような中間体ＩＶ／ＩＶａを介して、このように式
（Ｉ）の化合物を調製することは有利である。これを、スキーム２において式Ｉａの化合
物について例示する。
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【化３８】

【００４７】
　式ＩＶおよび／もしくはＩＶａの化合物（またはこれらの混合物）、またはその塩（こ
こで、Ｑは、上記で定義されている通りであり、Ｒ6、Ｒ2、Ｇ1およびＧ2は、上記の式Ｉ
において記載されている通りである）は、
ｉ）活性化種ＩＩａ（ここで、Ｑは、上記で定義されている通りであり、Ｘ00は、ハロゲ
ン、好ましくは、塩素である）を形成させる、当業者には公知であり、例えば、Ｔｅｔｒ
ａｈｅｄｒｏｎ，２００５，６１（４６），１０８２７－１０８５２に記載されている方
法による式ＩＩの化合物（ここで、Ｑは、上記で定義されている通りである）の活性化（
例えば、化合物ＩＩａ（ここで、Ｘ00は、ハロゲン、好ましくは、塩素である）は、触媒
量のＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミドＤＭＦの存在下で、不活性溶媒、例えば、塩化メチレ
ンＣＨ2Ｃｌ2またはテトラヒドロフランＴＨＦ中、２０～１００℃、好ましくは、２５℃
の温度で、例えば、塩化オキサリル（ＣＯＣｌ）2または塩化チオニルＳＯＣｌ2によるＩ
Ｉの処理によって形成される。代わりに、不活性溶媒、例えば、ピリジンまたはテトラヒ
ドロフランＴＨＦ中、任意選択で塩基、例えば、トリエチルアミンの存在下で、２５～１
８０℃の温度にて、例えば、１－エチル－３－（３－ジメチルアミノプロピル）カルボジ
イミドＥＤＣまたはジシクロヘキシルカルボジイミドＤＣＣによる式ＩＩの化合物の処理
によって、活性化種ＩＩａ（ここで、Ｘ00は、それぞれ、Ｘ01またはＸ02である）を生じ
させる）；それに続いて、
ｉｉ）式ＩＶおよび／もしくはＩＶａの化合物（またはこれらの混合物）を生じさせる、
任意選択で塩基、例えば、トリエチルアミンまたはピリジンの存在下で、不活性溶媒、例
えば、ジクロロメタン、テトラヒドロフラン、ジオキサンまたはトルエン中、０～８０℃
の温度にて、式ＩＩＩの化合物（またはその塩）（ここで、Ｒ6、Ｒ2、Ｇ1およびＧ2は、
上記の式Ｉにおいて記載されている通りである）による活性化種ＩＩａの処理
によって調製し得る。
【００４８】
　式ＩＶおよび／もしくはＩＶａの化合物（またはこれらの混合物）は、酸触媒、例えば
、メタンスルホン酸、またはパラトルエンスルホン酸ＴｓＯＨの存在下で、不活性溶媒、
例えば、Ｎ－メチルピロリジンＮＭＰ中、２５～１８０℃、好ましくは、１００～１７０
℃の温度にて、任意選択でマイクロ波条件下で、または酢酸中、２５～１８０℃、好まし
くは、１００～１７０℃の温度にて、任意選択でマイクロ波条件下で、脱水によって、例
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えば、化合物ＩＶおよび／もしくはＩＶａ（またはこれらの混合物）を加熱することによ
って、式Ｉａの化合物（ここで、Ｑは、上記で定義されている通りであり、Ｒ6、Ｒ2、Ｇ

1およびＧ2は、上記の式Ｉにおいて記載されている通りである）にさらに変換し得る。こ
のようなプロセスは、従前に、例えば、国際公開第２０１０／１２５９８５号において記
載されてきた。
【００４９】
　式Ｉａの化合物（ここで、Ｑは、上記の通りであり、Ｚは、脱離基、例えば、ハロゲン
、好ましくは、フッ素または塩素であり、Ｒ6、Ｒ2Ｇ1およびＧ2は、上記の式Ｉにおいて
記載されている通りである）は、任意選択で適切な塩基、例えば、アルカリ金属炭酸塩、
例えば、炭酸ナトリウムおよび炭酸カリウム、またはアルカリ金属水素化物、例えば、水
素化ナトリウム、またはアルカリ金属水酸化物、例えば、水酸化ナトリウムおよび水酸化
カリウムの存在下で、不活性溶媒中、好ましくは、２５～１２０℃の温度にて、式Ｖの化
合物
Ｒ1－ＳＨ（Ｖ）、
もしくはその塩（ここで、Ｒ1は、式Ｉにおいて定義されている通りである）と反応して
、式Ｉｂの化合物（ここで、Ｒ1は、上記の式Ｉにおいて記載されている通りであり、Ｒ6

、Ａ1、Ｒ2、Ａ1、Ｇ1およびＧ2は、上記の式Ｉにおいて記載されている通りである）を
生じさせることができる。使用される溶媒の例は、エーテル、例えば、ＴＨＦ、エチレン
グリコールジメチルエーテル、ｔｅｒｔ－ブチルメチルエーテル、および１，４－ジオキ
サン、芳香族炭化水素、例えば、トルエンおよびキシレン、ニトリル、例えば、アセトニ
トリルまたは極性非プロトン性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－
ジメチルアセトアミド、Ｎ－メチル－２－ピロリドンもしくはジメチルスルホキシドを含
む。同様の化学反応は、例えば、国際公開第２０１３／０１８９２８号におけるように従
前に記載されてきた。式Ｖの化合物の塩の例は、式Ｖａの化合物
Ｒ1－Ｓ－Ｍ（Ｖａ）、
を含み、式中、Ｒ1は上記で定義されている通りであり、Ｍは、例えば、ナトリウムまた
はカリウムである。これを、スキーム３において、式Ｉｂの化合物について例示する。
【化３９】

【００５０】
　代わりに、この反応は、例えば、Ｐｅｒｒｉｏ　ｅｔ　ａｌ．ｉｎ　Ｔｅｔｒａｈｅｄ
ｒｏｎ　２００５，６１，５２５３－５２５９によって記載されるように、パラジウム触
媒、例えば、トリス（ジベンジリデンアセトン）ジパラジウム（０）の存在下で、リンリ
ガンド、例えば、キサントホスの存在下で、不活性溶媒、キシレン中で、１００～１６０
℃、好ましくは、１４０℃の温度にて行うことができる。
【００５１】
　式Ｉの化合物の部分群（ここで、Ｘは、ＳＯ（スルホキシド）および／またはＳＯ2（
スルホン）である）は、試薬、例えば、他の酸化剤の中でも、ｍ－クロロ過安息香酸（ｍ
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ＣＰＢＡ）、過酸化水素、オキソン、過ヨウ素酸ナトリウム、次亜塩素酸ナトリウムまた
は次亜塩素酸ｔｅｒｔ－ブチルが関与する、式Ｉの対応するスルフィド化合物（ここで、
Ｘは、Ｓである）（すなわち、上記の式Ｉｂの化合物）の酸化反応によって得てもよい。
酸化反応は一般に、溶媒の存在下で行われる。反応において使用される溶媒の例は、脂肪
族ハロゲン化炭化水素、例えば、ジクロロメタンおよびクロロホルム；アルコール、例え
ば、メタノールおよびエタノール；酢酸；水；ならびにこれらの混合物を含む。反応にお
いて使用される酸化剤の量は一般に、１モルのスルフィド化合物Ｉｂに対して、１～３モ
ル、好ましくは、１～１．２モルであり、スルホキシド化合物Ｉ（ここで、Ｘ＝ＳＯであ
る）が生成され、好ましくは、１モルのスルフィド化合物Ｉｂに対して、２～２．２モル
の酸化剤であり、スルホン化合物Ｉ（ここで、Ｘ＝ＳＯ2である）が生成される。このよ
うな酸化反応は、例えば、国際公開第２０１３／０１８９２８号に開示されている。
【００５２】
　式ＶＩＩＩの化合物から式ＩＩＩａの化合物（ここで、Ｒ2、Ｒ4およびＲ6は、上記の
式Ｉにおいて記載されている通りである）を調製する順序は、ｉ．式ＶＩＩの化合物（こ
こで、Ｒ6、Ｒ4およびＲ2は、上記の式Ｉにおいて記載されている通りである）を生じさ
せる、塩基、例えば、炭酸ナトリウム、炭酸カリウムもしくは炭酸セシウム、または水素
化ナトリウムの存在下で、適当な溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ
－ジメチルアセトアミドまたはアセトニトリル中の、Ｒ6－ＸLG（ここで、Ｒ6は、上記の
式Ｉにおいて記載されている通りであり、ＸLGは、脱離基、例えば、ハロゲン、好ましく
は、ヨウ素、臭素または塩素である）による化合物ＶＩＩＩのアルキル化；ｉｉ．古典的
な条件での化合物ＶＩＩのニトロ化の反応（例えば、Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｏｒｇａｎｉｃ
　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ：Ｒｅａｃｔｉｏｎｓ，Ｍｅｃｈａｎｉｓｍｓ，ａｎｄ　Ｓｔｒｕ
ｃｔｕｒｅ，Ｆｏｕｒｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ　ｂｙ　Ｊｅｒｒｙ　Ｍａｒｃｈ，１９９２
（Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒ　Ｗｉｌｅｙ　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，Ｎ．Ｙ．）５２３－５２５頁を
参照されたい）；ならびに最終的に、ｉｉｉ．古典的な条件での化合物ＶＩの還元の反応
（例えば、Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ：Ｒｅａｃｔｉｏｎ
ｓ，Ｍｅｃｈａｎｉｓｍｓ，ａｎｄ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ，Ｆｏｕｒｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏ
ｎ　ｂｙ　Ｊｅｒｒｙ　Ｍａｒｃｈ，１９９２（Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒ　Ｗｉｌｅｙ　Ｎｅ
ｗ　Ｙｏｒｋ，Ｎ．Ｙ．）ｐ１２１６－１２１７を参照されたい）が関与し得る。スキー
ム４を参照されたい。
【化４０】

【００５３】
　式ＶＩＩＩの化合物は、当業者には公知の方法、例えば、Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　２００
５，Ｎｏ．８，ｐｐ１２６９－１２７８およびＳｙｎｔｈｅｓｉｓ　２０１１，Ｎｏ．７
，ｐｐ１１４９－１１５６によって作製し得る。
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【００５４】
　式Ｉ－２ａの化合物（ここで、Ｚは、Ｘ－Ｒ1または脱離基、例えば、ハロゲンであり
、Ｘ、Ｒ1、Ｒ4、Ｒ6、ＡおよびＲ2は、上記の式Ｉにおいて記載されている通りである）
は、上記の式ＩＩ／ＩＩａおよびＩＩＩの化合物（スキーム１および２を参照されたい）
から式Ｉａの化合物の調製についてと同様の条件下で、式ＩＩ、それぞれに、ＩＩａの化
合物（ここで、Ｚは、Ｘ－Ｒ1または脱離基、例えば、ハロゲンであり、Ｘ、Ｒ1およびＡ
は、上記の式Ｉにおいて記載されている通りであり、Ｘ00は、上記の通りである）の間の
反応によって調製し得る。式ＩＩＩａの化合物（ここで、Ｒ6およびＲ2は、上記の式Ｉに
おいて記載されている通りである）の間の反応によって調製することができる。これを、
スキーム５における式ＩＩＩａの化合物について例示する。
【化４１】

【００５５】
　代わりに、式ＸＩＩの化合物から式ＩＩＩｂの化合物（ここで、Ｒ2、Ｒ5およびＲ6は
、上記の式Ｉにおいて記載されている通りである）を調製する順序は、ｉ．式ＸＩの化合
物（ここで、Ｒ6、Ｒ5およびＲ2は、上記の式Ｉにおいて記載されている通りである）を
生じさせる、塩基、例えば、炭酸ナトリウム、炭酸カリウムもしくは炭酸セシウム、また
は水素化ナトリウムの存在下で、適当な溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、
Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミドまたはアセトニトリル中で、Ｒ5－ＸLG（ここで、Ｒ5は、
上記の式Ｉにおいて記載されている通りであり、ＸLGは、脱離基、例えば、ハロゲン、好
ましくは、ヨウ素、臭素または塩素である）による化合物ＸＩＩのアルキル化；
ｉｉ．式ＩＸの化合物（ここで、Ｒ6、Ｒ5およびＲ2は、上記の式Ｉにおいて記載されて
いる通りである）を生じさせる、標準的な条件、例えば、Ｊ．Ｏｒｇ．Ｃｈｅｍ．，Ｖｏ
ｌ．６１，Ｎｏ．２，１９９６　ｐ　４４２に記載の、化合物ＸＩの代替求核置換（ＶＮ
Ｓ）反応の反応；
ｉｉｉ．式ＩＸの化合物（ここで、Ｒ6、Ｒ5およびＲ2は、上記の式Ｉにおいて記載され
ている通りである）を生じさせる、塩基、例えば、炭酸ナトリウム、炭酸カリウムもしく
は炭酸セシウム、または水素化ナトリウムの存在下で、適当な溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－ジ
メチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミドまたはアセトニトリル中の、Ｒ6－
ＸＬＧ（ここで、Ｒ6は、上記の式Ｉにおいて記載されている通りであり、ＸＬＧは、脱
離基、例えば、ハロゲン、好ましくは、ヨウ素、臭素または塩素である）による化合物Ｘ
のアルキル化が関与し得、最終的に、ｉｖ．古典的な条件における化合物ＩＸの還元の反
応、例えば、Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ：Ｒｅａｃｔｉｏ
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ｎｓ，Ｍｅｃｈａｎｉｓｍｓ，ａｎｄ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ，Ｆｏｕｒｔｈ　Ｅｄｉｔｉ
ｏｎ　ｂｙ　Ｊｅｒｒｙ　Ｍａｒｃｈ，１９９２（Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒ　Ｗｉｌｅｙ　Ｎ
ｅｗ　Ｙｏｒｋ，Ｎ．Ｙ．）ｐ　１２１６－１２１７を参照されたい。スキーム６を参照
されたい。
【化４２】

【００５６】
　式ＸＩＩの化合物は市販されているか、または当業者には公知の方法によって作製し得
る。
【００５７】
　式Ｉ－１ａの化合物（ここで、Ｚは、Ｘ－Ｒ1または脱離基、例えば、ハロゲンであり
、Ｘ、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ5、Ｒ6およびＡは、上記の式Ｉにおいて記載されている通りである）
は、上記の式ＩＩ／ＩＩａおよびＩＩＩの化合物からの式Ｉａの化合物の調製（スキーム
１および２を参照されたい）と同様の条件下で、式ＩＩ、それぞれに、ＩＩａの化合物（
ここで、Ｚは、Ｘ－Ｒ1または脱離基、例えば、ハロゲンであり、Ｘ、Ｒ1およびＡは、上
記の式Ｉにおいて記載されている通りであり、Ｘ00は、上記の通りである）と、式ＩＩＩ
ｂの化合物（ここで、Ｒ5、Ｒ6およびＲ2は、上記の式Ｉにおいて記載されている通りで
ある）との間の反応によって調製し得る。これは、式ＸＸＩＩの化合物についてスキーム
７において例示する。
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【化４３】

式ＩＩの化合物

【化４４】

（式中、Ｚは、Ｘ－Ｒ1もしくは脱離基、または脱離基、例えば、ハロゲン、アミンもし
くはニトロ中で転換することができる基であり、Ｘ、Ｒ1、Ａ1およびＡ2は、上記の式Ｉ
において記載されている通りである）は、公知であるか、市販であるか、または当業者に
は公知の方法によって作製し得る。
【００５８】
　式ＩＩｃの化合物（ここで、Ｑは、上記で定義されている通りであり、Ｚは、脱離基、
例えば、ハロゲン、好ましくは、フッ素、塩素であり、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は
、上記の式Ｉにおいて記載されている通りであり、Ｒは、アルキルまたは水素である）は
、任意選択で適切な塩基、例えば、アルカリ金属炭酸塩、例えば、炭酸ナトリウムおよび
炭酸カリウム、またはアルカリ金属水素化物、例えば、水素化ナトリウム、またはアルカ
リ金属水酸化物、例えば、水酸化ナトリウムおよび水酸化カリウムの存在下で、不活性溶
媒中で、好ましくは、２５～１２０℃の温度にて、式Ｖの化合物
Ｒ1－ＳＨ（Ｖ）
またはその塩（ここで、Ｒ1は、式Ｉにおいて定義されている通りである）と反応して、
式ＩＩｄの化合物（ここで、Ｒは、アルキルまたは水素であり、Ｒ1は、上記の式Ｉにお
いて記載されている通りであり、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、上記の式Ｉにおいて
記載されている通りである）を生じさせることができる。使用される溶媒の例は、エーテ
ル、例えば、ＴＨＦ、エチレングリコールジメチルエーテル、ｔｅｒｔ－ブチルメチルエ
ーテル、および１，４－ジオキサン、芳香族炭化水素、例えば、トルエンおよびキシレン
、ニトリル、例えば、アセトニトリルまたは極性非プロトン性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－ジ
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はジメチルスルホキシドを含む。式Ｖの化合物の塩の例は、式Ｖａの化合物
Ｒ1－Ｓ－Ｍ（Ｖａ）
を含み、式中、Ｒ1は、上記で定義されている通りであり、Ｍは、例えば、ナトリウムま
たはカリウムである。これを、スキーム８における式ＩＩｄの化合物について例示する。
【化４５】

【００５９】
　代わりに、式ＩＩｃの化合物（ここで、Ｚは、アミンであり、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4およ
びＡ5は、上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、Ｒは、アルキルまたは水素である）
は、ジアゾ化およびジアルキルジスルフィドとの反応によって式ＩＩｄの化合物に転換す
ることができる。この転換は周知であり、当業者には公知の方法によって作製することが
できた（例えば：Ｓｙｎｔｈｅｔｉｃ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ，３１（１２），
１８５７－１８６１；２００１またはＯｒｇａｎｉｃ　＆　Ｂｉｏｍｏｌｅｃｕｌａｒ　
Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，６（４），７４５－７６１；２００８を参照されたい）。
　式ＩＩｃの化合物（ここで、Ｚは、アミンであり、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、
上記の式Ｉにおいて定義した通りであり、Ｒは、アルキルまたは水素である）は、ジアゾ
化および硫化ナトリウムとの反応、それに続く還元によって式ＩＩｅの化合物に転換する
ことができる。この転換は周知であり、当業者には公知の方法によって作製することがで
きる（例えば、米国特許出願公開第２００４０１１６７３４号明細書またはＣｈｅｍｉｓ
ｃｈｅ　Ｂｅｒｉｃｈｔｅ，１２０（７），１１５１－７３；１９８７を参照されたい）
。塩基、例えば、炭酸ナトリウム、炭酸カリウムまたは炭酸セシウム、または水素化ナト
リウムの存在下で、適当な溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアセトアミドまたはアセトニトリル中、Ｒ1－ＸLG（ここで、Ｒ1は、上記の式Ｉにお
いて記載されている通りであり、ＸLGは、脱離基、例えば、ハロゲン、好ましくは、ヨウ
素、臭素または塩素である）による化合物ＩＩｅのアルキル化によって、式ＩＩｄの化合
物（ここで、Ｒ1は、上記の式Ｉにおいて記載した通りである）が得られる。スキーム９
を参照されたい。
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【化４６】

【００６０】
　式（ＩＩ）の化合物は、加水分解による式（ＩＩｄ）の化合物（ここで、Ｒは、アルキ
ルである）の反応によって調製し得る。例えば、Ｒがメチルまたはエチルである場合にお
いて、加水分解は、溶媒、例えば、テトラヒドロフランまたはメタノールの非存在下もし
くは存在下で、水および塩基、例えば、水酸化カリウムまたは水酸化リチウムによって行
うことができる。Ｒが、例えば、ｔｅｒｔ－ブチルである場合、加水分解は、酸、例えば
、トリフルオロ酢酸または塩酸の存在下で行われる。反応は、－１２０℃～＋１３０℃、
好ましくは、－１００℃～１００℃の温度にて行われる。スキーム１０を参照されたい。
【化４７】

【００６１】
　代わりに、式ＩＩの化合物は、式Ｖの化合物
Ｒ1－ＳＨ（Ｖ）
の反応による、式（Ｘ）の化合物（ここで、Ｚは、脱離基、例えば、ニトロまたはハロゲ
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ン、例えば、フッ素であり、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、上記の式Ｉにおいて記載
されている通りである）の反応によって調製し、任意選択で適切な塩基、例えば、アルカ
リ金属炭酸塩、例えば、炭酸ナトリウムおよび炭酸カリウム、またはアルカリ金属水素化
物、例えば、水素化ナトリウム、またはアルカリ金属水酸化物、例えば、水酸化ナトリウ
ムおよび水酸化カリウムの存在下で、不活性溶媒中、好ましくは、２５～１２０℃の温度
にて、式Ｘｄの化合物またはその塩（ここで、Ｒ1は、式Ｉにおいて定義されている通り
である）を得て、式ＸＩＩｂの化合物（ここで、Ｒ1は、上記の式Ｉにおいて記載されて
いる通りであり、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、上記の式Ｉにおいて記載されている
通りである）が得られ得る。使用される溶媒の例は、エーテル、例えば、ＴＨＦ、エチレ
ングリコールジメチルエーテル、ｔｅｒｔ－ブチルメチルエーテル、および１，４－ジオ
キサン、芳香族炭化水素、例えば、トルエンおよびキシレン、ニトリル、例えば、アセト
ニトリルまたは極性非プロトン性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ
－ジメチルアセトアミド、Ｎ－メチル－２－ピロリドンまたはジメチルスルホキシドを含
む。式Ｖの化合物の塩の例は、式Ｖａの化合物
Ｒ1－Ｓ－Ｍ（Ｖａ）
を含み、式中、Ｒ1は上記で定義されている通りであり、Ｍは、例えば、ナトリウムまた
はカリウムである。式ＩＩの化合物は、酸性または塩基性条件において式Ｘｄの化合物の
シアノの加水分解によって調製し得る。この転換は周知であり、当業者には公知の方法に
よって作製することができた（例えば、Ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ　Ｏｒｇａｎｉｃ　
Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎｓ．　Ａ　Ｇｕｉｄｅ　ｔｏ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　Ｇ
ｒｏｕｐ　Ｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎｓ。編Ｒｉｃｈａｒｄ　Ｃ．　Ｌａｒｏｃｋ　１９８
９　ｐ　９９３，ＶＣＨ　ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓを参照されたい）。
【００６２】
　これを、スキーム１１における式ＩＩの化合物について例示する。
【化４８】

【００６３】
　式Ｘの化合物は、公知であるか、市販であるか、または当業者には公知の方法によって
作製し得る。
【００６４】
　代わりに、式ＩＩの化合物は、酸化剤、例えば、酸素、過酸化水素または金属酸化物、
例えば、三酸化クロムの存在下で、酸、例えば、硫酸を伴いもしくは伴わず、金属触媒を
伴いもしくは伴わず、酸化による式（ＸＩ）の化合物（ここで、Ｚは、脱離基、例えば、
ニトロまたはハロゲン、例えば、フッ素であり、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4およびＡ5は、上記
の式Ｉにおいて記載されている通りである）の反応によって調製し得る。この転換は周知
であり、当業者には公知の方法によって作製することができた（例えば：Ｃｏｍｐｒｅｈ
ｅｎｓｉｖｅ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎｓ：　Ａ　Ｇｕｉｄｅ　
ｔｏ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　Ｇｒｏｕｐ　Ｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎｓ。編Ｒｉｃｈａｒ
ｄ　Ｃ．　Ｌａｒｏｃｋ　１９８９　ｐ　８２３，ＶＣＨ　ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓを参照
されたい）。これを、スキーム１２における式ＩＩの化合物について例示する。
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【化４９】

【００６５】
　式ＸＩの化合物は、公知であるか、市販であるか、または当業者には公知の方法によっ
て作製し得る。
【００６６】
　式Ｉの化合物（ここで、Ｙは、Ｓである）は、溶媒、例えば、ジメチルホルムアミドま
たはトルエン中、通常、５０～１５０℃の温度にて、式Ｉ－１またはＩ－２の化合物（こ
こで、Ｙは、Ｏである）と、硫黄原子を移すことができる試薬、例えば、ローソン試薬と
を反応させることによって調製することができる（スキーム１３）。このタイプの転換は
当業者には公知であり、例えば、Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ（２００７），６３（４８），
１１８６２－１１８７７または米国特許出願公開第２０１２０３０９７９６号明細書に記
載されている。

【化５０】

【００６７】
　代わりに、Ｃ（Ｏ）のＯは、中間体、例えば、式ＸＩＩ、ＸＩ、Ｘ、ＩＸ、ＩＩＩｂま
たはＶＩＩ、ＶＩＩＩ、ＶＩまたはＩＩＩａの化合物中のＳに転換することができる。
【００６８】
　式ＩＩＩおよびＱの定義によって官能化された式（Ｉ）の全ての他の化合物を調製する
ために、多数の適切な公知の標準的な方法、例えば、アルキル化、ハロゲン化、アシル化
、アミド化、オキシム化、酸化および還元が存在し、適切である調製方法の選択は、中間
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体における置換基の特性（反応性）によって決まる。
【００６９】
　反応体は塩基の存在下で反応に供されることが可能である。好適な塩基の例は、アルカ
リ金属もしくはアルカリ土類金属水酸化物、アルカリ金属もしくはアルカリ土類金属水素
化物、アルカリ金属もしくはアルカリ土類金属アミド、アルカリ金属もしくはアルカリ土
類金属アルコキシド、アルカリ金属もしくはアルカリ土類金属酢酸塩、アルカリ金属もし
くはアルカリ土類金属炭酸塩、アルカリ金属もしくはアルカリ土類金属ジアルキルアミド
、または、アルカリ金属もしくはアルカリ土類金属アルキルシリルアミド、アルキルアミ
ン、アルキレンジアミン、遊離もしくはＮ－アルキル化飽和もしくは不飽和シクロアルキ
ルアミン、塩基性複素環、水酸化アンモニウムおよび炭素環式アミンである。これらの例
としては、水酸化ナトリウム、水素化ナトリウム、ナトリウムアミド、ナトリウムメトキ
シド、酢酸ナトリウム、炭酸ナトリウム、カリウムｔ－ブトキシド、水酸化カリウム、炭
酸カリウム、水素化カリウム、リチウムジイソプロピルアミド、カリウムビス（トリメチ
ルシリル）アミド、水酸化カルシウム、トリエチルアミン、ジイソプロピルエチルアミン
、トリエチレンジアミン、シクロヘキシルアミン、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルアニリン、ピリジン、４－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）ピリ
ジン、キヌクリジン、Ｎ－メチルモルホリン、ベンジルトリメチル水酸化アンモニウムお
よび１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］ウンデセ－７－エン（ＤＢＵ）が挙げられ得
る。
【００７０】
　反応体は、そのまま、すなわち溶剤または希釈剤を添加することなく相互に反応に供さ
れることが可能である。しかしながら、ほとんどの場合は、不活性溶剤もしくは希釈剤ま
たはこれらの混合物を添加することは有利である。反応を塩基の存在下で行った場合、過
剰量で利用されたトリエチルアミン、ピリジン、Ｎ－メチルモルホリンまたはＮ，Ｎ－ジ
エチルアニリンなどの塩基もまた、溶剤または希釈剤として作用し得る。
【００７１】
　この反応は、およそ－８０℃～およそ＋１４０℃、好ましくはおよそ－３０℃～およそ
＋１００℃の温度範囲、多くの事例において、周囲温度～およそ＋８０℃の範囲内で行わ
れることが有利である。
【００７２】
　式Ｉの化合物は、本発明に従い、慣習的な様式で式Ｉの出発化合物の１個以上の置換基
を他の置換基で置換することにより、それ自体公知の様式で他の式Ｉの化合物に転換する
ことが可能である。
【００７３】
　各事例において好適である反応条件および出発材料の選択に応じて、例えば、１つの反
応ステップのみで、本発明に従って１個の置換基を他の置換基で置換することが可能であ
り、または、同一の反応ステップで本発明に従って複数の置換基を他の置換基で置換する
ことが可能である。
【００７４】
　式Ｉの化合物の塩は、それ自体公知の様式で調製可能である。それ故、例えば、酸付加
式Ｉの化合物の塩は、好適な酸または好適なイオン交換試薬による処理で得られ、および
、塩基による塩は、好適な塩基または好適なイオン交換試薬による処理で得られる。
【００７５】
　式Ｉの化合物の塩は、慣習的な様式で、例えば、好適な塩基化合物または好適なイオン
交換試薬による処理によって遊離化合物Ｉ、酸付加塩に転換し、また、例えば好適な酸ま
たは好適なイオン交換試薬による処理によって塩基による塩に転換することが可能である
。
【００７６】
　式Ｉの化合物の塩は、それ自体公知の様式で、例えば塩酸などの無機酸の塩を例えば酢
酸銀といった酸のナトリウム、バリウムまたは銀塩などの好適な金属塩で、形成される例
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えば塩化銀といった無機塩が不溶性であって反応混合物から析出される好適な溶剤中にお
いて処理することにより、例えば他の酸付加塩といった、式Ｉの化合物の他の塩（酸付加
塩）に転換することが可能である。
【００７７】
　手法または反応条件に応じて、塩形成特性を有する式Ｉの化合物は、遊離形態または塩
の形態で得ることが可能である。
【００７８】
　式Ｉの化合物および適切な場合にはその互変異性体（それぞれの場合において、遊離形
態または塩形態で）は、可能な異性体の１種の形態で、または、これらの混合物として、
例えば、鏡像異性体および／もしくはジアステレオマーなどの純粋な異性体の形態で、ま
たは、例えばラセミ化合物、ジアステレオマー混合物もしくはラセミ化合物混合物といっ
たエナンチオマー混合物などの異性体混合物として、分子中の不斉炭素原子の数、絶対お
よび相対的立体配置に応じて、ならびに／または、分子中の非芳香族二重結合の立体配置
に応じて存在していることが可能であり；本発明は、純粋な異性体に関すると共に可能性
のあるすべての異性体混合物にも関し、また、本発明は、本明細書中上記および下記にお
いて、各事例において特異的に立体化学が詳述されていない場合においても、各事例にお
いてこの意味で理解されるべきである。
【００７９】
　選択された出発材料および手法に応じて得られることが可能である遊離形態または塩形
態の式Ｉの化合物のジアステレオマー混合物またはラセミ化合物混合物は、コンポーネン
トの物理化学的差異に基づいて、例えば分別晶出、蒸留および／またはクロマトグラフィ
による公知の様式で純粋なジアステレオマーまたはラセミ化合物に分離可能である。
【００８０】
　同様に得ることが可能であるラセミ化合物などのエナンチオマー混合物は以下のような
公知の方法により光学的鏡像体に分割されることが可能である：例えば、光学的に活性な
溶剤からの再結晶化；例えば、好適な微生物により補助されるアセチルセルロースでの高
速液体クロマトグラフィ（ＨＰＬＣ）といったキラル吸着媒へのクロマトグラフィ；例え
ば、１つのエナンチオマーのみが錯化されるキラルクラウンエーテルを用いる、包接化合
物の形成を介した特定の不動化された酵素による開裂；または、例えば、塩基性最終生成
物ラセミ化合物を例えば樟脳酸、酒石酸もしくはリンゴ酸といったカルボン酸または例え
ばカンファースルホン酸といったスルホン酸などの光学的に活性な酸と反応させ、および
、この様式で得ることが可能であるジアステレオマー混合物を、例えば異なる溶解度に基
づく分別結晶化によって分離して、例えば塩基性薬剤といった好適な薬剤の作用により所
望されるエナンチオマーを遊離させることが可能であるジアステレオマーを得ることによ
るジアステレオ異性塩への転換。
【００８１】
　本発明に基づく純粋なジアステレオマーまたはエナンチオマーの入手は、好適な異性体
混合物の分離のみならず、例えば、好適な立体化学の出発材料が伴う本発明によるプロセ
スの実施といった、一般に公知のジアステレオ選択的もしくはエナンチオ選択的合成方法
によっても可能である。
【００８２】
　Ｎ－オキシドは、例えばトリフルオロ酢酸無水物といった酸無水物の存在下で、式Ｉの
化合物を例えばＨ2Ｏ2／尿素付加物といった好適な酸化剤と反応させることにより調製可
能である。このような酸化は、例えばＪ．Ｍｅｄ．Ｃｈｅｍ．１９８９３２，２５６１ま
たは国際公開第００／１５６１５号といった文献から公知である。
【００８３】
　個々の成分が異なる生物学的活性を有している場合には、生物学的により活性である、
例えばエナンチオマーもしくはジアステレオマーといった異性体、または、例えばエナン
チオマー混合物もしくはジアステレオマー混合物といった異性体混合物を各事例において
単離もしくは合成することが有利である。
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【００８４】
　式Ｉの化合物および適切な場合にはその互変異性体は、遊離形態もしくは塩形態の各事
例において、適切な、水和物の形態で得られることも可能であり、および／または、例え
ば固体形態で存在する化合物の結晶化に用いられていてもよい他の溶剤を含んでいること
も可能である。
【００８５】
　以下の表１～２に係る化合物は、上記の方法に従って調製可能である。以下に続く実施
例は、本発明を例示し、好ましい式Ｉの化合物を示すことを意図している。「Ｐｈ」は、
フェニル基を表す。
【００８６】
表１：この表は、７７種の式Ｉ－１の化合物
【化５１】

を開示する。
【００８７】
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【表１－２】



(40) JP 2018-524337 A 2018.8.30

10

20

30

40

【表１－３】
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【表１－４】

ならびに表１の化合物のＮ－オキシドおよび互変異性体。
【００８８】
表２：この表は、７７種の式Ｉ－２の化合物

【化５２】

を開示する。
【００８９】
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【表２－１】
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【表２－２】
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【表２－３】
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【表２－４】

ならびに表２の化合物のＮ－オキシドおよび互変異性体。
【００９０】
　本発明による式Ｉの化合物は、きわめて少ない適用量であっても有害生物防除分野にお
いて予防的におよび／または治癒的に価値のある活性処方成分であり、きわめて好ましい
殺生範囲を有すると共に、温血性の種、魚類、および、植物は良好な耐容性を示すもので
ある。本発明による活性処方成分は、昆虫またはダニ目の代表的なものなどの通常は感受
性（耐性）の動物有害生物の成長ステージのすべてもしくは個々に対して作用する。本発
明による活性処方成分の殺虫性または殺ダニ性活性は、直接的に顕在化（すなわち、直ぐ
に、もしくは、例えば脱皮中といった一定時間の経過後のみに生じる有害生物の殺処分に
おいて）されるか、または、間接的に顕在化（例えば産卵量および／もしくは孵化率の低
減）されることが可能である。
【００９１】
　上記の動物に対する有害生物のさらなる例は以下のとおりである。
ダニ目（Ａｃａｒｉｎａ）から、例えば、アカリツス属の一種（Ａｃａｌｉｔｕｓ　ｓｐ
ｐ）、アカルス属の一種（Ａｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ）、アカリカルス属の一種（Ａｃａｒｉ
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ｃａｌｕｓ　ｓｐｐ）、アセリア属の一種（Ａｃｅｒｉａ　ｓｐｐ）、アシブトコナダニ
（Ａｃａｒｕｓ　ｓｉｒｏ）、アンブリオンマ属の一種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．
）、ナガヒメダニ属の一種（Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、ブーフィラス属の一種（Ｂｏｏｐ
ｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ブレビパルプス属の一種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．
）、ブリオビア属の一種（Ｂｒｙｏｂｉａ　ｓｐｐ）、カリピトリメルス属の一種（Ｃａ
ｌｉｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ショクヒヒゼンダニ属の一種（Ｃｈｏｒｉｏｐ
ｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ワクモ（Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、デルマト
ファゴイデス属の一種（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ）、エオテトラニカ
ス属の一種（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ）、エリオフィエス属の一種（Ｅｒｉ
ｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、ヘミタルソネムス属の一種（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ
　ｓｐｐ）、イボマダニ属の一種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、マダニ属の一種（Ｉ
ｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、オリゴニクス属の一種（Ｏｌｙｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ）、
カズキダニ属の一種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｏｓ　ｓｐｐ．）、ポリファゴタルソネラタ
ス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅ　ｌａｔｕｓ）、パノニクス属の一種（Ｐａｎｏ
ｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ミカンサビダニ（Ｐｈｙｌｌｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉ
ｖｏｒａ）、フィトネムス属の一種（Ｐｈｙｔｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ）、ポリファゴタロ
ソネムス属の一種（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ）、キュウセンヒ
ゼンダニ属の一種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、コイタマダニ属の一種（Ｒｈｉｐ
ｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾグリフス属の一種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　
ｓｐｐ．）、サルコプテス属の一種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ステネオタルソ
ネムス属の一種（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ホコリダニ属の一種
（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）およびテトラニクス属の一種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）；
シラミ目（Ａｎｏｐｌｕｒａ）から、例えば、ブタジラミ属の一種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉ
ｎｕｓ　ｓｐｐ．）、シラミ属の一種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ペディク
ルス属の一種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ペムフィグス属の一種（Ｐｅｍｐｈｉ
ｇｕｓ　ｓｐｐ．）およびネアブラムシ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐｐ．）；
鞘翅目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）から、例えば、アグリオテス属の一種（Ａｇｒｉｏｔｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、アンフィマロンマジャレ（Ａｍｐｈｉｍａｌｌｏｎ　ｍａｊａｌｅ）、
セマダラコガネ（Ａｎｏｍａｌａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、アントノムス属の一種（Ａ
ｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、アンフォディウス属の一種（Ａｐｈｏｄｉｕｓ　ｓｐ
ｐ）、アスチラスアトロマクラタス（Ａｓｔｙｌｕｓ　ａｔｒｏｍａｃｕｌａｔｕｓ）、
アテニウス属の一種（Ａｔａｅｎｉｕｓ　ｓｐｐ）、アトマリアリネアリス（ａｒｉａ　
ｌｉｎｅａｒｉｓ）、カエトクネマチビアリス（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｔｉｂｉａｌ
ｉｓ）、セロトマ属の一種（Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｓｐｐ）、コノデルス属の一種（Ｃｏｎ
ｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ）、コスモポリテス属の一種（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｐｐ
．）、コチニスニチダ（Ｃｏｔｉｎｉｓ　ｎｉｔｉｄａ）、クルクリオ属の一種（Ｃｕｒ
ｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）、シクロセファラ属の一種（Ｃｙｃｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ
）、デルメステス属の一種（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ディアブロティカ属の一
種（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）、アデルスツノカブト（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ
　ａｂｄｅｒｕｓ）、エピラクナ属の一種（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｓｐｐ．）、エレムヌ
ス属の一種（Ｅｒｅｍｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘテロニクスアラトル（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｃ
ｈｕｓ　ａｒａｔｏｒ）、ヒポテネムスハンペイ（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｈａｍｐ
ｅｉ）、ラグリアフイロサ（Ｌａｇｒｉａ　ｖｉｌｏｓａ）、コロラドハムシ（Ｌｅｐｔ
ｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍＬｉｎｅａｔａ）、リッソルホプトルス属の一種（Ｌｉｓ
ｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、リオゲニス属の一種（Ｌｉｏｇｅｎｙｓ　ｓｐｐ）
、マエコラスピス属の一種（Ｍａｅｃｏｌａｓｐｉｓ　ｓｐｐ）、アカビロウドコガネ（
Ｍａｌａｄｅｒａ　ｃａｓｔａｎｅａ）、メガセリス属の一種（Ｍｅｇａｓｃｅｌｉｓ　
ｓｐｐ）、メリゲテスアエネウス（Ｍｅｌｉｇｈｅｔｅｓ　ａｅｎｅｕｓ）、メロロンタ
属の一種（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｓｐｐ．）、マイオクロウスアルマツス（Ｍｙｏｃｈ
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ｒｏｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ）、オリジャエフィルス属の一種（Ｏｒｙｃａｅｐｈｉｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、オチオリンクス属の一種（Ｏｔｉｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、フィ
ロファーガ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ）、フリクチヌス属の一種（Ｐｈ
ｌｙｃｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ポピリア属の一種（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、プ
シリオデス属の一種（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、リソマツスアウブチリス（Ｒ
ｈｙｓｓｏｍａｔｕｓ　ａｕｂｔｉｌｉｓ）、リゾペルタ属の一種（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔ
ｈａ　ｓｐｐ．）、コガネムシ科（Ｓｃａｒａｂｅｉｄａｅ）、シトフィルス属の一種（
Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シトトルガ属の一種（Ｓｉｔｏｔｒｏｇａ　ｓｐｐ
．）、ソマチカス属の一種（Ｓｏｍａｔｉｃｕｓ　ｓｐｐ）、スフェノフォラス属の一種
（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ）、ステルネクススブシグナツス（Ｓｔｅｒｎｅｃ
ｈｕｓ　ｓｕｂｓｉｇｎａｔｕｓ）、ゴミムシダマシ属の一種（Ｔｅｎｅｂｒｉｏ　ｓｐ
ｐ．）、トリボリウム属の一種（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）およびトロゴデルマ属
の一種（Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）；
双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）から、例えば、ヤブカ属の一種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ハ
マダラカ属の一種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ）、アンテリゴナソカタ（Ａｎｔｈｅｒ
ｉｇｏｎａ　ｓｏｃｃａｔａ）、バクトロシアオレアエ（Ｂａｃｔｒｏｃｅａ　ｏｌｅａ
ｅ）、ビビオホルツラヌス（Ｂｉｂｉｏ　ｈｏｒｔｕｌａｎｕｓ）、ブラジシア属の一種
（Ｂｒａｄｙｓｉａ　ｓｐｐ）、カリホラエリスロセファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅ
ｒｙｔｈｒｏｃｅｐｈａｌａ）、セラチチス属の一種（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｓｐｐ．）
、オビキンバエ属の一種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、イエカ属の一種（Ｃｕｌ
ｅｘ　ｓｐｐ．）、クテレブラ属の一種（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ　ｓｐｐ．）、ダクス属の
一種（Ｄａｃｕｓ　ｓｐｐ．）、デリア属の一種（Ｄｅｌｉａ　ｓｐｐ）、キイロショウ
ジョウバエ（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｍｅｌａｎｏｇａｓｔｅｒ）、ヒメイエバエ属の一
種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、ガストロフィラス属の一種（Ｇａｓｔｒｏｐｈｉｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、ゲオミザトリプンクタタ（Ｇｅｏｍｙｚａ　ｔｒｉｐｕｎｃｔａｔａ）、
ツェツェバエ属の一種（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）、ウシバエ属の一種（Ｈｙｐｏｄ
ｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、ヒッポボスカ属の一種（Ｈｙｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、リ
リオミザ属の一種（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、キンバエ属の一種（Ｌｕｃｉｌｉ
ａ　ｓｐｐ．）、メラナグロミザ属の一種（Ｍｅｌａｎａｇｒｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、
イエバエ属の一種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、ヒツジバエ属の一種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、オルセオリア属の一種（Ｏｒｓｅｏｌｉａ　ｓｐｐ．）、オシネラフリット（
Ｏｓｃｉｎｅｌｌａ　ｆｒｉｔ）、アカザモグリハナバエ（Ｐｅｇｏｍｙｉａ　ｈｙｏｓ
ｃｙａｍｉ）、ホルビア属の一種（Ｐｈｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．）、ラゴレチス属の一種（
Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ）、リベリアクアドリファシアタ（Ｒｉｖｅｌｉａ　ｑｕ
ａｄｒｉｆａｓｃｉａｔａ）、スカテラ属の一種（Ｓｃａｔｅｌｌａ　ｓｐｐ）、キノコ
バエ属の一種（Ｓｃｉａｒａ　ｓｐｐ．）、サシバエ属の一種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐ
ｐ．）、アブ属の一種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、タニア属の一種（Ｔａｎｎｉａ　
ｓｐｐ．）およびガガンボ属の一種（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．）；
半翅目（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）から、例えば、アカントコリススカブラトル（Ａｃａｎｔ
ｈｏｃｏｒｉｓ　ｓｃａｂｒａｔｏｒ）、アクロステルナム属の一種（Ａｃｒｏｓｔｅｒ
ｎｕｍ　ｓｐｐ）、ウススジカスミカメ（Ａｄｅｌｐｈｏｃｏｒｉｓ　ｌｉｎｅｏｌａｔ
ｕｓ）、アンブリペルタニチダ（Ａｍｂｌｙｐｅｌｔａ　ｎｉｔｉｄａ）、バチコエリア
タラシナ（Ｂａｔｈｙｃｏｅｌｉａ　ｔｈａｌａｓｓｉｎａ）、ブリサス属の一種（Ｂｌ
ｉｓｓｕｓ　ｓｐｐ）、トコジラミ属の一種（Ｃｉｍｅｘ　ｓｐｐ．）、クラビグララト
メントシコリス（Ｃｌａｖｉｇｒａｌｌａ　ｔｏｍｅｎｔｏｓｉｃｏｌｌｉｓ）、クレオ
ンチアデス属の一種（Ｃｒｅｏｎｔｉａｄｅｓ　ｓｐｐ）、ジスタンチエラテオブロマ（
Ｄｉｓｔａｎｔｉｅｌｌａ　ｔｈｅｏｂｒｏｍａ）、ジケロプスフルカツス（Ｄｉｃｈｅ
ｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕｓ）、ジスデルクス属の一種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．
）、イデッサ属の一種（Ｅｄｅｓｓａ　ｓｐｐ）、オイキスツス属の一種（Ｅｕｃｈｉｓ
ｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒメナガメ（Ｅｕｒｙｄｅｍａ　ｐｕｌｃｈｒｕｍ）、エウリガス
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テル属の一種（Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ　ｓｐｐ．）、クサギカメムシ（Ｈａｌｙｏｍｏｒ
ｐｈａ　ｈａｌｙｓ）、ホルシアスノビレルス（Ｈｏｒｃｉａｓ　ｎｏｂｉｌｅｌｌｕｓ
）、レプトコリサ属の一種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．）、メクラカメムシ属の
一種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ）、マルガロデス属の一種（Ｍａｒｇａｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ）
、ムルガンチアヒストリオニク（Ｍｕｒｇａｎｔｉａ　ｈｉｓｔｒｉｏｎｉｃ）、ネオメ
ガロトムス属の一種（Ｎｅｏｍｅｇａｌｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ）、タバコカスミカメ（Ｎ
ｅｓｉｄｉｏｃｏｒｉｓ　ｔｅｎｕｉｓ）、ネザラ属の一種（Ｎｅｚａｒａ　ｓｐｐ．）
、ニシウスシムランス（Ｎｙｓｉｕｓ　ｓｉｍｕｌａｎｓ）、オエバルスインスラリス（
Ｏｅｂａｌｕｓ　ｉｎｓｕｌａｒｉｓ）、ピエスマ属の一種（Ｐｉｅｓｍａ　ｓｐｐ．）
、ピエゾドルス属の一種（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ）、ロドニウス属の一種（Ｒｈ
ｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、サールベルゲラシングラリス（Ｓａｈｌｂｅｒｇｅｌｌａ　
ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ）、スカプトコリスカスタネア（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓ
ｔａｎｅａ）、スコチノファラ属の一種（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈａｒａ　ｓｐｐ．）、チア
ンタ属の一種（Ｔｈｙａｎｔａ　ｓｐｐ）、トリアトマ属の一種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓ
ｐｐ．）、ヴァチガイルデンス（Ｖａｔｉｇａ　ｉｌｌｕｄｅｎｓ）；アシルトシウムピ
スム（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｕｍ　ｐｉｓｕｍ）、アダルゲス属の一種（Ａｄａｌｇｅｓ　
ｓｐｐ）、アガリアナエンシゲラ（Ａｇａｌｌｉａｎａ　ｅｎｓｉｇｅｒａ）、アゴノセ
ナタルギオニイ（Ａｇｏｎｏｓｃｅｎａ　ｔａｒｇｉｏｎｉｉ）、アレウロジクス属の一
種（Ａｌｅｕｒｏｄｉｃｕｓ　ｓｐｐ）、アレウロカンツス属の一種（Ａｌｅｕｒｏｃａ
ｎｔｈｕｓ　ｓｐｐ）、アレウロロブスバロデンシス（Ａｌｅｕｒｏｌｏｂｕｓ　ｂａｒ
ｏｄｅｎｓｉｓ）、アレウロトリキスフロッコスス（Ａｌｅｕｒｏｔｈｒｉｘｕｓ　ｆｌ
ｏｃｃｏｓｕｓ）、アレイロデスブラシカエ（Ａｌｅｙｒｏｄｅｓ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ
）、フタテンミドリヒメヨコバイ（Ａｍａｒａｓｃａ　ｂｉｇｕｔｔｕｌａ）、アムリト
ズスアトキンソニ（Ａｍｒｉｔｏｄｕｓ　ａｔｋｉｎｓｏｎｉ）、アオニジエラ属の一種
（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アリマキ科（Ａｐｈｉｄｉｄａｅ）、ワタアブラ
ムシ属の一種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、アスピジオツス属の一種（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、ジャガイモヒゲナガアブラムシ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　ｓｏｌａｎ
ｉ）、バクテリセラコッケレリ（Ｂａｃｔｅｒｉｃｅｒａ　ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ）、ベ
ミシア属の一種（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｓｐｐ）、ブラキカウダス属の一種（Ｂｒａｃｈｙｃ
ａｕｄｕｓ　ｓｐｐ）、ダイコンアブラムシ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃ
ａｅ）、カコプシラ属の一種（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ）、ニンジンフタオアブラ
ムシ（Ｃａｖａｒｉｅｌｌａ　ａｅｇｏｐｏｄｉｉ　Ｓｃｏｐ．）、セロプラスタ属の一
種（Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｒ　ｓｐｐ．）、クリソムファルスアオニジウム（Ｃｈｒｙｓ
ｏｍｐｈａｌｕｓ　ａｏｎｉｄｉｕｍ）、オンシツマルカイガラムシ（Ｃｈｒｙｓｏｍｐ
ｈａｌｕｓ　ｄｉｃｔｙｏｓｐｅｒｍｉ）、シカデラ属の一種（Ｃｉｃａｄｅｌｌａ　ｓ
ｐｐ）、シロオオヨコバイ（Ｃｏｆａｎａ　ｓｐｅｃｔｒａ）、クリプトミズス属の一種
（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ）、シカヅリナ属の一種（Ｃｉｃａｄｕｌｉｎａ　ｓ
ｐｐ）、ヒラタカタカイガラムシ（Ｃｏｃｃｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｉｄｕｍ）、ダルブルス
マイジス（Ｄａｌｂｕｌｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、ジアレウロデス属の一種（Ｄｉａｌｅｕ
ｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ）、ミカンキジラミ（Ｄｉａｐｈｏｒｉｎａ　ｃｉｔｒｉ）、ジウラ
フィスノキシア（Ｄｉｕｒａｐｈｉｓ　ｎｏｘｉａ）、ジサフィス属の一種（Ｄｙｓａｐ
ｈｉｓ　ｓｐｐ）、エムポアスカ属の一種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ．）、リンゴワタ
ムシ（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｌａｒｉｇｅｒｕｍ）、エリスロネウラ属の一種（Ｅｒｙｔｈ
ｒｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、カスカルジア属の一種（Ｇａｓｃａｒｄｉａ　ｓｐｐ．）
、グリカスピスブリンブレコンベイ（Ｇｌｙｃａｓｐｉｓ　ｂｒｉｍｂｌｅｃｏｍｂｅｉ
）、ヒアダフィスシュードブラシカエ（Ｈｙａｄａｐｈｉｓ　ｐｓｅｕｄｏｂｒａｓｓｉ
ｃａｅ）、ヒアロプテルス属の一種（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ｓｐｐ）、ヒペロミズス
パリズス（Ｈｙｐｅｒｏｍｙｚｕｓ　ｐａｌｌｉｄｕｓ）、リュウガンズキンヨコバイ（
Ｉｄｉｏｓｃｏｐｕｓ　ｃｌｙｐｅａｌｉｓ）、ヤコビアスカリビカ（Ｊａｃｏｂｉａｓ
ｃａ　ｌｙｂｉｃａ）、ラオデルファクス属の一種（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓｐｐ．）
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、ミズキカタカイガラムシ（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｃｏｒｎｉ）、レピドサフェス属の一種
（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐｐ．）、ニセダイコンアブラムシ（Ｌｏｐａｐｈｉｓ
　ｅｒｙｓｉｍｉ）、リオゲニスマイヂス（Ｌｙｏｇｅｎｙｓ　ｍａｉｄｉｓ）、マクロ
シフム属の一種（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、マハナルワ属の一種（Ｍａｈａ
ｎａｒｖａ　ｓｐｐ）、メタカルファプルイノサ（Ｍｅｔｃａｌｆａ　ｐｒｕｉｎｏｓａ
）、ムギウスイロアブラムシ（Ｍｅｔｏｐｏｌｏｐｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ）、ミン
ズスクルズス（Ｍｙｎｄｕｓ　ｃｒｕｄｕｓ）、ミズス属の一種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ．
）、ネオトキソプテラ属の一種（Ｎｅｏｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐ）、ツマグロヨコバイ
属の一種（Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉｘ　ｓｐｐ．）、ニラパルバタ属の一種（Ｎｉｌａｐａ
ｒｖａｔａ　ｓｐｐ．）、ナシミドリオオアブラムシ（Ｎｉｐｐｏｌａｃｈｎｕｓ　ｐｉ
ｒｉ　Ｍａｔｓ）、オドナスピスルタエ（Ｏｄｏｎａｓｐｉｓ　ｒｕｔｈａｅ）、オレグ
マラニゲラゼンター（Ｏｒｅｇｍａ　ｌａｎｉｇｅｒａ　Ｚｅｈｎｔｅｒ）、ヤマモモコ
ナジラミ（Ｐａｒａｂｅｍｉｓｉａ　ｍｙｒｉｃａｅ）、パラトリオザコッケレリ（Ｐａ
ｒａｔｒｉｏｚａ　ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ）、パルラトリア属の一種（Ｐａｒｌａｔｏｒ
ｉａ　ｓｐｐ．）、ペムフィグス属の一種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）、トウモロ
コシウンカ（Ｐｅｒｅｇｒｉｎｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、ペルキンシエラ属の一種（Ｐｅｒ
ｋｉｎｓｉｅｌｌａ　ｓｐｐ）、ホップイボアブラムシ（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌ
ｉ）、フィロキセラ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｓｐｐ）、プラノコッカス属の一
種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、プセウダウラカスピス属の一種（Ｐｓｅｕｄ
ａｕｌａｃａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、シュードコッカス属の一種（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ワタノミハムシ（Ｐｓｅｕｄａｔｏｍｏｓｃｅｌｉｓ　ｓｅｒｉａｔ
ｕｓ）、プシラ属の一種（Ｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、プルビナリアエチオピカ（Ｐｕｌ
ｖｉｎａｒｉａ　ａｅｔｈｉｏｐｉｃａ）、クアドラズピジオツス属の一種（Ｑｕａｄｒ
ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、クエサダギガス（Ｑｕｅｓａｄａ　ｇｉｇａｓ）、
イナズマヨコバイ（Ｒｅｃｉｌｉａ　ｄｏｒｓａｌｉｓ）、ロパロシフム属の一種（Ｒｈ
ｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、サイセチア属の一種（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐ
ｐ．）、スカホイデウス属の一種（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅｕｓ　ｓｐｐ．）、スチザフィス
属の一種（Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、シトビオン属の一種（Ｓｉｔｏｂｉｏｎ
　ｓｐｐ．）、セジロウンカ（Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕｒｃｉｆｅｒａ）、スピシスチ
ルスフェスチヌス（Ｓｐｉｓｓｉｓｔｉｌｕｓ　ｆｅｓｔｉｎｕｓ）、タロファガスプロ
セルピナ（Ｔａｒｏｐｈａｇｕｓ　Ｐｒｏｓｅｒｐｉｎａ）、トキソプテラ属の一種（Ｔ
ｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ）、トリアロイデス属の一種（Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｓ
ｐｐ）、トリジスカスポロボリ（Ｔｒｉｄｉｓｃｕｓ　ｓｐｏｒｏｂｏｌｉ）、トリオニ
ムス属の一種（Ｔｒｉｏｎｙｍｕｓ　ｓｐｐ）、ミカントガリキジラミ（Ｔｒｉｏｚａ　
ｅｒｙｔｒｅａｅ）、ニセヤノネカイガラムシ（Ｕｎａｓｐｉｓ　ｃｉｔｒｉ）、ジギナ
フラミゲラ（Ｚｙｇｉｎａ　ｆｌａｍｍｉｇｅｒａ）、ジギニジアスクテラリス（Ｚｙｇ
ｉｎｉｄｉａ　ｓｃｕｔｅｌｌａｒｉｓ）；
膜翅目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）から、例えば、ヒメハキリアリ属（Ａｃｒｏｍｙｒｍ
ｅｘ）、アルゲ属の一種（Ａｒｇｅ　ｓｐｐ）、アッタ属の一種（Ａｔｔａ　ｓｐｐ．）
、セフス属の一種（Ｃｅｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ジプリオン属の一種（Ｄｉｐｒｉｏｎ　
ｓｐｐ．）、マツハバチ科（Ｄｉｐｒｉｏｎｉｄａｅ）、シマトウヒハバチ（Ｇｉｌｐｉ
ｎｉａ　ｐｏｌｙｔｏｍａ）、ホプロカンパ属の一種（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｓｐｐ．
）、ケアリ属の一種（Ｌａｓｉｕｓ　ｓｐｐ．）、イエヒメアリ（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ
　ｐｈａｒａｏｎｉｓ）、ネオジプリオン属の一種（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）
、クロナガアリ（Ｐｏｇｏｎｏｍｙｒｍｅｘ　ｓｐｐ）、スレノプシスインビクタ（Ｓｌ
ｅｎｏｐｓｉｓ　ｉｎｖｉｃｔａ）、ソレノプシス属の一種（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｓ
ｐｐ．）およびベスパ属の一種（Ｖｅｓｐａ　ｓｐｐ．）；
等翅目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）から、例えば、コプトテルメス属の一種（Ｃｏｐｔｏｔｅｒ
ｍｅｓ　ｓｐｐ）、コルニテルネスクムランス（Ｃｏｒｎｉｔｅｒｎｅｓ　ｃｕｍｕｌａ
ｎｓ）、インシシテルメス属の一種（Ｉｎｃｉｓｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ）、マクロテル
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メス属の一種（Ｍａｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ）、マストテルメス属の一種（Ｍａｓｔ
ｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ）、ミクロテルメス属の一種（Ｍｉｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ
）、ヤマトシロアリ属の一種（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）；ソレノプシ
スゲミナーテ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｇｅｍｉｎａｔｅ）；
鱗翅目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）から、例えば、アクレリス属の一種（Ａｃｌｅｒｉｓ
　ｓｐｐ．）、アドキソフィエス属の一種（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、アエゲ
リア属の一種（Ａｅｇｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、アグロティス属の一種（Ａｇｒｏｔｉｓ　
ｓｐｐ．）、アラバマアルギラセア（Ａｌａｂａｍａ　ａｒｇｉｌｌａｃｅａｅ）、アミ
ロイス属の一種（Ａｍｙｌｏｉｓ　ｓｐｐ．）、アンチカルシアゲマタリス（Ａｎｔｉｃ
ａｒｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ）、アルチップス属の一種（Ａｒｃｈｉｐｓ　ｓｐｐ
．）、アルギレスチア属の一種（Ａｒｇｙｒｅｓｔｈｉａ　ｓｐｐ）、アルギロタエニア
属の一種（Ａｒｇｙｒｏｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、アウトグラファ属の一種（Ａｕｔｏ
ｇｒａｐｈａ　ｓｐｐ．）、ブックラトリクスツルベリエラ（Ｂｕｃｃｕｌａｔｒｉｘ　
ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ）、アフリカズイム（Ｂｕｓｓｅｏｌａ　ｆｕｓｃａ）、スジ
マラダメイガ（Ｃａｄｒａ　ｃａｕｔｅｌｌａ）、モモシンクイガ（Ｃａｒｐｏｓｉｎａ
　ｎｉｐｐｏｎｅｎｓｉｓ）、キロ属の一種（Ｃｈｉｌｏ　ｓｐｐ．）、コリストネウラ
属の一種（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、クリソテウチアトピアリア（Ｃｈ
ｒｙｓｏｔｅｕｃｈｉａ　ｔｏｐｉａｒｉａ）、クリシアアンビグエラ（Ｃｌｙｓｉａ　
ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、クナファロクロシス属の一種（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｒｏｃｉｓ
　ｓｐｐ．）、クネファシア属の一種（Ｃｎｅｐｈａｓｉａ　ｓｐｐ．）、コチリス属の
一種（Ｃｏｃｈｙｌｉｓ　ｓｐｐ．）、コレオフォラ属の一種（Ｃｏｌｅｏｐｈｏｒａ　
ｓｐｐ．）、コリアスレスビア（Ｃｏｌｉａｓ　ｌｅｓｂｉａ）、ワタアカキリバ（Ｃｏ
ｓｍｏｐｈｉｌａ　ｆｌａｖａ）、クラムバス属の一種（Ｃｒａｍｂｕｓ　ｓｐｐ）、ケ
ブカノメイガ（Ｃｒｏｃｉｄｏｌｏｍｉａ　ｂｉｎｏｔａｌｉｓ）、クリプトフレビアロ
イコトレタ（Ｃｒｙｐｔｏｐｈｌｅｂｉａ　ｌｅｕｃｏｔｒｅｔａ）、シダリマペルスペ
クタリス（Ｃｙｄａｌｉｍａ　ｐｅｒｓｐｅｃｔａｌｉｓ）、シジア属の一種（Ｃｙｄｉ
ａ　ｓｐｐ．）、ジアファニアペルスペクタリス（Ｄｉａｐｈａｎｉａ　ｐｅｒｓｐｅｃ
ｔａｌｉｓ）、ジアトラエア属の一種（Ｄｉａｔｒａｅａ　ｓｐｐ．）、ジパロプシスカ
スタネア（Ｄｉｐａｒｏｐｓｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、エアリアス属の一種（Ｅａｒｉ
ａｓ　ｓｐｐ．）、エルダナサッカリナ（Ｅｌｄａｎａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、エフ
ェスチア属の一種（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｓｐｐ．）、エピノチア属の一種（Ｅｐｉｎｏｔ
ｉａ　ｓｐｐ）、エスチグメネアクレア（Ｅｓｔｉｇｍｅｎｅ　ａｃｒｅａ）、エチエラ
ジンキネラ（Ｅｔｉｅｌｌａ　ｚｉｎｃｋｉｎｅｌｌａ）、オイコスマ属の一種（Ｅｕｃ
ｏｓｍａ　ｓｐｐ．）、ブドウホソハマキ（Ｅｕｐｏｅｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌ
ａ）、ユープロクチス属の一種（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　ｓｐｐ．）、エウクソア属の一種
（Ｅｕｘｏａ　ｓｐｐ．）、フェルチアジャクリフェリア（Ｆｅｌｔｉａ　ｊａｃｕｌｉ
ｆｅｒｉａ）、グラホリタ属の一種（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ　ｓｐｐ．）、ヘディアヌビ
フェラナ（Ｈｅｄｙａ　ｎｕｂｉｆｅｒａｎａ）、ヘリオティス属の一種（Ｈｅｌｉｏｔ
ｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ハイマダラノメイガ（Ｈｅｌｌｕｌａ　ｕｎｄａｌｉｓ）、ヘルペ
トグラマ属の一種（Ｈｅｒｐｅｔｏｇｒａｍｍａ　ｓｐｐ）、アメリカシロヒトリ（Ｈｙ
ｐｈａｎｔｒｉａ　ｃｕｎｅａ）、ケイフェリアリコペルシセラ（Ｋｅｉｆｅｒｉａ　ｌ
ｙｃｏｐｅｒｓｉｃｅｌｌａ）、モロコシマダラメイガ（Ｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉ
ｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）、レウコプテラシテラ（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｃｉｔｅｌｌａ
）、リトコレチス属の一種（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ホソバヒメハ
マキ（Ｌｏｂｅｓｉａ　ｂｏｔｒａｎａ）、ロキソステゲビフィダリス（Ｌｏｘｏｓｔｅ
ｇｅ　ｂｉｆｉｄａｌｉｓ）、リマントリア属の一種（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｓｐｐ．）
、リオネチア属の一種（Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、マラコソマ属の一種（Ｍａｌａ
ｃｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、ヨトウガ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、タバ
コスズメガ（Ｍａｎｄｕｃａ　ｓｅｘｔａ）、ミチムナ属の一種（Ｍｙｔｈｉｍｎａ　ｓ
ｐｐ）、ノクツア属の一種（Ｎｏｃｔｕａ　ｓｐｐ）、オペロフテラ属の一種（Ｏｐｅｒ
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ｏｐｈｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、オルニオデスインディカ（Ｏｒｎｉｏｄｅｓ　ｉｎｄｉｃ
ａ）、ヨーロッパアワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、パメネ属の
一種（Ｐａｍｍｅｎｅ　ｓｐｐ．）、パンデミス属の一種（Ｐａｎｄｅｍｉｓ　ｓｐｐ．
）、マツキリガ（Ｐａｎｏｌｉｓ　ｆｌａｍｍｅａ）、パパイペマネブリス（Ｐａｐａｉ
ｐｅｍａ　ｎｅｂｒｉｓ）、ワタアカミムシ（Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐ
ｉｅｌａ）、ペリレウコプテラコッフェエラ（Ｐｅｒｉｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆ
ｅｅｌｌａ）、シューダレチアウニプンクタ（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃ
ｔａ）、ジャガイモキバガ（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌｅｌｌａ）、モン
シロチョウ（Ｐｉｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ）、ピエリス属の一種（Ｐｉｅｒｉｓ　ｓｐｐ．
）、コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）、プレイス属の一種（Ｐｒａｙ
ｓ　ｓｐｐ．）、シュードプルシア属の一種（Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ）、ラ
キプルシアヌ（Ｒａｃｈｉｐｌｕｓｉａ　ｎｕ）、リチアアルビコスタ（Ｒｉｃｈｉａ　
ａｌｂｉｃｏｓｔａ）、シルポファガ属の一種（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、
セサミア属の一種（Ｓｅｓａｍｉａ　ｓｐｐ．）、スパルガノチス属の一種（Ｓｐａｒｇ
ａｎｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、スポドプテラ属の一種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．
）、シレプタデロガテ（Ｓｙｌｅｐｔａ　ｄｅｒｏｇａｔｅ）、シナンテドン属の一種（
Ｓｙｎａｎｔｈｅｄｏｎ　ｓｐｐ．）、タウメトポエア属の一種（Ｔｈａｕｍｅｔｏｐｏ
ｅａ　ｓｐｐ．）、トルトリックス属の一種（Ｔｏｒｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、イラクサギ
ンウワバ（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）、トマトキバガ（Ｔｕｔａ　ａｂｓｏｌｕ
ｔａ）、およびスガ属の一種（Ｙｐｏｎｏｍｅｕｔａ　ｓｐｐ．）；
食毛目（Ｍａｌｌｏｐｈａｇａ）から、例えば、
ダマリネア属の一種（Ｄａｍａｌｉｎｅａ　ｓｐｐ．）およびケモノハジラミ属の一種（
Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）；
直翅目（Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）から、例えば、ゴキブリ属の一種（Ｂｌａｔｔａ　ｓｐ
ｐ．）、チャバネゴキブリ属の一種（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、グリロタルパ属
の一種（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｓｐｐ．）、マデイラゴキブリ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅ
ａ　ｍａｄｅｒａｅ）、ロクスタ属の一種（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｓｐｐ．）、ネオクルチラ
ヘキサダクチラ（Ｎｅｏｃｕｒｔｉｌｌａ　ｈｅｘａｄａｃｔｙｌａ）、ワモンゴキブリ
属の一種（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ｓｐｐ．）、スカプテリスクス属の一種（Ｓｃａｐ
ｔｅｒｉｓｃｕｓ　ｓｐｐ）、およびコオロギ属の一種（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｓ
ｐｐ．）；
チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）から、例えば、リポセリス属の一種（Ｌｉｐｏ
ｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）；
ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）から、例えば、ナガノミ属の一種（Ｃｅｒａｔｏｐ
ｈｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、イヌノミ属の一種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｓｐ
ｐ．）およびケオプスネズミノミ（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）；
総翅目（Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ）から、例えば、カリオトリプスファセオリ（Ｃａｌ
ｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｐｈａｓｅｏｌｉ）、ハナアザミウマ属の一種（Ｆｒａｎｋｌｉｎ
ｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ヘリオトリプス属の一種（Ｈｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ）
、ヘルシノトリプス属の一種（Ｈｅｒｃｉｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、パルテノトリ
プス属の一種（Ｐａｒｔｈｅｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ）、シルトトリプスアウランチィ
（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉｐｓ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、ダイズアザミウマ（Ｓｅｒｉｃｏｔ
ｈｒｉｐｓ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ）、タエニオトリプス属の一種（Ｔａｅｎｉｏｔｈｒ
ｉｐｓ　ｓｐｐ．）、トリプス属の一種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ）； 
シミ目（Ｔｈｙｓａｎｕｒａ）から、例えば、セイヨウシミ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓａｃｃ
ｈａｒｉｎａ）。
【００９２】
　本発明による活性処方成分は、特に植物であって、特に、農業、園芸および営林におけ
る有用植物および観賞用植物に、または、このような植物の果実、花、群葉、茎、塊茎も
しくは根などの器官に、ならびに、いくつかの場合において、さらには、これらの有害生
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物に対する保護が有効である期間より後の時点に形成される植物器官に発生する上記の種
類の有害生物を防除、すなわち、抑制もしくは駆逐するために用いられることが可能であ
る。
【００９３】
　好適な標的作物は、特に、コムギ、オオムギ、ライ麦、カラスムギ、イネ、トウモロコ
シまたはモロコシ属（Ｓｏｒｇｈｕｍ）などの穀類；サトウダイコンまたは飼料ビートな
どのビート；リンゴ、セイヨウナシ、セイヨウスモモ、モモ、アーモンド、サクランボ、
または、例えばイチゴ、ラズベリーもしくはブラックベリーといった液果類などの、例え
ば仁果、石果または軟果といった果実；インゲンマメ、レンズマメ、エンドウマメまたは
大豆などのマメ科作物；アブラナ、マスタード、ケシ、オリーヴ、ヒマワリ、ココナツ、
トウゴマ、カカオまたは落花生などの油作物；カボチャ、キュウリまたはメロンなどのウ
リ科植物；綿、亜麻、アサまたはジュートなどの繊維植物；オレンジ、レモン、グレープ
フルーツまたはタンジェリンなどの柑橘果実；ホウレンソウ、レタス、アスパラガス、キ
ャベツ、ニンジン、タマネギ、トマト、ジャガイモまたはピーマンなどの野菜；アボカド
、シナモンまたは樟脳などのクスノキ科；ならびに、タバコ、堅果、コーヒー、ナス、サ
トウキビ、チャ、コショウ、ブドウ、ホップ、オオバコ科、およびラテックス植物である
。
【００９４】
　本発明の組成物および／または方法はまた、花、低木、広葉樹および常緑樹を含めた任
意の観賞用作物および／または野菜作物上で使用し得る。
【００９５】
　例えば、本発明は、下記の観賞用種のいずれか上で使用し得る。アゲラタム属種（Ａｇ
ｅｒａｔｕｍ　ｓｐｐ．）、アロンソア属種（Ａｌｏｎｓｏａ　ｓｐｐ．）、アネモネ属
種（Ａｎｅｍｏｎｅ　ｓｐｐ．）、アニソドンテア・カペンシス（Ａｎｉｓｏｄｏｎｔｅ
ａ　ｃａｐｓｅｎｉｓｉｓ）、ローマカツミレ属種（Ａｎｔｈｅｍｉｓ　ｓｐｐ．）、キ
ンギョソウ属種（Ａｎｔｉｒｒｈｉｎｕｍ　ｓｐｐ．）、アスター属種（Ａｓｔｅｒ　ｓ
ｐｐ．）、ベゴニア属種（Ｂｅｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．）（例えば、ベゴニア・エラチオー
ル（Ｂ．ｅｌａｔｉｏｒ）、ベゴニア・センパフローレンス（Ｂ．ｓｅｍｐｅｒｆｌｏｒ
ｅｎｓ）、ベゴニア・ツベレウクス（Ｂ．ｔｕｂｅｒｅｕｘ））、ブーゲンビリア属種（
Ｂｏｕｇａｉｎｖｉｌｌｅａ　ｓｐｐ．）、ブラキスコメ属種（Ｂｒａｃｈｙｃｏｍｅ　
ｓｐｐ．）、アブラナ属種（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｓｐｐ．）（観賞用）、キンチャクソウ
属種（Ｃａｌｃｅｏｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、トウガラシ（Ｃａｐｓｉｃｕｍ　ａｎｎｕ
ｕｍ）、ニチニチソウ（Ｃａｔｈａｒａｎｔｈｕｓ　ｒｏｓｅｕｓ）、カンナ属種（Ｃａ
ｎｎａ　ｓｐｐ．）、ケンタウレア属種（Ｃｅｎｔａｕｒｅａ　ｓｐｐ．）、キク属種（
Ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｕｍ　ｓｐｐ．）、シネラリア属種（Ｃｉｎｅｒａｒｉａ　ｓｐ
ｐ．）（シロタエギク（Ｃ．ｍａｒｉｔｉｍｅ））、コレオプシス属種（Ｃｏｒｅｏｐｓ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、クラッスラ・コッキネア（Ｃｒａｓｓｕｌａ　ｃｏｃｃｉｎｅａ）、
クフェア・イグネア（Ｃｕｐｈｅａ　ｉｇｎｅａ）、ダリヤ属種（Ｄａｈｌｉａ　ｓｐｐ
．）、デルフィニウム属種（Ｄｅｌｐｈｉｎｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ケマンソウ（Ｄｉｃｅ
ｎｔｒａ　ｓｐｅｃｔａｂｉｌｉｓ）、ドロセアンサス属種（Ｄｏｒｏｔｈｅａｎｔｕｓ
　ｓｐｐ．）、ユーストマグランディフロラム（Ｅｕｓｔｏｍａ　ｇｒａｎｄｉｆｌｏｒ
ｕｍ）、レンギョウ属種（Ｆｏｒｓｙｔｈｉａ　ｓｐｐ．）、フクシア属種（Ｆｕｃｈｓ
ｉａ　ｓｐｐ．）、ゼラニウム・グナファリウム（Ｇｅｒａｎｉｕｍ　ｇｎａｐｈａｌｉ
ｕｍ）、ガーベラ属種（Ｇｅｒｂｅｒａ　ｓｐｐ．）、センニチコウ（Ｇｏｍｐｈｒｅｎ
ａ　ｇｌｏｂｏｓａ）、キダチルリソウ属種（Ｈｅｌｉｏｔｒｏｐｉｕｍ　ｓｐｐ．）、
）ヒマワリ属種（Ｈｅｌｉａｎｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、フヨウ属種（Ｈｉｂｉｓｃｕｓ　
ｓｐｐ．）、アジサイ属種（Ｈｏｒｔｅｎｓｉａ　ｓｐｐ．）、アジサイ属種（Ｈｙｄｒ
ａｎｇｅａ　ｓｐｐ．）、ヒポエステス・フィロスタキア（Ｈｙｐｏｅｓｔｅｓ　ｐｈｙ
ｌｌｏｓｔａｃｈｙａ）、インパチェンス属（Ｉｍｐａｔｉｅｎｓ　ｓｐｐ．）（アフリ
カホウセンカ（Ｉ．Ｗａｌｌｅｒｉａｎａ））、イレシネ属種（Ｉｒｅｓｉｎｅｓ　ｓｐ
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ｐ．）、カランコエ属種（Ｋａｌａｎｃｈｏｅ　ｓｐｐ．）、ランタナ（Ｌａｎｔａｎａ
　ｃａｍａｒａ）、ハナアオイ（Ｌａｖａｔｅｒａ　ｔｒｉｍｅｓｔｒｉｓ）、カエンキ
セワタ（Ｌｅｏｎｏｔｉｓ　ｌｅｏｎｕｒｕｓ）、ユリ属種（Ｌｉｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）
、メセンブリアンテマム属種（Ｍｅｓｅｍｂｒｙａｎｔｈｅｍｕｍ　ｓｐｐ．）、ミゾホ
オズキ属種（Ｍｉｍｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、モナルダ属種（Ｍｏｎａｒｄａ　ｓｐｐ．）
、ネメシア属種（Ｎｅｍｅｓｉａ　ｓｐｐ．）、タゲテス属種（Ｔａｇｅｔｅｓ　ｓｐｐ
．）、ナデシコ属種（Ｄｉａｎｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）（カーネーション）、カンナ属種（
Ｃａｎｎａ　ｓｐｐ．）、カタバミ属種（Ｏｘａｌｉｓ　ｓｐｐ．）、ヒナギク属種（Ｂ
ｅｌｌｉｓ　ｓｐｐ．）、ペラルゴニウム属種（Ｐｅｌａｒｇｏｎｉｕｍ　ｓｐｐ．）（
アイビーゼラニウム（Ｐ．ｐｅｌｔａｔｕｍ）、モンテンジクアオイ（Ｐ．Ｚｏｎａｌｅ
））、スミレ属種（Ｖｉｏｌａ　ｓｐｐ．）（パンジー）、ペチュニア属種（Ｐｅｔｕｎ
ｉａ　ｓｐｐ．）、フロックス属種（Ｐｈｌｏｘ　ｓｐｐ．）、プレクトランサス属種（
Ｐｌｅｃｔｈｒａｎｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ポインセチア属種（Ｐｏｉｎｓｅｔｔｉａ　
ｓｐｐ．）、ツタ属種（Ｐａｒｔｈｅｎｏｃｉｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）（アメリカヅタ（Ｐ
．ｑｕｉｎｑｕｅｆｏｌｉａ）、ツタ（Ｐ．ｔｒｉｃｕｓｐｉｄａｔａ））、サクラソウ
属種（Ｐｒｉｍｕｌａ　ｓｐｐ．）、キンポウゲ属種（Ｒａｎｕｎｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ツツジ属種（Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ　ｓｐｐ．）、バラ属種（Ｒｏｓａ　ｓｐｐ
．）（バラ）、オオハンゴンソウ属種（Ｒｕｄｂｅｃｋｉａ　ｓｐｐ．）、セントポーリ
ア属種（Ｓａｉｎｔｐａｕｌｉａ　ｓｐｐ．）、サルビア属種（Ｓａｌｖｉａ　ｓｐｐ．
）、ブルーファンフラワー（Ｓｃａｅｖｏｌａ　ａｅｍｏｌａ）、コチョウソウ（Ｓｃｈ
ｉｚａｎｔｈｕｓ　ｗｉｓｅｔｏｎｅｎｓｉｓ）、セダム属種（Ｓｅｄｕｍ　ｓｐｐ．）
、ソラナム属種（Ｓｏｌａｎｕｍ　ｓｐｐ．）、スルフィニア属種（Ｓｕｒｆｉｎｉａ　
ｓｐｐ．）、タゲテス属種（Ｔａｇｅｔｅｓ　ｓｐｐ．）、タバコ属種（Ｎｉｃｏｔｉｎ
ｉａ　ｓｐｐ．）、クマツヅラ属種（Ｖｅｒｂｅｎａ　ｓｐｐ．）、ヒャクニチソウ属種
（Ｚｉｎｎｉａ　ｓｐｐ．）および他の花壇用植物。
【００９６】
　例えば、本発明は、下記の野菜種のいずれか上で使用し得る。アリウム属種（Ａｌｌｉ
ｕｍ　ｓｐｐ．）（ニンニク（Ａ．ｓａｔｉｖｕｍ）、タマネギ（Ａ．ｃｅｐａ）、エシ
ャロット（Ａ．ｏｓｃｈａｎｉｎｉｉ）、リーキ（Ａ．Ｐｏｒｒｕｍ）、シャロット（Ａ
．ａｓｃａｌｏｎｉｃｕｍ）、ワケギ（Ａ．ｆｉｓｔｕｌｏｓｕｍ））、チャービル（Ａ
ｎｔｈｒｉｓｃｕｓ　ｃｅｒｅｆｏｌｉｕｍ）、セロリ（Ａｐｉｕｍ　ｇｒａｖｅｏｌｕ
ｓ）、アスパラガス（Ａｓｐａｒａｇｕｓ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｉｓ）、サトウダイコン
（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｕｓ）、アブラナ属種（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｓｐｐ．）（ブラ
ッシカ・オレラセア（Ｂ．Ｏｌｅｒａｃｅａ）、ハクサイ（Ｂ．Ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）
、ブラッシカ・ラパ（Ｂ．ｒａｐａ））、ピーマン（Ｃａｐｓｉｃｕｍ　ａｎｎｕｕｍ）
、ヒヨコマメ（Ｃｉｃｅｒ　ａｒｉｅｔｉｎｕｍ）、エンダイブ（Ｃｉｃｈｏｒｉｕｍ　
ｅｎｄｉｖｉａ）、キクニガナ属種（Ｃｉｃｈｏｒｕｍ　ｓｐｐ．）（チコリー（Ｃ．ｉ
ｎｔｙｂｕｓ）、エンダイブ（Ｃ．ｅｎｄｉｖｉａ））、スイカ（Ｃｉｔｒｉｌｌｕｓ　
ｌａｎａｔｕｓ）、キュウリ属種（Ｃｕｃｕｍｉｓ　ｓｐｐ．）（キュウリ（Ｃ．ｓａｔ
ｉｖｕｓ）、メロン（Ｃ．ｍｅｌｏ））、カボチャ属種（Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ　ｓｐｐ．
）（ペポカボチャ（Ｃ．ｐｅｐｏ）、セイヨウカボチャ（Ｃ．ｍａｘｉｍａ））、アーテ
ィチョーク属種（Ｃｙａｎａｒａ　ｓｐｐ．）（アーティチョーク（Ｃ．ｓｃｏｌｙｍｕ
ｓ）、カルドン（Ｃ．ｃａｒｄｕｎｃｕｌｕｓ））、ニンジン（Ｄａｕｃｕｓ　ｃａｒｏ
ｔａ）、フェンネル（Ｆｏｅｎｉｃｕｌｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）、ヒペリカム属種（Ｈｙ
ｐｅｒｉｃｕｍ　ｓｐｐ．）、レタス（Ｌａｃｔｕｃａ　ｓａｔｉｖａ）、トマト属種（
Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｓｐｐ．）（トマト（Ｌ．ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）、トマト
（Ｌ．ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｕｍ））、ハッカ属種（Ｍｅｎｔｈａ　ｓｐｐ．）、スイー
トバジル（Ｏｃｉｍｕｍ　ｂａｓｉｌｉｃｕｍ）、パセリ（Ｐｅｔｒｏｓｅｌｉｎｕｍ　
ｃｒｉｓｐｕｍ）、インゲンマメ属種（Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）（インゲンマメ
（Ｐ．ｖｕｌｇａｒｉｓ）、ベニバナインゲン（Ｐ．ｃｏｃｃｉｎｅｕｓ））、エンドウ
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マメ（Ｐｉｓｕｍ　ｓａｔｉｖｕｍ）、ダイコン（Ｒａｐｈａｎｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）
、マルバダイオウ（Ｒｈｅｕｍ　ｒｈａｐｏｎｔｉｃｕｍ）、ローズマリー属種（Ｒｏｓ
ｅｍａｒｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、サルビア属種（Ｓａｌｖｉａ　ｓｐｐ．）、キバナバラ
モンジン（Ｓｃｏｒｚｏｎｅｒａ　ｈｉｓｐａｎｉｃａ）、ナス（Ｓｏｌａｎｕｍ　ｍｅ
ｌｏｎｇｅｎａ）、ホウレンソウ（Ｓｐｉｎａｃｅａ　ｏｌｅｒａｃｅａ）、ノヂシャ属
種（Ｖａｌｅｒｉａｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．）（ノヂシャ（Ｖ．ｌｏｃｕｓｔａ）、イタリ
アンコーンサラダ（Ｖ．ｅｒｉｏｃａｒｐａ））およびソラマメ（Ｖｉｃｉａ　ｆａｂａ
）。
【００９７】
　好ましい観賞用種は、アフリカスミレ、ベゴニア属（Ｂｅｇｏｎｉａ）、ダリヤ属（Ｄ
ａｈｌｉａ）、ガーベラ属（Ｇｅｒｂｅｒａ）、アジサイ属（Ｈｙｄｒａｎｇｅａ）、ク
マツヅラ属（Ｖｅｒｂｅｎａ）、バラ属（Ｒｏｓａ）、カランコエ属（Ｋａｌａｎｃｈｏ
ｅ）、ポインセチア、アスター属（Ａｓｔｅｒ）、ケンタウレア属（Ｃｅｎｔａｕｒｅａ
）、コレオプシス属（Ｃｏｒｅｏｐｓｉｓ）、デルフィニウム属（Ｄｅｌｐｈｉｎｉｕｍ
）、モナルダ属（Ｍｏｎａｒｄａ）、フロックス属（Ｐｈｌｏｘ）、ルドベッキア属（Ｒ
ｕｄｂｅｃｋｉａ）、セダム属（Ｓｅｄｕｍ）、ペチュニア属（Ｐｅｔｕｎｉａ）、ビオ
ラ属（Ｖｉｏｌａ）、インパチェンス属（Ｉｍｐａｔｉｅｎｓ）、ゼラニウム属（Ｇｅｒ
ａｎｉｕｍ）、キク属（Ｃｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｕｍ）、キンポウゲ属（Ｒａｎｕｎｃｕ
ｌｕｓ）、フクシア属（Ｆｕｃｈｓｉａ）、サルビア属（Ｓａｌｖｉａ）、アジサイ属（
Ｈｏｒｔｅｎｓｉａ）、ローズマリー、セージ、オトギリソウ、ミント、アマトウガラシ
、トマトおよびキュウリを含む。
【００９８】
　本発明による活性成分は、ワタ、野菜、トウモロコシ、イネおよび大豆作物におけるマ
メアブラムシ（Ａｐｈｉｓ　ｃｒａｃｃｉｖｏｒａ）、ディアブロティカ・バルテアタ（
Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｌｔｅａｔａ）、ニセアメリカタバコガ（Ｈｅｌｉｏｔｈｉ
ｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ）、モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）、コ
ナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）およびエジプトヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐ
ｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）の防除に特に適している。本発明による活性成分は、
マメストラ属（Ｍａｍｅｓｔｒａ）（好ましくは、野菜における）、コドリンガ（Ｃｙｄ
ｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）（好ましくは、リンゴにおける）、ミドリヒメヨコバイ属（
Ｅｍｐｏａｓｃａ）（好ましくは、野菜、ブドウ園における）、コロラドハムシ（Ｌｅｐ
ｔｉｎｏｔａｒｓａ）（好ましくは、ジャガイモにおける）およびニカメイガ（Ｃｈｉｌ
ｏ　ｓｕｐｒｅｓｓａｌｉｓ）（好ましくは、イネにおける）の防除にさらに特に適して
いる。
【００９９】
　さらなる態様において、本発明はまた、植物寄生性線虫（内部寄生性－、半内部寄生性
－および外部寄生性線虫）、特に、根こぶ線虫、キタネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏ
ｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、サツマイモネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎ
ｃｏｇｎｉｔａ）、ジャワネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｊａｖａｎｉｃ
ａ）、アレナリアネコブセンチュウ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ａｒｅｎａｒｉａ）およ
び他のメロイドギネ属（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ）の種；シスト形成線虫、ジャガイモシ
ストセンチュウ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓｉｓ）および他のグロボ
デラ属の一種（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ）種；ムギシストセンチュウ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ
　ａｖｅｎａｅ）、ダイズシストセンチュウ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ
）、テンサイシストセンチュウ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ）、クロー
バシストセンチュウ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｔｒｉｆｏｌｉｉ）、および他のシストセ
ンチュウ属（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ）の種；シードガル（Ｓｅｅｄ　ｇａｌｌ）線虫、ア
ングイナ属（Ａｎｇｕｉｎａ）の種；クキセンチュウおよびハガレセンチュウ、アフェレ
ンコイデス属（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ）の種；刺毛線虫（ｓｔｉｎｇ　ｎｅｍａ
ｔｏｄｅ）、ベロノライムスロンギカウダツス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉ
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ｃａｕｄａｔｕｓ）および他のベロノライムス属（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ）の種；マ
ツザイ線虫、マツノザイセンチュウ（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｘｙｌｏｐｈｉ
ｌｕｓ）および他のブルサフェレンクス属（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ）の種；ワ
センチュウ、クリコネマ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍａ）種、クリコネメラ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅ
ｌｌａ）種、クリコネモイデス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ）種、メソクリコネマ（Ｍ
ｅｓｏｃｒｉｃｏｎｅｍａ）種；茎および鱗茎線虫、イモグサレセンチュウ（Ｄｉｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ）、クキセンチュウ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄ
ｉｐｓａｃｉ）および他のジチレンクス属（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ）の種；キリセンチ
ュウ、ドリコドルス（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ）種；ラセンセンチュウ、ヘリオコチレ
ンクスムルチシンクツス（Ｈｅｌｉｏｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉｃｉｎｃｔｕ
ｓ）および他のヘリコチレンクス属（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ）の種；サヤセン
チュウおよびサヤワセンチュウ（Ｓｈｅａｔｈ　ａｎｄ　ｓｈｅａｔｈｏｉｄ　ｎｅｍａ
ｔｏｄｅ）、ヘミシクリオホラ属（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ）種およびヘミクリ
コネモイデス属（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ）種；ヒルスマンニエラ属（Ｈｉ
ｒｓｈｍａｎｎｉｅｌｌａ）の種；ヤリセンチュウ、ホプロアイムス属（Ｈｏｐｌｏａｉ
ｍｕｓ）の種；ニセネコブセンチュウ、ナコブス属（Ｎａｃｏｂｂｕｓ）の種；ハリセン
チュウ、ロンギドルスエロンガツス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｅｌｏｎｇａｔｕｓ）およ
び他のロンギドルス属（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ）の種；ピンセンチュウ、ネグサレセンチ
ュウ属（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ）の種；ネグサレセンチュウ、ムギネグサレセンチュ
ウ（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｎｅｇｌｅｃｔｕｓ）、キタネグサレセンチュウ（Ｐｒ
ａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、プラチレンクスクルビタツス（Ｐｒａｔ
ｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｕｒｖｉｔａｔｕｓ）、プラチレンクスグーデイイ（Ｐｒａｔｙｌ
ｅｎｃｈｕｓ　ｇｏｏｄｅｙｉ）および他のネグサレセンチュウ属（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃ
ｈｕｓ）の種；ネモグリセンチュウ、バナナネモグリセンチュウ（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ
　ｓｉｍｉｌｉｓ）および他のネモグリセンチュウ属（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ）の種；ニ
セフクロセンチュウ、ロチレンクスロブスツス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｏｂｕｓｔ
ｕｓ）、トチレンクスレニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）
および他のロチレンクス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ）種；スクテロネマ属（Ｓｃｕｔｅｌ
ｌｏｎｅｍａ）の種；ユミハリ線虫、トリコドルスピリミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕ
ｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）および他のトリコドルス属（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ）の種
、パラトリトリコドルス属（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ）の種；イシュクセンチュ
ウ、ナミイシュクセンチュウ（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｌａｙｔｏｎｉ）
、チレンコルヒンクスドゥビウス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｄｕｂｉｕｓ）
および他のチレンコルヒンクス属（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ）の種；ミカンネ
センチュウ、チレンクルス属（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ）の種；オオハリセンチュウ、キ
シフィネマ属（Ｘｉｐｈｉｎｅｍａ）の種などの植物寄生性線虫；ならびに、スバングイ
ナ属の一種（Ｓｕｂａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、ヒプソペリネ属の一種（Ｈｙｐｓｏｐ
ｅｒｉｎｅ　ｓｐｐ．）、マクロポストニア属の一種（Ｍａｃｒｏｐｏｓｔｈｏｎｉａ　
ｓｐｐ．）、メリニウス属の一種（Ｍｅｌｉｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、プンクトデラ属の一
種（Ｐｕｎｃｔｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）およびキニスルシウス属の一種（Ｑｕｉｎｉｓｕ
ｌｃｉｕｓ　ｓｐｐ．）などの他の植物寄生性線虫種による植物およびその一部に対する
損害を防止する方法に関し得る。
【０１００】
　本発明の化合物はまた、軟体動物に対しても活性を有し得る。その例としては、例えば
、スクミリンゴガイ科（Ａｍｐｕｌｌａｒｉｉｄａｅ）；アリオン属（Ａｒｉｏｎ）（コ
ウラクロナメクジ（Ａ．ａｔｅｒ）、Ａ．サーカムスクリプツス（Ａ．ｃｉｒｃｕｍｓｃ
ｒｉｐｔｕｓ）、Ａ．ホルテンシス（Ａ．ｈｏｒｔｅｎｓｉｓ）、Ａ．ルーファス（Ａ．
ｒｕｆｕｓ））；オナジマイマイ科（Ｂｒａｄｙｂａｅｎｉｄａｅ）（ブラジバエナフル
チクム（Ｂｒａｄｙｂａｅｎａ　ｆｒｕｔｉｃｕｍ））；オウシュウマイマイ属（Ｃｅｐ
ａｅａ）（ニワノオウシュウマイマイ（Ｃ．ｈｏｒｔｅｎｓｉｓ）、モリマイマイ（Ｃ．
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Ｎｅｍｏｒａｌｉｓ））；オクロジナ（ｏｃｈｌｏｄｉｎａ）；デロセラス属（Ｄｅｒｏ
ｃｅｒａｓ）（Ｄ．アグレスチス（Ｄ．ａｇｒｅｓｔｉｓ）、Ｄ．エムピリコルム（Ｄ．
ｅｍｐｉｒｉｃｏｒｕｍ）、Ｄ．ラエヴェ（Ｄ．ｌａｅｖｅ）、Ｄ．レチクラツム（Ｄ．
ｒｅｔｉｃｕｌａｔｕｍ））；ディスクス属（Ｄｉｓｃｕｓ）（Ｄ．ロツンダツス（Ｄ．
ｒｏｔｕｎｄａｔｕｓ））；ユーオムファリア属（Ｅｕｏｍｐｈａｌｉａ）；ガルバ属（
Ｇａｌｂａ）（Ｇ．トルンクラタ（Ｇ．ｔｒｕｎｃｕｌａｔａ））；ヘリセリア属（Ｈｅ
ｌｉｃｅｌｉａ）（Ｈ．イタラ（Ｈ．ｉｔａｌａ）、Ｈ．オブヴィア（Ｈ．ｏｂｖｉａ）
）；マイマイ科（Ｈｅｌｉｃｉｄａｅ）（ヘリシゴナアルブストルム（Ｈｅｌｉｃｉｇｏ
ｎａ　ａｒｂｕｓｔｏｒｕｍ））；ヘリコディスクス属（Ｈｅｌｉｃｏｄｉｓｃｕｓ）；
ヘリクス属（Ｈｅｌｉｘ）（Ｈ．アペルタ（Ｈ．ａｐｅｒｔａ））；リマックス属（Ｌｉ
ｍａｘ）（Ｌ．シネレオニゲル（Ｌ．ｃｉｎｅｒｅｏｎｉｇｅｒ）、キイロナメクジ（Ｌ
．ｆｌａｖｕｓ）、チャコウラナメクジ（Ｌ．ｍａｒｇｉｎａｔｕｓ）、マダラコウラナ
メクジ（Ｌ．ｍａｘｉｍｕｓ）、Ｌ．テネルス（Ｌ．ｔｅｎｅｌｌｕｓ））；モノアライ
ガイ属（Ｌｙｍｎａｅａ）；ミラックス属（Ｍｉｌａｘ）（ニワコウラナメクジ（Ｍ．ｇ
ａｇａｔｅｓ）、Ｍ．マルギナツス（Ｍ．ｍａｒｇｉｎａｔｕｓ）、Ｍ．ソウェルビイ（
Ｍ．ｓｏｗｅｒｂｙｉ））；オペアス属（Ｏｐｅａｓ）；リンゴガイ属（Ｐｏｍａｃｅａ
）（スクミリンゴガイ（Ｐ．ｃａｎａｔｉｃｕｌａｔａ））；ミジンマイマイ属（Ｖａｌ
ｌｏｎｉａ）およびザニトイデス属（Ｚａｎｉｔｏｉｄｅｓ）が挙げられる。
【０１０１】
　「作物」という用語は、例えば、特にバチルス属の一種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）のトキシ
ン生成性バクテリア由来の公知のものなどの１種以上の選択的に作用するトキシンを合成
することが可能であるようＤＮＡ組換え技術を用いて形質転換された作物植物をも含むと
理解されるべきである。
【０１０２】
　このような形質転換植物によって発現されることが可能であるトキシンとしては、例え
ば、セレウス菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）またはバチルスポピリエ（Ｂａｃｉ
ｌｌｕｓ　ｐｏｐｉｌｌｉａｅ）由来の例えば殺虫性タンパク質といった殺虫性タンパク
質；または、例えばＣｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ１Ｆａ２、Ｃｒｙ
２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ｂｂ１もしくはＣｒｙ９Ｃといったδ－エンドトキシンな
どのバチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）由
来の殺虫性タンパク質、または、例えばＶｉｐ１、Ｖｉｐ２、Ｖｉｐ３もしくはＶｉｐ３
Ａといった栄養型殺虫性タンパク質（Ｖｉｐ）；または、フォトラブダスルミネッセンス
（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ　ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｓ）、ゼノラブダスネマトフィルス
（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｎｅｍａｔｏｐｈｉｌｕｓ）などの、例えばフォトラブダス
属の一種（Ｐｈｏｔｏｒｈａｂｄｕｓ　ｓｐｐ．）もしくはゼノラブダス属の一種（Ｘｅ
ｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｓｐｐ．）といった線虫共生バクテリアの殺虫性タンパク質；サソ
リトキシン、クモトキシン、大型のハチ（ｗａｓｐ）トキシンおよび他の昆虫特異的神経
トキシンなどの動物によって生成されるトキシン；ストレプトミセス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍ
ｙｃｅｔｅ）トキシンなどの真菌によって生成されるトキシン、エンドウマメレクチン、
オオムギレクチンまたはマツユキソウレクチンなどの植物レクチン；アグルチニン；トリ
プシン抑制剤、セリンタンパク分解酵素抑制剤、パタチン、シスタチン、パパイン抑制剤
などのプロテイナーゼ抑制剤；リシン、トウモロコシ－ＲＩＰ、アブリン、ルフィン、サ
ポリンまたはブリオジンなどのリボソーム－不活性化タンパク質（ＲＩＰ）；３－ヒドロ
キシステロイドキシダーゼ、エクジステロイド－ＵＤＰ－グリコシル－トランスフェラー
ゼ、コレステロールオキシダーゼ、エクジソン抑制剤、ＨＭＧ－ＣＯＡ－レダクターゼな
どのステロイド代謝酵素、ナトリウムまたはカルシウム遮断剤などのイオンチャネル遮断
剤、幼虫ホルモンエステラーゼ、利尿ホルモン受容体、スチルベンシンターゼ、ビベンジ
ルシンターゼ、キチナーゼおよびグルカナーゼが挙げられる。
【０１０３】
　本発明の文脈においては、例えばＣｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆ、Ｃｒｙ１
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Ｆａ２、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ｂｂ１もしくはＣｒｙ９Ｃといったδ－エ
ンドトキシン、または、例えばＶｉｐ１、Ｖｉｐ２、Ｖｉｐ３もしくはＶｉｐ３Ａといっ
た栄養型殺虫性タンパク質（Ｖｉｐ）とは、特にハイブリッドトキシン、切断型トキシン
および修飾トキシンでもあることが理解されるべきである。ハイブリッドトキシンは、こ
れらのタンパク質の異なるドメインの新たな組み合わせによって組換えで生成される（例
えば、国際公開第０２／１５７０１号を参照のこと）。例えば切断型Ｃｒｙ１Ａｂといっ
た切断型トキシンが公知である。修飾トキシンの場合、天然トキシンの１種以上のアミノ
酸が置換される。このようなアミノ酸置換において、好ましくは自然に存在しないタンパ
ク分解酵素認識配列がトキシンに挿入され、例えば、Ｃｒｙ３Ａ０５５の場合には、カテ
プシン－Ｇ－認識配列がＣｒｙ３Ａトキシンに挿入される（国際公開第０３／０１８８１
０号を参照のこと）。
【０１０４】
　このようなトキシン、または、このようなトキシンを合成可能な形質転換植物の例が、
例えば、欧州特許出願公開第０　３７４　７５３号明細書、国際公開第９３／０７２７８
号、国際公開第９５／３４６５６号、欧州特許出願公開第０　４２７　５２９号明細書、
欧州特許出願公開第４５１　８７８号明細書および国際公開第０３／０５２０７３号に開
示されている。
【０１０５】
　このような遺伝形質転換植物の調製プロセスは、一般に当業者に公知であり、例えば上
記の刊行物に記載されている。ＣｒｙＩ－タイプデオキシリボ核酸およびこれらの調製は
、例えば、国際公開第９５／３４６５６号、欧州特許出願公開第０　３６７　４７４号明
細書、欧州特許出願公開第０　４０１　９７９号明細書および国際公開第９０／１３６５
１号から公知である。
【０１０６】
　遺伝形質転換植物中に含有されている毒素は、有害な昆虫に対する耐性を植物に対して
付与する。このような昆虫は昆虫の分類群のいずれに属していてもよいが、特に、甲虫（
鞘翅目）、羽を２枚有する昆虫（双翅目）、および、ガ（鱗翅目）に通例見出される。
【０１０７】
　殺虫剤耐性をコードすると共に１種以上の毒素を発現する１種以上の遺伝子を含有する
遺伝形質転換植物が公知であり、そのいく種かが市販されている。このような植物の例と
しては：ＹｉｅｌｄＧａｒｄ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｂトキシンを発現するトウモロコ
シ品種）；ＹｉｅｌｄＧａｒｄ　Ｒｏｏｔｗｏｒｍ（登録商標）（Ｃｒｙ３Ｂｂ１トキシ
ンを発現するトウモロコシ品種）；ＹｉｅｌｄＧａｒｄ　Ｐｌｕｓ（登録商標）（Ｃｒｙ
１ＡｂおよびＣｒｙ３Ｂｂ１トキシンを発現するトウモロコシ品種）；Ｓｔａｒｌｉｎｋ
（登録商標）（Ｃｒｙ９Ｃトキシンを発現するトウモロコシ品種）；Ｈｅｒｃｕｌｅｘ　
Ｉ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ｆａ２トキシンおよび酵素ホスフィノトリシンＮ－アセチルト
ランスフェラーゼ（ＰＡＴ）を発現して、除草剤グルホシネートアンモニウムに対する耐
性を達成するトウモロコシ品種）；ＮｕＣＯＴＮ　３３Ｂ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｃト
キシンを発現する綿品種）；Ｂｏｌｌｇａｒｄ　Ｉ（登録商標）（Ｃｒｙ１Ａｃトキシン
を発現する綿品種）；Ｂｏｌｌｇａｒｄ　ＩＩ（登録商標）（Ｃｒｙ１ＡｃおよびＣｒｙ
２Ａｂトキシンを発現する綿品種）；ＶＩＰＣＯＴ（登録商標）（Ｖｉｐ３ＡおよびＣｒ
ｙ１Ａｂトキシンを発現する綿品種）；ＮｅｗＬｅａｆ（登録商標）（Ｃｒｙ３Ａトキシ
ンを発現するジャガイモ品種）；ＮａｔｕｒｅＧａｒｄ（登録商標）Ａｇｒｉｓｕｒｅ（
登録商標）ＧＴ　Ａｄｖａｎｔａｇｅ（ＧＡ２１グリホサート－耐性形質）、Ａｇｒｉｓ
ｕｒｅ（登録商標）ＣＢ　Ａｄｖａｎｔａｇｅ（Ｂｔ１１コーン穿孔性害虫（ＣＢ）形質
）およびＰｒｏｔｅｃｔａ（登録商標）が挙げられる。
【０１０８】
　このような遺伝子組換え作物のさらなる例は以下のとおりである。
【０１０９】
１．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ　ｄｅ　ｌ’Ｈｏｂｉｔ　２



(58) JP 2018-524337 A 2018.8.30

10

20

30

40

50

７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅ製のＢｔ１１　Ｍａｉｚｅ
，登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。切断型Ｃｒｙ１Ａｂ毒素の遺伝形質転換発現に
より、アワノメイガ（ヨーロッパアワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ
）およびセサミアノナグリオイデス（Ｓｅｓａｍｉａ　ｎｏｎａｇｒｉｏｉｄｅｓ））に
よる攻撃に対する耐性が付与された遺伝子組み換えトウモロコシ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）で
ある。Ｂｔ１１トウモロコシはまた、遺伝子導入で酵素ＰＡＴを発現して、グルホシネー
トアンモニウム除草剤に対する耐性を達成している。
【０１１０】
２．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ　ｄｅ　ｌ’Ｈｏｂｉｔ　２
７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅ製のＢｔ１７６　Ｍａｉｚ
ｅ，登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。Ｃｒｙ１Ａｂ毒素の遺伝形質転換発現により
、アワノメイガ（ヨーロッパアワノメイガ（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）お
よびセサミアノナグリオイデス（Ｓｅｓａｍｉａ　ｎｏｎａｇｒｉｏｉｄｅｓ））による
攻撃に耐性が付与された遺伝子組み換えトウモロコシ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）である。Ｂｔ
１７６トウモロコシはまた、遺伝子導入で酵素ＰＡＴを発現して、グルホシネートアンモ
ニウム除草剤に対する耐性を達成している。
【０１１１】
３．Ｓｙｎｇｅｎｔａ　Ｓｅｅｄｓ　ＳＡＳ，Ｃｈｅｍｉｎ　ｄｅ　ｌ’Ｈｏｂｉｔ　２
７，Ｆ－３１　７９０　Ｓｔ．Ｓａｕｖｅｕｒ，Ｆｒａｎｃｅ製のＭＩＲ６０４　Ｍａｉ
ｚｅ，登録番号Ｃ／ＦＲ／９６／０５／１０。修飾Ｃｒｙ３Ａ毒素の遺伝形質転換発現に
より昆虫耐性が付与されたトウモロコシである。この毒素は、カテプシンＧ－タンパク分
解酵素認識配列の挿入により修飾されたＣｒｙ３Ａ０５５である。このような遺伝形質転
換トウモロコシ植物の調製は、国際公開第０３／０１８８１０号に記載されている。
【０１１２】
４．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２　Ａｖｅｎｕｅ　ｄｅ　
Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製のＭＯＮ　８６
３　Ｍａｉｚｅ，登録番号Ｃ／ＤＥ／０２／９。ＭＯＮ　８６３は、Ｃｒｙ３Ｂｂ１毒素
を発現し、一定の鞘翅目の昆虫に対する耐性を有している。
【０１１３】
５．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２　Ａｖｅｎｕｅ　ｄｅ　
Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製のＩＰＣ　５３
１　Ｃｏｔｔｏｎ，登録番号Ｃ／ＥＳ／９６／０２。
【０１１４】
６．Ｐｉｏｎｅｅｒ　Ｏｖｅｒｓｅａｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ａｖｅｎｕｅ　Ｔｅ
ｄｅｓｃｏ，７　Ｂ－１１６０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ，登録番号Ｃ／ＮＬ
／００／１０製の１５０７　Ｍａｉｚｅ。一定の鱗翅目昆虫に対する耐性を達成するため
にタンパク質Ｃｒｙ１Ｆを発現すると共に、グルホシネートアンモニウム除草剤に対する
耐性を達成するためにＰＡＴタンパク質を発現する遺伝子組み換えトウモロコシ。
【０１１５】
７．Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｅｕｒｏｐｅ　Ｓ．Ａ．２７０－２７２　Ａｖｅｎｕｅ　ｄｅ　
Ｔｅｒｖｕｒｅｎ，Ｂ－１１５０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，Ｂｅｌｇｉｕｍ製のＮＫ６０３×
ＭＯＮ　８１０トウモロコシ，登録番号Ｃ／ＧＢ／０２／Ｍ３／０３。遺伝子組み換え変
種ＮＫ６０３およびＭＯＮ８１０のかけ合わせによる、在来型の品種改良されたトウモロ
コシ交配変種からなる。ＮＫ６０３×ＭＯＮ８１０トウモロコシは、遺伝子導入で、除草
剤Ｒｏｕｎｄｕｐ（登録商標）（グリホサート含有）に対する耐性を付与するアグロバク
テリウム属の一種（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐ．）菌株ＣＰ４由来のタンパク質
ＣＰ４　ＥＰＳＰＳを発現し、および、アワノメイガを含む一定の鱗翅目に対する耐性を
もたらすバチルスチューリンゲンシスクルスターキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇ
ｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｋｕｒｓｔａｋｉ）に由来のＣｒｙ１Ａｂ毒素を発現する。
【０１１６】
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　昆虫耐性植物の遺伝子組換え作物はまた、ＢＡＴＳ（Ｚｅｎｔｒｕｍ　ｆｕｅｒ　Ｂｉ
ｏｓｉｃｈｅｒｈｅｉｔ　ｕｎｄ　Ｎａｃｈｈａｌｔｉｇｋｅｉｔ，Ｚｅｎｔｒｕｍ　Ｂ
ＡＴＳ，Ｃｌａｒａｓｔｒａｓｓｅ　１３，４０５８　Ｂａｓｅｌ，Ｓｗｉｔｚｅｒｌａ
ｎｄ）Ｒｅｐｏｒｔ　２００３（ｈｔｔｐ：／／ｂａｔｓ．ｃｈ）に記載されている。
【０１１７】
　「作物」という用語は、例えば、いわゆる「感染特異的タンパク質」（ＰＲＰ、例えば
欧州特許出願公開第０　３９２　２２５号明細書を参照のこと）などの選択的な作用を有
する抗病原性物質を合成することが可能であるよう組換えＤＮＡ技術を用いて形質転換さ
れた作物植物をも含むと理解されるべきである。このような抗病原性物質およびこのよう
な抗病原性物質を合成可能である形質転換植物の例は、例えば、欧州特許出願公開第０　
３９２　２２５号明細書、国際公開第９５／３３８１８号および欧州特許出願公開第０　
３５３　１９１号明細書から公知である。
　このような形質転換植物を製造する方法は一般に当業者に公知であると共に、例えば、
上記の公報に記載されている。
【０１１８】
　作物はまた、真菌（例えば、フザリウム属（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）、炭疽病菌またはフィ
トフトラ属（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ））、細菌（例えばシュードモナス属（Ｐｓｅｕ
ｄｏｍｏｎａｓ））またはウイルス性（例えばジャガイモ葉巻病ウイルス、トマト黄化壊
疽ウイルス、キュウリモザイクウイルス）病原体に対する耐性を高めるために改良されて
いてもよい。
【０１１９】
　作物はまた、ダイズシスト線虫などの線虫に対する高い抵抗性を有するものを含む。
【０１２０】
　非生物ストレスに耐性である作物は、例えばＮＦ－ＹＢまたは技術分野において公知で
ある他のタンパク質の発現により、干ばつ、高塩分、高温、低温、霜または光線に対する
高い耐性を有するものを含む。
【０１２１】
　このような形質転換植物によって発現可能である抗病原性物質としては、例えば、例え
ばウイルス性ＫＰ１、ＫＰ４またはＫＰ６トキシンといったナトリウムおよびカルシウム
チャネルの遮断剤などのイオンチャネル遮断剤；スチルベンシンターゼ；ビベンジルシン
ターゼ；キチナーゼ；グルカナーゼ；いわゆる「感染特異的タンパク質」（ＰＲＰ；例え
ば欧州特許出願公開第０　３９２　２２５号明細書を参照のこと）；例えばペプチド抗生
物質もしくは複素環式抗生物質といった微生物によって産生される抗病原性物質（例えば
、国際公開第９５／３３８１８号を参照のこと）、または、植物病原体防御に関与するタ
ンパク質またはポリペプチド因子（いわゆる、国際公開第０３／０００９０６号に記載の
「植物病害抵抗性遺伝子」）が挙げられる。
【０１２２】
　本発明の組成物のさらなる使用分野は、貯蔵した物品および貯蔵室の環境の保護、なら
びに、木材、生地、床材もしくは建築物などの原料の保護、ならびに、特に、上記の種類
の有害生物に対するヒト、家畜および繁殖家畜の保護といった衛生分野である。
【０１２３】
　本発明はまた、有害生物（蚊および他の病原媒介者など；また、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ
．ｗｈｏ．ｉｎｔ／ｍａｌａｒｉａ／ｖｅｃｔｏｒ＿ｃｏｎｔｒｏｌ／ｉｒｓ／ｅｎ／を
参照のこと）を防除する方法を提供する。一実施形態においては、有害生物を防除する方
法は、標的有害生物に、その生息地に、または、表面もしくは基材に、ブラシ、ローラ、
吹付け、塗布または浸漬によって本発明に係る組成物を適用するステップを含む。一例と
して、壁、天井または床面などの表面のＩＲＳ（屋内残留噴霧）適用が本発明の方法によ
り想定されている。他の実施形態においては、このような組成物を、網、衣類、寝具、カ
ーテンおよびテントの（またはこれらの製造に用いられることが可能である）形態の不織
布または布材料などの基材に適用することが想定されている。したがって、本発明の他の
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目的は、式Ｉの化合物を含有する組成物を含む不織材料および布帛材料から選択される基
材である。
【０１２４】
　一実施形態において、このような有害生物を防除する方法は、効果的な残存性の有害生
物防除活性が表面もしくは基材にもたらされるよう、標的有害生物、その生息地、または
、表面もしくは基材に、殺有害生物的に有効な量の本発明に係る組成物を適用するステッ
プを含む。このような適用は、本発明の有害生物防除組成物をブラシ、ローラ、吹付け、
塗布または浸漬することにより達成され得る。一例として、効果的な残存性の有害生物防
除活性が表面上にもたらされるよう、壁、天井または床面などの表面へのＩＲＳ適用が本
発明の方法により想定されている。他の実施形態においては、網、衣類、寝具、カーテン
およびテントの（またはこれらの製造に用いられることが可能である）形態の布材料など
の基材における有害生物の残存性防除のためのこのような組成物の適用が想定されている
。
【０１２５】
　不織布、布または網を含む処理されるべき基材は、綿、ラフィア、ジュート、亜麻、サ
イザル、麻布もしくはウールなどの天然繊維、または、ポリアミド、ポリエステル、ポリ
プロピレン、ポリアクリロニトリルなどの合成繊維等よりなるものであり得る。ポリエス
テルが特に好適である。生地処理方法は、例えば国際公開第２００８／１５１９８４号、
国際公開第２００３／０３４８２３号、米国特許第５６３１０７２号明細書、国際公開第
２００５／６４０７２号、国際公開第２００６／１２８８７０号、欧州特許第１７２４３
９２号明細書、国際公開第２００５１１３８８６号または国際公開第２００７／０９０７
３９号において公知である。
【０１２６】
　本発明に係る組成物のさらなる使用分野は、すべての観賞用樹木、ならびに、すべての
種類の果実および堅果の成る木に対する樹幹注入／幹処理の分野である。
【０１２７】
　樹幹注入／幹処理の分野において、本発明に係る化合物は、上記の鱗翅目（Ｌｅｐｉｄ
ｏｐｔｅｒａ）の木喰虫、および、鞘翅目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）の木喰虫に対して特
に好適であり、特に、以下の表ＡおよびＢに列挙されているウッドボーラー（ｗｏｏｄｂ
ｏｒｅｒ）に対して好適である。
【０１２８】
【表３】

【０１２９】
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【表４－１】
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【表４－２】



(63) JP 2018-524337 A 2018.8.30

10

20

30

40

50

【表４－３】

【０１３０】
　本発明はまた、例えば甲虫、イモ虫、アカカミアリ、グラウンドパール（ｇｒｏｕｎｄ
　ｐｅａｒｌ）、ヤスデ、ワラジムシ、ダニ、ケラ、カイガラムシ、イボタムシ、マダニ
類、アワフキ、サウザンチンチバグおよびホワイトグラブ（ｗｈｉｔｅ　ｇｒｕｂ）を含
む、芝草に存在し得るいずれかの病害虫の防除に用いられ得る。本発明は、卵、幼虫、若
虫および成虫を含む、ライフサイクルにおける種々の段階の病害虫の防除に用いられ得る
。
【０１３１】
　特に、本発明は、ホワイトグラブ（ｗｈｉｔｅ　ｇｒｕｂ）（シクロセファラ属の一種
（Ｃｙｃｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）（例えばスジコガネモドキ（ｍａｓｋｅｄ　ｃ
ｈａｆｅｒ）、Ｃ．ルリダ（Ｃ．ｌｕｒｉｄａ））、リゾトログス属の一種（Ｒｈｉｚｏ
ｔｒｏｇｕｓ　ｓｐｐ．）（例えばヨーロピアンコガネムシ（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　ｃｈａ
ｆｅｒ）、Ｒ．マヤリス（Ｒ．ｍａｊａｌｉｓ））、コチヌス属の一種（Ｃｏｔｉｎｕｓ
　ｓｐｐ．）（例えばグリーンジューンビートル、Ｃ．ニチダ（Ｃ．ｎｉｔｉｄａ））、
ポピリア属の一種（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｓｐｐ．）（例えばマメコガネ（マメコガネ（Ｐ
．ｊａｐｏｎｉｃａ）））、フィロファーガ属の一種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ
．）（例えばメイ／ジューンビートル）、アテニウス属の一種（Ａｔａｅｎｉｕｓ　ｓｐ
ｐ．）（例えばブラックターフグラスアテニウス、Ａ．スプレツルス（Ａ．ｓｐｒｅｔｕ
ｌｕｓ））、マラデラ属の一種（Ｍａｌａｄｅｒａ　ｓｐｐ．）（例えばアジアンガーデ
ンビートル、Ｍ．カスタネア（Ｍ．ｃａｓｔａｎｅａ））およびトマルス属の一種（Ｔｏ
ｍａｒｕｓ　ｓｐｐ．）など）、グラウンドパール（ｇｒｏｕｎｄ　ｐｅａｒｌ）（マル
ガロデス属の一種（Ｍａｒｇａｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．））、ケラ（タウニー（ｔａｗｎｙ
）、サザン（ｓｏｕｔｈｅｒｎ）およびショートウィング（ｓｈｏｒｔ－ｗｉｎｇｅｄ）
；スカプテリスクス属の一種（Ｓｃａｐｔｅｒｉｓｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ケラ（Ｇｒｙｌ
ｌｏｔａｌｐａ　ａｆｒｉｃａｎａ））およびレザージャケット（ｌｅａｔｈｅｒｊａｃ
ｋｅｔ）（ヨーロピアンクレーンフライ（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　ｃｒａｎｅ　ｆｌｙ）、ガ
ガンボ属の一種（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．））を含む芝草の根を摂食する病害虫の防除に
用いられ得る。
【０１３２】
　本発明はまた、ヨトウムシ（ツマジロクサヨトウ（スポドプテラフルギペルダ（Ｓｐｏ
ｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ））および一般的なヨトウムシ（シューダレチア
ウニプンクタ（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａ））など）、ヨトウムシ、
ゾウムシ（Ｓ．ベナツスベルスティツス（Ｓ．ｖｅｎａｔｕｓ　ｖｅｒｓｔｉｔｕｓ）お
よびＳ．パルブルス（Ｓ．ｐａｒｖｕｌｕｓ）などのスフェノフォラス属の一種（Ｓｐｈ
ｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．））、および、クロオビクロノメイガ（クラムバス属の一
種（Ｃｒａｍｂｕｓ　ｓｐｐ．）および熱帯性のクロオビクロノメイガ（ケナシクロオビ
クロノメイガ（Ｈｅｒｐｅｔｏｇｒａｍｍａ　ｐｈａｅｏｐｔｅｒａｌｉｓ））など）を
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含む、サッチに生息する（ｔｈａｔｃｈ　ｄｗｅｌｌｉｎｇ）芝草の病害虫の防除に用い
られ得る。
【０１３３】
　本発明はまた、ナガカメムシ（サウザンチンチバグ、ブリススインスラリス（Ｂｌｉｓ
ｓｕｓ　ｉｎｓｕｌａｒｉｓ）など）、ギョウギシバダニ（エリオフィエスシノドニエン
シス（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｃｙｎｏｄｏｎｉｅｎｓｉｓ））、ローデスグラスミアリー
バグ（ｒｈｏｄｅｓｇｒａｓｓ　ｍｅａｌｙｂｕｇ）（チガヤシロオカイガラムシ（Ａｎ
ｔｏｎｉｎａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ））、ツーラインドスピットルバグ（ｔｗｏ－ｌｉｎｅ
ｄ　ｓｐｉｔｔｌｅｂｕｇ）（プロプサピアビシンクタ（Ｐｒｏｐｓａｐｉａ　ｂｉｃｉ
ｎｃｔａ））、リーフホッパー、ヨトウムシ（ヤガ科）およびムギミドリアブラムシを含
む、地上に生息して芝草の葉を摂食する芝草の病害虫の防除に用いられ得る。
【０１３４】
　本発明はまた、芝生にアリ塚を作るヒアリ（ヒアリ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｉｎｖｉ
ｃｔａ））などの芝草の他の有害生物の防除に用いられ得る。
【０１３５】
　衛生分野において、本発明の組成物は、カタダニ、ヒメダニ、キュウセンヒダニ、ツツ
ガムシ、ハエ（刺咬性および非刺咬性）、寄生性ハエ幼虫、シラミ、毛シラミ、ハジラミ
、および、ノミなどの外寄生生物に対して有効である。
【０１３６】
　このような寄生虫の例は以下の通りである。
　シラミ目（Ａｎｏｐｌｕｒｉｄａ）のうち：ブタジラミ属の一種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉ
ｎｕｓ　ｓｐｐ．）、シラミ属の一種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ペディク
ルス属の一種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）およびフチルス属の一種（Ｐｈｔｉｒｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、ソレノポテス属の一種（Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）。
【０１３７】
　ハジラミ目（Ｍａｌｌｏｐｈａｇｉｄａ）のうち：トリメノポン属の一種（Ｔｒｉｍｅ
ｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）、タンカクハジラミ属の一種（Ｍｅｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）、ト
リノトン属の一種（Ｔｒｉｎｏｔｏｎ　ｓｐｐ．）、ボビコーラ属の一種（Ｂｏｖｉｃｏ
ｌａ　ｓｐｐ．）、ウェルネキエラ属の一種（Ｗｅｒｎｅｃｋｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、
レピケントロン属の一種（Ｌｅｐｉｋｅｎｔｒｏｎ　ｓｐｐ．）、ダマリナ属の一種（Ｄ
ａｍａｌｉｎａ　ｓｐｐ．）、ケモノハジラミ属の一種（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓ
ｐｐ．）およびフェリコラ属の一種（Ｆｅｌｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．）。
【０１３８】
　双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）、ならびに、長角亜目（Ｎｅｍａｔｏｃｅｒａ）および単角
亜目（Ｂｒａｃｈｙｃｅｒｉｎａ）のうち、例えばヤブカ属の一種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ
．）、ハマダラカ属の一種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、イエカ属の一種（Ｃｕｌ
ｅｘ　ｓｐｐ．）、ブユ属の一種（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エウシムリウム属の
一種（Ｅｕｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、サシチョウバエ属の一種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏ
ｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ルツォミヤ属の一種（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、キュリコ
イデス属の一種（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、メクラアブ属の一種（Ｃｈｒｙｓ
ｏｐｓ　ｓｐｐ．）、キボシアブ属の一種（Ｈｙｂｏｍｉｔｒａ　ｓｐｐ．）、アチロー
タス属の一種（Ａｔｙｌｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、アブ属の一種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ
．）、ゴマフアブ属の一種（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｓｐｐ．）、フィリポミイア属の
一種（Ｐｈｉｌｉｐｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、ブラウラ属の一種（Ｂｒａｕｌａ　ｓｐｐ
．）、イエバエ属の一種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、トゲアシメマトイ属の一種（Ｈｙｄ
ｒｏｔａｅａ　ｓｐｐ．）、サシバエ属の一種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、ハエマ
トビア属の一種（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、モレリア属の一種（Ｍｏｒｅｌｌ
ｉａ　ｓｐｐ．）、ヒメイエバエ属の一種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）、ツェツェバエ属
の一種（Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）、オオクロバエ属の一種（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ
　ｓｐｐ．）、キンバエ属の一種（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、オビキンバエ属の一種
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（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、ヴォールファールトニクバエ属の一種（Ｗｏｈｌ
ｆａｈｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、サルコファガ属の一種（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．
）、ヒツジバエ属の一種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ウシバエ属の一種（Ｈｙｐｏｄ
ｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、ウマバエ属の一種（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、
シラミバエ属の一種（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、リポプテナ属の一種（Ｌｉｐ
ｏｐｔｅｎａ　ｓｐｐ．）およびヒツジシラミバエ属の一種（Ｍｅｌｏｐｈａｇｕｓ　ｓ
ｐｐ．）。
【０１３９】
　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒｉｄａ）のうち、例えばヒトノミ属の一種（Ｐｕｌｅ
ｘ　ｓｐｐ．）、イヌノミ属の一種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ネ
ズミノミ属の一種（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、ナガノミ属の一種（Ｃｅｒａｔ
ｏｐｈｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）。
【０１４０】
　異翅目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒｉｄａ）のうち、例えばトコジラミ属の一種（Ｃｉｍｅ
ｘ　ｓｐｐ．）、トリアトマ属の一種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、ロドニウス属の
一種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、アカモンサシガメ属の一種（Ｐａｎｓｔｒｏｎｇ
ｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）。
【０１４１】
　ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔａｒｉｄａ）のうち、例えばトウヨウゴキブリ（Ｂｌａｔｔａ
　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、ワモンゴキブリ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉｃａ
ｎａ）、チャバネゴキブリ（Ｂｌａｔｔｅｌａｇｅｒｍａｎｉｃａ）およびスペラ属の一
種（Ｓｕｐｅｌｌａ　ｓｐｐ．）。
【０１４２】
　ダニ亜類（Ａｃａｒｉａ）（コナダニ科（Ａｃａｒｉｄａ））ならびにマダニ亜目（Ｍ
ｅｔａｓｔｉｇｍａｔａ）および中気門亜目（Ｍｅｓｏｓｔｉｇｍａｔａ）のうち、例え
ばナガヒメダニ属の一種（Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、カズキダニ属の一種（Ｏｒｎｉｔｈ
ｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オトビウス属の一種（Ｏｔｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、マダニ
属の一種（Ｉｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、アンブリオンマ属の一種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　
ｓｐｐ．）、ブーフィラス属の一種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、カクマダニ属の
一種（Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐｐ．）、チマダニ属の一種（Ｈａｅｍｏｐｈｙｓａ
ｌｉｓ　ｓｐｐ．）、イボマダニ属の一種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、コイタマダ
ニ属の一種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、デルマニッスス属の一種（Ｄｅ
ｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ライリエチア属の一種（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉａ　ｓｐ
ｐ．）、ニューモニサス属の一種（Ｐｎｅｕｍｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ステルノス
トマ属の一種（Ｓｔｅｒｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）およびバロア属の一種（Ｖａｒｒｏ
ａ　ｓｐｐ．）。
【０１４３】
　ケダニ亜目（Ａｃｔｉｎｅｄｉｄａ）（前気門類（Ｐｒｏｓｔｉｇｍａｔａ））および
コナダニ亜目（Ａｃａｒｉｄｉｄａ）（コナダニ亜目（Ａｓｔｉｇｍａｔａ））のうち、
例えばアカラピス属の一種（Ａｃａｒａｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ツメダニ属の一種（Ｃｈｅ
ｙｌｅｔｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、オルニトケイレチア属の一種（Ｏｒｎｉｔｈｏｃｈｅ
ｙｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、ミオビア属の一種（Ｍｙｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、ヒツジツメ
ダニ属の一種（Ｐｓｏｒｅｒｇａｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ニキビダニ属の一種（Ｄｅｍｏｄ
ｅｘ　ｓｐｐ．）、ツツガムシ属の一種（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ｓｐｐ．）、リストロ
ホルス属の一種（Ｌｉｓｔｒｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、アカルス属の一種（Ａｃａｒ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ケナガコナダニ属の一種（Ｔｙｒｏｐｈａｇｕｓ　ｓｐｐ．）、ゴミ
コナダニ属の一種（Ｃａｌｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヒポデクテス属の一種（Ｈｙ
ｐｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、プテロリクス属の一種（Ｐｔｅｒｏｌｉｃｈｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、キュウセンヒゼンダニ属の一種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ショクヒヒ
ゼンダニ属の一種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ミミヒゼンダニ属の一種（Ｏｔ
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ｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、サルコプテス属の一種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）
、ノトエドレス属の一種（Ｎｏｔｏｅｄｒｅｓ　ｓｐｐ．）、クネミドコプテス属の一種
（Ｋｎｅｍｉｄｏｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、シトジテス属の一種（Ｃｙｔｏｄｉｔｅｓ
　ｓｐｐ．）およびラミノシオプテス属の一種（Ｌａｍｉｎｏｓｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．
）。
【０１４４】
　本発明の組成物はまた、木材、生地、プラスチック、接着剤、糊、塗料、紙および厚紙
、皮革、床材、ならびに、建材などの材料の場合にも、昆虫外寄生に対する保護に好適で
ある。
【０１４５】
　本発明による組成物は、例えば、以下の有害生物に対して用いられることが可能である
：ヨーロッパイエカミキリ（Ｈｙｌｏｔｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）、クロロホルスピ
ロシス（Ｃｈｌｏｒｏｐｈｏｒｕｓ　ｐｉｌｏｓｉｓ）、アノビウムプンクタツム（Ａｎ
ｏｂｉｕｍ　ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）、クセストビウムルホビロスム（Ｘｅｓｔｏｂｉｕｍ
　ｒｕｆｏｖｉｌｌｏｓｕｍ）、プチリヌスペクチコルニス（Ｐｔｉｌｉｎｕｓｐｅｃｔ
ｉｃｏｒｎｉｓ）、デンドロビウムペルチネクス（Ｄｅｎｄｒｏｂｉｕｍ　ｐｅｒｔｉｎ
ｅｘ）、マツザイシバンムシ（Ｅｒｎｏｂｉｕｓ　ｍｏｌｌｉｓ）、オオナガシバンムシ
（Ｐｒｉｏｂｉｕｍ　ｃａｒｐｉｎｉ）、ヒラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ　ｂｒｕｎｎ
ｅｕｓ）、アフリカヒラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ　ａｆｒｉｃａｎｕｓ）、アメリカ
ヒラタキクイムシ（Ｌｙｃｔｕｓ　ｐｌａｎｉｃｏｌｌｉｓ）、ナラヒラタキクイムシ（
Ｌｙｃｔｕｓ　ｌｉｎｅａｒｉｓ）、リクツスプベセンス（Ｌｙｃｔｕｓ　ｐｕｂｅｓｃ
ｅｎｓ）、トロゴキシロンアエクアレ（Ｔｒｏｇｏｘｙｌｏｎ　ａｅｑｕａｌｅ）、ミン
テスルギコリス（Ｍｉｎｔｈｅｓｒｕｇｉｃｏｌｌｉｓ）、キシルボルス種（Ｘｙｌｅｂ
ｏｒｕｓ　ｓｐｅｃ．），トリプトデンドロン種（Ｔｒｙｐｔｏｄｅｎｄｒｏｎ　ｓｐｅ
ｃ．）、アパテモナクス（Ａｐａｔｅ　ｍｏｎａｃｈｕｓ）、ボストリクスカプシンス（
Ｂｏｓｔｒｙｃｈｕｓ　ｃａｐｕｃｉｎｓ）、ヘテロボストリクスブルンネウス（Ｈｅｔ
ｅｒｏｂｏｓｔｒｙｃｈｕｓ　ｂｒｕｎｎｅｕｓ）、シノキシロン種（Ｓｉｎｏｘｙｌｏ
ｎ　ｓｐｅｃ．）およびチビタケナガシンクイムシ（Ｄｉｎｏｄｅｒｕｓ　ｍｉｎｕｔｕ
ｓ）などの甲虫；ならびに、コルリキバチ（Ｓｉｒｅｘ　ｊｕｖｅｎｃｕｓ）、モミノオ
オキバチ（Ｕｒｏｃｅｒｕｓ　ｇｉｇａｓ）、ウロセルスギガスタイグヌス（Ｕｒｏｃｅ
ｒｕｓ　ｇｉｇａｓ　ｔａｉｇｎｕｓ）およびウロセルスアウグル（Ｕｒｏｃｅｒｕｓ　
ａｕｇｕｒ）などの膜翅類；ならびに、カロテルメスフラヴィコリス（Ｋａｌｏｔｅｒｍ
ｅｓ　ｆｌａｖｉｃｏｌｌｉｓ）、ニシインドカンザイシロアリ（Ｃｒｙｐｔｏｔｅｒｍ
ｅｓ　ｂｒｅｖｉｓ）、ヘテロテルメスインディコラ（Ｈｅｔｅｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｉｎ
ｄｉｃｏｌａ）、キアシシロアリ（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａｖｉｐｅｓ）
、レティクリテルメスサントネンシス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓａｎｔｏｎｅ
ｎｓｉｓ）、レティキュリテルメスルシフグス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｌｕｃ
ｉｆｕｇｕｓ）、ムカシシロアリ（Ｍａｓｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｄａｒｗｉｎｉｅｎｓｉｓ
）、ネバダオオシロアリ（Ｚｏｏｔｅｒｍｏｐｓｉｓ　ｎｅｖａｄｅｎｓｉｓ）およびイ
エシロアリ（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ）などのシロアリ；ならび
に、セイヨウシミ（Ｌｅｐｉｓｍａ　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）などのシミ類。
【０１４６】
　本発明による化合物は、無修飾の形態の有害生物防除剤として使用することができるが
、これらは一般に、配合アジュバント、例えば、担体、溶媒および表面活性物質を使用し
て様々な方法で組成物へと配合される。配合物は、様々な物理的形態、例えば、散布剤、
ゲル、水和剤、水分散性顆粒、水分散性錠剤、発泡性ペレット、乳化性濃縮物、マイクロ
乳化性濃縮物、水中油型エマルジョン、油フロアブル剤、水性分散物、油性分散物、サス
ポエマルジョン、カプセル懸濁液、乳化性顆粒、可溶性液体、水溶性濃縮物（担体として
水もしくは水混和性有機溶媒を有する）、含浸されたポリマーフィルムの形態、または例
えば、Ｍａｎｕａｌ　ｏｎ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ａｎｄ　Ｕｓｅ　ｏｆ　ＦＡＯ　
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ａｎｄ　ＷＨＯ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ　ｆｏｒ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ，Ｕｎ
ｉｔｅｄ　Ｎａｔｉｏｎｓ，Ｆｉｒｓｔ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｓｅｃｏｎｄ　Ｒｅｖｉｓｉ
ｏｎ（２０１０）から公知の他の形態でよい。このような配合物は、直接的に使用するか
、または使用の前に希釈することができる。希釈物は、例えば、水、液体肥料、微量栄養
素、生物、油または溶媒と共に作製することができる。
【０１４７】
　配合物は、例えば、微粉化した固体、顆粒、溶液、分散物またはエマルジョンの形態で
組成物を得るために活性成分と配合アジュバントとを混合することによって調製すること
ができる。活性成分はまた、他のアジュバント、例えば、微粉化した固体、鉱油、野菜も
しくは動物起源の油、野菜もしくは動物起源の変性油、有機溶媒、水、表面活性物質また
はこれらの組合せと共に配合することができる。
【０１４８】
　活性成分はまた、微細マイクロカプセル中に含有することができる。マイクロカプセル
は、多孔性担体中に活性成分を含有する。これは、制御された量で活性成分が環境中に放
出されることを可能とする（例えば、持続放出）。マイクロカプセルは通常、０．１～５
００ミクロンの直径を有する。これらは、カプセル重量の約２５～９５重量％の量で活性
成分を含有する。活性成分は、モノリシック固体の形態、固体もしくは液体分散物中の細
かい粒子の形態、または適切な溶液の形態でよい。カプセル化膜は、例えば、天然もしく
は合成ゴム、セルロース、スチレン／ブタジエンコポリマー、ポリアクリロニトリル、ポ
リアクリレート、ポリエステル、ポリアミド、ポリ尿素、ポリウレタンまたは化学修飾さ
れたポリマーおよびキサントゲン酸デンプンまたは当業者には公知の他のポリマーを含む
ことができる。代わりに、微細マイクロカプセルを形成することができ、ここでは活性成
分は、ベース物質の固体マトリックス中で微粉化された粒子の形態で含有されるが、マイ
クロカプセルはそれら自体はカプセル化されていない。
【０１４９】
　本発明による組成物の調製に適した配合アジュバントは、それ自体公知である。液体担
体として、水、トルエン、キシレン、石油エーテル、植物性油、アセトン、メチルエチル
ケトン、シクロヘキサノン、酸無水物、アセトニトリル、アセトフェノン、酢酸アミル、
２－ブタノン、炭酸ブチレン、クロロベンゼン、シクロヘキサン、シクロヘキサノール、
酢酸のアルキルエステル、ジアセトンアルコール、１，２－ジクロロプロパン、ジエタノ
ールアミン、ｐ－ジエチルベンゼン、ジエチレングリコール、アビエチン酸ジエチレング
リコール、ジエチレングリコールブチルエーテル、ジエチレングリコールエチルエーテル
、ジエチレングリコールメチルエーテル、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、ジメチルスル
ホキシド、１，４－ジオキサン、ジプロピレングリコール、ジプロピレングリコールメチ
ルエーテル、ジプロピレングリコールジベンゾエート、ジプロキシトール、アルキルピロ
リドン、酢酸エチル、２－エチルヘキサノール、炭酸エチレン、１，１，１－トリクロロ
エタン、２－ヘプタノン、アルファ－ピネン、ｄ－リモネン、乳酸エチル、エチレングリ
コール、エチレングリコールブチルエーテル、エチレングリコールメチルエーテル、ガン
マ－ブチロラクトン、グリセロール、酢酸グリセロール、二酢酸グリセロール、グリセロ
ールトリアセテート、ヘキサデカン、ヘキシレングリコール、酢酸イソアミル、酢酸イソ
ボルニル、イソオクタン、イソホロン、イソプロピルベンゼン、ミリスチン酸イソプロピ
ル、乳酸、ラウリルアミン、メシチルオキシド、メトキシプロパノール、メチルイソアミ
ルケトン、メチルイソブチルケトン、ラウリン酸メチル、オクタン酸メチル、オレイン酸
メチル、塩化メチレン、ｍ－キシレン、ｎ－ヘキサン、ｎ－オクチルアミン、オクタデカ
ン酸、オクチルアミンアセテート、オレイン酸、オレイルアミン、ｏ－キシレン、フェノ
ール、ポリエチレングリコール、プロピオン酸、乳酸プロピル、炭酸プロピレン、プロピ
レングリコール、プロピレングリコールメチルエーテル、ｐ－キシレン、トルエン、リン
酸トリエチル、トリエチレングリコール、キシレンスルホン酸、パラフィン、鉱油、トリ
クロロエチレン、ペルクロロエチレン、酢酸エチル、酢酸アミル、酢酸ブチル、プロピレ
ングリコールメチルエーテル、ジエチレングリコールメチルエーテル、メタノール、エタ
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ノール、イソプロパノール、およびより高い分子量のアルコール、例えば、アミルアルコ
ール、テトラヒドロフルフリルアルコール、ヘキサノール、オクタノール、エチレングリ
コール、プロピレングリコール、グリセロール、Ｎ－メチル－２－ピロリドンなどを使用
し得る。
【０１５０】
　適切な固体担体は、例えば、タルク、二酸化チタン、パイロフィライト粘土、シリカ、
アタパルジャイト粘土、多孔質珪藻土、石灰石、炭酸カルシウム、ベントナイト、カルシ
ウムモンモリロナイト、綿実外皮、コムギ粉、大豆粉、軽石、木粉、粉砕したクルミ殻、
リグニンおよび同様の物質である。
【０１５１】
　多数の表面活性物質は、固体および液体配合物の両方中で、特に、使用前に担体で希釈
することができるこれらの配合物中で有利に使用することができる。表面活性物質は、ア
ニオン性、カチオン性、非イオン性またはポリマーでよく、これらは乳化剤、湿潤剤もし
くは懸濁化剤として、または他の目的のために使用することができる。典型的な表面活性
物質は、例えば、アルキルスルフェートの塩、例えば、ジエタノールアンモニウムラウリ
ルスルフェート；アルキルアリールスルホネートの塩、例えば、ドデシルベンゼンスルホ
ン酸カルシウム；アルキルフェノール／アルキレンオキシド付加生成物、例えば、ノニル
フェノールエトキシレート；アルコール／アルキレンオキシド付加生成物、例えば、トリ
デシルアルコールエトキシレート；セッケン、例えば、ステアリン酸ナトリウム；アルキ
ルナフタレンスルホネートの塩、例えば、ジブチルナフタレンスルホン酸ナトリウム；ス
ルホコハク酸塩のジアルキルエステル、例えば、ジ（２－エチルヘキシル）スルホコハク
酸ナトリウム；ソルビトールエステル、例えば、ソルビトールオレエート；第四級アミン
、例えば、塩化ラウリルトリメチルアンモニウム、脂肪酸のポリエチレングリコールエス
テル、例えば、ステアリン酸ポリエチレングリコール；酸化エチレンおよび酸化プロピレ
ンのブロックコポリマー；ならびにモノ－およびジ－アルキルリン酸エステルの塩；なら
びにまた例えば、ＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｅｍｕｌ
ｓｉｆｉｅｒｓ　Ａｎｎｕａｌ，ＭＣ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｒｐ．，Ｒｉｄｇｅ
ｗｏｏｄ　Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ（１９８１）に記載されているさらなる物質を含む。
【０１５２】
　有害生物防除配合物中で使用することができるさらなるアジュバントは、結晶化阻害剤
、粘度調節剤、懸濁化剤、色素、抗酸化剤、気泡剤、吸光剤、混合助剤、消泡剤、錯化剤
、中和またはｐＨ変更物質および緩衝液、腐食防止剤、香料、湿潤剤、取込み増進剤、微
量栄養素、可塑剤、流動促進剤、潤滑剤、分散剤、増粘剤、不凍剤、殺菌剤、ならびに液
体および固体肥料を含む。
【０１５３】
　本発明による組成物は、野菜もしくは動物起源の脂、鉱油、このような油のアルキルエ
ステルまたはこのような油の混合物および油誘導体を含む添加物を含むことができる。本
発明による組成物中の油添加物の量は一般に、散布される混合物に基づいて０．０１～１
０％である。例えば、油添加物は、噴霧混合物を調製した後で、所望の濃度で噴霧タンク
に加えることができる。好ましい油添加物は、鉱油または野菜起源の油、例えば、ナタネ
油、オリーブ油またはヒマワリ油、乳化植物性油、野菜起源の油のアルキルエステル、例
えば、メチル誘導体、または動物起源の油、例えば、魚油もしくは牛脂を含む。好ましい
油添加物は、Ｃ8～Ｃ22脂肪酸のアルキルエステル、特に、Ｃ12～Ｃ18脂肪酸のメチル誘
導体、例えば、ラウリン酸、パルミチン酸およびオレイン酸のメチルエステル（それぞれ
、ラウリン酸メチル、パルミチン酸メチルおよびオレイン酸メチル）を含む。多くの油誘
導体は、Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ａｄｊｕｖａｎｔｓ，１０
th　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ，２
０１０から公知である。
【０１５４】
　本発明の組成物は一般に、０．１～９９重量％、特に、０．１～９５重量％の本発明の
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の配合アジュバントを含む。市販の製品は好ましくは、濃縮物として配合し得る一方、最
終使用者は通常希薄な配合物を用いる。
【０１５５】
　散布の量は、広範な限度内で、かつ土壌の性質、散布の方法、作物植物、防除する有害
生物、優勢な気候条件、ならびに散布の方法、散布の時および標的作物に支配される他の
要因によって変化する。一般的ガイドラインとして、化合物は、１～２０００ｌ／ｈａ、
特に、１０～１０００ｌ／ｈａの量で散布し得る。
【０１５６】
　好ましい配合物は、下記の組成（重量％）を有することができる。
【０１５７】
乳化性濃縮物：
活性成分：１～９５％、好ましくは、６０～９０％
表面活性剤：１～３０％、好ましくは、５～２０％
液体担体：１～８０％、好ましくは、１～３５％
【０１５８】
粉剤：
活性成分：０．１～１０％、好ましくは、０．１～５％
固体担体：９９．９～９０％、好ましくは、９９．９～９９％
【０１５９】
懸濁液濃縮物：
活性成分：５～７５％、好ましくは、１０～５０％
水：９４～２４％、好ましくは、８８～３０％
表面活性剤：１～４０％、好ましくは、２～３０％
【０１６０】
水和剤：
活性成分：０．５～９０％、好ましくは、１～８０％
表面活性剤：０．５～２０％、好ましくは、１～１５％
固体担体：５～９５％、好ましくは、１５～９０％
【０１６１】
顆粒：
活性成分：０．１～３０％、好ましくは、０．１～１５％
固体担体：９９．５～７０％、好ましくは、９７～８５％
【０１６２】
　下記の例は本発明をさらに例示するが、限定しない。
【０１６３】
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【表５】

【０１６４】
　組合せをアジュバントと十分に混合し、混合物を適切なミルにおいて十分に粉砕し、水
和剤を得て、これを水で希釈して、所望の濃度の懸濁液を得ることができる。
【０１６５】
【表６】

【０１６６】
　組合せをアジュバントと十分に混合し、混合物を適切なミルにおいて十分に粉砕し、種
子処理のために直接使用することができる粉末を得る。
【０１６７】
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【表７】

【０１６８】
　植物保護において使用することができる任意の必要とされる希釈のエマルジョンは、こ
の濃縮物から水による希釈によって得ることができる。
【０１６９】
【表８】

【０１７０】
　すぐ使用できる粉剤は、組合せを担体と混合し、混合物を適切なミルにおいて粉砕する
ことによって得られる。このような粉末はまた、種子のための乾燥粉衣のために使用する
ことができる。
【０１７１】
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【表９】

【０１７２】
　組合せをアジュバントと共に混合および粉砕し、混合物を水で湿らせる。混合物を押し
出し、次いで、空気流中で乾燥させる。
【０１７３】
【表１０】

【０１７４】
　微粉砕した組合せを、ミキサーにおいて、ポリエチレングリコールで湿らせたカオリン
に均一に加える。粉剤ではないコーティングされた顆粒をこの様式で得る。
【０１７５】
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【０１７６】
　微粉砕した組合せをアジュバントと密接に混合し、懸濁液濃縮物を得て、ここから、水
による希釈によって任意の所望の希釈の懸濁液を得ることができる。このような希釈物を
使用して、生きている植物および植物繁殖材料を、噴霧、注入または浸漬によって処理し
、微生物による寄生に対して保護することができる。
【０１７７】
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【表１２】

【０１７８】
　微粉砕した組合せをアジュバントと密接に混合し、懸濁液濃縮物を得て、ここから、水
による希釈によって任意の所望の希釈の懸濁液を得ることができる。このような希釈物を
使用して、生きている植物および植物繁殖材料を、噴霧、注入または浸漬によって処理し
、微生物による寄生に対して保護することができる。
【０１７９】
持続放出カプセル懸濁液
　２８部の組合せを、２部の芳香族溶媒および７部のジイソシアン酸トルエン／ポリメチ
レン－ポリフェニルイソシアネート－混合物（８：１）と混合する。この混合物を、所望
の粒径が達成されるまで、１．２部のポリビニルアルコール、０．０５部の消泡剤および
５１．６部の水の混合物中で乳化する。このエマルジョンに、５．３部の水中の２．８部
の１，６－ジアミノヘキサンの混合物を加える。重合反応が完了するまで混合物を撹拌す
る。得られたカプセル懸濁液を、０．２５部の増粘剤および３部の分散化剤を加えること
によって安定化させる。カプセル懸濁液配合物は、２８％の活性成分を含有する。中間カ
プセル直径は、８～１５ミクロンである。このように得られた配合物を、その目的に適し
た装置において水性懸濁液として種子に散布する。
【０１８０】
　配合物タイプは、エマルジョン濃縮物（ＥＣ）、懸濁液濃縮物（ＳＣ）、サスポエマル
ジョン（ＳＥ）、カプセル懸濁液（ＣＳ）、水分散性顆粒（ＷＧ）、乳化可能顆粒（ＥＧ
）、エマルジョン、油中水型（ＥＯ）、エマルジョン、水中油型（ＥＷ）、マイクロエマ
ルジョン（ＭＥ）、油分散物（ＯＤ）、油混和性フロアブル剤（ＯＦ）、油混和性液体（
ＯＬ）、可溶性濃縮物（ＳＬ）、極微量懸濁液（ＳＵ）、極微量液体（ＵＬ）、技術的濃
縮物（ＴＫ）、分散性濃縮物（ＤＣ）、水和剤（ＷＰ）、可溶性顆粒（ＳＧ）、または農
業的に許容可能なアジュバントと組み合わせた任意の技術的に可能な配合物を含む。
【実施例】
【０１８１】
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　「Ｍｐ」は、℃での融点を意味する。フリーラジカルは、メチル基を表す。1Ｈ　ＮＭ
Ｒ測定は、Ｂｒｕｃｋｅｒ４００ＭＨｚまたは３００ＭＨｚ分光計で記録し、化学シフト
は、ＴＭＳ標準に関してｐｐｍで示す。スペクトルは、示したように重水素化溶媒中で測
定する。
【０１８２】
ＬＣＭＳ方法：
方法Ａ（ＳＱＤ１３）：
　スペクトルは、エレクトロスプレー源（極性：陽イオンまたは陰イオン、キャピラリ：
３．００ｋＶ、コーン範囲：３０～６０Ｖ、抽出器：２．００Ｖ、ソース温度：１５０℃
、脱溶媒和温度：３５０℃、コーンガス流：０Ｌ／時間、脱溶媒和ガス流量：６５０Ｌ／
時間、質量範囲：１００～９００Ｄａ）およびＷａｔｅｒｓからのＡｃｑｕｉｔｙ　ＵＰ
ＬＣ：バイナリポンプ、被加熱カラムコンパートメントおよびダイオードアレイ検出器で
記録した。溶媒デガッサー、バイナリポンプ、被加熱カラムコンパートメントおよびダイ
オードアレイ検出器を備えたＷａｔｅｒｓからの質量分析計（ＳＱＤシングル四重極型質
量分析計）。カラム：Ｗａｔｅｒｓ　ＵＰＬＣ　ＨＳＳ　Ｔ３、１．８μｍ、３０×２．
１ｍｍ、温度：６０℃、ＤＡＤ波長帯（ｎｍ）：２１０～５００、溶媒グラジエント：Ａ
＝水＋５％ＭｅＯＨ＋０．０５％ＨＣＯＯＨ、Ｂ＝アセトニトリル＋０．０５％ＨＣＯＯ
Ｈ、勾配：勾配：０分　０％Ｂ、１００％Ａ、１．２～１．５分　１００％Ｂ；流量（ｍ
ｌ／分）０．８５
【０１８３】
中間体の合成：
中間体Ｉ１：３－エチルスルファニルベンゾチオフェン－２－カルボン酸の合成：
ステップＡ：メチル３－エチルスルファニルベンゾチオフェン－２－カルボキシレート：
【化５３】

　撹拌したメチル３－クロロベンゾチオフェン－２－カルボキシレート（市販、１ｇ）の
Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（８．６１ｍＬ）溶液に、ナトリウムエタンチオレート（
０．５０６ｇ、１当量）を加えた。反応混合物を周囲温度にて２時間撹拌した。次いで、
０．２５当量のナトリウムエタンチオレートを加えた。反応をＴＬＣによってモニターし
た。出発材料の完了の後、反応混合物を水で希釈し、酢酸エチルで抽出した（２×）。有
機層を組み合わせ、Ｎａ2ＳＯ4上で乾燥させ、濾過し、濃縮し、シクロヘキサン－酢酸エ
チルを使用したカラムクロマトグラフィーによって精製し、所望の化合物（０．９２ｇ；
収率＝８５％）を得た。1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）：δ（ｐｐｍ）８．２
０（ｍ，１Ｈ），７．８２（ｍ，１Ｈ），７．４８（ｍ，２Ｈ），３．９７（ｓ，３Ｈ）
，３．０４（ｑ，２Ｈ），１．２０（ｔ，３Ｈ）．
【０１８４】
ステップＢ：３－エチルスルファニルベンゾチオフェン－２－カルボン酸：
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【化５４】

　撹拌したメチル３－エチルスルファニルベンゾチオフェン－２－カルボキシレート（０
．９ｇ）のＴＨＦ（１４．３ｍｌ）および水（３．５７ｍＬ）の混合物溶液に、水酸化リ
チウム一水和物（１．１当量、０．０９４ｇ）を周囲温度にて加えた。反応混合物を周囲
温度にて２時間撹拌した。反応をＴＬＣによってモニターした。出発材料の完了の後、反
応混合物を塩化水素（１Ｎ）で酸性化し、酢酸エチル（２）で抽出した。有機層を組み合
わせ、Ｎａ2ＳＯ4上で乾燥させ、濾過し、減圧下で濃縮し、粗固体を得て、これを次のス
テップのために精製を伴わずに使用した（８０４ｍｇ、９４．６２％収率）。1Ｈ　ＮＭ
Ｒ（４００ＭＨｚ，ＤＭＳＯ－ｄ6）：δ（ｐｐｍ）８．１０（ｍ，２Ｈ），７．５７（
ｍ，２Ｈ），３．０４（ｑ，２Ｈ），１．１０（ｔ，３Ｈ）．
【０１８５】
中間体Ｉ２：４－アミノ－１－エチル－３－（メチルアミノ）－６－（トリフルオロメチ
ル）ピリジン－２－オン：

【化５５】

ステップＡ：１－エチル－３－（メチルアミノ）－６－（トリフルオロメチル）ピリジン
－２－オン：
【化５６】

　３－アミノ－１－エチル－６－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－オン（５．００
ｇ、２４．３ｍｍｏｌ、市販されているか、または文献、例えば、Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　
２００５，Ｎｏ．８，ｐｐ　１２６９－１２７８およびＳｙｎｔｈｅｓｉｓ　２０１１，
Ｎｏ．７，ｐｐ　１１４９－１１５６から類推して合成された）のアセトニトリル（１５
０ｍＬ）溶液に、水溶液（１４．５ｍｌ、１９４ｍｍｏｌ）および酢酸（６．９６ｍｌ、
１２１ｍｍｏｌ）中のホルムアルデヒド（３７質量％）を加えた。このように得られた懸
濁液を１時間撹拌し、次いで、シアノ水素化ホウ素ナトリウム（６．４２ｇ、９７．０ｍ
ｍｏｌ）を５分割で３時間に亘り加え、混合物を一晩撹拌した。溶液を水で希釈し、酢酸
エチルで抽出した（３×）。合わせた有機層をＮａ2ＳＯ4上で乾燥させ、濾過し、濃縮し
、シクロヘキサン－酢酸エチル（１００～２００シリカゲル）を使用したカラムクロマト
グラフィーによって精製し、所望の化合物を白色の固体として得た。1Ｈ　ＮＭＲ（４０
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０ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ　６．７０（ｄ，１Ｈ），６．０４（ｄ，１Ｈ），５
．４４（ｓｂ，１Ｈ），４．１５（ｑ，２Ｈ），２．８５（ｓ，３Ｈ），１．３２（ｔ，
３Ｈ）．
【０１８６】
ステップＢ：１－エチル－３－（メチルアミノ）－４－ニトロ－６－（トリフルオロメチ
ル）ピリジン－２－オン
【化５７】

　１－エチル－３－（メチルアミノ）－４－ニトロ－６－（トリフルオロメチル）ピリジ
ン－２－オンを、実施例３、ステップＢの場合と同様に調製した。ＬＣ－ＭＳ（方法Ａ）
：ＲＴ０．９８、２６６（Ｍ＋Ｈ+）、２６４（Ｍ－Ｈ+）。
【０１８７】
ステップＣ：４－アミノ－１－エチル－３－（メチルアミノ）－６－（トリフルオロメチ
ル）ピリジン－２－オン：

【化５８】

　４－アミノ－１－エチル－３－（メチルアミノ）－６－（トリフルオロメチル）ピリジ
ン－２－オンを、実施例３、ステップＣの場合と同様に調製した。ＬＣ－ＭＳ（方法Ａ）
：ＲＴ０．４７、２３６（Ｍ＋Ｈ+）。
【０１８８】
中間体Ｉ３：３－エチルスルファニル－６－（トリフルオロメチル）ベンゾチオフェン－
２－カルボン酸の合成：

【化５９】

　撹拌した３－クロロ－６－（トリフルオロメチル）ベンゾチオフェン－２－カルボン酸
（１０ｇ）（市販、１ｇ）のＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（７１．７ｍＬ）溶液に、ナ
トリウムエタンチオレート（１２．１３２ｇ）を加えた。反応混合物を５０℃にて１時間
撹拌し、温度を１００℃に４時間上昇させ、次いで、反応物を室温にて２４時間撹拌した
。反応混合物を水で希釈し、酢酸エチルで抽出した（１×）。分離後、水相を１ｍｏｌの
ＨＣｌで酸性化し、酢酸エチルで抽出した（３×）。合わせた有機層を組み合わせ、硫酸
ナトリウム上で乾燥させ、濾過し、真空下で濃縮した。得られた３－エチルスルファニル
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－６－（トリフルオロメチル）ベンゾチオフェン－２－カルボン酸（４．２１ｇ）を、次
のステップにおいてさらなる精製を伴わずに使用した。
ＬＣ－ＭＳ（方法Ａ）：ＲＴ１．０７、３０７（Ｍ＋Ｈ＋）。
【０１８９】
中間体Ｉ４：３－エチルスルファニル－６－（ブロモ）ベンゾチオフェン－２－カルボン
酸の合成：
【化６０】

　撹拌した３－クロロ－６－（ブロモ）ベンゾチオフェン－２－カルボン酸（７．３ｇ）
（市販、１ｇ）のＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（５０ｍＬ）溶液に、ナトリウムエタン
チオレート（４．７ｇ）を加えた。反応混合物を１００℃にて１．５時間撹拌した。反応
混合物を水で希釈し、酢酸エチル（１×）で抽出した。分離の後、水相を１ｍｏｌのＨＣ
Ｌで酸性化し、酢酸エチル（３×）で抽出した。合わせた有機層を組み合わせ、硫酸ナト
リウム上で乾燥させ、濾過し、真空下で濃縮した。得られた残渣をＨＰＬＣ（逆相）によ
って精製し、３－エチルスルファニル－６－（ブロモ）ベンゾチオフェン－２－カルボン
酸（３．０６ｇ）を得て、次のステップにおいてさらなる精製を伴わずに使用した。1Ｈ
　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ　１３．７（ｓｂ，１Ｈ），８．１２
（ｓ，１Ｈ），７．９６（ｄ，１Ｈ），７．６８（ｄ，１Ｈ），３．０（ｑ，２Ｈ），１
．２６（ｔ，３Ｈ）．
【０１９０】
中間体Ｉ５：４－アミノ－１－シクロプロピル－３－（メチルアミノ）－６－（トリフル
オロメチル）ピリジン－２－オン

【化６１】

ステップＡ：１－シクロプロピル－３－（アミノ）－６－（トリフルオロメチル）ピリジ
ン－２－オン

【化６２】

　封管に、Ｎ－［２－オキソ－６－（トリフルオロメチル）ピラン－３－イル］ベンズア
ミド（市販、ＣＡＳ登録番号３１２６１５－５９－１、３０ｇ、１０５．９ｍｍｏｌ）、
テトラヒドロフラン（１３２．４ｍＬ、１６２０ｍｍｏｌ）およびシクロプロピルアミン
（８．２４ｍＬ、１１６．５ｍｍｏｌ）を投入した。混合物を７０℃にて一晩撹拌した。
密封バイアルを冷却し、反応混合物を水および酢酸エチル（２５０ｍｌ／２５０ｍｌ）に
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燥させ、濾過し、真空下で濃縮した。残渣をシクロヘキサン－酢酸エチルを使用したカラ
ムクロマトグラフィーによって精製し、出発材料および２３ｇのＮ－［１－シクロプロピ
ル－２－ヒドロキシ－６－オキソ－２－（トリフルオロメチル）－３Ｈ－ピリジン－５－
イル］ベンズアミドを得た。Ｎ－［１－シクロプロピル－２－ヒドロキシ－６－オキソ－
２－（トリフルオロメチル）－３Ｈ－ピリジン－５－イル］ベンズアミドを塩化水素（５
６３ｇ、４７３．１ｍＬ、５７１０ｍｍｏｌ）に溶解し、混合物を１００℃にて一晩撹拌
した。安息香酸の沈殿物を濾別し、濾液を濃縮したヒドロキシルナトリウムの溶液でｐＨ
７～８に塩基性化した。次いで、水相をＡｃＯＥｔで抽出し（３×）、合わせた有機層を
硫酸ナトリウム上で乾燥させ、濾過し、真空下で濃縮した。残渣をシクロヘキサン－酢酸
エチルを使用したカラムクロマトグラフィーによって精製し、１２ｇの１－シクロプロピ
ル－３－（アミノ）－６－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－オンを得た。ＬＣ－Ｍ
Ｓ（方法Ａ）：ＲＴ０．７９、２１９（Ｍ+Ｈ+）。1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣ
ｌ3）δ　ｐｐｍ　６．５９（ｄ，１Ｈ），６．３３（ｄ，１Ｈ），４．６０（ｓｂ，２
Ｈ），３．０７（ｍ，１Ｈ），１．２４（ｍ，２Ｈ），１．０２（ｍ，２Ｈ）．
【０１９１】
ステップＢ：１－シクロプロピル－３－（メチルアミノ）－６－（トリフルオロメチル）
ピリジン－２－オン
【化６３】

　実施例Ｉ４、ステップＡに関して、１－シクロプロピル－３－（メチルアミノ）－４－
ニトロ－６－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－オンを調製した。ＬＣ－ＭＳ（方法
Ａ）：ＲＴ０．９３、２３３（Ｍ＋Ｈ+）。
【０１９２】
ステップＣ：１－シクロプロピル－３－（メチルアミノ）－４－ニトロ－６－（トリフル
オロメチル）ピリジン－２－オン

【化６４】

　実施例Ｉ２、ステップＣに関して、１－シクロプロピル－３－（メチルアミノ）－４－
ニトロ－６－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－オンを調製した。ＬＣ－ＭＳ（方法
Ａ）：ＲＴ０．９８、２７８（Ｍ＋Ｈ+）。
【０１９３】
ステップＤ：４－アミノ－１－シクロプロピル－３－（メチルアミノ）－６－（トリフル
オロメチル）ピリジン－２－オン
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【化６５】

　実施例Ｉ２、ステップＤに関して、４－アミノ－１－シクロプロピル－３－（メチルア
ミノ）－６－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－オンを調製した。ＬＣ－ＭＳ（方法
Ａ）：ＲＴ０．５２、２４７（Ｍ+Ｈ+）。代わりに、４－アミノ－１－シクロプロピル－
３－（メチルアミノ）－６－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－オンは、古典的な反
応を使用してエタノール中のＰｄ／Ｃの存在下で水素化によって調製することができた。
１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）δ　ｐｐｍ　６．２８（ｓ，１Ｈ），４．０
８（ｓｂ，２Ｈ），３．８１（ｓｂ，１Ｈ），２．９７（ｍ，１Ｈ），２．６３（ｓ，３
Ｈ），１．１８（ｍ，２Ｈ），０．９８（ｍ，２Ｈ）．
【０１９４】
中間体Ｉ６：３－エチルスルファニル－６－（クロロ）ベンゾチオフェン－２－カルボン
酸の合成：
【化６６】

　出発材料として３，６－ジクロロベンゾチオフェン－２－カルボン酸（市販）および中
間体Ｉ５において記載されたのと同じ方法を使用して中間体Ｉ６を得た。1Ｈ　ＮＭＲ（
４００ＭＨｚ，ＤＭＳＯ－ｄ6）：δ（ｐｐｍ）１３．７５（ｓｂ，１Ｈ），８．２８（
ｓ，１Ｈ），８．１０（ｄ，１Ｈ），７．５７（ｄ，１Ｈ），３．０４（ｑ，２Ｈ），１
．１０（ｔ，３Ｈ）．
【０１９５】
実施例Ｐ１
５－エチル－２－（３－エチルスルファニルベンゾチオフェン－２－イル）－３－メチル
－６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジン－４－オンの調製：
ステップＡ：Ｎ－［１－エチル－３－（メチルアミノ）－２－オキソ－６－（トリフルオ
ロメチル）－４－ピリジル］－３－エチルスルファニル－ベンゾチオフェン－２－カルボ
キサミドおよびＮ－［４－アミノ－１－エチル－２－オキソ－６－（トリフルオロメチル
）－３－ピリジル］－３－エチルスルファニル－Ｎ－メチル－ベンゾチオフェン－２－カ
ルボキサミドの調製：

【化６７】

　３－エチルスルファニルベンゾチオフェン－２－カルボン酸（中間体Ｉ１、０．１０３
ｇ、０．４３４ｍｍｏｌ）のジクロロメタン（４ｍｌ）懸濁液に、１滴のＮ，Ｎ－ジメチ
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）を加えた。ガス発生の終了の後、反応混合物は淡黄色の溶液の形態であった。後者を減
圧下で６０℃の浴温度にて蒸発させた。５－ブロモ－３－エチルスルファニル－ピリジン
－２－カルボニルクロリドの残渣を、２ｍｌのＴＨＦに再溶解した。
【０１９６】
　４－アミノ－１－エチル－３－（メチルアミノ）－６－（トリフルオロメチル）ピリジ
ン－２－オン（中間体Ｉ３：０．１００ｇ、０．４２５ｍｍｏｌ）の酢酸エチル（５ｍｌ
）溶液に、Ｎ，Ｎ－ジエチルエタンアミン（０．１５０ｍＬ、１．０６ｍｍｏｌ）を加え
た。このように得られた溶液を氷浴で冷却し、その後、従前の塩化アシル溶液をゆっくり
と加えた。このように得られた混合物を室温にて１時間撹拌した。塩化水素（１Ｎ）およ
び酢酸エチルの溶液を加えることによって溶液を中和し、水相を酢酸エチルで２回抽出し
た。有機溶液を硫酸ナトリウム上で乾燥させ、減圧下で蒸発させ、Ｎ－［１－エチル－３
－（メチルアミノ）－２－オキソ－６－（トリフルオロメチル）－４－ピリジル］－３－
エチルスルファニル－ベンゾチオフェン－２－カルボキサミドおよびＮ－［４－アミノ－
１－エチル－２－オキソ－６－（トリフルオロメチル）－３－ピリジル］－３－エチルス
ルファニル－Ｎ－メチル－ベンゾチオフェン－２－カルボキサミドの混合物を得た。この
混合物を、次のステップのためにさらなる精製を伴わずに使用した。ＬＣ－ＭＳ（方法Ａ
）：ＲＴ１．０３、４５６（Ｍ+＋Ｈ+）、４５４（Ｍ+－Ｈ+）。
【０１９７】
ステップＢ：５－エチル－２－（３－エチルスルファニルベンゾチオフェン－２－イル）
－３－メチル－６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジン－４－オン
の調製：
【化６８】

　酢酸（１ｍｌ）中のＮ－［１－エチル－３－（メチルアミノ）－２－オキソ－６－（ト
リフルオロメチル）－４－ピリジル］－３－エチルスルファニル－ベンゾチオフェン－２
－カルボキサミドおよびＮ－［４－アミノ－１－エチル－２－オキソ－６－（トリフルオ
ロメチル）－３－ピリジル］－３－エチルスルファニル－Ｎ－メチル－ベンゾチオフェン
－２－カルボキサミド（０．１８５ｇ、０．４０６１ｍｍｏｌ）の混合物を、マイクロ波
において１６０℃に１時間加熱した。反応を、ＴＬＣによってモニターした。出発材料の
完了の後、反応混合物を水で希釈した。沈殿物を濾別し、固体を水で洗浄した。固体を酢
酸エチルに溶解し、硫酸ナトリウム上で乾燥させ、濾過し、真空下で濃縮し、所望の化合
物を白色の固体（０．１６ｇ；収率＝９０％）として得た。この化合物を、次のステップ
においてさらなる精製を伴わずに使用した。1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ
　ｐｐｍ　１．０６（ｔ，３Ｈ），１．４０（ｔ，３Ｈ），２．６８（ｑ，２Ｈ），４．
１２（ｓ，３Ｈ），４．２６（ｑ，２Ｈ），７．３０（ｓ，１Ｈ），７．５２（ｍ，２Ｈ
），７．９２（ｄ，１Ｈ），８．１０（ｄ，１Ｈ）．
【０１９８】
　同じ２つのステップ手順を使用して、下記の化合物を調製した。
【０１９９】
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【表１３】

【０２００】
実施例Ｐ２
５－エチル－２－（３－エチルスルホニルベンゾチオフェン－２－イル）－３－メチル－
６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジン－４－オンの調製：

【化６９】

　撹拌した５－エチル－２－（３－エチルスルファニルベンゾチオフェン－２－イル）－
３－メチル－６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジン－４－オン（
Ａ１、０．１４９ｇ、０．３４１ｍｍｏｌ）の化合物のジクロロメタン（５ｍｌ）溶液に
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、ｍ－ＣＰＢＡ（０．１６１ｇ、０．６９８ｍｍｏｌ）を周囲温度にて加えた。次いで、
反応混合物を室温にて１時間撹拌した。反応を、ＴＬＣによってモニターした。開始の完
了の後、反応混合物を飽和チオ硫酸ナトリウムでクエンチし、ジクロロメタンで抽出した
（３×）。組み合わせたジクロロメタン層を組み合わせ、硫酸ナトリウム上で乾燥させ、
濾過し、真空下で濃縮した。残渣をシクロヘキサン－酢酸エチルを使用したカラムクロマ
トグラフィーによって精製し、所望の化合物を白色の固体（０．１５ｇ；収率＝９４％）
として得た。1Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）δ　ｐｐｍ　１．３０（ｔ，３Ｈ
），１．３９（ｔ，３Ｈ），３．３３（ｑ，２Ｈ），４．０８（ｓ，３Ｈ），４．２５（
ｑ，２Ｈ），７．２４（ｓ，１Ｈ），７．６２（ｍ，２Ｈ），７．９６（ｄ，１Ｈ），８
．５２（ｄ，１Ｈ）．
【０２０１】
　同じ手順を使用して、下記の化合物を調製した。
【０２０２】
【表１４】

【０２０３】
実施例Ｐ３
５－シクロプロピル－２－（６－シクロプロピル－３－エチルスルホニル－ベンゾチオフ
ェン－２－イル）－３－メチル－６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［４，５－ｃ］ピ
リジン－４－オンＡ１１の調製

【化７０】

　２－（６－ブロモ－３－エチルスルホニル－ベンゾチオフェン－２－イル）－５－シク
ロプロピル－３－メチル－６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジン
－４－オンＡ６（０．１８ｇ）のトルエン（２．３ｍＬ）および水（２．３ｍＬ）の混合
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物溶液に、シクロプロピルボロン酸（０．１０４ｇ）、テトラキス（トリフェニルホスフ
ィン）パラジウム（０）（０．０３７ｇ）および三塩基性リン酸カリウム（０．４２２ｇ
、０．１６５ｍＬ）を加えた。次いで、混合物を４時間還流させた。反応物を脱気し、さ
らなる０．０５５１８ｇのシクロプロピルボロン酸および０．０１６５７ｇの（１，１’
－ビス（ジフェニルホスフィノ）フェロセン－パラジウム（ｉｉ）ジクロリドジクロロメ
タン錯体）を加えた。反応物を再び脱気し、マイクロ波上で１３０℃にて２０分間加熱し
た。反応混合物を水酸化ナトリウム（１Ｎ）でクエンチし、ジクロロメタンで抽出した（
３×）。組み合わせたジクロロメタン層を組み合わせ、硫酸ナトリウム上で乾燥させ、濾
過し、真空下で濃縮した。残渣をシクロヘキサン－酢酸エチル（４０から０％）を使用し
たカラムクロマトグラフィーによって精製し、所望の化合物を固体として得た（収率＝８
４％）。ＬＣ－ＭＳ（方法Ａ）：ＲＴ１．１９、５２３（Ｍ+＋Ｈ+）。
【０２０４】
実施例Ｐ４
２－［５－シクロプロピル－３－メチル－４－オキソ－６－（トリフルオロメチル）イミ
ダゾ［４，５－ｃ］ピリジン－２－イル］－３－エチルスルホニル－ベンゾチオフェン－
６－カルボニトリルＡ１２の調製
【化７１】

　２－（６－ブロモ－３－エチルスルホニル－ベンゾチオフェン－２－イル）－５－シク
ロプロピル－３－メチル－６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジン
－４－オンＡ６（１９０ｍｇ）、Ｐｄ2ｄｂａ3（１６ｍｇ）、Ｓ－Ｐｈｏｓ（１５ｍｇ）
およびＺｎ（ＣＮ）2（３２５ｍｇ）のＤＭＦ（２．９ｍＬ）溶液を脱気し、次いで、マ
イクロ波反応器において１５０℃に３０分間加熱した。溶液を水酸化ナトリウム（１Ｎ）
で希釈し、酢酸エチル（２回）で抽出した。合わせた有機層を組み合わせ、水酸化ナトリ
ウム（１Ｎ）で洗浄し、Ｎａ２ＳＯ４上で乾燥させ、濾過し、乾燥するまで濃縮した。粗
製物をシリカゲル、ＦＣＣ（ＣｏｍｂｉＦｌａｓｈ　Ｒｆ１５０；４ｇのＳｉＯ２；シク
ロヘキサン（４０％から０％）：酢酸エチル）上で精製し、表題化合物Ａ１２を得た（９
４％収率）。ＬＣ－ＭＳ（方法Ａ）：ＲＴ１．０４、５０７（Ｍ+＋Ｈ+）。
【０２０５】
実施例Ｐ５
ｔｅｒｔ－ブチルＮ－［２－［５－シクロプロピル－３－メチル－４－オキソ－６－（ト
リフルオロメチル）イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジン－２－イル］－３－エチルスルホニ
ル－ベンゾチオフェン－６－イル］カルバメートＡ１７の調製
【化７２】

　２－（６－ブロモ－３－エチルスルホニル－ベンゾチオフェン－２－イル）－５－シク
ロプロピル－３－メチル－６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジン
－４－オンＡ６（０．１０９ｇ）を無水１，４－ジオキサン（１．１ｍＬ）に溶解し、ｔ
ｅｒｔ－カルバミン酸ブチル（０．０２７ｇ）炭酸セシウム（０．０８８ｇ）およびジシ
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（Ｘｐｈｏｓ、０．００９ｇ）を窒素下で加えた。混合物を１０’の間に脱気し、０．０
０１４ｇの酢酸パラジウムＩＩを加えた。反応混合物を１１０℃にて事前加熱した油浴に
おいて３．５時間加熱し、次いで、周囲温度に冷却し、ＮａＯＨの水溶液（１Ｎ）を加え
た。水相をジクロロメタンで抽出した（３×）。組み合わせたジクロロメタン層を組み合
わせ、ブラインで洗浄し、硫酸ナトリウム上で乾燥させ、濾過し、真空下で濃縮した。残
渣をシクロヘキサン－酢酸エチル（０～４０％）を使用したカラムクロマトグラフィーに
よって精製し、所望の化合物を得た。ＬＣ－ＭＳ（方法Ａ）：ＲＴ１．１７、５９７（Ｍ
+＋Ｈ+）、５９５（Ｍ+－Ｈ+）。
【０２０６】
実施例Ｐ６
２－（６－アミノ－３－エチルスルホニル－ベンゾチオフェン－２－イル）－５－シクロ
プロピル－３－メチル－６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［４，５－ｃ］ピリジン－
４－オンＡ１８の調製

【化７３】

　塩酸（ジオキサン中４Ｍ）（０．３１ｍＬ）を、ｔｅｒｔ－ブチルＮ－［２－［５－シ
クロプロピル－３－メチル－４－オキソ－６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［４，５
－ｃ］ピリジン－２－イル］－３－エチルスルホニル－ベンゾチオフェン－６－イル］カ
ルバメートＡ１７（０．０７４ｇ）の１，４－ジオキサン（０．３７ｍＬ）溶液に加え、
次いで、溶液を５０℃にて１時間加熱した。ＮａＯＨの水溶液（１Ｎ）を加えた。水相を
ジクロロメタンで抽出した（３×）。組み合わせたジクロロメタン層を組み合わせ、ブラ
インで洗浄し、硫酸ナトリウム上で乾燥させ、濾過し、真空下で濃縮した。残渣をシクロ
ヘキサン－酢酸エチル（０～４０％）を使用したカラムクロマトグラフィーによって精製
し、所望の化合物を得た。ＬＣ－ＭＳ（方法Ａ）：ＲＴ０．９６、４９８（Ｍ+＋Ｈ+）、
４９５（Ｍ+－Ｈ+）。
【０２０７】
　表Ｂは、上記の調製例によって調製した好ましい式Ｉ－１ａの化合物を開示する。
【化７４】

【０２０８】
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【表１５－２】

【０２０９】
　本発明による組成物の活性は、他の殺虫的、殺ダニ的および／または殺菌・殺カビ的に
活性な処方成分を加えることにより、相当な広範化、および、流行している状況に対する
適応が可能である。式Ｉの化合物と他の殺虫的、殺ダニ的および／または殺菌・殺カビ的
に活性な処方成分との混合物はまた、より広い意味で、相乗的活性とも説明可能であるさ
らに意外な利点を有し得る。例えば、植物によるより優れた耐性、低い殺草性、異なる成
長段階昆虫を防除可能であること、または、例えば粉砕もしくは混合の最中、保管もしく
は使用の最中といった製造中の挙動が良好であることである。
【０２１０】
　ここで、活性処方成分に対する好適な添加物は、例えば、以下の分類の活性処方成分が
代表的である：有機リン化合物、ニトロフェノール誘導体、チオ尿素、幼虫ホルモン、ホ
ルムアミジン、ベンゾフェノン誘導体、尿素、ピロール誘導体、カルバメート、ピレスロ
イド、塩素化炭化水素、アシル尿素、ピリジルメチレンアミノ誘導体、マクロライド、ネ
オニコチノイドおよびバチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇ
ｉｅｎｓｉｓ）調製物。
【０２１１】
　以下に示す式Ｉの化合物と活性処方成分との混合物が好ましい（略記「ＴＸ」は、「本
発明の表１～２およびＢに記載の化合物からなる群から選択される１種の化合物」を意味
する）：
石油（６２８）＋ＴＸから構成される物質群から選択される補助剤、
１，１－ビス（４－クロロフェニル）－２－エトキシエタノール（ＩＵＰＡＣ名）（９１
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０）＋ＴＸ、２，４－ジクロロフェニルベンゼンスルホネート（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０５９）＋ＴＸ、２－フルオロ－Ｎ－メチル－Ｎ－
１－ナフチルアセタミド（ＩＵＰＡＣ名）（１２９５）＋ＴＸ、４－クロロフェニルフェ
ニルスルホン（ＩＵＰＡＣ名）（９８１）＋ＴＸ、アバメクチン（１）＋ＴＸ、アセキノ
シル（３）＋ＴＸ、アセトプロール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、アクリナトリン（９）＋ＴＸ、ア
ルジカルブ（１６）＋ＴＸ、アルドキシカルブ（８６３）＋ＴＸ、α－シペルメトリン（
２０２）＋ＴＸ、アミジチオン（８７０）＋ＴＸ、アミドフルメト［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ア
ミドチオエート（８７２）＋ＴＸ、アミトン（８７５）＋ＴＸ、シュウ酸水素アミトン（
８７５）＋ＴＸ、アミトラズ（２４）＋ＴＸ、アラマイト（８８１）＋ＴＸ、三酸化ヒ素
（８８２）＋ＴＸ、ＡＶＩ３８２（化合物コード）＋ＴＸ、ＡＺ６０５４１（化合物コー
ド）＋ＴＸ、アジンホスエチル（４４）＋ＴＸ、アジンホスメチル（４５）＋ＴＸ、アゾ
ベンゼン（ＩＵＰＡＣ名）（８８８）＋ＴＸ、アゾシクロチン（４６）＋ＴＸ、アゾトエ
ート（８８９）＋ＴＸ、ベノミル（６２）＋ＴＸ、ベノキサホス［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ベン
ゾキメート（７１）＋ＴＸ、ベンジル安息香酸塩（ＩＵＰＡＣ名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ビ
フェナゼート（７４）＋ＴＸ、ビフェントリン（７６）＋ＴＸ、ビナパクリル（９０７）
＋ＴＸ、ブロフェンバレレート＋ＴＸ、ブロモシクレン（９１８）＋ＴＸ、ブロモホス（
９２０）＋ＴＸ、ブロモホスエチル（９２１）＋ＴＸ、ブロモプロピレート（９４）＋Ｔ
Ｘ、ブプロフェジン（９９）＋ＴＸ、ブトカルボキシム（１０３）＋ＴＸ、ブトキシカル
ボキシム（１０４）＋ＴＸ、ブチルピリダベン＋ＴＸ、多硫酸カルシウム（ＩＵＰＡＣ名
）（１１１）＋ＴＸ、カンフェクロール（９４１）＋ＴＸ、カルバノレート（９４３）＋
ＴＸ、カルバリル（１１５）＋ＴＸ、カルボフラン（１１８）＋ＴＸ、カルボフェノチオ
ン（９４７）＋ＴＸ、ＣＧＡ５０’４３９（開発コード）（１２５）＋ＴＸ、チノメチオ
ナート（１２６）＋ＴＸ、クロルベンシド（９５９）＋ＴＸ、クロルジメホルム（９６４
）＋ＴＸ、クロルジメホルムヒドロクロリド（９６４）＋ＴＸ、クロルフェナピル（１３
０）＋ＴＸ、クロルフェネトール（９６８）＋ＴＸ、クロルフェンソン（９７０）＋ＴＸ
、クロルフェンスルフィド（９７１）＋ＴＸ、クロルフェンビンホス（１３１）＋ＴＸ、
クロロベンジラート（９７５）＋ＴＸ、クロロメブホルム（９７７）＋ＴＸ、クロロメチ
ウロン（９７８）＋ＴＸ、クロロプロピレート（９８３）＋ＴＸ、クロルピリホス（１４
５）＋ＴＸ、クロルピリホスメチル（１４６）＋ＴＸ、クロルチオホス（９９４）＋ＴＸ
、シネリンＩ（６９６）＋ＴＸ、シネリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、シネリンス（６９６）
＋ＴＸ、クロフェンテジン（１５８）＋ＴＸ、クロサンテル［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クマホス
（１７４）＋ＴＸ、クロタミトン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロトキシホス（１０１０）＋ＴＸ
、クフラエブ（１０１３）＋ＴＸ、シアントエート（１０２０）＋ＴＸ、シフルメトフェ
ン（ＣＡＳ登録番号：４００８８２－０７－７）＋ＴＸ、シハロトリン（１９６）＋ＴＸ
、シヘキサチン（１９９）＋ＴＸ、シペルメトリン（２０１）＋ＴＸ、ＤＣＰＭ（１０３
２）＋ＴＸ、ＤＤＴ（２１９）＋ＴＸ、デメフィオン（１０３７）＋ＴＸ、デメフィオン
－Ｏ（１０３７）＋ＴＸ、デメフィオン－Ｓ（１０３７）＋ＴＸ、デメトン（１０３８）
＋ＴＸ、デメトンメチル（２２４）＋ＴＸ、デメトン－Ｏ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン
－Ｏ－メチル（２２４）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ－メチ
ル（２２４）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ－メチルスルホン（１０３９）＋ＴＸ、ジアフェンチ
ウロン（２２６）＋ＴＸ、ジアリホス（１０４２）＋ＴＸ、ダイアジノン（２２７）＋Ｔ
Ｘ、ジクロフルアニド（２３０）＋ＴＸ、ジクロルボス（２３６）＋ＴＸ、ジクリホス＋
ＴＸ、ジコホル（２４２）＋ＴＸ、ジクロトホス（２４３）＋ＴＸ、ジエノクロル（１０
７１）＋ＴＸ、ジメホクス（１０８１）＋ＴＸ、ジメトエート（２６２）＋ＴＸ、ジナク
チン（６５３）＋ＴＸ、ジネクス（１０８９）＋ＴＸ、ジネクスジクレキシン（１０８９
）＋ＴＸ、ジノブトン（２６９）＋ＴＸ、ジノカップ（２７０）＋ＴＸ、ジノカップ－４
［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジノカップ－６［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジノクトン（１０９０）＋ＴＸ、
ジノペントン（１０９２）＋ＴＸ、ジノスルホン（１０９７）＋ＴＸ、ジノテルボン（１
０９８）＋ＴＸ、ジオキサチオン（１１０２）＋ＴＸ、ジフェニルスルホン（ＩＵＰＡＣ
名）（１１０３）＋ＴＸ、ジスルフィラム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジスルホトン（２７８）＋
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ＴＸ、ＤＮＯＣ（２８２）＋ＴＸ、ドフェナピン（１１１３）＋ＴＸ、ドラメクチン［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、エンドスルファン（２９４）＋ＴＸ、エンドチオン（１１２１）＋ＴＸ、
ＥＰＮ（２９７）＋ＴＸ、エピリノメクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エチオン（３０９）＋Ｔ
Ｘ、エトエートメチル（１１３４）＋ＴＸ、エトキサゾール（３２０）＋ＴＸ、エトリム
ホス（１１４２）＋ＴＸ、フェナザフロル（１１４７）＋ＴＸ、フェナザキン（３２８）
＋ＴＸ、酸化フェンブタスズ（３３０）＋ＴＸ、フェノチオカルブ（３３７）＋ＴＸ、フ
ェンプロパトリン（３４２）＋ＴＸ、フェンピラド＋ＴＸ、フェンピロキシメート（３４
５）＋ＴＸ、フェンソン（１１５７）＋ＴＸ、フェントリファニル（１１６１）＋ＴＸ、
フェンバレレート（３４９）＋ＴＸ、フィプロニル（３５４）＋ＴＸ、フルアクリピリム
（３６０）＋ＴＸ、フルアズロン（１１６６）＋ＴＸ、フルベンジミン（１１６７）＋Ｔ
Ｘ、フルシクロクスロン（３６６）＋ＴＸ、フルシトリネート（３６７）＋ＴＸ、フルエ
ネチル（１１６９）＋ＴＸ、フルフェノクスロン（３７０）＋ＴＸ、フルメトリン（３７
２）＋ＴＸ、フルオルベンシド（１１７４）＋ＴＸ、フルバリネート（１１８４）＋ＴＸ
、ＦＭＣ１１３７（開発コード）（１１８５）＋ＴＸ、ホルメタネート（４０５）＋ＴＸ
、ホルメタネートヒドロクロリド（４０５）＋ＴＸ、ホルモチオン（１１９２）＋ＴＸ、
ホルムパラネート（１１９３）＋ＴＸ、γ－ＨＣＨ（４３０）＋ＴＸ、グリオジン（１２
０５）＋ＴＸ、ハルフェンプロクス（４２４）＋ＴＸ、ヘプテノホス（４３２）＋ＴＸ、
ヘキサデシルシクロプロパンカルボキシレート（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓ
ｔｒａｃｔｓ名）（１２１６）＋ＴＸ、ヘキシチアゾクス（４４１）＋ＴＸ、ヨードメタ
ン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、イソカルボホス（４７３）＋ＴＸ、イソプロピル
Ｏ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチレート（ＩＵＰＡＣ名）（４７３）＋ＴＸ
、イベルメクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジャスモリンＩ（６９６）＋ＴＸ、ジャスモリンＩ
Ｉ（６９６）＋ＴＸ、ジョドフェンホス（１２４８）＋ＴＸ、リンダン（４３０）＋ＴＸ
、ルフェヌロン（４９０）＋ＴＸ、マラチオン（４９２）＋ＴＸ、マロノベン（１２５４
）＋ＴＸ、メカルバム（５０２）＋ＴＸ、メホスフォラン（１２６１）＋ＴＸ、メスルフ
ェン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メタクリホス（１２６６）＋ＴＸ、メタミドホス（５２７）＋Ｔ
Ｘ、メチダチオン（５２９）＋ＴＸ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、メソミル（５３１
）＋ＴＸ、臭化メチル（５３７）＋ＴＸ、メトルカルブ（５５０）＋ＴＸ、メビンホス（
５５６）＋ＴＸ、メキサカルベート（１２９０）＋ＴＸ、ミルベメクチン（５５７）＋Ｔ
Ｘ、ミルベマイシンオキシム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ミパホクス（１２９３）＋ＴＸ、モノク
ロトホス（５６１）＋ＴＸ、モルホチオン（１３００）＋ＴＸ、モキシデクチン［ＣＣＮ
］＋ＴＸ、ナレド（５６７）＋ＴＸ、ＮＣ－１８４（化合物コード）＋ＴＸ、ＮＣ－５１
２（化合物コード）＋ＴＸ、ニフルリジド（１３０９）＋ＴＸ、ニッコマイシン［ＣＣＮ
］＋ＴＸ、ニトリラカルブ（１３１３）＋ＴＸ、ニトリラカルブ１：１塩化亜鉛錯体（１
３１３）＋ＴＸ、ＮＮＩ－０１０１（化合物コード）＋ＴＸ、ＮＮＩ－０２５０（化合物
コード）＋ＴＸ、オメトエート（５９４）＋ＴＸ、オキサミル（６０２）＋ＴＸ、オキシ
デプロホス（１３２４）＋ＴＸ、オキシジスルホトン（１３２５）＋ＴＸ、ｐｐ’－ＤＤ
Ｔ（２１９）＋ＴＸ、パラチオン（６１５）＋ＴＸ、ペルメトリン（６２６）＋ＴＸ、石
油（６２８）＋ＴＸ、フェンカプトン（１３３０）＋ＴＸ、フェントエート（６３１）＋
ＴＸ、ホレート（６３６）＋ＴＸ、ホサロン（６３７）＋ＴＸ、ホスホラン（１３３８）
＋ＴＸ、ホスメット（６３８）＋ＴＸ、ホスファミドン（６３９）＋ＴＸ、ホキシム（６
４２）＋ＴＸ、ピリミホスメチル（６５２）＋ＴＸ、ポリクロロテルペン（慣習名）（１
３４７）＋ＴＸ、ポリナクチン（６５３）＋ＴＸ、プロクロノール（１３５０）＋ＴＸ、
プロフェノホス（６６２）＋ＴＸ、プロマシル（１３５４）＋ＴＸ、プロパルギット（６
７１）＋ＴＸ、プロペタムホス（６７３）＋ＴＸ、プロポキスル（６７８）＋ＴＸ、プロ
チダチオン（１３６０）＋ＴＸ、プロトエート（１３６２）＋ＴＸ、ピレトリンＩ（６９
６）＋ＴＸ、ピレトリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、ピレトリン（６９６）＋ＴＸ、ピリダベ
ン（６９９）＋ＴＸ、ピリダフェンチオン（７０１）＋ＴＸ、ピリミジフェン（７０６）
＋ＴＸ、ピリミテート（１３７０）＋ＴＸ、キナルホス（７１１）＋ＴＸ、キンチオホス
（１３８１）＋ＴＸ、Ｒ－１４９２（開発コード）（１３８２）＋ＴＸ、ＲＡ－１７（開
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発コード）（１３８３）＋ＴＸ、ロテノン（７２２）＋ＴＸ、シュラダン（１３８９）＋
ＴＸ、セブホス＋ＴＸ、セラメクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＳＩ－０００９（化合物コード
）＋ＴＸ、ソファミド（１４０２）＋ＴＸ、スピロジクロフェン（７３８）＋ＴＸ、スピ
ロメシフェン（７３９）＋ＴＸ、ＳＳＩ－１２１（開発コード）（１４０４）＋ＴＸ、ス
ルフィラム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、スルフラミド（７５０）＋ＴＸ、スルホテプ（７５３）＋
ＴＸ、スルフル（７５４）＋ＴＸ、ＳＺＩ－１２１（開発コード）（７５７）＋ＴＸ、τ
－フルバリネート（３９８）＋ＴＸ、テブフェンピラド（７６３）＋ＴＸ、ＴＥＰＰ（１
４１７）＋ＴＸ、テルバム＋ＴＸ、テトラクロルビンホス（７７７）＋ＴＸ、テトラジホ
ン（７８６）＋ＴＸ、テトラナクチン（６５３）＋ＴＸ、テトラスル（１４２５）＋ＴＸ
、チアフェノクス＋ＴＸ、チオカルボキシム（１４３１）＋ＴＸ、チオファノックス（８
００）＋ＴＸ、チオメトン（８０１）＋ＴＸ、チオキノックス（１４３６）＋ＴＸ、ツリ
ンギエンシン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、トリアミホス（１４４１）＋ＴＸ、トリアラテン（１４
４３）＋ＴＸ、トリアゾホス（８２０）＋ＴＸ、トリアズロン＋ＴＸ、トリクロルホン（
８２４）＋ＴＸ、トリフェノホス（１４５５）＋ＴＸ、トリナクチン（６５３）＋ＴＸ、
バミドチオン（８４７）＋ＴＸ、バニリプロール［ＣＣＮ］およびＹＩ－５３０２（化合
物コード）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺ダニ剤、
ベトキサジン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ニオクタノン酸銅（ＩＵＰＡＣ名）（１７０）＋ＴＸ、
硫酸銅（１７２）＋ＴＸ、シブトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジクロン（１０５２）＋ＴＸ、
ジクロロフェン（２３２）＋ＴＸ、エンドタール（２９５）＋ＴＸ、フェンチン（３４７
）＋ＴＸ、消石灰［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ナーバム（５６６）＋ＴＸ、キノクラミン（７１４
）＋ＴＸ、キノンアミド（１３７９）＋ＴＸ、シマジン（７３０）＋ＴＸ、酢酸トリフェ
ニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（３４７）および水酸化トリフェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（
３４７）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺藻剤、
アバメクチン（１）＋ＴＸ、クルホメート（１０１１）＋ＴＸ、ドラメクチン［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、エマメクチン（２９１）＋ＴＸ、エマメクチン安息香酸塩（２９１）＋ＴＸ、エ
ピリノメクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、イベルメクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ミルベマイシンオ
キシム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、モキシデクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピペラジン［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、セラメクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、スピノサド（７３７）およびチオファネート（１４
３５）＋ＴＸから構成される物質群から選択される駆虫薬、
クロラロース（１２７）＋ＴＸ、エンドリン（１１２２）＋ＴＸ、フェンチオン（３４６
）＋ＴＸ、ピリジン－４－アミン（ＩＵＰＡＣ名）（２３）およびストリキニン（７４５
）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺鳥剤、
１－ヒドロキシ－１Ｈ－ピリジン－２－チオン（ＩＵＰＡＣ名）（１２２２）＋ＴＸ、４
－（キノキサリン－２－イルアミノ）ベンゼンスルホンアミド（ＩＵＰＡＣ名）（７４８
）＋ＴＸ、８－硫酸ヒドロキシキノリン（４４６）＋ＴＸ、ブロノポール（９７）＋ＴＸ
、ニオクタノン酸銅（ＩＵＰＡＣ名）（１７０）＋ＴＸ、水酸化銅（ＩＵＰＡＣ名）（１
６９）＋ＴＸ、クレゾール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジクロロフェン（２３２）＋ＴＸ、ジピリ
チオン（１１０５）＋ＴＸ、ドジチン（１１１２）＋ＴＸ、フェナミノスルフ（１１４４
）＋ＴＸ、ホルムアルデヒド（４０４）＋ＴＸ、ヒドラルガフェン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、カ
スガマイシン（４８３）＋ＴＸ、カスガマイシンヒドロクロリド水和物（４８３）＋ＴＸ
、ニッケルビス（ジメチルジチオカルバメート）（ＩＵＰＡＣ名）（１３０８）＋ＴＸ、
ニトラピリン（５８０）＋ＴＸ、オクチリノン（５９０）＋ＴＸ、オキソリン酸（６０６
）＋ＴＸ、オキシテトラサイクリン（６１１）＋ＴＸ、硫酸ヒドロキシキノリンカリウム
（４４６）＋ＴＸ、プロベナゾール（６５８）＋ＴＸ、ストレプトマイシン（７４４）＋
ＴＸ、ストレプトマイシンセスキスルフェート（７４４）＋ＴＸ、テクロフタラム（７６
６）＋ＴＸ、およびチオメルサール［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成される物質群から選択され
る殺バクテリア剤、
リンゴコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）ＧＶ（１２）＋ＴＸ、ア
グロバクテリウムラジオバクター（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｒａｄｉｏｂａｃｔｅ
ｒ）（１３）＋ＴＸ、アムブリセイウス属の一種（Ａｍｂｌｙｓｅｉｕｓ　ｓｐｐ．）（
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１９）＋ＴＸ、アナグラファファルシフェラ（Ａｎａｇｒａｐｈａ　ｆａｌｃｉｆｅｒａ
）ＮＰＶ（２８）＋ＴＸ、アングルスアトムス（Ａｎａｇｒｕｓ　ａｔｏｍｕｓ）（２９
）＋ＴＸ、アブラコバチ（Ａｐｈｅｌｉｎｕｓ　ａｂｄｏｍｉｎａｌｉｓ）（３３）＋Ｔ
Ｘ、コレマンアブラバチ（Ａｐｈｉｄｉｕｓ　ｃｏｌｅｍａｎｉ）（３４）＋ＴＸ、ショ
クガタマバエ（Ａｐｈｉｄｏｌｅｔｅｓ　ａｐｈｉｄｉｍｙｚａ）（３５）＋ＴＸ、オー
トグラファカリホルニカ（Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ　ＮＰＶ）（
３８）＋ＴＸ、バシラスフィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）（４８）＋ＴＸ
、バシラススファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ　Ｎｅｉｄｅ）（
学名）（４９）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎ
ｇｉｅｎｓｉｓ　Ｂｅｒｌｉｎｅｒ）（学名）（５１）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲン
シス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ａｉｚａｗａｉ）
（学名）（５１）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉ
ｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）（学名）（５１）＋ＴＸ、バ
チルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓ
ｐ．ｊａｐｏｎｅｎｓｉｓ）（学名）（５１）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｋｕｒｓｔａｋｉ）（学名
）（５１）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉ
ｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）（学名）（５１）＋ＴＸ、ベアウベ
リアバッシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）（５３）＋ＴＸ、ベアウベリ
アブロングニアルチイ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂｒｏｎｇｎｉａｒｔｉｉ）（５４）＋Ｔ
Ｘ、ヤマトクサカゲロウ（Ｃｈｒｙｓｏｐｅｒｌａ　ｃａｒｎｅａ）（１５１）＋ＴＸ、
ツマアカオオヒメテントウ（Ｃｒｙｐｔｏｌａｅｍｕｓ　ｍｏｎｔｒｏｕｚｉｅｒｉ）（
１７８）＋ＴＸ、コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）ＧＶ（１９１）＋ＴＸ
、ハモグリコマユバチ（Ｄａｃｎｕｓａ　ｓｉｂｉｒｉｃａ）（２１２）＋ＴＸ、イサエ
アヒメコバチ（Ｄｉｇｌｙｐｈｕｓ　ｉｓａｅａ）（２５４）＋ＴＸ、オンシツツヤコバ
チ（Ｅｎｃａｒｓｉａ　ｆｏｒｍｏｓａ）（学名）（２９３）＋ＴＸ、サバクツヤコバチ
（Ｅｒｅｔｍｏｃｅｒｕｓ　ｅｒｅｍｉｃｕｓ）（３００）＋ＴＸ、アメリカタバコガ（
Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ）ＮＰＶ（４３１）＋ＴＸ、ヘテロルハブジチスバクテ
リオホラ（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｂａｃｔｅｒｉｏｐｈｏｒａ）およびＨ．
メギジス（Ｈ．ｍｅｇｉｄｉｓ）（４３３）＋ＴＸ、ヒポダミアコンベルゲンス（Ｈｉｐ
ｐｏｄａｍｉａ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｓ）（４４２）＋ＴＸ、フジコナヒゲナガトビコバ
チ（Ｌｅｐｔｏｍａｓｔｉｘ　ｄａｃｔｙｌｏｐｉｉ）（４８８）＋ＴＸ、マクロロフス
カリジノサス（Ｍａｃｒｏｌｏｐｈｕｓ　ｃａｌｉｇｉｎｏｓｕｓ）（４９１）＋ＴＸ、
ヨトウガ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）ＮＰＶ（４９４）＋ＴＸ、メタフィ
クスヘルボルス（Ｍｅｔａｐｈｙｃｕｓ　ｈｅｌｖｏｌｕｓ）（５２２）＋ＴＸ、メタリ
ジウムアニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ　ｖａｒ．ａｃ
ｒｉｄｕｍ）（学名）（５２３）＋ＴＸ、メタリジウムアニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈｉ
ｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ　ｖａｒ．ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ）（学名）（５２３）
＋ＴＸ、マツノキハバチ（Ｎｅｏｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｅｒｔｉｆｅｒ　ＮＰＶ）およびＮ
．レコンテイ（Ｎ．ｌｅｃｏｎｔｅｉ　ＮＰＶ）（５７５）＋ＴＸ、ヒメハナカメムシ属
の一種（Ｏｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）（５９６）＋ＴＸ、パエシロマイセスフモソロセウス（
Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅｕｓ）（６１３）＋ＴＸ、チリカブリ
ダニ（Ｐｈｙｔｏｓｅｉｕｌｕｓ　ｐｅｒｓｉｍｉｌｉｓ）（６４４）＋ＴＸ、シロイチ
モジヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）マルチカプシド核多角体ウイルス（
学名）（７４１）＋ＴＸ、ステイネルネマビビオニス（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｂｉｂ
ｉｏｎｉｓ）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマカルポカプサエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍ
ａ　ｃａｒｐｏｃａｐｓａｅ）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマフェルチアエ（Ｓｔｅ
ｉｎｅｒｎｅｍａ　ｆｅｌｔｉａｅ）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマグラセリ（Ｓｔ
ｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｇｌａｓｅｒｉ）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマリオブラエｂ
（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｅ）（７４２）＋ＴＸ、ステイネルネマリオ
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ブラビス（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｉｓ）（７４２）＋ＴＸ、ステイネ
ルネマスカプテリスキ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｓｃａｐｔｅｒｉｓｃｉ）（７４２）
＋ＴＸ、ステイネルネマ属の一種（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｓｐｐ．）（７４２）＋Ｔ
Ｘ、トリコグラマ属の一種（Ｔｒｉｃｈｏｇｒａｍｍａ　ｓｐｐ．）（８２６）＋ＴＸ、
チフロドロムスオクシデンタリス（Ｔｙｐｈｌｏｄｒｏｍｕｓ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉ
ｓ）（８４４）およびベルチシリウムレカニイ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎ
ｉｉ）（８４８）＋ＴＸから構成される物質群から選択される生物剤、
ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）および臭化メチル（５３７）＋ＴＸから構成さ
れる物質群から選択される土壌不毛剤、
アホレート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ビサジル［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ブスルファン［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、ジフルベンズロン（２５０）＋ＴＸ、ジマチフ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヘメル［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、ヘムパ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メテパ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メチオテパ［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、メチルアホレート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、モルジド［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ペンフルロン［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、テパ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、チオヘムパ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、チオテパ［ＣＣＮ
］＋ＴＸ、トレタミン［ＣＣＮ］およびウレデパ［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成される物質群
から選択される不妊化剤、
（Ｅ）－デカ－５－エン－１－イルアセテートを伴う（Ｅ）－デカ－５－エン－１－オー
ル（ＩＵＰＡＣ名）（２２２）＋ＴＸ、（Ｅ）－トリデカ－４－エン－１－イルアセテー
ト（ＩＵＰＡＣ名）（８２９）＋ＴＸ、（Ｅ）－６－メチルヘプタ－２－エン－４－オー
ル（ＩＵＰＡＣ名）（５４１）＋ＴＸ、（Ｅ，Ｚ）－テトラデカ－４，１０－ジエン－１
－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７７９）＋ＴＸ、（Ｚ）－ドデカ－７－エン－１－
イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８５）＋ＴＸ、（Ｚ）－ヘキサデカ－１１－エナル
（ＩＵＰＡＣ名）（４３６）＋ＴＸ、（Ｚ）－ヘキサデカ－１１－エン－１－イルアセテ
ート（ＩＵＰＡＣ名）（４３７）＋ＴＸ、（Ｚ）－ヘキサデカ－１３－エン－１１－イン
－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（４３８）＋ＴＸ、（Ｚ）－イコス－１３－エン
－１０－オン（ＩＵＰＡＣ名）（４４８）＋ＴＸ、（Ｚ）－テトラデカ－７－エン－１－
アル（ＩＵＰＡＣ名）（７８２）＋ＴＸ、（Ｚ）－テトラデカ－９－エン－１－オール（
ＩＵＰＡＣ名）（７８３）＋ＴＸ、（Ｚ）－テトラデカ－９－エン－１－イルアセテート
（ＩＵＰＡＣ名）（７８４）＋ＴＸ、（７Ｅ，９Ｚ）－ドデカ－７，９－ジエン－１－イ
ルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８３）＋ＴＸ、（９Ｚ，１１Ｅ）－テトラデカ－９，
１１－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７８０）＋ＴＸ、（９Ｚ，１２Ｅ
）－テトラデカ－９，１２－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７８１）＋
ＴＸ、１４－メチルオクタデカ－１－エン（ＩＵＰＡＣ名）（５４５）＋ＴＸ、４－メチ
ルノナン－５－オールを伴う４－メチルノナン－５－オン（ＩＵＰＡＣ名）（５４４）＋
ＴＸ、α－ムルチストリアチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ブレビコミン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、コド
レルレ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、コドレモン（１６７）＋ＴＸ、クエルレ（１７９）＋ＴＸ、ジ
スパールア（２７７）＋ＴＸ、ドデカ－８－エン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）
（２８６）＋ＴＸ、ドデカ－９－エン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８７）
＋ＴＸ、ドデカ－８＋ＴＸ、１０－ジエン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（２８
４）＋ＴＸ、ドミニカルア［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エチル４－メチルオクタノエート（ＩＵＰ
ＡＣ名）（３１７）＋ＴＸ、オイゲノール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、フロンタリン［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、ゴシップルア（４２０）＋ＴＸ、グランドルア（４２１）＋ＴＸ、グランドルアＩ
（４２１）＋ＴＸ、グランドルアＩＩ（４２１）＋ＴＸ、グランドルアＩＩＩ（４２１）
＋ＴＸ、グランドルアＩＶ（４２１）＋ＴＸ、ヘキサルア［ＣＣＮ］＋ＴＸ、イプスジエ
ノール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、イプセノール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジャポニルア（４８１）＋Ｔ
Ｘ、リネアチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、リトルア［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ループルア［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、メドルア［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メガトモ酸［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メチルオイゲノール（
５４０）＋ＴＸ、ムスカルア（５６３）＋ＴＸ、オクタデカ－２，１３－ジエン－１－イ
ルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（５８８）＋ＴＸ、オクタデカ－３，１３－ジエン－１－
イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（５８９）＋ＴＸ、オルフラルア［ＣＣＮ］＋ＴＸ、オ
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リクタルア（３１７）＋ＴＸ、オストラモン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シグルア［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、ソルジジン（７３６）＋ＴＸ、スルカトール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、テトラデカ－１１－
エン－１－イルアセテート（ＩＵＰＡＣ名）（７８５）＋ＴＸ、トリメドルア（８３９）
＋ＴＸ、トリメドルアＡ（８３９）＋ＴＸ、トリメドルアＢ１（８３９）＋ＴＸ、トリメ
ドルアＢ２（８３９）＋ＴＸ、トリメドルアＣ（８３９）およびトランクコール［ＣＣＮ
］＋ＴＸから構成される物質群から選択される昆虫フェロモン、
２－（オクチルチオ）－エタノール（ＩＵＰＡＣ名）（５９１）＋ＴＸ、ブトピロノキシ
ル（９３３）＋ＴＸ、ブトキシ（ポリプロピレングリコール）（９３６）＋ＴＸ、ジブチ
ルアジペート（ＩＵＰＡＣ名）（１０４６）＋ＴＸ、フタル酸ジブチル（１０４７）＋Ｔ
Ｘ、ジブチルコハク酸塩（ＩＵＰＡＣ名）（１０４８）＋ＴＸ、ジエチルトルアミド［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、ジメチルカルベート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジメチルフタレート［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、エチルヘキサンジオール（１１３７）＋ＴＸ、ヘキサミド［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メト
キンブチル（１２７６）＋ＴＸ、メチルネオデカンアミド［ＣＣＮ］＋ＴＸ、オキサメー
ト［ＣＣＮ］およびピカリジン［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成される物質群から選択される昆
虫忌避剤、
１－ジクロロ－１－ニトロエタン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ
名）（１０５８）＋ＴＸ、１，１－ジクロロ－２，２－ビス（４－エチルフェニル）－エ
タン（ＩＵＰＡＣ名）（１０５６）、＋ＴＸ、１，２－ジクロロプロパン（ＩＵＰＡＣ／
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０６２）＋ＴＸ、１，２－ジクロロプロ
パンを伴う１，３－ジクロロプロペン（ＩＵＰＡＣ名）（１０６３）＋ＴＸ、１－ブロモ
－２－クロロエタン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（９１６
）＋ＴＸ、２，２，２－トリクロロ－１－（３，４－ジクロロフェニル）酢酸エチル（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（１４５１）＋ＴＸ、２，２－ジクロロビニル２－エチルスルフィニルエチ
ルメチルリン酸（ＩＵＰＡＣ名）（１０６６）＋ＴＸ、２－（１，３－ジチオラン－２－
イル）フェニルジメチルカルバメート（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃ
ｔｓ名）（１１０９）＋ＴＸ、２－（２－ブトキシエトキシ）エチルチオシアネート（Ｉ
ＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（９３５）＋ＴＸ、２－（４，５
－ジメチル－１，３－ジオキソラン－２－イル）フェニルメチルカルバメート（ＩＵＰＡ
Ｃ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０８４）＋ＴＸ、２－（４－クロロ
－３，５－キシリルオキシ）エタノール（ＩＵＰＡＣ名）（９８６）＋ＴＸ、２－クロロ
ビニルジエチルリン酸（ＩＵＰＡＣ名）（９８４）＋ＴＸ、２－イミダゾリドン（ＩＵＰ
ＡＣ名）（１２２５）＋ＴＸ、２－イソバレリルインダン－１，３－ジオン（ＩＵＰＡＣ
名）（１２４６）＋ＴＸ、２－メチル（プロプ－２－イニル）アミノフェニルメチルカル
バメート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８４）＋ＴＸ、２－チオシアナトエチルラウレート（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（１４３３）＋ＴＸ、３－ブロモ－１－クロロプロプ－１－エン（ＩＵＰＡ
Ｃ名）（９１７）＋ＴＸ、３－メチル－１－フェニルピラゾール－５－イルジメチルカル
バメート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８３）＋ＴＸ、４－メチル（プロプ－２－イニル）アミ
ノ－３，５－キシリルメチルカルバメート（ＩＵＰＡＣ名）（１２８５）＋ＴＸ、５，５
－ジメチル－３－オキソシクロヘキサ－１－エニルジメチルカルバメート（ＩＵＰＡＣ名
）（１０８５）＋ＴＸ、アバメクチン（１）＋ＴＸ、アセフェート（２）＋ＴＸ、アセタ
ミプリド（４）＋ＴＸ、アセチオン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、アセトプロール［ＣＣＮ］＋ＴＸ
、アクリナトリン（９）＋ＴＸ、アクリロニトリル（ＩＵＰＡＣ名）（８６１）＋ＴＸ、
アラニカルブ（１５）＋ＴＸ、アルジカルブ（１６）＋ＴＸ、アルドキシカルブ（８６３
）＋ＴＸ、アルドリン（８６４）＋ＴＸ、アレトリン（１７）＋ＴＸ、アロサミジン［Ｃ
ＣＮ］＋ＴＸ、アリキシカルブ（８６６）＋ＴＸ、α－シペルメトリン（２０２）＋ＴＸ
、α－エクジソン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、リン化アルミニウム（６４０）＋ＴＸ、アミジチオ
ン（８７０）＋ＴＸ、アミドチオエート（８７２）＋ＴＸ、アミノカルブ（８７３）＋Ｔ
Ｘ、アミトン（８７５）＋ＴＸ、シュウ酸水素アミトン（８７５）＋ＴＸ、アミトラズ（
２４）＋ＴＸ、アナバシン（８７７）＋ＴＸ、アチダチオン（８８３）＋ＴＸ、ＡＶＩ３
８２（化合物コード）＋ＴＸ、ＡＺ６０５４１（化合物コード）＋ＴＸ、アザジラクチン
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（４１）＋ＴＸ、アザメチホス（４２）＋ＴＸ、アジンホスエチル（４４）＋ＴＸ、アジ
ンホスメチル（４５）＋ＴＸ、アゾトエート（８８９）＋ＴＸ、バチルスチューリンゲン
シス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）δエンドトキシン（５２）＋Ｔ
Ｘ、バリウムヘキサフルオロシリケート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、バリウムポリスルフィド（Ｉ
ＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（８９２）＋ＴＸ、バルトリン［
ＣＣＮ］＋ＴＸ、バイエル２２／１９０（開発コード）（８９３）＋ＴＸ、バイエル２２
４０８（開発コード）（８９４）＋ＴＸ、ベンジオカルブ（５８）＋ＴＸ、ベンフラカル
ブ（６０）＋ＴＸ、ベンサルタップ（６６）＋ＴＸ、β－シフルトリン（１９４）＋ＴＸ
、β－シペルメトリン（２０３）＋ＴＸ、ビフェントリン（７６）＋ＴＸ、ビオアレトリ
ン（７８）＋ＴＸ、ビオアレトリンＳ－シクロペンテニル異性体（７９）＋ＴＸ、バイオ
エタノメトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ビオパーメトリン（９０８）＋ＴＸ、ビオレスメトリ
ン（８０）＋ＴＸ、ビス（２－クロロエチル）エーテル（ＩＵＰＡＣ名）（９０９）＋Ｔ
Ｘ、ビストリフルロン（８３）＋ＴＸ、ホウ酸ナトリウム（８６）＋ＴＸ、ブロフェンバ
レレート＋ＴＸ、ブロムフェンビンホス（９１４）＋ＴＸ、ブロモシクレン（９１８）＋
ＴＸ、ブロモ－ＤＤＴ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ブロモホス（９２０）＋ＴＸ、ブロモホスエチ
ル（９２１）＋ＴＸ、ブフェンカルブ（９２４）＋ＴＸ、ブプロフェジン（９９）＋ＴＸ
、ブタカルブ（９２６）＋ＴＸ、ブタチオホス（９２７）＋ＴＸ、ブトカルボキシム（１
０３）＋ＴＸ、ブトネート（９３２）＋ＴＸ、ブトキシカルボキシム（１０４）＋ＴＸ、
ブチルピリダベン＋ＴＸ、カズサホス（１０９）＋ＴＸ、ヒ酸カルシウム［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、シアン化カルシウム（４４４）＋ＴＸ、多硫酸カルシウム（ＩＵＰＡＣ名）（１１１
）＋ＴＸ、カンフェクロール（９４１）＋ＴＸ、カルバノレート（９４３）＋ＴＸ、カル
バリル（１１５）＋ＴＸ、カルボフラン（１１８）＋ＴＸ、二硫化炭素（ＩＵＰＡＣ／Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（９４５）＋ＴＸ、四塩化炭素（ＩＵＰＡＣ名
）（９４６）＋ＴＸ、カルボフェノチオン（９４７）＋ＴＸ、カルボスルファン（１１９
）＋ＴＸ、カルタップ（１２３）＋ＴＸ、カルタップヒドロクロリド（１２３）＋ＴＸ、
セバジン（７２５）＋ＴＸ、クロルビシクレン（９６０）＋ＴＸ、クロルダン（１２８）
＋ＴＸ、クロルデコン（９６３）＋ＴＸ、クロルジメホルム（９６４）＋ＴＸ、クロルジ
メホルムヒドロクロリド（９６４）＋ＴＸ、クロルエトキシホス（１２９）＋ＴＸ、クロ
ルフェナピル（１３０）＋ＴＸ、クロルフェンビンホス（１３１）＋ＴＸ、クロルフルア
ズロン（１３２）＋ＴＸ、クロルメホス（１３６）＋ＴＸ、クロロホルム［ＣＣＮ］＋Ｔ
Ｘ、クロルピクリン（１４１）＋ＴＸ、クロルホキシム（９８９）＋ＴＸ、クロルプラゾ
ホス（９９０）＋ＴＸ、クロルピリホス（１４５）＋ＴＸ、クロルピリホスメチル（１４
６）＋ＴＸ、クロルチオホス（９９４）＋ＴＸ、クロマフェノジド（１５０）＋ＴＸ、シ
ネリンＩ（６９６）＋ＴＸ、シネリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、シネリンス（６９６）＋Ｔ
Ｘ、ｃｉｓ－レスメスリン＋ＴＸ、シスメトリン（８０）＋ＴＸ、クロシトリン＋ＴＸ、
クロエトカルブ（９９９）＋ＴＸ、クロサンテル［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロチアニジン（１
６５）＋ＴＸ、アセト亜ヒ酸銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヒ酸銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、オレイン酸
銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クマホス（１７４）＋ＴＸ、クミトエート（１００６）＋ＴＸ、ク
ロタミトン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロトキシホス（１０１０）＋ＴＸ、クルホメート（１０
１１）＋ＴＸ、氷晶石（１７７）＋ＴＸ、ＣＳ７０８（開発コード）（１０１２）＋ＴＸ
、シアノフェンホス（１０１９）＋ＴＸ、シアノホス（１８４）＋ＴＸ、シアントエート
（１０２０）＋ＴＸ、シクレトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シクロプロトリン（１８８）＋Ｔ
Ｘ、シフルトリン（１９３）＋ＴＸ、シハロトリン（１９６）＋ＴＸ、シペルメトリン（
２０１）＋ＴＸ、シフェノトリン（２０６）＋ＴＸ、シロマジン（２０９）＋ＴＸ、シチ
オエート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ｄ－リモネン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ｄ－テトラメトリン（７８
８）＋ＴＸ、ＤＡＥＰ（１０３１）＋ＴＸ、ダゾメット（２１６）＋ＴＸ、ＤＤＴ（２１
９）＋ＴＸ、デカルボフラン（１０３４）＋ＴＸ、デルタメトリン（２２３）＋ＴＸ、デ
メフィオン（１０３７）＋ＴＸ、デメフィオン－Ｏ（１０３７）＋ＴＸ、デメフィオン－
Ｓ（１０３７）＋ＴＸ、デメトン（１０３８）＋ＴＸ、デメトンメチル（２２４）＋ＴＸ
、デメトン－Ｏ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｏ－メチル（２２４）＋ＴＸ、デメトン
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－Ｓ（１０３８）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ－メチル（２２４）＋ＴＸ、デメトン－Ｓ－メチ
ルスルホン（１０３９）＋ＴＸ、ジアフェンチウロン（２２６）＋ＴＸ、ジアリホス（１
０４２）＋ＴＸ、ジアミダホス（１０４４）＋ＴＸ、ダイアジノン（２２７）＋ＴＸ、ジ
カプトン（１０５０）＋ＴＸ、ジクロロフェンチオン（１０５１）＋ＴＸ、ジクロルボス
（２３６）＋ＴＸ、ジクリホス＋ＴＸ、ジクレシル［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジクロトホス（２
４３）＋ＴＸ、ジシクラニル（２４４）＋ＴＸ、ディルドリン（１０７０）＋ＴＸ、ジエ
チル５－メチルピラゾール－３－イルリン酸（ＩＵＰＡＣ名）（１０７６）＋ＴＸ、ジフ
ルベンズロン（２５０）＋ＴＸ、ジロール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジメフルトリン［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、ジメホクス（１０８１）＋ＴＸ、ジメタン（１０８５）＋ＴＸ、ジメトエート（
２６２）＋ＴＸ、ジメトリン（１０８３）＋ＴＸ、ジメチルビンホス（２６５）＋ＴＸ、
ジメチラン（１０８６）＋ＴＸ、ジネクス（１０８９）＋ＴＸ、ジネクスジクレキシン（
１０８９）＋ＴＸ、ジノプロプ（１０９３）＋ＴＸ、ジノサム（１０９４）＋ＴＸ、ジノ
セブ（１０９５）＋ＴＸ、ジノテフラン（２７１）＋ＴＸ、ジオフェノラン（１０９９）
＋ＴＸ、ジオキサベンゾホス（１１００）＋ＴＸ、ジオキサカルブ（１１０１）＋ＴＸ、
ジオキサチオン（１１０２）＋ＴＸ、ジスルホトン（２７８）＋ＴＸ、ジチクロホス（１
１０８）＋ＴＸ、ＤＮＯＣ（２８２）＋ＴＸ、ドラメクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＤＳＰ（
１１１５）＋ＴＸ、エクジステロン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＥＩ１６４２（開発コード）（１
１１８）＋ＴＸ、エマメクチン（２９１）＋ＴＸ、エマメクチン安息香酸塩（２９１）＋
ＴＸ、ＥＭＰＣ（１１２０）＋ＴＸ、エムペントリン（２９２）＋ＴＸ、エンドスルファ
ン（２９４）＋ＴＸ、エンドチオン（１１２１）＋ＴＸ、エンドリン（１１２２）＋ＴＸ
、ＥＰＢＰ（１１２３）＋ＴＸ、ＥＰＮ（２９７）＋ＴＸ、エポフェノナン（１１２４）
＋ＴＸ、エピリノメクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エスフェンバレレート（３０２）＋ＴＸ、
エタホス［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エチオフェンカルブ（３０８）＋ＴＸ、エチオン（３０９）
＋ＴＸ、エチプロール（３１０）＋ＴＸ、エトエートメチル（１１３４）＋ＴＸ、エトプ
ロホス（３１２）＋ＴＸ、ギ酸エチル（ＩＵＰＡＣ名）［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エチル－ＤＤ
Ｄ（１０５６）＋ＴＸ、エチレンジブロミド（３１６）＋ＴＸ、ジクロロエタン（化学名
）（１１３６）＋ＴＸ、エチレンオキシド［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エトフェンプロックス（３
１９）＋ＴＸ、エトリムホス（１１４２）＋ＴＸ、ＥＸＤ（１１４３）＋ＴＸ、ファンフ
ァー（３２３）＋ＴＸ、フェナミホス（３２６）＋ＴＸ、フェナザフロル（１１４７）＋
ＴＸ、フェンクロルホス（１１４８）＋ＴＸ、フェネタカルブ（１１４９）＋ＴＸ、フェ
ンフルトリン（１１５０）＋ＴＸ、フェニトロチオン（３３５）＋ＴＸ、フェノブカルブ
（３３６）＋ＴＸ、フェノキサクリム（１１５３）＋ＴＸ、フェノキシカルブ（３４０）
＋ＴＸ、フェンピリトリン（１１５５）＋ＴＸ、フェンプロパトリン（３４２）＋ＴＸ、
フェンピラド＋ＴＸ、フェンスルホチオン（１１５８）＋ＴＸ、フェンチオン（３４６）
＋ＴＸ、フェンチオンエチル［ＣＣＮ］＋ＴＸ、フェンバレレート（３４９）＋ＴＸ、フ
ィプロニル（３５４）＋ＴＸ、フロニカミド（３５８）＋ＴＸ、フルベンジアミド（ＣＡ
Ｓ登録番号：２７２４５１－６５－７）＋ＴＸ、フルコフロン（１１６８）＋ＴＸ、フル
シクロクスロン（３６６）＋ＴＸ、フルシトリネート（３６７）＋ＴＸ、フルエネチル（
１１６９）＋ＴＸ、フルフェネリム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、フルフェノクスロン（３７０）＋
ＴＸ、フルフェンプロックス（１１７１）＋ＴＸ、フルメトリン（３７２）＋ＴＸ、フル
バリネート（１１８４）＋ＴＸ、ＦＭＣ１１３７（開発コード）（１１８５）＋ＴＸ、フ
ォノホス（１１９１）＋ＴＸ、ホルメタネート（４０５）＋ＴＸ、ホルメタネートヒドロ
クロリド（４０５）＋ＴＸ、ホルモチオン（１１９２）＋ＴＸ、ホルムパラネート（１１
９３）＋ＴＸ、ホスメチラン（１１９４）＋ＴＸ、ホスピレート（１１９５）＋ＴＸ、ホ
スチアゼート（４０８）＋ＴＸ、ホスチエタン（１１９６）＋ＴＸ、フラチオカルブ（４
１２）＋ＴＸ、フレトリン（１２００）＋ＴＸ、γ－シハロトリン（１９７）＋ＴＸ、γ
－ＨＣＨ（４３０）＋ＴＸ、グアザチン（４２２）＋ＴＸ、グアザチン酢酸塩（４２２）
＋ＴＸ、ＧＹ－８１（開発コード）（４２３）＋ＴＸ、ハルフェンプロクス（４２４）＋
ＴＸ、ハロフェノジド（４２５）＋ＴＸ、ＨＣＨ（４３０）＋ＴＸ、ＨＥＯＤ（１０７０
）＋ＴＸ、ヘプタクロル（１２１１）＋ＴＸ、ヘプテノホス（４３２）＋ＴＸ、ヘテロホ
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ス［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヘキサフルムロン（４３９）＋ＴＸ、ＨＨＤＮ（８６４）＋ＴＸ、
ヒドラメチルノン（４４３）＋ＴＸ、シアン化水素（４４４）＋ＴＸ、ヒドロプレン（４
４５）＋ＴＸ、ヒキンカルブ（１２２３）＋ＴＸ、イミダクロプリド（４５８）＋ＴＸ、
イミプロトリン（４６０）＋ＴＸ、インドキサカルブ（４６５）＋ＴＸ、ヨードメタン（
ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、ＩＰＳＰ（１２２９）＋ＴＸ、イサゾホス（１２３１
）＋ＴＸ、イソベンザン（１２３２）＋ＴＸ、イソカルボホス（４７３）＋ＴＸ、イソド
リン（１２３５）＋ＴＸ、イソフェンホス（１２３６）＋ＴＸ、イソラン（１２３７）＋
ＴＸ、イソプロカルブ（４７２）＋ＴＸ、イソプロピルＯ－（メトキシアミノチオホスホ
リル）サリチレート（ＩＵＰＡＣ名）（４７３）＋ＴＸ、イソプロチオラン（４７４）＋
ＴＸ、イソチオエート（１２４４）＋ＴＸ、イソキサチオン（４８０）＋ＴＸ、イベルメ
クチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ジャスモリンＩ（６９６）＋ＴＸ、ジャスモリンＩＩ（６９６
）＋ＴＸ、ジョドフェンホス（１２４８）＋ＴＸ、幼虫ホルモンＩ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、幼
虫ホルモンＩＩ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、幼虫ホルモンＩＩＩ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ケレバン（１
２４９）＋ＴＸ、キノプレン（４８４）＋ＴＸ、λ－シハロトリン（１９８）＋ＴＸ、砒
酸鉛［ＣＣＮ］＋ＴＸ、レピメクチン（ＣＣＮ）＋ＴＸ、レプトホス（１２５０）＋ＴＸ
、リンダン（４３０）＋ＴＸ、リリムホス（１２５１）＋ＴＸ、ルフェヌロン（４９０）
＋ＴＸ、リチダチオン（１２５３）＋ＴＸ、ｍ－クメニルメチルカルバメート（ＩＵＰＡ
Ｃ名）（１０１４）＋ＴＸ、リン化マグネシウム（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）＋ＴＸ、マ
ラチオン（４９２）＋ＴＸ、マロノベン（１２５４）＋ＴＸ、マジドクス（１２５５）＋
ＴＸ、メカルバム（５０２）＋ＴＸ、メカルホン（１２５８）＋ＴＸ、メナゾン（１２６
０）＋ＴＸ、メホスフォラン（１２６１）＋ＴＸ、塩化第一水銀（５１３）＋ＴＸ、メス
ルフェンホス（１２６３）＋ＴＸ、メタフルミゾン（ＣＣＮ）＋ＴＸ、メタム（５１９）
＋ＴＸ、メタムカリウム（５１９）＋ＴＸ、メタムナトリウム（５１９）＋ＴＸ、メタク
リホス（１２６６）＋ＴＸ、メタミドホス（５２７）＋ＴＸ、ノルニコチン（ＩＵＰＡＣ
／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１２６８）＋ＴＸ、メチダチオン（５２
９）＋ＴＸ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、メトクロトホス（１２７３）＋ＴＸ、メソ
ミル（５３１）＋ＴＸ、メトプレン（５３２）＋ＴＸ、メトキンブチル（１２７６）＋Ｔ
Ｘ、メトトリン（５３３）＋ＴＸ、メトキシクロル（５３４）＋ＴＸ、メトキシフェノジ
ド（５３５）＋ＴＸ、臭化メチル（５３７）＋ＴＸ、メチルイソチオシアネート（５４３
）＋ＴＸ、メチルクロロホルム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、塩化メチレン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メト
フルトリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、メトルカルブ（５５０）＋ＴＸ、メトキサジアゾン（１２
８８）＋ＴＸ、メビンホス（５５６）＋ＴＸ、メキサカルベート（１２９０）＋ＴＸ、ミ
ルベメクチン（５５７）＋ＴＸ、ミルベマイシンオキシム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ミパホクス
（１２９３）＋ＴＸ、ミレックス（１２９４）＋ＴＸ、モノクロトホス（５６１）＋ＴＸ
、モルホチオン（１３００）＋ＴＸ、モキシデクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ナフタロホス［
ＣＣＮ］＋ＴＸ、ナレド（５６７）＋ＴＸ、ナフタレン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１３０３）＋ＴＸ、ＮＣ－１７０（開発コード）（１３０６
）＋ＴＸ、ＮＣ－１８４（化合物コード）＋ＴＸ、ニコチン（５７８）＋ＴＸ、ニコチン
スルフェート（５７８）＋ＴＸ、ニフルリジド（１３０９）＋ＴＸ、ニテンピラム（５７
９）＋ＴＸ、ニチアジン（１３１１）＋ＴＸ、ニトリラカルブ（１３１３）＋ＴＸ、ニト
リラカルブ１：１塩化亜鉛錯体（１３１３）＋ＴＸ、ＮＮＩ－０１０１（化合物コード）
＋ＴＸ、ＮＮＩ－０２５０（化合物コード）＋ＴＸ、ノルニコチン（慣習名）（１３１９
）＋ＴＸ、ノバルロン（５８５）＋ＴＸ、ノビフルムロン（５８６）＋ＴＸ、Ｏ－５－ジ
クロロ－４－ヨードフェニルＯ－エチルエチルホスホノチオエート（ＩＵＰＡＣ名）（１
０５７）＋ＴＸ、Ｏ，Ｏ－ジエチルＯ－４－メチル－２－オキソ－２Ｈ－クロメン－７－
イルホスホロチオネート（ＩＵＰＡＣ名）（１０７４）＋ＴＸ、Ｏ，Ｏ－ジエチルＯ－６
－メチル－２－プロピルピリミジン－４－イルホスホロチオネート（ＩＵＰＡＣ名）（１
０７５）＋ＴＸ、Ｏ，Ｏ，Ｏ’，Ｏ’－テトラプロピルジチオピロホスフェート（ＩＵＰ
ＡＣ名）（１４２４）＋ＴＸ、オレイン酸（ＩＵＰＡＣ名）（５９３）＋ＴＸ、オメトエ
ート（５９４）＋ＴＸ、オキサミル（６０２）＋ＴＸ、オキシデメトンメチル（６０９）
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＋ＴＸ、オキシデプロホス（１３２４）＋ＴＸ、オキシジスルホトン（１３２５）＋ＴＸ
、ｐｐ’－ＤＤＴ（２１９）＋ＴＸ、パラ－ジクロロベンゼン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、パラチ
オン（６１５）＋ＴＸ、パラチオンメチル（６１６）＋ＴＸ、ペンフルロン［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、ペンタクロロフェノール（６２３）＋ＴＸ、ラウリン酸ペンタクロロフェニル（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（６２３）＋ＴＸ、ペルメトリン（６２６）＋ＴＸ、石油（６２８）＋ＴＸ
、ＰＨ６０－３８（開発コード）（１３２８）＋ＴＸ、フェンカプトン（１３３０）＋Ｔ
Ｘ、フェノトリン（６３０）＋ＴＸ、フェントエート（６３１）＋ＴＸ、ホレート（６３
６）＋ＴＸ、ホサロン（６３７）＋ＴＸ、ホスホラン（１３３８）＋ＴＸ、ホスメット（
６３８）＋ＴＸ、ホスニクロル（１３３９）＋ＴＸ、ホスファミドン（６３９）＋ＴＸ、
ホスフィン（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）＋ＴＸ、ホキシム（６４２）＋ＴＸ、ホキシムメ
チル（１３４０）＋ＴＸ、ピリメタホス（１３４４）＋ＴＸ、ピリミカーブ（６５１）＋
ＴＸ、ピリミホスエチル（１３４５）＋ＴＸ、ピリミホスメチル（６５２）＋ＴＸ、ポリ
クロロジシクロペンタジエン異性体（ＩＵＰＡＣ名）（１３４６）＋ＴＸ、ポリクロロテ
ルペン（慣習名）（１３４７）＋ＴＸ、亜ヒ酸カリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、カリウムチオ
シアネート［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プラレトリン（６５５）＋ＴＸ、プレコセンＩ［ＣＣＮ］
＋ＴＸ、プレコセンＩＩ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プレコセンＩＩＩ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、プリミ
ドホス（１３４９）＋ＴＸ、プロフェノホス（６６２）＋ＴＸ、プロフルトリン［ＣＣＮ
］＋ＴＸ、プロマシル（１３５４）＋ＴＸ、プロメカルブ（１３５５）＋ＴＸ、プロパホ
ス（１３５６）＋ＴＸ、プロペタムホス（６７３）＋ＴＸ、プロポキスル（６７８）＋Ｔ
Ｘ、プロチダチオン（１３６０）＋ＴＸ、プロチオホス（６８６）＋ＴＸ、プロトエート
（１３６２）＋ＴＸ、プロトリフェンブト［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピメトロジン（６８８）＋
ＴＸ、ピラクロホス（６８９）＋ＴＸ、ピラゾホス（６９３）＋ＴＸ、ピレスメトリン（
１３６７）＋ＴＸ、ピレトリンＩ（６９６）＋ＴＸ、ピレトリンＩＩ（６９６）＋ＴＸ、
ピレトリン（６９６）＋ＴＸ、ピリダベン（６９９）＋ＴＸ、ピリダリル（７００）＋Ｔ
Ｘ、ピリダフェンチオン（７０１）＋ＴＸ、ピリミジフェン（７０６）＋ＴＸ、ピリミテ
ート（１３７０）＋ＴＸ、ピリプロキシフェン（７０８）＋ＴＸ、カッシア［ＣＣＮ］＋
ＴＸ、キナルホス（７１１）＋ＴＸ、キナルホスメチル（１３７６）＋ＴＸ、キノチオン
（１３８０）＋ＴＸ、キンチオホス（１３８１）＋ＴＸ、Ｒ－１４９２（開発コード）（
１３８２）＋ＴＸ、ラホキサニド［ＣＣＮ］＋ＴＸ、レスメスリン（７１９）＋ＴＸ、ロ
テノン（７２２）＋ＴＸ、ＲＵ１５５２５（開発コード）（７２３）＋ＴＸ、ＲＵ２５４
７５（開発コード）（１３８６）＋ＴＸ、リアニア（１３８７）＋ＴＸ、リアノジン（慣
習名）（１３８７）＋ＴＸ、サバジラ（７２５）＋ＴＸ、シュラダン（１３８９）＋ＴＸ
、セブホス＋ＴＸ、セラメクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＳＩ－０００９（化合物コード）＋
ＴＸ、ＳＩ－０２０５（化合物コード）＋ＴＸ、ＳＩ－０４０４（化合物コード）＋ＴＸ
、ＳＩ－０４０５（化合物コード）＋ＴＸ、シラフルオフェン（７２８）＋ＴＸ、ＳＮ７
２１２９（開発コード）（１３９７）＋ＴＸ、亜ヒ酸ナトリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シア
ン化ナトリウム（４４４）＋ＴＸ、ナトリウムフッ化物（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１３９９）＋ＴＸ、ヘキサフルオロケイ酸ナトリウム（１４
００）＋ＴＸ、ペンタクロロフェノキシドナトリウム塩（６２３）＋ＴＸ、セレン酸ナト
リウム（ＩＵＰＡＣ名）（１４０１）＋ＴＸ、チオシアン酸ナトリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ
、ソファミド（１４０２）＋ＴＸ、スピノサド（７３７）＋ＴＸ、スピロメシフェン（７
３９）＋ＴＸ、スピロテトラマト（ＣＣＮ）＋ＴＸ、スルコフロン（７４６）＋ＴＸ、ス
ルコフロンナトリウム（７４６）＋ＴＸ、スルフラミド（７５０）＋ＴＸ、スルホテプ（
７５３）＋ＴＸ、スルフリルフッ化物（７５６）＋ＴＸ、スルプロホス（１４０８）＋Ｔ
Ｘ、タール油（７５８）＋ＴＸ、τ－フルバリネート（３９８）＋ＴＸ、チオナジン（１
４１２）＋ＴＸ、ＴＤＥ（１４１４）＋ＴＸ、テブフェノジド（７６２）＋ＴＸ、テブフ
ェンピラド（７６３）＋ＴＸ、テブピリムホス（７６４）＋ＴＸ、テフルベンズロン（７
６８）＋ＴＸ、テフルトリン（７６９）＋ＴＸ、テメホス（７７０）＋ＴＸ、ＴＥＰＰ（
１４１７）＋ＴＸ、テラレスリン（１４１８）＋ＴＸ、テルバム＋ＴＸ、テルブホス（７
７３）＋ＴＸ、テトラクロロエタン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、テトラクロルビンホス（７７７）
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＋ＴＸ、テトラメトリン（７８７）＋ＴＸ、θ－シペルメトリン（２０４）＋ＴＸ、チア
クロプリド（７９１）＋ＴＸ、チアフェノクス＋ＴＸ、チアメトキサム（７９２）＋ＴＸ
、チクロホス（１４２８）＋ＴＸ、チオカルボキシム（１４３１）＋ＴＸ、チオシクラム
（７９８）＋ＴＸ、チオシクラム水素オキサレート（７９８）＋ＴＸ、チオジカルブ（７
９９）＋ＴＸ、チオファノックス（８００）＋ＴＸ、チオメトン（８０１）＋ＴＸ、チオ
ナジン（１４３４）＋ＴＸ、チオスルタップ（８０３）＋ＴＸ、チオスルタップナトリウ
ム（８０３）＋ＴＸ、ツリンギエンシン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、トルフェンピラド（８０９）
＋ＴＸ、トラロメトリン（８１２）＋ＴＸ、トランスフルトリン（８１３）＋ＴＸ、トラ
ンスパーメトリン（１４４０）＋ＴＸ、トリアミホス（１４４１）＋ＴＸ、トリアザメー
ト（８１８）＋ＴＸ、トリアゾホス（８２０）＋ＴＸ、トリアズロン＋ＴＸ、トリクロル
ホン（８２４）＋ＴＸ、トリクロルメタホス－３［ＣＣＮ］＋ＴＸ、トリクロロナト（１
４５２）＋ＴＸ、トリフェノホス（１４５５）＋ＴＸ、トリフルムロン（８３５）＋ＴＸ
、トリメタカルブ（８４０）＋ＴＸ、トリプレン（１４５９）＋ＴＸ、バミドチオン（８
４７）＋ＴＸ、バニリプロール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ベラトリジン（７２５）＋ＴＸ、ベラ
トリン（７２５）＋ＴＸ、ＸＭＣ（８５３）＋ＴＸ、キシリルカルブ（８５４）＋ＴＸ、
ＹＩ－５３０２（化合物コード）＋ＴＸ、ζ－シペルメトリン（２０５）＋ＴＸ、ζメト
リン＋ＴＸ、亜鉛ホスフィド（６４０）＋ＴＸ、ゾラプロホス（１４６９）およびＺＸＩ
８９０１（開発コード）（８５８）＋ＴＸ、シアントラニリプロール［７３６９９４－６
３－１９］＋ＴＸ、クロラントラニリプロール［５００００８－４５－７］＋ＴＸ、シエ
ノピラフェン［５６０１２１－５２－０］＋ＴＸ、シフルメトフェン［４００８８２－０
７－７］＋ＴＸ、ピリフルキナゾン［３３７４５８－２７－２］＋ＴＸ、スピネトラム［
１８７１６６－４０－１＋１８７１６６－１５－０］＋ＴＸ、スピロテトラマト［２０３
３１３－２５－１］＋ＴＸ、スルホキサフロル［９４６５７８－００－３］＋ＴＸ、フル
フィプロール［７０４８８６－１８－０］＋ＴＸ、メペルフルトリン［９１５２８８－１
３－０］＋ＴＸ、テトラメチルフルトリン［８４９３７－８８－２］＋ＴＸ、トリフルメ
ゾピリン（国際公開第２０１２／０９２１１５号に開示されている）＋ＴＸ、フルキサメ
タミド（国際公開第２００７／０２６９６５号）＋ＴＸから構成される物質群から選択さ
れる殺虫剤、
ビス（トリブチルスズ）オキシド（ＩＵＰＡＣ名）（９１３）＋ＴＸ、ブロモアセタミド
［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヒ酸カルシウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、クロエトカルブ（９９９）＋ＴＸ
、アセト亜ヒ酸銅［ＣＣＮ］＋ＴＸ、硫酸銅（１７２）＋ＴＸ、フェンチン（３４７）＋
ＴＸ、第二鉄リン酸（ＩＵＰＡＣ名）（３５２）＋ＴＸ、メタアルデヒド（５１８）＋Ｔ
Ｘ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、ニクロスアミド（５７６）＋ＴＸ、ニクロスアミド
オラミン（５７６）＋ＴＸ、ペンタクロロフェノール（６２３）＋ＴＸ、ペンタクロロフ
ェノキシドナトリウム塩（６２３）＋ＴＸ、チオナジン（１４１２）＋ＴＸ、チオジカル
ブ（７９９）＋ＴＸ、酸化トリブチルスズ（９１３）＋ＴＸ、トリフェンモルフ（１４５
４）＋ＴＸ、トリメタカルブ（８４０）＋ＴＸ、酢酸トリフェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）
（３４７）および水酸化トリフェニルスズ（ＩＵＰＡＣ名）（３４７）＋ＴＸ、ピリプロ
ール［３９４７３０－７１－３］＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺軟体動物
剤、
ＡＫＤ－３０８８（化合物コード）＋ＴＸ、１，２－ジブロモ－３－クロロプロパン（Ｉ
ＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０４５）＋ＴＸ、１，２－ジ
クロロプロパン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１０６２）
＋ＴＸ、１，２－ジクロロプロパンを伴う１，３－ジクロロプロペン（ＩＵＰＡＣ名）（
１０６３）＋ＴＸ、１，３－ジクロロプロペン（２３３）＋ＴＸ、３，４－ジクロロテト
ラヒドロチオフェン１，１－ジオキシド（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａ
ｃｔｓ名）（１０６５）＋ＴＸ、３－（４－クロロフェニル）－５－メチルロダニン（Ｉ
ＵＰＡＣ名）（９８０）＋ＴＸ、５－メチル－６－チオキソ－１，３，５－チアジアジナ
ン－３－イル酢酸（ＩＵＰＡＣ名）（１２８６）＋ＴＸ、６－イソペンテニルアミノプリ
ン（２１０）＋ＴＸ、アバメクチン（１）＋ＴＸ、アセトプロール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ア
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ラニカルブ（１５）＋ＴＸ、アルジカルブ（１６）＋ＴＸ、アルドキシカルブ（８６３）
＋ＴＸ、ＡＺ６０５４１（化合物コード）＋ＴＸ、ベンクロチアズ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ベ
ノミル（６２）＋ＴＸ、ブチルピリダベン＋ＴＸ、カズサホス（１０９）＋ＴＸ、カルボ
フラン（１１８）＋ＴＸ、二硫化炭素（９４５）＋ＴＸ、カルボスルファン（１１９）＋
ＴＸ、クロルピクリン（１４１）＋ＴＸ、クロルピリホス（１４５）＋ＴＸ、クロエトカ
ルブ（９９９）＋ＴＸ、サイトカイニン（２１０）＋ＴＸ、ダゾメット（２１６）＋ＴＸ
、ＤＢＣＰ（１０４５）＋ＴＸ、ＤＣＩＰ（２１８）＋ＴＸ、ジアミダホス（１０４４）
＋ＴＸ、ジクロロフェンチオン（１０５１）＋ＴＸ、ジクリホス＋ＴＸ、ジメトエート（
２６２）＋ＴＸ、ドラメクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エマメクチン（２９１）＋ＴＸ、エマ
メクチン安息香酸塩（２９１）＋ＴＸ、エピリノメクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、エトプロホ
ス（３１２）＋ＴＸ、エチレンジブロミド（３１６）＋ＴＸ、フェナミホス（３２６）＋
ＴＸ、フェンピラド＋ＴＸ、フェンスルホチオン（１１５８）＋ＴＸ、ホスチアゼート（
４０８）＋ＴＸ、ホスチエタン（１１９６）＋ＴＸ、ルフラール［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＧＹ
－８１（開発コード）（４２３）＋ＴＸ、ヘテロホス［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ヨードメタン（
ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、イサミドホス（１２３０）＋ＴＸ、イサゾホス（１２
３１）＋ＴＸ、イベルメクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、カイネチン（２１０）＋ＴＸ、メカル
ホン（１２５８）＋ＴＸ、メタム（５１９）＋ＴＸ、メタムカリウム（５１９）＋ＴＸ、
メタムナトリウム（５１９）＋ＴＸ、臭化メチル（５３７）＋ＴＸ、メチルイソチオシア
ネート（５４３）＋ＴＸ、ミルベマイシンオキシム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、モキシデクチン［
ＣＣＮ］＋ＴＸ、ミロテシウムベルカリア（Ｍｙｒｏｔｈｅｃｉｕｍ　ｖｅｒｒｕｃａｒ
ｉａ）組成物（５６５）＋ＴＸ、ＮＣ－１８４（化合物コード）＋ＴＸ、オキサミル（６
０２）＋ＴＸ、ホレート（６３６）＋ＴＸ、ホスファミドン（６３９）＋ＴＸ、ホスホカ
ルブ［ＣＣＮ］＋ＴＸ、セブホス＋ＴＸ、セラメクチン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、スピノサド（
７３７）＋ＴＸ、テルバム＋ＴＸ、テルブホス（７７３）＋ＴＸ、テトラクロロチオフェ
ン（ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名）（１４２２）＋ＴＸ、チア
フェノクス＋ＴＸ、チオナジン（１４３４）＋ＴＸ、トリアゾホス（８２０）＋ＴＸ、ト
リアズロン＋ＴＸ、キシレノルス［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ＹＩ－５３０２（化合物コード）お
よびゼアチン（２１０）＋ＴＸ、フルエンスルホン［３１８２９０－９８－１］＋ＴＸか
ら構成される物質群から選択される殺線虫剤、
エチルキサントゲン酸カリウム［ＣＣＮ］およびニトラピリン（５８０）＋ＴＸから構成
される物質群から選択される硝化抑制剤、
アシベンゾラル（６）＋ＴＸ、アシベンゾラル－Ｓ－メチル（６）＋ＴＸ、プロベナゾー
ル（６５８）およびオオイタドリ（Ｒｅｙｎｏｕｔｒｉａ　ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓｉｓ
）抽出物（７２０）＋ＴＸから構成される物質群から選択される植物活性化剤、
２－イソバレリルインダン－１，３－ジオン（ＩＵＰＡＣ名）（１２４６）＋ＴＸ、４－
（キノキサリン－２－イルアミノ）ベンゼンスルホンアミド（ＩＵＰＡＣ名）（７４８）
＋ＴＸ、α－クロロヒドリン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、リン化アルミニウム（６４０）＋ＴＸ、
アンツ（８８０）＋ＴＸ、三酸化ヒ素（８８２）＋ＴＸ、炭酸バリウム（８９１）＋ＴＸ
、ビスチオセミ（９１２）＋ＴＸ、ブロジファクム（８９）＋ＴＸ、ブロマジオロン（９
１）＋ＴＸ、ブロメタリン（９２）＋ＴＸ、シアン化カルシウム（４４４）＋ＴＸ、クロ
ラロース（１２７）＋ＴＸ、クロロファシノン（１４０）＋ＴＸ、コレカルシフェロール
（８５０）＋ＴＸ、クマクロル（１００４）＋ＴＸ、クマフリル（１００５）＋ＴＸ、ク
マテトラリル（１７５）＋ＴＸ、クリミジン（１００９）＋ＴＸ、ジフェナクム（２４６
）＋ＴＸ、ジフェチアロン（２４９）＋ＴＸ、ジファシノン（２７３）＋ＴＸ、エルゴカ
ルシフェロール（３０１）＋ＴＸ、フロクマフェン（３５７）＋ＴＸ、フルオロアセタミ
ド（３７９）＋ＴＸ、フルプロパジン（１１８３）＋ＴＸ、フルプロパジンヒドロクロリ
ド（１１８３）＋ＴＸ、γ－ＨＣＨ（４３０）＋ＴＸ、ＨＣＨ（４３０）＋ＴＸ、シアン
化水素（４４４）＋ＴＸ、ヨードメタン（ＩＵＰＡＣ名）（５４２）＋ＴＸ、リンダン（
４３０）＋ＴＸ、リン化マグネシウム（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）＋ＴＸ、臭化メチル（
５３７）＋ＴＸ、ノルボルミド（１３１８）＋ＴＸ、ホスアセチム（１３３６）＋ＴＸ、



(100) JP 2018-524337 A 2018.8.30

10

20

30

40

50

ホスフィン（ＩＵＰＡＣ名）（６４０）＋ＴＸ、リン［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピンドン（１３
４１）＋ＴＸ、亜ヒ酸カリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ピリヌロン（１３７１）＋ＴＸ、シリ
ロシド（１３９０）＋ＴＸ、亜ヒ酸ナトリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、シアン化ナトリウム（
４４４）＋ＴＸ、フルオロ酢酸ナトリウム（７３５）＋ＴＸ、ストリキニン（７４５）＋
ＴＸ、硫酸タリウム［ＣＣＮ］＋ＴＸ、ワルファリン（８５１）および亜鉛ホスフィド（
６４０）＋ＴＸから構成される物質群から選択される殺鼠剤、
２－（２－ブトキシエトキシ）－エチルピペロニレート（ＩＵＰＡＣ名）（９３４）＋Ｔ
Ｘ、５－（１，３－ベンゾジオキソール－５－イル）－３－ヘキシルシクロヘキサ－２－
エノン（ＩＵＰＡＣ名）（９０３）＋ＴＸ、ファルネソールを伴うネロリドール（３２４
）＋ＴＸ、ＭＢ－５９９（開発コード）（４９８）＋ＴＸ、ＭＧＫ２６４（開発コード）
（２９６）＋ＴＸ、ピペロニルブトキシド（６４９）＋ＴＸ、ピプロタール（１３４３）
＋ＴＸ、プロピル異性体（１３５８）＋ＴＸ、Ｓ４２１（開発コード）（７２４）＋ＴＸ
、セサメックス（１３９３）＋ＴＸ、セサスモリン（１３９４）およびスルホキシド（１
４０６）＋ＴＸから構成される物質群から選択される共力剤、
アントラキノン（３２）＋ＴＸ、クロラロース（１２７）＋ＴＸ、ナフテン酸銅［ＣＣＮ
］＋ＴＸ、オキシ塩化銅（１７１）＋ＴＸ、ダイアジノン（２２７）＋ＴＸ、ジシクロペ
ンタジエン（化学名）（１０６９）＋ＴＸ、グアザチン（４２２）＋ＴＸ、グアザチン酢
酸塩（４２２）＋ＴＸ、メチオカルブ（５３０）＋ＴＸ、ピリジン－４－アミン（ＩＵＰ
ＡＣ名）（２３）＋ＴＸ、チラム（８０４）＋ＴＸ、トリメタカルブ（８４０）＋ＴＸ、
ナフテン酸亜鉛［ＣＣＮ］およびジラム（８５６）＋ＴＸから構成される物質群から選択
される動物忌避剤、
イマニン［ＣＣＮ］およびリバビリン［ＣＣＮ］＋ＴＸから構成される物質群から選択さ
れる抗ウイルス剤、
酸化水銀（ＩＩ）（５１２）＋ＴＸ、オクチリノン（５９０）およびチオファネートメチ
ル（８０２）＋ＴＸから構成される物質群から選択される創傷保護剤、
ならびに、アザコナゾール（６０２０７－３１－０］＋ＴＸ、ビテルタノール［７０５８
５－３６－３］＋ＴＸ、ブロムコナゾール［１１６２５５－４８－２］＋ＴＸ、シプロコ
ナゾール［９４３６１－０６－５］＋ＴＸ、ジフェンコナゾール［１１９４４６－６８－
３］＋ＴＸ、ジニコナゾール［８３６５７－２４－３］＋ＴＸ、エポキシコナゾール［１
０６３２５－０８－０］＋ＴＸ、フェンブコナゾール［１１４３６９－４３－６］＋ＴＸ
、フルキンコナゾール［１３６４２６－５４－５］＋ＴＸ、フルシラゾール［８５５０９
－１９－９］＋ＴＸ、フルトリアホール［７６６７４－２１－０］＋ＴＸ、ヘキサコナゾ
ール［７９９８３－７１－４］＋ＴＸ、イマザリル［３５５５４－４４－０］＋ＴＸ、イ
ミベンコナゾール［８６５９８－９２－７］＋ＴＸ、イプコナゾール［１２５２２５－２
８－７］＋ＴＸ、メトコナゾール［１２５１１６－２３－６］＋ＴＸ、ミクロブタニル［
８８６７１－８９－０］＋ＴＸ、ペフラゾエート［１０１９０３－３０－４］＋ＴＸ、ペ
ンコナゾール［６６２４６－８８－６］＋ＴＸ、プロチオコナゾール［１７８９２８－７
０－６］＋ＴＸ、ピリフェノックス［８８２８３－４１－４］＋ＴＸ、プロクロラズ［６
７７４７－０９－５］＋ＴＸ、プロピコナゾール［６０２０７－９０－１］＋ＴＸ、シメ
コナゾール［１４９５０８－９０－７］＋ＴＸ、テブコナゾール［１０７５３４－９６－
３］＋ＴＸ、テトラコナゾール［１１２２８１－７７－３］＋ＴＸ、トリアジメホン［４
３１２１－４３－３］＋ＴＸ、トリアジメノール［５５２１９－６５－３］＋ＴＸ、トリ
フルミゾール［９９３８７－８９－０］＋ＴＸ、トリチコナゾール［１３１９８３－７２
－７］＋ＴＸ、アンシミドール［１２７７１－６８－５］＋ＴＸ、フェナリモル［６０１
６８－８８－９］＋ＴＸ、ヌアリモル［６３２８４－７１－９］＋ＴＸ、ブピリメート［
４１４８３－４３－６］＋ＴＸ、ジメチリモール［５２２１－５３－４］＋ＴＸ、エチリ
モール［２３９４７－６０－６］＋ＴＸ、ドデモルフ［１５９３－７７－７］＋ＴＸ、フ
ェンプロピジン［６７３０６－００－７］＋ＴＸ、フェンプロピモルフ［６７５６４－９
１－４］＋ＴＸ、スピロキサミン［１１８１３４－３０－８］＋ＴＸ、トリデモルフ［８
１４１２－４３－３］＋ＴＸ、シプロジニル［１２１５５２－６１－２］＋ＴＸ、メパニ
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ピリム［１１０２３５－４７－７］＋ＴＸ、ピリメタニル［５３１１２－２８－０］＋Ｔ
Ｘ、フェンピクロニル［７４７３８－１７－３］＋ＴＸ、フルジオキソニル［１３１３４
１－８６－１］＋ＴＸ、ベナラキシル［７１６２６－１１－４］＋ＴＸ、フララキシル［
５７６４６－３０－７］＋ＴＸ、メタラキシル［５７８３７－１９－１］＋ＴＸ、Ｒ－メ
タラキシル［７０６３０－１７－０］＋ＴＸ、オフレース［５８８１０－４８－３］＋Ｔ
Ｘ、オキサジキシル［７７７３２－０９－３］＋ＴＸ、ベノミル［１７８０４－３５－２
］＋ＴＸ、カルベンダジム［１０６０５－２１－７］＋ＴＸ、デバカルブ［６２７３２－
９１－６］＋ＴＸ、フベリダゾール［３８７８－１９－１］＋ＴＸ、チアベンダゾール［
１４８－７９－８］＋ＴＸ、クロゾリネート［８４３３２－８６－５］＋ＴＸ、ジクロゾ
リン［２４２０１－５８－９］＋ＴＸ、イプロジオン［３６７３４－１９－７］＋ＴＸ、
ミクロゾリン［５４８６４－６１－８］＋ＴＸ、プロシミドン［３２８０９－１６－８］
＋ＴＸ、ビンクロゾリン［５０４７１－４４－８］＋ＴＸ、ボスカリド［１８８４２５－
８５－６］＋ＴＸ、カルボキシン［５２３４－６８－４］＋ＴＸ、フェンフラム［２４６
９１－８０－３］＋ＴＸ、フルトラニル［６６３３２－９６－５］＋ＴＸ、メプロニル［
５５８１４－４１－０］＋ＴＸ、オキシカルボキシン［５２５９－８８－１］＋ＴＸ、ペ
ンチオピラド［１８３６７５－８２－３］＋ＴＸ、チフルザミド［１３００００－４０－
７］＋ＴＸ、グアザチン［１０８１７３－９０－６］＋ＴＸ、ドジン［２４３９－１０－
３］［１１２－６５－２］（遊離塩基）＋ＴＸ、イミノクタジン［１３５１６－２７－３
］＋ＴＸ、アゾキシストロビン［１３１８６０－３３－８］＋ＴＸ、ジモキシストロビン
［１４９９６１－５２－４］＋ＴＸ、エネストロビン｛Ｐｒｏｃ．ＢＣＰＣ，Ｉｎｔ．Ｃ
ｏｎｇｒ．，Ｇｌａｓｇｏｗ，２００３，１，９３｝＋ＴＸ、フルオキサストロビン［３
６１３７７－２９－９］＋ＴＸ、クレソキシムメチル［１４３３９０－８９－０］＋ＴＸ
、メトミノストロビン［１３３４０８－５０－１］＋ＴＸ、トリフロキシストロビン［１
４１５１７－２１－７］＋ＴＸ、オリザストロビン［２４８５９３－１６－０］＋ＴＸ、
ピコキシストロビン［１１７４２８－２２－５］＋ＴＸ、ピラクロストロビン［１７５０
１３－１８－０］＋ＴＸ、フェルバム［１４４８４－６４－１］＋ＴＸ、マンコゼブ［８
０１８－０１－７］＋ＴＸ、マンネブ［１２４２７－３８－２］＋ＴＸ、メチラム［９０
０６－４２－２］＋ＴＸ、プロピネブ［１２０７１－８３－９］＋ＴＸ、チラム［１３７
－２６－８］＋ＴＸ、ジネブ［１２１２２－６７－７］＋ＴＸ、ジラム［１３７－３０－
４］＋ＴＸ、カプタホール［２４２５－０６－１］＋ＴＸ、キャプタン［１３３－０６－
２］＋ＴＸ、ジクロフルアニド［１０８５－９８－９］＋ＴＸ、フルオロイミド［４１２
０５－２１－４］＋ＴＸ、ホルペット［１３３－０７－３］＋ＴＸ、トリルフルアニド［
７３１－２７－１］＋ＴＸ、ボルドー液［８０１１－６３－０］＋ＴＸ、水酸化銅（ＩＩ
）［２０４２７－５９－２］＋ＴＸ、塩化銅［１３３２－４０－７］＋ＴＸ、硫酸銅［７
７５８－９８－７］＋ＴＸ、酸化銅（ＩＩ）［１３１７－３９－１］＋ＴＸ、マンカッパ
ー［５３９８８－９３－５］＋ＴＸ、オキシン銅［１０３８０－２８－６］＋ＴＸ、ジノ
カップ［１３１－７２－６］＋ＴＸ、ニトロタルイソプロピル［１０５５２－７４－６］
＋ＴＸ、エディフェンホス［１７１０９－４９－８］＋ＴＸ、イプロベンホス［２６０８
７－４７－８］＋ＴＸ、イソプロチオラン［５０５１２－３５－１］＋ＴＸ、ホスジフェ
ン［３６５１９－００－３］＋ＴＸ、ピラゾホス［１３４５７－１８－６］＋ＴＸ、トル
コホスメチル［５７０１８－０４－９］＋ＴＸ、アシベンゾラル－Ｓ－メチル［１３５１
５８－５４－２］＋ＴＸ、アニラジン［１０１－０５－３］＋ＴＸ、ベンチアバリカルブ
［４１３６１５－３５－７］＋ＴＸ、ブラストサイジン－Ｓ［２０７９－００－７］＋Ｔ
Ｘ、チノメチオナート［２４３９－０１－２］＋ＴＸ、クロロネブ［２６７５－７７－６
］＋ＴＸ、クロロタロニル［１８９７－４５－６］＋ＴＸ、シフルフェナミド［１８０４
０９－６０－３］＋ＴＸ、シモキサニル［５７９６６－９５－７］＋ＴＸ、ジクロン［１
１７－８０－６］＋ＴＸ、ジクロシメット［１３９９２０－３２－４］＋ＴＸ、ジクロメ
ジン［６２８６５－３６－５］＋ＴＸ、ジクロラン［９９－３０－９］＋ＴＸ、ジエトフ
ェンカルブ［８７１３０－２０－９］＋ＴＸ、ジメトモルフ［１１０４８８－７０－５］
＋ＴＸ、ＳＹＰ－ＬＩ９０（フルモルフ）［２１１８６７－４７－９］＋ＴＸ、ジチアノ
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ン［３３４７－２２－６］＋ＴＸ、エタボキサム［１６２６５０－７７－３］＋ＴＸ、エ
トリジアゾール［２５９３－１５－９］＋ＴＸ、ファモキサドン［１３１８０７－５７－
３］＋ＴＸ、フェンアミドン［１６１３２６－３４－７］＋ＴＸ、フェノキサニル［１１
５８５２－４８－７］＋ＴＸ、フェンチン［６６８－３４－８］＋ＴＸ、フェリムゾン［
８９２６９－６４－７］＋ＴＸ、フルアジナム［７９６２２－５９－６］＋ＴＸ、フルオ
ピコリド［２３９１１０－１５－７］＋ＴＸ、フルスルファミド［１０６９１７－５２－
６］＋ＴＸ、フェンヘキサミド［１２６８３３－１７－８］＋ＴＸ、ホセチルアルミニウ
ム［３９１４８－２４－８］＋ＴＸ、ヒメキサゾール［１０００４－４４－１］＋ＴＸ、
イプロバリカルブ［１４０９２３－１７－７］＋ＴＸ、ＩＫＦ－９１６（シアゾファミド
）［１２０１１６－８８－３］＋ＴＸ、カスガマイシン［６９８０－１８－３］＋ＴＸ、
メタスルホカルブ［６６９５２－４９－６］＋ＴＸ、メトラフェノン［２２０８９９－０
３－６］＋ＴＸ、ペンシクロン［６６０６３－０５－６］＋ＴＸ、フタリド［２７３５５
－２２－２］＋ＴＸ、ポリオキシン［１１１１３－８０－７］＋ＴＸ、プロベナゾール［
２７６０５－７６－１］＋ＴＸ、プロパモカルブ［２５６０６－４１－１］＋ＴＸ、プロ
キナジド［１８９２７８－１２－４］＋ＴＸ、ピロキロン［５７３６９－３２－１］＋Ｔ
Ｘ、キノキシフェン［１２４４９５－１８－７］＋ＴＸ、キントゼン［８２－６８－８］
＋ＴＸ、スルフル［７７０４－３４－９］＋ＴＸ、チアジニル［２２３５８０－５１－６
］＋ＴＸ、トリアゾキシド［７２４５９－５８－６］＋ＴＸ、トリシクラゾール［４１８
１４－７８－２］＋ＴＸ、トリホリン［２６６４４－４６－２］＋ＴＸ、バリダマイシン
［３７２４８－４７－８］＋ＴＸ、ゾキサミド（ＲＨ７２８１）［１５６０５２－６８－
５］＋ＴＸ、マンジプロパミド［３７４７２６－６２－２］＋ＴＸ、イソピラザム［８８
１６８５－５８－１］＋ＴＸ、セダキサン［８７４９６７－６７－６］＋ＴＸ、３－ジフ
ルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸（９－ジクロロメチレン
－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル）－アミド（国
際公開第２００７／０４８５５６号に開示されている）＋ＴＸ、３－ジフルオロメチル－
１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸（３’，４’，５’－トリフルオロ－ビ
フェニル－２－イル）－アミド（国際公開第２００６／０８７３４３号に開示されている
）＋ＴＸ、［（３Ｓ，４Ｒ，４ａＲ，６Ｓ，６ａＳ，１２Ｒ，１２ａＳ，１２ｂＳ）－３
－［（シクロプロピルカルボニル）オキシ］－１，３，４，４ａ，５，６，６ａ，１２，
１２ａ，１２ｂ－デカヒドロ－６，１２－ジヒドロキシ－４，６ａ，１２ｂ－トリメチル
－１１－オキソ－９－（３－ピリジニル）－２Ｈ，１１Ｈナフト［２，１－ｂ］ピラノ［
３，４－ｅ］ピラン－４－イル］メチル－シクロプロパンカルボキシレート［９１５９７
２－１７－７］＋ＴＸおよび１，３，５－トリメチル－Ｎ－（２－メチル－１－オキソプ
ロピル）－Ｎ－［３－（２－メチルプロピル）－４－［２，２，２－トリフルオロ－１－
メトキシ－１－（トリフルオロメチル）エチル］フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド［９２６９１４－５５－８］＋ＴＸ、および
以下を含む微生物：アシネトバクタールオフィイ（Ａｃｉｎｅｔｏｂａｃｔｅｒ　ｌｗｏ
ｆｆｉｉ）＋ＴＸ、アクレモニウムアルテルナタム（Ａｃｒｅｍｏｎｉｕｍ　ａｌｔｅｒ
ｎａｔｕｍ）＋ＴＸ＋ＴＸ、アクレモニウムセファロスポリウム（Ａｃｒｅｍｏｎｉｕｍ
　ｃｅｐｈａｌｏｓｐｏｒｉｕｍ）＋ＴＸ＋ＴＸ、アクレモニウムジオスピリ（Ａｃｒｅ
ｍｏｎｉｕｍ　ｄｉｏｓｐｙｒｉ）＋ＴＸ、アクレモニウムオブカラバタム（Ａｃｒｅｍ
ｏｎｉｕｍ　ｏｂｃｌａｖａｔｕｍ）＋ＴＸ、アドキソフィイスオラナグラヌロヴィルス
（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ　ｇｒａｎｕｌｏｖｉｒｕｓ）（ＡｄｏｘＧＶ）（
Ｃａｐｅｘ（登録商標））＋ＴＸ、アグロバクテリウムラジオバクター（Ａｇｒｏｂａｃ
ｔｅｒｉｕｍ　ｒａｄｉｏｂａｃｔｅｒ）菌株Ｋ８４（Ｇａｌｌｔｒｏｌ－Ａ（登録商標
））＋ＴＸ、アルテルナリアアルテルナータ（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ａｌｔｅｒｎａｔ
ｅ）＋ＴＸ、アルテルナリアカッシア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｃａｓｓｉａ）＋ＴＸ、
アルテルナリアデストルエンス（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｄｅｓｔｒｕｅｎｓ）（Ｓｍｏ
ｌｄｅｒ（登録商標））＋ＴＸ、アムペロマイセスキスクアリス（Ａｍｐｅｌｏｍｙｃｅ
ｓ　ｑｕｉｓｑｕａｌｉｓ）（ＡＱ１０（登録商標））＋ＴＸ、アスペルギルスフラブス
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ＡＦ３６（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ　ＡＦ３６）（ＡＦ３６（登録商標）
）＋ＴＸ、アスペルギルスフラブス（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）ＮＲＲＬ
　２１８８２（Ａｆｌａｇｕａｒｄ（登録商標））＋ＴＸ、アスペルギルス属の一種（Ａ
ｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、アウレオバシジウムプルランス（Ａｕｒｅｏ
ｂａｓｉｄｉｕｍ　ｐｕｌｌｕｌａｎｓ）＋ＴＸ、アゾスピリルム属（Ａｚｏｓｐｉｒｉ
ｌｌｕｍ）＋ＴＸ、（ＭｉｃｒｏＡＺ（登録商標）＋ＴＸ、ＴＡＺＯ　Ｂ（登録商標））
＋ＴＸ、アゾトバクター（Ａｚｏｔｏｂａｃｔｅｒ）＋ＴＸ、アゾトバクタークロオクカ
ム（Ａｚｏｔｏｂａｃｔｅｒ　ｃｈｒｏｏｃｕｃｃｕｍ）（Ａｚｏｔｏｍｅａｌ（登録商
標））＋ＴＸ、アゾトバクターシスツ（Ａｚｏｔｏｂａｃｔｅｒ　ｃｙｓｔｓ）（Ｂｉｏ
ｎａｔｕｒａｌ　Ｂｌｏｏｍｉｎｇ　Ｂｌｏｓｓｏｍｓ（登録商標））＋ＴＸ、バチルス
アミロリケファシエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）＋
ＴＸ、バチルスセレウス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）＋ＴＸ、バチルスキチノス
ポルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｈｉｔｉｎｏｓｐｏｒｕｓ）菌株ＣＭ－１＋ＴＸ、バチル
スチノスポルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｈｉｔｉｎｏｓｐｏｒｕｓ）菌株ＡＱ７４６＋Ｔ
Ｘ、バチルスリケニホルミス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）菌株Ｈ
Ｂ－２（ＢｉｏｓｔａｒｔTMＲｈｉｚｏｂｏｏｓｔ（登録商標））＋ＴＸ、バチルスリケ
ニホルミス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）菌株３０８６（ＥｃｏＧ
ｕａｒｄ（登録商標）＋ＴＸ、Ｇｒｅｅｎ　Ｒｅｌｅａｆ（登録商標））＋ＴＸ、バチル
スシルクランス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｃｉｒｃｕｌａｎｓ）＋ＴＸ、バチルスフィルムス
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）（ＢｉｏＳａｆｅ（登録商標）、ＢｉｏＮｅｍ－Ｗ
Ｐ（登録商標）、ＶＯＴｉＶＯ（登録商標））＋ＴＸ、バチルスフィルムス（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）菌株Ｉ－１５８２＋ＴＸ、バチルスマセランス（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｍａｃｅｒａｎｓ）＋ＴＸ、バチルスマリスモルツイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍａｒｉ
ｓｍｏｒｔｕｉ）＋ＴＸ、バチルスメガテリウム（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｅｇａｔｅｒｉ
ｕｍ）＋ＴＸ、バチルスマイコイデス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｍｙｃｏｉｄｅｓ）菌株ＡＱ
７２６＋ＴＸ、バチルスパピラエ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐａｐｉｌｌａｅ）（Ｍｉｌｋｙ
　Ｓｐｏｒｅ　Ｐｏｗｄｅｒ（登録商標））＋ＴＸ、バチルスプミルス属の一種（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、バチルスプミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｐｕｍｉｌｕｓ）菌株ＧＢ３４（Ｙｉｅｌｄ　Ｓｈｉｅｌｄ（登録商標））＋ＴＸ、
バチルスプミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）菌株ＡＱ７１７＋ＴＸ、バチル
スプミルス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）菌株ＱＳＴ　２８０８（Ｓｏｎａｔａ
（登録商標）＋ＴＸ、Ｂａｌｌａｄ　Ｐｌｕｓ（登録商標））＋ＴＸ、バチルススパヘリ
クス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐａｈｅｒｉｃｕｓ）（ＶｅｃｔｏＬｅｘ（登録商標））＋
ＴＸ、バチルス属の一種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、バチルス属の一種（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）菌株ＡＱ１７５＋ＴＸ、バチルス属の一種（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｓｐｐ．）菌株ＡＱ１７７＋ＴＸ、バチルス属の一種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｐ．
）菌株ＡＱ１７８＋ＴＸ、バチルスサブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）
菌株ＱＳＴ　７１３（ＣＥＡＳＥ（登録商標）＋ＴＸ、Ｓｅｒｅｎａｄｅ（登録商標）＋
ＴＸ、Ｒｈａｐｓｏｄｙ（登録商標））＋ＴＸ、バチルスサブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）菌株ＱＳＴ　７１４（ＪＡＺＺ（登録商標））＋ＴＸ、バチルスサ
ブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）菌株ＡＱ１５３＋ＴＸ、バチルスサブ
チリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）菌株ＡＱ７４３＋ＴＸ、バチルスサブチ
リス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）菌株ＱＳＴ３００２＋ＴＸ、バチルスサブ
チリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）菌株ＱＳＴ３００４＋ＴＸ、バチルスサ
ブチリスｖａｒ．アミロリクエファシエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ　ｖ
ａｒ．ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）菌株ＦＺＢ２４（Ｔａｅｇｒｏ（登録商標
）＋ＴＸ、Ｒｈｉｚｏｐｒｏ（登録商標））＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）Ｃｒｙ　２Ａｅ＋ＴＸ、バチルスチューリ
ンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）Ｃｒｙ１Ａｂ＋ＴＸ、バ
チルスチューリンゲンシスアイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ
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　ａｉｚａｗａｉ）ＧＣ　９１（Ａｇｒｅｅ（登録商標））＋ＴＸ、バチルスチューリン
ゲンシスイスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｉｓｒａ
ｅｌｅｎｓｉｓ）（ＢＭＰ１２３（登録商標）＋ＴＸ、Ａｑｕａｂａｃ（登録商標）＋Ｔ
Ｘ、ＶｅｃｔｏＢａｃ（登録商標））＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシスクルスターキ
（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）（Ｊａｖｅｌｉ
ｎ（登録商標）＋ＴＸ、Ｄｅｌｉｖｅｒ（登録商標）＋ＴＸ、ＣｒｙＭａｘ（登録商標）
＋ＴＸ、Ｂｏｎｉｄｅ（登録商標）＋ＴＸ、Ｓｃｕｔｅｌｌａ　ＷＰ（登録商標）＋ＴＸ
、Ｔｕｒｉｌａｖ　ＷＰ　（登録商標）＋ＴＸ、Ａｓｔｕｔｏ（登録商標）＋ＴＸ、Ｄｉ
ｐｅｌ　ＷＰ（登録商標）＋ＴＸ、Ｂｉｏｂｉｔ（登録商標）＋ＴＸ、Ｆｏｒａｙ（登録
商標））＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシスクルスターキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕ
ｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）ＢＭＰ　１２３（Ｂａｒｉｔｏｎｅ（登録商
標））＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシスクルスターキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒ
ｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）ＨＤ－１（Ｂｉｏｐｒｏｔｅｃ－ＣＡＦ／３Ｐ
（登録商標））＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎ
ｇｉｅｎｓｉｓ）菌株ＢＤ＃３２＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシス（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）菌株ＡＱ５２＋ＴＸ、バチルスチューリンゲンシスｖ
ａｒ．アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｖａｒ．ａｉｚａ
ｗａｉ）（ＸｅｎＴａｒｉ（登録商標）＋ＴＸ、ＤｉＰｅｌ（登録商標））＋ＴＸ、バク
テリア属の一種（ｂａｃｔｅｒｉａ　ｓｐｐ．）（ＧＲＯＷＭＥＮＤ（登録商標）＋ＴＸ
、ＧＲＯＷＳＷＥＥＴ（登録商標）＋ＴＸ、Ｓｈｏｏｔｕｐ（登録商標））＋ＴＸ、クラ
ビパクターミシガンシス（Ｃｌａｖｉｐａｃｔｅｒ　ｍｉｃｈｉｇａｎｅｎｓｉｓ）のバ
クテリオファージ（ＡｇｒｉＰｈａｇｅ（登録商標））＋ＴＸ、Ｂａｋｆｌｏｒ（登録商
標）＋ＴＸ、ベアウベリアバッシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）（Ｂｅ
ａｕｇｅｎｉｃ（登録商標）＋ＴＸ、Ｂｒｏｃａｒｉｌ　ＷＰ（登録商標））＋ＴＸ、ベ
アウベリアバッシアナＧＨＡ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ　ＧＨＡ）（Ｍｙ
ｃｏｔｒｏｌ　ＥＳ（登録商標）＋ＴＸ、Ｍｙｃｏｔｒｏｌ　Ｏ（登録商標）＋ＴＸ、Ｂ
ｏｔａｎｉＧｕａｒｄ（登録商標））＋ＴＸ、ベアウベリアブロングニアルチイ（Ｂｅａ
ｕｖｅｒｉａ　ｂｒｏｎｇｎｉａｒｔｉｉ）（Ｅｎｇｅｒｌｉｎｇｓｐｉｌｚ（登録商標
）＋ＴＸ、Ｓｃｈｗｅｉｚｅｒ　Ｂｅａｕｖｅｒｉａ（登録商標）、Ｍｅｌｏｃｏｎｔ（
登録商標））＋ＴＸ、ボーベリア属の一種（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、ボ
トリチスシネリア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｉａ）＋ＴＸ、ダイズ根粒菌（Ｂｒａ
ｄｙｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ）（ＴｅｒｒａＭａｘ（登録商標））＋Ｔ
Ｘ、ブレビバチルスブレビス（Ｂｒｅｖｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ）＋ＴＸ、バ
チルスチューリンゲンシステネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓ
ｉｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）（Ｎｏｖｏｄｏｒ（登録商標））＋ＴＸ、ＢｔＢｏｏｓ
ｔｅｒ＋ＴＸ、バークホルデリアセパシア（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｃｅｐａｃｉａ
）（Ｄｅｎｙ（登録商標）＋ＴＸ、Ｉｎｔｅｒｃｅｐｔ（登録商標）＋ＴＸ、Ｂｌｕｅ　
Ｃｉｒｃｌｅ（登録商標））＋ＴＸ、バークホルデリアグラジイ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒ
ｉａ　ｇｌａｄｉｉ）＋ＴＸ、バークホルデリアグラジオリ（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ
　ｇｌａｄｉｏｌｉ）＋ＴＸ、バークホルデリア属の一種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　
ｓｐｐ．）＋ＴＸ、カナディアンチスルファンガス（Ｃａｎａｄｉａｎ　ｔｈｉｓｔｌｅ
　ｆｕｎｇｕｓ）（ＣＢＨ　Ｃａｎａｄｉａｎ　Ｂｉｏｈｅｒｂｉｃｉｄｅ（登録商標）
）＋ＴＸ、カンジダブチリ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｂｕｔｙｒｉ）＋ＴＸ、カンジダファマタ
（Ｃａｎｄｉｄａ　ｆａｍａｔａ）＋ＴＸ、カンジダフルクツス（Ｃａｎｄｉｄａ　ｆｒ
ｕｃｔｕｓ）＋ＴＸ、カンジダグラブラタ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｇｌａｂｒａｔａ）＋ＴＸ
、カンジダグイリエルモンヂイ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｇｕｉｌｌｉｅｒｍｏｎｄｉｉ）＋Ｔ
Ｘ、カンジダメリビオシカ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｍｅｌｉｂｉｏｓｉｃａ）＋ＴＸ、カンジ
ダオレフィラ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｏｌｅｏｐｈｉｌａ）菌株Ｏ＋ＴＸ、カンジダパラプシ
ロシス（Ｃａｎｄｉｄａ　ｐａｒａｐｓｉｌｏｓｉｓ）＋ＴＸ、カンジダペリクロサ（Ｃ
ａｎｄｉｄａ　ｐｅｌｌｉｃｕｌｏｓａ）＋ＴＸ、カンジダプルケリマ（Ｃａｎｄｉｄａ
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　ｐｕｌｃｈｅｒｒｉｍａ）＋ＴＸ、カンジダレウカウフィイ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｒｅｕ
ｋａｕｆｉｉ）＋ＴＸ、カンジダサイトアナ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｓａｉｔｏａｎａ）（Ｂ
ｉｏ－Ｃｏａｔ（登録商標）＋ＴＸ、Ｂｉｏｃｕｒｅ（登録商標））＋ＴＸ、カンジダサ
ケ（Ｃａｎｄｉｄａ　ｓａｋｅ）＋ＴＸ、カンジダ属の一種（Ｃａｎｄｉｄａ　ｓｐｐ．
）＋ＴＸ、カンジダテニウス（Ｃａｎｄｉｄａ　ｔｅｎｉｕｓ）＋ＴＸ、セデセアドラビ
サエ（Ｃｅｄｅｃｅａ　ｄｒａｖｉｓａｅ）＋ＴＸ、セルモナスフラビゲナ（Ｃｅｌｌｕ
ｌｏｍｏｎａｓ　ｆｌａｖｉｇｅｎａ）＋ＴＸ、カエトミウムコクリオデス（Ｃｈａｅｔ
ｏｍｉｕｍ　ｃｏｃｈｌｉｏｄｅｓ）（Ｎｏｖａ－Ｃｉｄｅ（登録商標））＋ＴＸ、カエ
トミウムグロボスム（Ｃｈａｅｔｏｍｉｕｍ　ｇｌｏｂｏｓｕｍ）（Ｎｏｖａ－Ｃｉｄｅ
（登録商標））＋ＴＸ、クロモバクテリウムサブツガエ（Ｃｈｒｏｍｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ　ｓｕｂｔｓｕｇａｅ）菌株ＰＲＡＡ４－１Ｔ（Ｇｒａｎｄｅｖｏ（登録商標））＋Ｔ
Ｘ、クラドスポリウムクラドスポリオイデス（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｌａｄｏｓ
ｐｏｒｉｏｉｄｅｓ）＋ＴＸ、クラドスポリウムオキシスポルム（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉ
ｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）＋ＴＸ、クラドスポリウムクロロセファルム（Ｃｌａｄｏｓ
ｐｏｒｉｕｍ　ｃｈｌｏｒｏｃｅｐｈａｌｕｍ）＋ＴＸ、クラドスポリウム属の一種（Ｃ
ｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、クラドスポリウムテヌイシマム（Ｃｌａｄ
ｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｔｅｎｕｉｓｓｉｍｕｍ）＋ＴＸ、クロノスタキスロゼア（Ｃｌｏｎ
ｏｓｔａｃｈｙｓ　ｒｏｓｅａ）（ＥｎｄｏＦｉｎｅ（登録商標））＋ＴＸ、コレトトリ
カムアクタタム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ａｃｕｔａｔｕｍ）＋ＴＸ、コニオチ
リウムミニタンス（Ｃｏｎｉｏｔｈｙｒｉｕｍ　ｍｉｎｉｔａｎｓ）（Ｃｏｔａｎｓ　Ｗ
Ｇ（登録商標））＋ＴＸ、コニオチリウム属の一種（Ｃｏｎｉｏｔｈｙｒｉｕｍ　ｓｐｐ
．）＋ＴＸ、クリプトコッカスアルビダス（Ｃｒｙｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ａｌｂｉｄｕｓ
）（ＹＩＥＬＤＰＬＵＳ（登録商標））＋ＴＸ、クリプトコッカスフミコラ（Ｃｒｙｐｔ
ｏｃｏｃｃｕｓ　Ｈｕｍｉｃｏｌａ）＋ＴＸ、クリプトコッカスインフィルモミニアツス
（Ｃｒｙｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｉｎｆｉｒｍｏ－ｍｉｎｉａｔｕｓ）＋ＴＸ、クリプトコ
ッカスラウレンチイ（Ｃｒｙｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｌａｕｒｅｎｔｉｉ）＋ＴＸ、クリプ
トフレビアロイコトレタグラニュロウイルス（Ｃｒｙｐｔｏｐｈｌｅｂｉａ　ｌｅｕｃｏ
ｔｒｅｔａ　ｇｒａｎｕｌｏｖｉｒｕｓ）（Ｃｒｙｐｔｅｘ（登録商標））＋ＴＸ、クプ
リアビダスカムピネンシス（Ｃｕｐｒｉａｖｉｄｕｓ　ｃａｍｐｉｎｅｎｓｉｓ）＋ＴＸ
、シジアポモネラグラニュロウイルス（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ　ｇｒａｎｕｌ
ｏｖｉｒｕｓ）（ＣＹＤ－Ｘ（登録商標））＋ＴＸ、シジアポモネラグラニュロウイルス
（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ　ｇｒａｎｕｌｏｖｉｒｕｓ）（Ｍａｄｅｘ（登録商
標）＋ＴＸ、Ｍａｄｅｘ　Ｐｌｕｓ（登録商標）＋ＴＸ、Ｍａｄｅｘ　Ｍａｘ／Ｃａｒｐ
ｏｖｉｒｕｓｉｎｅ（登録商標））＋ＴＸ、エビコウヤクタケ（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｂａｓ
ｉｄｉｕｍ　ｌａｅｖｅ）（Ｓｔｕｍｐｏｕｔ（登録商標））＋ＴＸ、シリンドロクラジ
ウム属（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃｌａｄｉｕｍ）＋ＴＸ、デバリオマイセスハンセニイ（Ｄｅ
ｂａｒｙｏｍｙｃｅｓ　ｈａｎｓｅｎｉｉ）＋ＴＸ、ドレックスレラハワイイネンシス（
Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｈａｗａｉｉｎｅｎｓｉｓ）＋ＴＸ、エンテロバクタークロアカ
（Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒ　ｃｌｏａｃａｅ）＋ＴＸ、エンテロバクターイアカ（Ｅｎ
ｔｅｒｏｂａｃｔｅｒｉａｃｅａｅ）＋ＴＸ、エントモフトラヴィルレンタ（Ｅｎｔｏｍ
ｏｐｈｔｏｒａ　ｖｉｒｕｌｅｎｔａ）（Ｖｅｋｔｏｒ（登録商標））＋ＴＸ、エピコッ
カムニグラム（Ｅｐｉｃｏｃｃｕｍ　ｎｉｇｒｕｍ）＋ＴＸ、エピコッカムプルプラセン
ス（Ｅｐｉｃｏｃｃｕｍ　ｐｕｒｐｕｒａｓｃｅｎｓ）＋ＴＸ、エピコッカム属の一種（
Ｅｐｉｃｏｃｃｕｍ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、フィロバシジウムフロリホルメ（Ｆｉｌｏｂａ
ｓｉｄｉｕｍ　ｆｌｏｒｉｆｏｒｍｅ）＋ＴＸ、フザリウムアクミナタム（Ｆｕｓａｒｉ
ｕｍ　ａｃｕｍｉｎａｔｕｍ）＋ＴＸ、フザリウムクラミドスポルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ
　ｃｈｌａｍｙｄｏｓｐｏｒｕｍ）＋ＴＸ、フザリウムオキシスポルム（Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）（Ｆｕｓａｃｌｅａｎ（登録商標）／Ｂｉｏｆｏｘ　Ｃ（登録
商標））＋ＴＸ、フザリウムプラリフェラタム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｐｒｏｌｉｆｅｒａ
ｔｕｍ）＋ＴＸ、フザリウム属の一種（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、グララク
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トマイセスゲオトリクム（Ｇａｌａｃｔｏｍｙｃｅｓ　ｇｅｏｔｒｉｃｈｕｍ）＋ＴＸ、
グリオクラジウムカテヌラタム（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ　ｃａｔｅｎｕｌａｔｕｍ）（
Ｐｒｉｍａｓｔｏｐ（登録商標）＋ＴＸ、Ｐｒｅｓｔｏｐ（登録商標））＋ＴＸ、グリオ
クラジウムロセウム（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ　ｒｏｓｅｕｍ）＋ＴＸ、グリオクラジウ
ム属の一種（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）（ＳｏｉｌＧａｒｄ（登録商標））＋
ＴＸ、グリオクラジウムビレンス（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ　ｖｉｒｅｎｓ）（Ｓｏｉｌ
ｇａｒｄ（登録商標））＋ＴＸ、グラニュロウイルス（Ｇｒａｎｕｌｏｖｉｒｕｓ）（Ｇ
ｒａｎｕｐｏｍ（登録商標））＋ＴＸ、ハロバシルスハロフィルス（Ｈａｌｏｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｈａｌｏｐｈｉｌｕｓ）＋ＴＸ、ハロバシルスリトラリス（Ｈａｌｏｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｌｉｔｏｒａｌｉｓ）＋ＴＸ、ハロバシルストルエペリ（Ｈａｌｏｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｔｒｕｅｐｅｒｉ）＋ＴＸ、ハロモナス属の一種（Ｈａｌｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．
）＋ＴＸ、ハロモナススブグラシエスコラ（Ｈａｌｏｍｏｎａｓ　ｓｕｂｇｌａｃｉｅｓ
ｃｏｌａ）＋ＴＸ、ハロビブリオバリアビィス（Ｈａｌｏｖｉｂｒｉｏ　ｖａｒｉａｂｉ
ｌｉｓ）＋ＴＸ、ハンセニアスポラウバルム（Ｈａｎｓｅｎｉａｓｐｏｒａ　ｕｖａｒｕ
ｍ）＋ＴＸ、オオタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）核多核体ウイ
ルス（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｘ（登録商標））＋ＴＸ、アメリカタバコガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅ
ｒｐａ　ｚｅａ）核多角体病ウイルス（Ｇｅｍｓｔａｒ（登録商標））＋ＴＸ、イソフラ
ボン－ホルモノネチン（Ｍｙｃｏｎａｔｅ（登録商標））＋ＴＸ、クロエケラアピクラタ
（Ｋｌｏｅｃｋｅｒａ　ａｐｉｃｕｌａｔａ）＋ＴＸ、クロエケラ属の一種（Ｋｌｏｅｃ
ｋｅｒａ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、ラゲニジウムギガンテウム（Ｌａｇｅｎｉｄｉｕｍ　ｇｉ
ｇａｎｔｅｕｍ）（Ｌａｇｉｎｅｘ（登録商標））＋ＴＸ、オンシツコナジラミ（Ｌｅｃ
ａｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｏｎｇｉｓｐｏｒｕｍ）（Ｖｅｒｔｉｂｌａｓｔ（登録商標）
）＋ＴＸ、レカニシリウムムスカリウム（Ｌｅｃａｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｍｕｓｃａｒｉ
ｕｍ）（Ｖｅｒｔｉｋｉｌ（登録商標））＋ＴＸ、マイマイガ（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｄ
ｉｓｐａｒ）核多角体病ウイルス（Ｄｉｓｐａｒｖｉｒｕｓ（登録商標））＋ＴＸ、マリ
ノコッカスハロフィルス（Ｍａｒｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｈａｌｏｐｈｉｌｕｓ）＋ＴＸ、
メイラゲウラコニギイ（Ｍｅｉｒａ　ｇｅｕｌａｋｏｎｉｇｉｉ）＋ＴＸ、メタリジウム
アニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ）（Ｍｅｔ５２（登録
商標））＋ＴＸ、メタリジウムアニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　ａｎｉｓｏｐ
ｌｉａｅ）（Ｄｅｓｔｒｕｘｉｎ　ＷＰ（登録商標））＋ＴＸ、メチニコビアフルチコラ
（Ｍｅｔｓｃｈｎｉｋｏｗｉａ　ｆｒｕｔｉｃｏｌａ）（Ｓｈｅｍｅｒ（登録商標））＋
ＴＸ、メチニコビアプルケリマ（Ｍｅｔｓｃｈｎｉｋｏｗｉａ　ｐｕｌｃｈｅｒｒｉｍａ
）＋ＴＸ、ミクロドキウムジメルム（Ｍｉｃｒｏｄｏｃｈｉｕｍ　ｄｉｍｅｒｕｍ）（Ａ
ｎｔｉｂｏｔ（登録商標））＋ＴＸ、ミクロモノスポラコエルレア（Ｍｉｃｒｏｍｏｎｏ
ｓｐｏｒａ　ｃｏｅｒｕｌｅａ）＋ＴＸ、ミクロスファエロプシスオクラセア（Ｍｉｃｒ
ｏｓｐｈａｅｒｏｐｓｉｓ　ｏｃｈｒａｃｅａ）＋ＴＸ、ムスコドルアルブス（Ｍｕｓｃ
ｏｄｏｒ　ａｌｂｕｓ）６２０（Ｍｕｓｃｕｄｏｒ（登録商標））＋ＴＸ、ムスコドルロ
セウス（Ｍｕｓｃｏｄｏｒ　ｒｏｓｅｕｓ）菌株Ａ３－５＋ＴＸ、ミコルヒザエ属の一種
（Ｍｙｃｏｒｒｈｉｚａｅ　ｓｐｐ．）（ＡＭｙｋｏｒ（登録商標）＋ＴＸ、根Ｍａｘｉ
ｍｉｚｅｒ（登録商標））＋ＴＸ、ミロテシウムベルカリア（Ｍｙｒｏｔｈｅｃｉｕｍ　
ｖｅｒｒｕｃａｒｉａ）菌株ＡＡＲＣ－０２５５（ＤｉＴｅｒａ（登録商標））＋ＴＸ、
ＢＲＯＳ　ＰＬＵＳ（登録商標）＋ＴＸ、オフィオストマピリフェルム（Ｏｐｈｉｏｓｔ
ｏｍａ　ｐｉｌｉｆｅｒｕｍ）菌株Ｄ９７（Ｓｙｌｖａｎｅｘ（登録商標））＋ＴＸ、パ
エシロマイセスファリノスス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆａｒｉｎｏｓｕｓ）＋ＴＸ
、パエシロマイセスフモソロセウス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅ
ｕｓ）（ＰＦＲ－９７（登録商標）＋ＴＸ、ＰｒｅＦｅＲａｌ（登録商標））＋ＴＸ、パ
エシロマイセスリナシヌス（Ｐａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｌｉｎａｃｉｎｕｓ）（Ｂｉｏ
ｓｔａｔ　ＷＰ（登録商標））＋ＴＸ、パエシロマイセスリラシヌス（Ｐａｅｃｉｌｏｍ
ｙｃｅｓ　ｌｉｌａｃｉｎｕｓ）菌株２５１（ＭｅｌｏＣｏｎ　ＷＧ（登録商標））＋Ｔ
Ｘ、パエニバチルスポリミクサ（Ｐａｅｎｉｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｏｌｙｍｙｘａ）＋Ｔ
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Ｘ、パントエアアグロメランス（Ｐａｎｔｏｅａ　ａｇｇｌｏｍｅｒａｎｓ）（Ｂｌｉｇ
ｈｔＢａｎ　Ｃ９－１（登録商標））＋ＴＸ、パントエア属の一種（Ｐａｎｔｏｅａ　ｓ
ｐｐ．）＋ＴＸ、パスツーリア属の一種（Ｐａｓｔｅｕｒｉａ　ｓｐｐ．）（Ｅｃｏｎｅ
ｍ（登録商標））＋ＴＸ、パスツリアニシザワエ（Ｐａｓｔｅｕｒｉａ　ｎｉｓｈｉｚａ
ｗａｅ）＋ＴＸ、ペニシリウムオーランチオグリセウム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ａｕ
ｒａｎｔｉｏｇｒｉｓｅｕｍ）＋ＴＸ、ペニシリウムビライ（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　
ｂｉｌｌａｉ）（Ｊｕｍｐｓｔａｒｔ（登録商標）＋ＴＸ、ＴａｇＴｅａｍ（登録商標）
）＋ＴＸ、ペニシリウムブレビコンパクタム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｂｒｅｖｉｃｏ
ｍｐａｃｔｕｍ）＋ＴＸ、ペニシリウムフレクエンタンス（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｆ
ｒｅｑｕｅｎｔａｎｓ）＋ＴＸ、ペニシリウムグリセオフルバム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕ
ｍ　ｇｒｉｓｅｏｆｕｌｖｕｍ）＋ＴＸ、ペニシリウムプルプロゲヌム（Ｐｅｎｉｃｉｌ
ｌｉｕｍ　ｐｕｒｐｕｒｏｇｅｎｕｍ）＋ＴＸ、ペニシリウム属の一種（Ｐｅｎｉｃｉｌ
ｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、ペニシリウムビリディカタム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　
ｖｉｒｉｄｉｃａｔｕｍ）＋ＴＸ、フレビオプシスゲガンテアン（Ｐｈｌｅｂｉｏｐｓｉ
ｓ　ｇｉｇａｎｔｅａｎ）（Ｒｏｔｓｔｏｐ（登録商標））＋ＴＸ、リン溶解菌（Ｐｈｏ
ｓｐｈｏｍｅａｌ（登録商標））＋ＴＸ、フィトフトラクリプトギア（Ｐｈｙｔｏｐｈｔ
ｈｏｒａ　ｃｒｙｐｔｏｇｅａ）＋ＴＸ、フィトフトラパルミボラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈ
ｏｒａ　ｐａｌｍｉｖｏｒａ）（Ｄｅｖｉｎｅ（登録商標））＋ＴＸ、ピチアアノマラ（
Ｐｉｃｈｉａ　ａｎｏｍａｌａ）＋ＴＸ、ピチアグイレルモンディイ（Ｐｉｃｈｉａ　ｇ
ｕｉｌｅｒｍｏｎｄｉｉ）＋ＴＸ、ピチアメンブランファイエンス（Ｐｉｃｈｉａ　ｍｅ
ｍｂｒａｎａｅｆａｃｉｅｎｓ）＋ＴＸ、ピチアオニキス（Ｐｉｃｈｉａ　ｏｎｙｃｈｉ
ｓ）＋ＴＸ、ピチアスチピテス（Ｐｉｃｈｉａ　ｓｔｉｐｉｔｅｓ）＋ＴＸ、緑膿菌（Ｐ
ｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）＋ＴＸ、シュードモナスアウレオファシ
エンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｕｒｅｏｆａｓｃｉｅｎｓ）（Ｓｐｏｔ－Ｌｅｓｓ
　Ｂｉｏｆｕｎｇｉｃｉｄｅ（登録商標））＋ＴＸ、シュードモナスセパシア（Ｐｓｅｕ
ｄｏｍｏｎａｓ　ｃｅｐａｃｉａ）＋ＴＸ、シュードモナスクロロラフィス（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　ｃｈｌｏｒｏｒａｐｈｉｓ）（ＡｔＥｚｅ（登録商標））＋ＴＸ、シュー
ドモナスコルゲート（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｃｏｒｒｕｇａｔｅ）＋ＴＸ、シュード
モナスフルオレッセンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）菌株Ａ５
０６（ＢｌｉｇｈｔＢａｎ　Ａ５０６（登録商標））＋ＴＸ、シュードモナスプチダ（Ｐ
ｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｕｔｉｄａ）＋ＴＸ、シュードモナスリアクタンス（Ｐｓｅｕ
ｄｏｍｏｎａｓ　ｒｅａｃｔａｎｓ）＋ＴＸ、シュードモナス属の一種（Ｐｓｅｕｄｏｍ
ｏｎａｓ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、シュードモナス　シリンガエ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　
ｓｙｒｉｎｇａｅ）（Ｂｉｏ－Ｓａｖｅ（登録商標））＋ＴＸ、シュードモナスビリジフ
ラバ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｖｉｒｉｄｉｆｌａｖａ）＋ＴＸ、シュードモナスフル
オレッセンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）（Ｚｅｑｕａｎｏｘ（
登録商標））＋ＴＸ、シュードジマフロクロッサ（Ｐｓｅｕｄｏｚｙｍａ　ｆｌｏｃｃｕ
ｌｏｓａ）菌株ＰＦ－Ａ２２ＵＬ（Ｓｐｏｒｏｄｅｘ　Ｌ（登録商標））＋ＴＸ、プッシ
ニアカナリクラタ（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｃａｎａｌｉｃｕｌａｔａ）＋ＴＸ、プッシニア
トラスペオス（Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｈｌａｓｐｅｏｓ）（Ｗｏｏｄ　Ｗａｒｒｉｏｒ（
登録商標））＋ＴＸ、ピシウムパロエカンドルム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｐａｒｏｅｃａｎｄ
ｒｕｍ）＋ＴＸ、ピシウムオリガンドラム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｏｌｉｇａｎｄｒｕｍ）（
Ｐｏｌｙｇａｎｄｒｏｎ（登録商標）＋ＴＸ、Ｐｏｌｙｖｅｒｓｕｍ（登録商標））＋Ｔ
Ｘ、ピシウムペリプロクム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｐｅｒｉｐｌｏｃｕｍ）＋ＴＸ、ラネラア
クアチリス（Ｒｈａｎｅｌｌａ　ａｑｕａｔｉｌｉｓ）＋ＴＸ、ラネラ属の一種（Ｒｈａ
ｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、根粒菌（Ｄｏｒｍａｌ（登録商標）＋ＴＸ、Ｖａｕｌｔ
（登録商標））＋ＴＸ、リゾクトニア属の一種（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）＋ＴＸ、ロド
コッカスグロベルルス（Ｒｈｏｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｇｌｏｂｅｒｕｌｕｓ）菌株ＡＱ７１
９＋ＴＸ、ロドスポリジウムディオボバタム（Ｒｈｏｄｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ　ｄｉｏｂ
ｏｖａｔｕｍ）＋ＴＸ、ロドスポリジウムトルロイデス（Ｒｈｏｄｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ
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　ｔｏｒｕｌｏｉｄｅｓ）＋ＴＸ、ロドトルラ属の一種（Ｒｈｏｄｏｔｏｒｕｌａ　ｓｐ
ｐ．）＋ＴＸ、ドトトルラグルチニス（Ｒｈｏｄｏｔｏｒｕｌａ　ｇｌｕｔｉｎｉｓ）＋
ＴＸ、ロドトルラグラミニス（Ｒｈｏｄｏｔｏｒｕｌａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）＋ＴＸ、ロ
ドトルラムシラグノサ（Ｒｈｏｄｏｔｏｒｕｌａ　ｍｕｃｉｌａｇｎｏｓａ）＋ＴＸ、ロ
ドトルラルブラ（Ｒｈｏｄｏｔｏｒｕｌａ　ｒｕｂｒａ）＋ＴＸ、サッカロマイセスセレ
ビシエ（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ　ｃｅｒｅｖｉｓｉａｅ）＋ＴＸ、サリノコッカス
ロセウス（Ｓａｌｉｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｒｏｓｅｕｓ）＋ＴＸ、スクレロチニアミノル（
Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｍｉｎｏｒ）＋ＴＸ、スクレロチニアミノル（Ｓｃｌｅｒｏｔ
ｉｎｉａ　ｍｉｎｏｒ）（ＳＡＲＲＩＴＯＲ（登録商標））＋ＴＸ、シタリジウム属の一
種（Ｓｃｙｔａｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、シタリジウムウレジニコラ（Ｓｃｙｔ
ａｌｉｄｉｕｍ　ｕｒｅｄｉｎｉｃｏｌａ）＋ＴＸ、シロイチモジヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐ
ｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）核多角体病ウイルス（Ｓｐｏｄ－Ｘ（登録商標）＋ＴＸ、Ｓｐ
ｅｘｉｔ（登録商標））＋ＴＸ、セラチアマルセセンス（Ｓｅｒｒａｔｉａ　ｍａｒｃｅ
ｓｃｅｎｓ）＋ＴＸ、セラチアプリムシカ（Ｓｅｒｒａｔｉａ　ｐｌｙｍｕｔｈｉｃａ）
＋ＴＸ、セラチア属の一種（Ｓｅｒｒａｔｉａ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、ソルダリアフィミコ
ラ（Ｓｏｒｄａｒｉａ　ｆｉｍｉｃｏｌａ）＋ＴＸ、エジプトヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅ
ｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）核多核体ウイルス（Ｌｉｔｔｏｖｉｒ（登録商標））＋Ｔ
Ｘ、スポロボロミセスロセウス（Ｓｐｏｒｏｂｏｌｏｍｙｃｅｓ　ｒｏｓｅｕｓ）＋ＴＸ
、ステノトロホモナスマルトフィリア（Ｓｔｅｎｏｔｒｏｐｈｏｍｏｎａｓ　ｍａｌｔｏ
ｐｈｉｌｉａ）＋ＴＸ、ストレプトマイセスアヒグロスコピクス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃ
ｅｓ　ａｈｙｇｒｏｓｃｏｐｉｃｕｓ）＋ＴＸ、ストレプトマイセスアルバドンカス（Ｓ
ｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ａｌｂａｄｕｎｃｕｓ）＋ＴＸ、ストレプトマイセスエクサホ
リアテス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｅｘｆｏｌｉａｔｅｓ）＋ＴＸ、ストレプトマイ
セスガルブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）＋ＴＸ、ストレプトマイセス
グリセオプラヌス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇｒｉｓｅｏｐｌａｎｕｓ）＋ＴＸ、ス
トレプトマイセスグリセオビリディス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇｒｉｓｅｏｖｉｒ
ｉｄｉｓ）（Ｍｙｃｏｓｔｏｐ（登録商標））＋ＴＸ、ストレプトマイセスリディクス（
Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｌｙｄｉｃｕｓ）（Ａｃｔｉｎｏｖａｔｅ（登録商標））＋
ＴＸ、ストレプトマイセスリディクス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｌｙｄｉｃｕｓ）Ｗ
ＹＥＣ－１０８（ＡｃｔｉｎｏＧｒｏｗ（登録商標））＋ＴＸ、ストレプトマイセスビオ
ラセウス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｖｉｏｌａｃｅｕｓ）＋ＴＸ、チレチオプシスミ
ノル（Ｔｉｌｌｅｔｉｏｐｓｉｓ　ｍｉｎｏｒ）＋ＴＸ、チレチオプシス属の一種（Ｔｉ
ｌｌｅｔｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、トリコデルマアスペレルム（Ｔｒｉｃｈｏｄ
ｅｒｍａ　ａｓｐｅｒｅｌｌｕｍ）（Ｔ３４　Ｂｉｏｃｏｎｔｒｏｌ（登録商標））＋Ｔ
Ｘ、トリコデルマガムシイ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｇａｍｓｉｉ）（Ｔｅｎｅｔ（登
録商標））＋ＴＸ、トリコデルマアトロビリデ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｔｒｏｖｉ
ｒｉｄｅ）（Ｐｌａｎｔｍａｔｅ（登録商標））＋ＴＸ、トリコデルマハマツム（Ｔｒｉ
ｃｈｏｄｅｒｍａ　ｈａｍａｔｕｍ）ＴＨ３８２＋ＴＸ、トリコデルマハルジアヌムリフ
ァイ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｈａｒｚｉａｎｕｍ　ｒｉｆａｉ）（Ｍｙｃｏｓｔａｒ
（登録商標））＋ＴＸ、トリコデルマハルジアヌム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｈａｒｚ
ｉａｎｕｍ）Ｔ－２２（Ｔｒｉａｎｕｍ－Ｐ（登録商標）＋ＴＸ、ＰｌａｎｔＳｈｉｅｌ
ｄ　ＨＣ（登録商標）＋ＴＸ、ＲｏｏｔＳｈｉｅｌｄ（登録商標）＋ＴＸ、Ｔｒｉａｎｕ
ｍ－Ｇ（登録商標））＋ＴＸ、トリコデルマハルジアヌム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｈ
ａｒｚｉａｎｕｍ）Ｔ－３９（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｘ（登録商標））＋ＴＸ、トリコデルマ
インハマツム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｉｎｈａｍａｔｕｍ）＋ＴＸ、トリコデルマコ
ニンギイ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｋｏｎｉｎｇｉｉ）＋ＴＸ、トリコデルマ属の一種
（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）ＬＣ　５２（Ｓｅｎｔｉｎｅｌ（登録商標））＋
ＴＸ、トリコデルマリグノルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｌｉｇｎｏｒｕｍ）＋ＴＸ、
トリコデルマロンギブラキアタム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｌｏｎｇｉｂｒａｃｈｉａ
ｔｕｍ）＋ＴＸ、トリコデルマポリスポルム（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｐｏｌｙｓｐｏ
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ｒｕｍ）（Ｂｉｎａｂ　Ｔ（登録商標））＋ＴＸ、トリコデルマタクシ（Ｔｒｉｃｈｏｄ
ｅｒｍａ　ｔａｘｉ）＋ＴＸ、トリコデルマビレンス（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｖｉｒ
ｅｎｓ）＋ＴＸ、トリコデルマビレンス（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｖｉｒｅｎｓ）（旧
名グリオクラジウムビレンス（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ　ｖｉｒｅｎｓ）ＧＬ－２１）（
ＳｏｉｌＧｕａｒｄ（登録商標））＋ＴＸ、トリコデルマビリデ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍ
ａ　ｖｉｒｉｄｅ）＋ＴＸ、トリコデルマビリデ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｖｉｒｉｄ
ｅ）菌株ＩＣＣ　０８０（Ｒｅｍｅｄｉｅｒ（登録商標））＋ＴＸ、トリコスポロンプル
ランス（Ｔｒｉｃｈｏｓｐｏｒｏｎ　ｐｕｌｌｕｌａｎｓ）＋ＴＸ、トリコスポロン属の
一種（Ｔｒｉｃｈｏｓｐｏｒｏｎ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、トリコテシウム属の一種（Ｔｒｉ
ｃｈｏｔｈｅｃｉｕｍ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、トリコテシウムロセウム（Ｔｒｉｃｈｏｔｈ
ｅｃｉｕｍ　ｒｏｓｅｕｍ）＋ＴＸ、アカエガマノホタケ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｐｈａｃｏ
ｒｒｈｉｚａ）菌株９４６７０＋ＴＸ、アカエガマノホタケ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｐｈａｃ
ｏｒｒｈｉｚａ）菌株９４６７１＋ＴＸ、ウロクラディウムアトラム（Ｕｌｏｃｌａｄｉ
ｕｍ　ａｔｒｕｍ）＋ＴＸ、ウロクラディウムオウデマンシイ（Ｕｌｏｃｌａｄｉｕｍ　
ｏｕｄｅｍａｎｓｉｉ）（Ｂｏｔｒｙ－Ｚｅｎ（登録商標））＋ＴＸ、ウスチラゴマイデ
ィス（Ｕｓｔｉｌａｇｏ　ｍａｙｄｉｓ）＋ＴＸ、種々のバクテリアおよび補助的な微量
元素（Ｎａｔｕｒａｌ　ＩＩ（登録商標））＋ＴＸ、種々の真菌（Ｍｉｌｌｅｎｎｉｕｍ
　Ｍｉｃｒｏｂｅｓ（登録商標））＋ＴＸ、ベルチシリウムクラミドスポリウム（Ｖｅｒ
ｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｃｈｌａｍｙｄｏｓｐｏｒｉｕｍ）＋ＴＸ、ベルチシリウムレカニ
イ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ）（Ｍｙｃｏｔａｌ（登録商標）＋ＴＸ
、Ｖｅｒｔａｌｅｃ（登録商標））＋ＴＸ、Ｖｉｐ３Ａａ２０（ＶＩＰｔｅｒａ（登録商
標））＋ＴＸ、ビルギバクリルスマリスモルツイ（Ｖｉｒｇｉｂａｃｌｉｌｌｕｓ　ｍａ
ｒｉｓｍｏｒｔｕｉ）＋ＴＸ、キサントモナス　カムペストリスｐｖ．ポアエ（Ｘａｎｔ
ｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．Ｐｏａｅ）（Ｃａｍｐｅｒｉｃｏ（登録
商標））＋ＴＸ、ゼノラブダスボビエニイ（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｂｏｖｉｅｎｉｉ
）＋ＴＸ、ゼノラブダスネマトフィルス（Ｘｅｎｏｒｈａｂｄｕｓ　ｎｅｍａｔｏｐｈｉ
ｌｕｓ）；および
以下を含む植物抽出物：パイン油（Ｒｅｔｅｎｏｌ（登録商標））＋ＴＸ、アザジラクチ
ン（Ｐｌａｓｍａ　Ｎｅｅｍ　Ｏｉｌ（登録商標）＋ＴＸ、ＡｚａＧｕａｒｄ（登録商標
）＋ＴＸ、ＭｅｅｍＡｚａｌ（登録商標）＋ＴＸ、Ｍｏｌｔ－Ｘ（登録商標）＋ＴＸ、Ｂ
ｏｔａｎｉｃａｌ　ＩＧＲ（Ｎｅｅｍａｚａｄ（登録商標）＋ＴＸ、Ｎｅｅｍｉｘ（登録
商標））＋ＴＸ、カノーラ油（Ｌｉｌｌｙ　Ｍｉｌｌｅｒ　Ｖｅｇｏｌ（登録商標））＋
ＴＸ、アメリカアリタソウ（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｍｂｒｏｓｉｏｉｄｅｓ　ｎｅ
ａｒ　ａｍｂｒｏｓｉｏｉｄｅｓ）（Ｒｅｑｕｉｅｍ（登録商標））＋ＴＸ、キク属（ｃ
ｈｒｙｓａｎｔｈｅｍｕｍ）抽出物（Ｃｒｉｓａｎｔ（登録商標））＋ＴＸ、ニーム油の
抽出物（Ｔｒｉｌｏｇｙ（登録商標））＋ＴＸ、シソ科（Ｌａｂｉａｔａｅ）のエッシェ
ンシャルオイル（Ｂｏｔａｎｉａ（登録商標））＋ＴＸ、クローブ、ローズマリー、ペパ
ーミントおよびタイム油の抽出物（Ｇａｒｄｅｎ　ｉｎｓｅｃｔ　ｋｉｌｌｅｒ（登録商
標））＋ＴＸ、グリシンベタイン（Ｇｒｅｅｎｓｔｉｍ（登録商標））＋ＴＸ、ニンニク
＋ＴＸ、レモングラス油（ＧｒｅｅｎＭａｔｃｈ（登録商標））＋ＴＸ、ニーム油＋ＴＸ
、イヌハッカ（イヌハッカ油）＋ＴＸ、イヌハッカ（Ｎｅｐｅｔａ　ｃａｔａｒｉｎａ）
＋ＴＸ、ニコチン＋ＴＸ、オレガノ油（ＭｏｓｓＢｕｓｔｅｒ（登録商標））＋ＴＸ、ゴ
マ科（Ｐｅｄａｌｉａｃｅａｅ）油（Ｎｅｍａｔｏｎ（登録商標））＋ＴＸ、除虫菊＋Ｔ
Ｘ、キラヤサポナリア（Ｑｕｉｌｌａｊａ　ｓａｐｏｎａｒｉａ）（ＮｅｍａＱ（登録商
標））＋ＴＸ、オオイタドリ（Ｒｅｙｎｏｕｔｒｉａ　ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓｉｓ）（
Ｒｅｇａｌｉａ（登録商標）＋ＴＸ、Ｓａｋａｌｉａ（登録商標））＋ＴＸ、ロテノン（
Ｅｃｏ　Ｒｏｔｅｎ（登録商標））＋ＴＸ、ミカン科（Ｒｕｔａｃｅａｅ）植物抽出物（
Ｓｏｌｅｏ（登録商標））＋ＴＸ、大豆油（オルトｅｃｏｓｅｎｓｅ（登録商標））＋Ｔ
Ｘ、ティーツリーオイル（Ｔｉｍｏｒｅｘ　Ｇｏｌｄ（登録商標））＋ＴＸ、胸腺油（ｔ
ｈｙｍｕｓ　ｏｉｌ）＋ＴＸ、ＡＧＮＩＱＵＥ（登録商標）ＭＭＦ＋ＴＸ、ＢｕｇＯｉｌ
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（登録商標）＋ＴＸ、ローズマリー、ゴマ、ペパーミント、タイムおよびシナモン抽出物
の混合物（ＥＦ　３００（登録商標））＋ＴＸ、クローブ、ローズマリーおよびペパーミ
ント抽出物の混合物（ＥＦ４００（登録商標））＋ＴＸ、クローブ、ペパーミント、ニン
ニク油およびミントの混合物（土壌Ｓｈｏｔ（登録商標））＋ＴＸ、カオリン（Ｓｃｒｅ
ｅｎ（登録商標））＋ＴＸ、褐藻の貯蔵グルカン（Ｌａｍｉｎａｒｉｎ（登録商標））；
および
以下を含むフェロモン：ブラックヘデッドファイヤーワーム（ｂｌａｃｋｈｅａｄｅｄ　
ｆｉｒｅｗｏｒｍ）フェロモン（３Ｍ　Ｓｐｒａｙａｂｌｅ　Ｂｌａｃｋｈｅａｄｅｄ　
Ｆｉｒｅｗｏｒｍ　Ｐｈｅｒｏｍｏｎｅ（登録商標））＋ＴＸ、コドリンガフェロモン（
Ｐａｒａｍｏｕｎｔ　ｄｉｓｐｅｎｓｅｒ－（ＣＭ）／Ｉｓｏｍａｔｅ　Ｃ－Ｐｌｕｓ（
登録商標））＋ＴＸ、グレープベリーモスフェロモン（３Ｍ　ＭＥＣ－ＧＢＭ　Ｓｐｒａ
ｙａｂｌｅ　Ｐｈｅｒｏｍｏｎｅ（登録商標））＋ＴＸ、ハマキムシフェロモン（３Ｍ　
ＭＥＣ－ＬＲ　Ｓｐｒａｙａｂｌｅ　Ｐｈｅｒｏｍｏｎｅ（登録商標））＋ＴＸ、ムスカ
モン（Ｍｕｓｃａｍｏｎｅ）（Ｓｎｉｐ７　Ｆｌｙ　Ｂａｉｔ（登録商標）＋ＴＸ、Ｓｔ
ａｒｂａｒ　Ｐｒｅｍｉｕｍ　Ｆｌｙ　Ｂａｉｔ（登録商標））＋ＴＸ、ナシヒメシンク
イフェロモン（３Ｍ　ｏｒｉｅｎｔａｌ　ｆｒｕｉｔ　ｍｏｔｈ　ｓｐｒａｙａｂｌｅ　
ｐｈｅｒｏｍｏｎｅ（登録商標））＋ＴＸ、ピーチツリーボーラー（Ｐｅａｃｈｔｒｅｅ
　Ｂｏｒｅｒ）フェロモン（Ｉｓｏｍａｔｅ－Ｐ（登録商標））＋ＴＸ、トマトピンワー
ム（ｔｏｍａｔｏ　ｐｉｎｗｏｒｍ）フェロモン（３Ｍ　Ｓｐｒａｙａｂｌｅ　ｐｈｅｒ
ｏｍｏｎｅ（登録商標））＋ＴＸ、エントスタット（Ｅｎｔｏｓｔａｔ）粉末（ヤシから
の抽出物）（Ｅｘｏｓｅｘ　ＣＭ（登録商標））＋ＴＸ、テトラデカトリエニルアセテー
ト＋ＴＸ、ヘキサデカトリエノール＋ＴＸ、９－ドデカジエン－１－イルアセテート＋Ｔ
Ｘ、２－メチル－１－ブタノール＋ＴＸ、酢酸カルシウム＋ＴＸ、Ｓｃｅｎｔｕｒｉｏｎ
（登録商標）＋ＴＸ、Ｂｉｏｌｕｒｅ（登録商標）＋ＴＸ、Ｃｈｅｃｋ－Ｍａｔｅ（登録
商標）＋ＴＸ、ラバンズリルセネシオエート；および
以下を含む微生物：アブラコバチ（Ａｐｈｅｌｉｎｕｓ　ａｂｄｏｍｉｎａｌｉｓ）＋Ｔ
Ｘ、エルビアブラバチ（Ａｐｈｉｄｉｕｓ　ｅｒｖｉ）（Ａｐｈｅｌｉｎｕｓ－Ｓｙｓｔ
ｅｍ（登録商標））＋ＴＸ、アセロファグスパパイヤ（Ａｃｅｒｏｐｈａｇｕｓ　ｐａｐ
ａｙａ）＋ＴＸ、フタモンテントウ（Ａｄａｌｉａ　ｂｉｐｕｎｃｔａｔａ）（Ａｄａｌ
ｉａ－Ｓｙｓｔｅｍ（登録商標））＋ＴＸ、フタモンテントウ（Ａｄａｌｉａ　ｂｉｐｕ
ｎｃｔａｔａ）（Ａｄａｌｉｎｅ（登録商標））＋ＴＸ、フタモンテントウ（Ａｄａｌｉ
ａ　ｂｉｐｕｎｃｔａｔａ）（Ａｐｈｉｄａｌｉａ（登録商標））＋ＴＸ、アゲニアスピ
スシトリアスピス（Ａｇｅｎｉａｓｐｉｓ　ｃｉｔｒｉｃｏｌａ）＋ＴＸ、アゲニアスピ
スフシコリス（Ａｇｅｎｉａｓｐｉｓ　ｆｕｓｃｉｃｏｌｌｉｓ）＋ＴＸ、アムブリセイ
ウスアンデルソニ（Ａｍｂｌｙｓｅｉｕｓ　ａｎｄｅｒｓｏｎｉ）（Ａｎｄｅｒｌｉｎｅ
（登録商標）＋ＴＸ、Ａｎｄｅｒｓｏｎｉ－Ｓｙｓｔｅｍ（登録商標））＋ＴＸ、アムブ
リセイウスカリホルニクス（Ａｍｂｌｙｓｅｉｕｓ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃｕｓ）（Ａｍ
ｂｌｙｌｉｎｅ（登録商標）＋ＴＸ、Ｓｐｉｃａｌ（登録商標））＋ＴＸ、ククメリスカ
ブリダニ（Ａｍｂｌｙｓｅｉｕｓ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ）（Ｔｈｒｉｐｅｘ（登録商標）
＋ＴＸ、Ｂｕｇｌｉｎｅ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ（登録商標））＋ＴＸ、アムブリセイウス
ファラシス（Ａｍｂｌｙｓｅｉｕｓ　ｆａｌｌａｃｉｓ）（Ｆａｌｌａｃｉｓ（登録商標
））＋ＴＸ、スワルスキーカブリダニ（Ａｍｂｌｙｓｅｉｕｓ　ｓｗｉｒｓｋｉｉ）（Ｂ
ｕｇｌｉｎｅ　ｓｗｉｒｓｋｉｉ（登録商標）＋ＴＸ、Ｓｗｉｒｓｋｉｉ－Ｍｉｔｅ（登
録商標））＋ＴＸ、ケナガカブリダニ（Ａｍｂｌｙｓｅｉｕｓ　ｗｏｍｅｒｓｌｅｙｉ）
（ＷｏｍｅｒＭｉｔｅ（登録商標））＋ＴＸ、アミツスヘスペリズム（Ａｍｉｔｕｓ　ｈ
ｅｓｐｅｒｉｄｕｍ）＋ＴＸ、アングルスアトムス（Ａｎａｇｒｕｓ　ａｔｏｍｕｓ）＋
ＴＸ、アナギルスフスシベントリス（Ａｎａｇｙｒｕｓ　ｆｕｓｃｉｖｅｎｔｒｉｓ）＋
ＴＸ、アナギルスカマリ（Ａｎａｇｙｒｕｓ　ｋａｍａｌｉ）＋ＴＸ、アナギルスロエッ
キ（Ａｎａｇｙｒｕｓ　ｌｏｅｃｋｉ）＋ＴＸ、アナギルスシュードコッキ（Ａｎａｇｙ
ｒｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｉ）（Ｃｉｔｒｉｐａｒ（登録商標））＋ＴＸ、アニセツ
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スベネフィセス（Ａｎｉｃｅｔｕｓ　ｂｅｎｅｆｉｃｅｓ）＋ＴＸ、ゾウムシコガネコバ
チ（Ａｎｉｓｏｐｔｅｒｏｍａｌｕｓ　ｃａｌａｎｄｒａｅ）＋ＴＸ、アントコリスネモ
ラリス（Ａｎｔｈｏｃｏｒｉｓ　ｎｅｍｏｒａｌｉｓ）（Ａｎｔｈｏｃｏｒｉｓ－Ｓｙｓ
ｔｅｍ（登録商標））＋ＴＸ、アブラコバチ（Ａｐｈｅｌｉｎｕｓ　ａｂｄｏｍｉｎａｌ
ｉｓ）（Ａｐｈｅｌｉｎｅ（登録商標）＋ＴＸ、Ａｐｈｉｌｉｎｅ（登録商標））＋ＴＸ
、チャバラアブラコバチ（Ａｐｈｅｌｉｎｕｓ　ａｓｙｃｈｉｓ）＋ＴＸ、コレマンアブ
ラバチ（Ａｐｈｉｄｉｕｓ　ｃｏｌｅｍａｎｉ）（Ａｐｈｉｐａｒ（登録商標））＋ＴＸ
、エルビアブラバチ（Ａｐｈｉｄｉｕｓ　ｅｒｖｉ）（Ｅｒｖｉｐａｒ（登録商標））＋
ＴＸ、ギフアブラバチ（Ａｐｈｉｄｉｕｓ　ｇｉｆｕｅｎｓｉｓ）＋ＴＸ、アフィディウ
スマトリカリエ（Ａｐｈｉｄｉｕｓ　ｍａｔｒｉｃａｒｉａｅ）（Ａｐｈｉｐａｒ－Ｍ（
登録商標））＋ＴＸ、ショクガタマバエ（Ａｐｈｉｄｏｌｅｔｅｓ　ａｐｈｉｄｉｍｙｚ
ａ）（Ａｐｈｉｄｅｎｄ（登録商標））＋ＴＸ、ショクガタマバエ（Ａｐｈｉｄｏｌｅｔ
ｅｓ　ａｐｈｉｄｉｍｙｚａ）（Ａｐｈｉｄｏｌｉｎｅ（登録商標））＋ＴＸ、アフィテ
ィスリングナネンシス（Ａｐｈｙｔｉｓ　ｌｉｎｇｎａｎｅｎｓｉｓ）＋ＴＸ、アフィテ
ィスメリヌス（Ａｐｈｙｔｉｓ　ｍｅｌｉｎｕｓ）＋ＴＸ、アプロストセツスハゲノウィ
イ（Ａｐｒｏｓｔｏｃｅｔｕｓ　ｈａｇｅｎｏｗｉｉ）＋ＴＸ、メナシヒメハネカクシ（
Ａｔｈｅｔａ　ｃｏｒｉａｒｉａ）（Ｓｔａｐｈｙｌｉｎｅ（登録商標））＋ＴＸ、マル
ハナバチ属の一種（Ｂｏｍｂｕｓ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、セイヨウオオマルハナバチ（Ｂｏ
ｍｂｕｓ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉｓ）（Ｎａｔｕｐｏｌ　Ｂｅｅｈｉｖｅ（登録商標））＋
ＴＸ、セイヨウオオマルハナバチ（Ｂｏｍｂｕｓ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉｓ）（Ｂｅｅｌｉ
ｎｅ（登録商標）＋ＴＸ、Ｔｒｉｐｏｌ（登録商標））＋ＴＸ、セファロノミアステファ
ノデリス（Ｃｅｐｈａｌｏｎｏｍｉａ　ｓｔｅｐｈａｎｏｄｅｒｉｓ）＋ＴＸ、キロコル
スニグリツス（Ｃｈｉｌｏｃｏｒｕｓ　ｎｉｇｒｉｔｕｓ）＋ＴＸ、ヤマトクサカゲロウ
（Ｃｈｒｙｓｏｐｅｒｌａ　ｃａｒｎｅａ）（Ｃｈｒｙｓｏｌｉｎｅ（登録商標））＋Ｔ
Ｘ、ヤマトクサカゲロウ（Ｃｈｒｙｓｏｐｅｒｌａ　ｃａｒｎｅａ）（Ｃｈｒｙｓｏｐａ
（登録商標））＋ＴＸ、クリソペルラルフィラブリス（Ｃｈｒｙｓｏｐｅｒｌａ　ｒｕｆ
ｉｌａｂｒｉｓ）＋ＴＸ、シロスピルスインゲヌウス（Ｃｉｒｒｏｓｐｉｌｕｓ　ｉｎｇ
ｅｎｕｕｓ）＋ＴＸ、シロスピルスクアドリストリアツス（Ｃｉｒｒｏｓｐｉｌｕｓ　ｑ
ｕａｄｒｉｓｔｒｉａｔｕｓ）＋ＴＸ、シトロスチクスフィロニストイデス（Ｃｉｔｒｏ
ｓｔｉｃｈｕｓ　ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｏｉｄｅｓ）＋ＴＸ、クロステロセルスチャマ
エレオン（Ｃｌｏｓｔｅｒｏｃｅｒｕｓ　ｃｈａｍａｅｌｅｏｎ）＋ＴＸ、クロステロセ
ルス属の一種（Ｃｌｏｓｔｅｒｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、コシドキセノイデスペ
ルミヌタス（Ｃｏｃｃｉｄｏｘｅｎｏｉｄｅｓ　ｐｅｒｍｉｎｕｔｕｓ）（Ｐｌａｎｏｐ
ａｒ（登録商標））＋ＴＸ、ココファグスコウペリ（Ｃｏｃｃｏｐｈａｇｕｓ　ｃｏｗｐ
ｅｒｉ）＋ＴＸ、ココファグスリシムニア（Ｃｏｃｃｏｐｈａｇｕｓ　ｌｙｃｉｍｎｉａ
）＋ＴＸ、コテシアフラビペス（Ｃｏｔｅｓｉａ　ｆｌａｖｉｐｅｓ）＋ＴＸ、コテシア
プルテラエ（Ｃｏｔｅｓｉａ　ｐｌｕｔｅｌｌａｅ）＋ＴＸ、ツマアカオオヒメテントウ
（Ｃｒｙｐｔｏｌａｅｍｕｓ　ｍｏｎｔｒｏｕｚｉｅｒｉ）（Ｃｒｙｐｔｏｂｕｇ（登録
商標）＋ＴＸ、Ｃｒｙｐｔｏｌｉｎｅ（登録商標））＋ＴＸ、キムネタマキスイ（Ｃｙｂ
ｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｎｉｐｐｏｎｉｃｕｓ）＋ＴＸ、ハモグリコマユバチ（Ｄａｃｎｕ
ｓａ　ｓｉｂｉｒｉｃａ）＋ＴＸ、ハモグリコマユバチ（Ｄａｃｎｕｓａ　ｓｉｂｉｒｉ
ｃａ）（Ｍｉｎｕｓａ（登録商標））＋ＴＸ、イサエアヒメコバチ（Ｄｉｇｌｙｐｈｕｓ
　ｉｓａｅａ）（Ｄｉｍｉｎｅｘ（登録商標））＋ＴＸ、デルファスツスカタリナエ（Ｄ
ｅｌｐｈａｓｔｕｓ　ｃａｔａｌｉｎａｅ）（Ｄｅｌｐｈａｓｔｕｓ（登録商標））＋Ｔ
Ｘ、デルファスツスプシルス（Ｄｅｌｐｈａｓｔｕｓ　ｐｕｓｉｌｌｕｓ）＋ＴＸ、ディ
アカスミモルファクラウシイ（Ｄｉａｃｈａｓｍｉｍｏｒｐｈａ　ｋｒａｕｓｉｉ）＋Ｔ
Ｘ、ディアカスミモルファロンギカウダタ（Ｄｉａｃｈａｓｍｉｍｏｒｐｈａ　ｌｏｎｇ
ｉｃａｕｄａｔａ）＋ＴＸ、ディアパルシスジュクンダ（Ｄｉａｐａｒｓｉｓ　ｊｕｃｕ
ｎｄａ）＋ＴＸ、ディアホレンシルタスアリガルヘンシス（Ｄｉａｐｈｏｒｅｎｃｙｒｔ
ｕｓ　ａｌｉｇａｒｈｅｎｓｉｓ）＋ＴＸ、イサエアヒメコバチ（Ｄｉｇｌｙｐｈｕｓ　
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ｉｓａｅａ）＋ＴＸ、イサエアヒメコバチ（Ｄｉｇｌｙｐｈｕｓ　ｉｓａｅａ）（Ｍｉｇ
ｌｙｐｈｕｓ（登録商標）＋ＴＸ、Ｄｉｇｌｉｎｅ（登録商標））＋ＴＸ、ハモグリコマ
ユバチ（Ｄａｃｎｕｓａ　ｓｉｂｉｒｉｃａ）（ＤａｃＤｉｇｌｉｎｅ（登録商標）＋Ｔ
Ｘ、Ｍｉｎｅｘ（登録商標））＋ＴＸ、ディベルシネルブス属の一種（Ｄｉｖｅｒｓｉｎ
ｅｒｖｕｓ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、エンカルシアシトリナ（Ｅｎｃａｒｓｉａ　ｃｉｔｒｉ
ｎａ）＋ＴＸ、オンシツツヤコバチ（Ｅｎｃａｒｓｉａ　ｆｏｒｍｏｓａ）（Ｅｎｃａｒ
ｓｉａ　ｍａｘ（登録商標）＋ＴＸ、Ｅｎｃａｒｌｉｎｅ（登録商標）＋ＴＸ、Ｅｎ－Ｓ
ｔｒｉｐ（登録商標））＋ＴＸ、サバクツヤコバチ（Ｅｒｅｔｍｏｃｅｒｕｓ　ｅｒｅｍ
ｉｃｕｓ）（Ｅｎｅｒｍｉｘ（登録商標））＋ＴＸ、エンカルシアグアデロウペ（Ｅｎｃ
ａｒｓｉａ　ｇｕａｄｅｌｏｕｐａｅ）＋ＴＸ、エンカルシアハイチエンシス（Ｅｎｃａ
ｒｓｉａ　ｈａｉｔｉｅｎｓｉｓ）＋ＴＸ、ホソヒラタアブ（Ｅｐｉｓｙｒｐｈｕｓ　ｂ
ａｌｔｅａｔｕｓ）（Ｓｙｒｐｈｉｄｅｎｄ（登録商標））＋ＴＸ、エレトモセリスシホ
ニニ（Ｅｒｅｔｍｏｃｅｒｉｓ　ｓｉｐｈｏｎｉｎｉ）＋ＴＸ、エレトモセルスカリフォ
ルニクス（Ｅｒｅｔｍｏｃｅｒｕｓ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃｕｓ）＋ＴＸ、サバクツヤコ
バチ（Ｅｒｅｔｍｏｃｅｒｕｓ　ｅｒｅｍｉｃｕｓ）（Ｅｒｃａｌ（登録商標）＋ＴＸ、
Ｅｒｅｔｌｉｎｅ　ｅ（登録商標））＋ＴＸ、サバクツヤコバチ（Ｅｒｅｔｍｏｃｅｒｕ
ｓ　ｅｒｅｍｉｃｕｓ）（Ｂｅｍｉｍｉｘ（登録商標））＋ＴＸ、エレトモセルスハヤチ
（Ｅｒｅｔｍｏｃｅｒｕｓ　ｈａｙａｔｉ）＋ＴＸ、ムンダスツヤコバチ（Ｅｒｅｔｍｏ
ｃｅｒｕｓ　ｍｕｎｄｕｓ）（Ｂｅｍｉｐａｒ（登録商標）＋ＴＸ、Ｅｒｅｔｌｉｎｅ　
ｍ（登録商標））＋ＴＸ、エレトモセルスシホニニ（Ｅｒｅｔｍｏｃｅｒｕｓ　ｓｉｐｈ
ｏｎｉｎｉ）＋ＴＸ、エクソコムスクアドリプスツラタス（Ｅｘｏｃｈｏｍｕｓ　ｑｕａ
ｄｒｉｐｕｓｔｕｌａｔｕｓ）＋ＴＸ、ハダニタマバエ（Ｆｅｌｔｉｅｌｌａ　ａｃａｒ
ｉｓｕｇａ）（Ｓｐｉｄｅｎｄ（登録商標））＋ＴＸ、ハダニタマバエ（Ｆｅｌｔｉｅｌ
ｌａ　ａｃａｒｉｓｕｇａ）（Ｆｅｌｔｉｌｉｎｅ（登録商標））＋ＴＸ、フォピウスア
リサヌス（Ｆｏｐｉｕｓ　ａｒｉｓａｎｕｓ）＋ＴＸ、フォピウスセラチチボルス（Ｆｏ
ｐｉｕｓ　ｃｅｒａｔｉｔｉｖｏｒｕｓ）＋ＴＸ、ホルモノネチン（Ｗｉｒｌｅｓｓ　Ｂ
ｅｅｈｏｍｅ（登録商標））＋ＴＸ、フランクリノトリプスベスピホルミス（Ｆｒａｎｋ
ｌｉｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｖｅｓｐｉｆｏｒｍｉｓ）（Ｖｅｓｐｏｐ（登録商標））＋ＴＸ
、ガレンドロムスオッキデンタリス（Ｇａｌｅｎｄｒｏｍｕｓ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉ
ｓ）＋ＴＸ、ゴニオズスレグネリ（Ｇｏｎｉｏｚｕｓ　ｌｅｇｎｅｒｉ）＋ＴＸ、ハブロ
ブラコンヘベトル（Ｈａｂｒｏｂｒａｃｏｎ　ｈｅｂｅｔｏｒ）＋ＴＸ、ナミテントウ（
Ｈａｒｍｏｎｉａ　ａｘｙｒｉｄｉｓ）（ＨａｒｍｏＢｅｅｔｌｅ（登録商標））＋ＴＸ
、ヘテロハブディティス属の一種（Ｈｅｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｓｐｐ．）（Ｌａ
ｗｎ　Ｐａｔｒｏｌ（登録商標））＋ＴＸ、ヘテロルハブジチスバクテリオホラ（Ｈｅｔ
ｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｂａｃｔｅｒｉｏｐｈｏｒａ）（ＮｅｍａＳｈｉｅｌｄ　Ｈ
Ｂ（登録商標）＋ＴＸ、Ｎｅｍａｓｅｅｋ（登録商標）＋ＴＸ、Ｔｅｒｒａｎｅｍ－Ｎａ
ｍ（登録商標）＋ＴＸ、Ｔｅｒｒａｎｅｍ（登録商標）＋ＴＸ、Ｌａｒｖａｎｅｍ（登録
商標）＋ＴＸ、Ｂ－Ｇｒｅｅｎ（登録商標）＋ＴＸ、ＮｅｍＡｔｔａｃｋ　（登録商標）
＋ＴＸ、Ｎｅｍａｔｏｐ（登録商標））＋ＴＸ、ヘテロラブディティスメギディス（Ｈｅ
ｔｅｒｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｍｅｇｉｄｉｓ）（Ｎｅｍａｓｙｓ　Ｈ（登録商標）＋Ｔ
Ｘ、ＢｉｏＮｅｍ　Ｈ（登録商標）＋ＴＸ、Ｅｘｈｉｂｉｔｌｉｎｅ　ｈｍ（登録商標）
＋ＴＸ、Ｌａｒｖａｎｅｍ－Ｍ（登録商標））＋ＴＸ、ヒポダミアコンベルゲンス（Ｈｉ
ｐｐｏｄａｍｉａ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｓ）＋ＴＸ、ハイポアスピスアクレイフェル（Ｈ
ｙｐｏａｓｐｉｓ　ａｃｕｌｅｉｆｅｒ）（Ａｃｕｌｅｉｆｅｒ－Ｓｙｓｔｅｍ（登録商
標）＋ＴＸ、Ｅｎｔｏｍｉｔｅ－Ａ（登録商標））＋ＴＸ、ハイポアスピスミレス（Ｈｙ
ｐｏａｓｐｉｓ　ｍｉｌｅｓ）（Ｈｙｐｏｌｉｎｅ　ｍ（登録商標）＋ＴＸ、Ｅｎｔｏｍ
ｉｔｅ－Ｍ（登録商標））＋ＴＸ、ルバリアレウコスポイデス（Ｌｂａｌｉａ　ｌｅｕｃ
ｏｓｐｏｉｄｅｓ）＋ＴＸ、レカノイデウスフロッキシムス（Ｌｅｃａｎｏｉｄｅｕｓ　
ｆｌｏｃｃｉｓｓｉｍｕｓ）＋ＴＸ、レモファグスエラブンダス（Ｌｅｍｏｐｈａｇｕｓ
　ｅｒｒａｂｕｎｄｕｓ）＋ＴＸ、レプトマスチダエアブノルミス（Ｌｅｐｔｏｍａｓｔ
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ｉｄｅａ　ａｂｎｏｒｍｉｓ）＋ＴＸ、フジコナヒゲナガトビコバチ（Ｌｅｐｔｏｍａｓ
ｔｉｘ　ｄａｃｔｙｌｏｐｉｉ）（Ｌｅｐｔｏｐａｒ（登録商標））＋ＴＸ、レプトマス
ティクスエポナ（Ｌｅｐｔｏｍａｓｔｉｘ　ｅｐｏｎａ）＋ＴＸ、リンドルスロファンタ
エ（Ｌｉｎｄｏｒｕｓ　ｌｏｐｈａｎｔｈａｅ）＋ＴＸ、リポレクシスオレグマエ（Ｌｉ
ｐｏｌｅｘｉｓ　ｏｒｅｇｍａｅ）＋ＴＸ、キンバエ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃａｅｓａｒ）
（Ｎａｔｕｆｌｙ（登録商標））＋ＴＸ、リシフレブステスタセイペス（Ｌｙｓｉｐｈｌ
ｅｂｕｓ　ｔｅｓｔａｃｅｉｐｅｓ）＋ＴＸ、マクロロフスカリジノサス（Ｍａｃｒｏｌ
ｏｐｈｕｓ　ｃａｌｉｇｉｎｏｓｕｓ）（Ｍｉｒｉｃａｌ－Ｎ（登録商標）＋ＴＸ、Ｍａ
ｃｒｏｌｉｎｅ　ｃ（登録商標）＋ＴＸ、Ｍｉｒｉｃａｌ（登録商標））＋ＴＸ、メソセ
イウルスロンギペス（Ｍｅｓｏｓｅｉｕｌｕｓ　ｌｏｎｇｉｐｅｓ）＋ＴＸ、メタフィク
スフラブス（Ｍｅｔａｐｈｙｃｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）＋ＴＸ、メタフィクスロウンスブリ
イ（Ｍｅｔａｐｈｙｃｕｓ　ｌｏｕｎｓｂｕｒｙｉ）＋ＴＸ、ミクロムスアングラタス（
Ｍｉｃｒｏｍｕｓ　ａｎｇｕｌａｔｕｓ）（Ｍｉｌａｃｅｗｉｎｇ（登録商標））＋ＴＸ
、ミクロテリスフラブス（Ｍｉｃｒｏｔｅｒｙｓ　ｆｌａｖｕｓ）＋ＴＸ、ムシディフラ
クスラプトレルス（Ｍｕｓｃｉｄｉｆｕｒａｘ　ｒａｐｔｏｒｅｌｌｕｓ）およびスパラ
ンギアカメロニ（Ｓｐａｌａｎｇｉａ　ｃａｍｅｒｏｎｉ）（Ｂｉｏｐａｒ（登録商標）
）＋ＴＸ、ネオドリヌスチファロシバエ（Ｎｅｏｄｒｙｉｎｕｓ　ｔｙｐｈｌｏｃｙｂａ
ｅ）＋ＴＸ、ネオセイウルスカリホルニクス（Ｎｅｏｓｅｉｕｌｕｓ　ｃａｌｉｆｏｒｎ
ｉｃｕｓ）＋ＴＸ、ネオセイウルスククメリス（Ｎｅｏｓｅｉｕｌｕｓ　ｃｕｃｕｍｅｒ
ｉｓ）（ＴＨＲＹＰＥＸ（登録商標））＋ＴＸ、ネオセイウルスファラシス（Ｎｅｏｓｅ
ｉｕｌｕｓ　ｆａｌｌａｃｉｓ）＋ＴＸ、ネシデオコリステヌイス（Ｎｅｓｉｄｅｏｃｏ
ｒｉｓ　ｔｅｎｕｉｓ）（ＮｅｓｉｄｉｏＢｕｇ（登録商標）＋ＴＸ、Ｎｅｓｉｂｕｇ（
登録商標））＋ＴＸ、オフィラアエネセンス（Ｏｐｈｙｒａ　ａｅｎｅｓｃｅｎｓ）（Ｂ
ｉｏｆｌｙ（登録商標））＋ＴＸ、オリウスインシジオスス（Ｏｒｉｕｓ　ｉｎｓｉｄｉ
ｏｓｕｓ）（Ｔｈｒｉｐｏｒ－Ｉ（登録商標）＋ＴＸ、Ｏｒｉｌｉｎｅ　ｉ（登録商標）
）＋ＴＸ、オリウスラエビガツス（Ｏｒｉｕｓ　ｌａｅｖｉｇａｔｕｓ）（Ｔｈｒｉｐｏ
ｒ－Ｌ（登録商標）＋ＴＸ、Ｏｒｉｌｉｎｅ　ｌ（登録商標））＋ＴＸ、オリウスマジュ
スクルス（Ｏｒｉｕｓ　ｍａｊｕｓｃｕｌｕｓ）（Ｏｒｉｌｉｎｅ　ｍ（登録商標））＋
ＴＸ、タイリクヒメハナカメムシ（Ｏｒｉｕｓ　ｓｔｒｉｇｉｃｏｌｌｉｓ）（Ｔｈｒｉ
ｐｏｒ－Ｓ（登録商標））＋ＴＸ、パウエシアジュニペロルム（Ｐａｕｅｓｉａ　ｊｕｎ
ｉｐｅｒｏｒｕｍ）＋ＴＸ、ペディビウスフォベオラツス（Ｐｅｄｉｏｂｉｕｓ　ｆｏｖ
ｅｏｌａｔｕｓ）＋ＴＸ、ファスマラブジチスヘルマフロディタ（Ｐｈａｓｍａｒｈａｂ
ｄｉｔｉｓ　ｈｅｒｍａｐｈｒｏｄｉｔａ）（Ｎｅｍａｓｌｕｇ（登録商標））＋ＴＸ、
フィマスチクスコフェア（Ｐｈｙｍａｓｔｉｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａ）＋ＴＸ、フィトセ
イウルスマクロピルス（Ｐｈｙｔｏｓｅｉｕｌｕｓ　ｍａｃｒｏｐｉｌｕｓ）＋ＴＸ、チ
リカブリダニ（Ｐｈｙｔｏｓｅｉｕｌｕｓ　ｐｅｒｓｉｍｉｌｉｓ）（Ｓｐｉｄｅｘ（登
録商標）＋ＴＸ、Ｐｈｙｔｏｌｉｎｅ　ｐ（登録商標））＋ＴＸ、ポディススマクリベン
トリス（Ｐｏｄｉｓｕｓ　ｍａｃｕｌｉｖｅｎｔｒｉｓ）（Ｐｏｄｉｓｕｓ（登録商標）
）＋ＴＸ、シュードクテオンクルバタス（Ｐｓｅｕｄａｃｔｅｏｎ　ｃｕｒｖａｔｕｓ）
＋ＴＸ、シューダクテオンオブツスス（Ｐｓｅｕｄａｃｔｅｏｎ　ｏｂｔｕｓｕｓ）＋Ｔ
Ｘ、シューダクテオントリクスピス（Ｐｓｅｕｄａｃｔｅｏｎ　ｔｒｉｃｕｓｐｉｓ）＋
ＴＸ、シューダフィクスマクリペニス（Ｐｓｅｕｄａｐｈｙｃｕｓ　ｍａｃｕｌｉｐｅｎ
ｎｉｓ）＋ＴＸ、シュードレプトマスチクスメキシカナ（Ｐｓｅｕｄｌｅｐｔｏｍａｓｔ
ｉｘ　ｍｅｘｉｃａｎａ）＋ＴＸ、プシラエファグスピロスス（Ｐｓｙｌｌａｅｐｈａｇ
ｕｓ　ｐｉｌｏｓｕｓ）＋ＴＸ、プシッタリアコンコロル（Ｐｓｙｔｔａｌｉａ　ｃｏｎ
ｃｏｌｏｒ）（複合体）＋ＴＸ、クアドラスティクス属の一種（Ｑｕａｄｒａｓｔｉｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、リゾビウスロファンタエ（Ｒｈｙｚｏｂｉｕｓ　ｌｏｐｈａｎ
ｔｈａｅ）＋ＴＸ、ベダリアテントウ（Ｒｏｄｏｌｉａ　ｃａｒｄｉｎａｌｉｓ）＋ＴＸ
、ルミナデコラテ（Ｒｕｍｉｎａ　ｄｅｃｏｌｌａｔｅ）＋ＴＸ、セミエラケルペチオラ
タス（Ｓｅｍｉｅｌａｃｈｅｒ　ｐｅｔｉｏｌａｔｕｓ）＋ＴＸ、シトビオンアヴェナエ
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（Ｓｉｔｏｂｉｏｎ　ａｖｅｎａｅ）（Ｅｒｖｉｂａｎｋ（登録商標））＋ＴＸ、ステイ
ネルネマカルポカプサエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｃａｒｐｏｃａｐｓａｅ）（Ｎｅｍ
ａｔａｃ　Ｃ（登録商標）＋ＴＸ、Ｍｉｌｌｅｎｉｕｍ（登録商標）＋ＴＸ、ＢｉｏＮｅ
ｍ　Ｃ（登録商標）＋ＴＸ、ＮｅｍＡｔｔａｃｋ（登録商標）＋ＴＸ、Ｎｅｍａｓｔａｒ
（登録商標）＋ＴＸ、Ｃａｐｓａｎｅｍ（登録商標））＋ＴＸ、ステイネルネマフェルチ
アエ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｆｅｌｔｉａｅ）（ＮｅｍａＳｈｉｅｌｄ（登録商標）
＋ＴＸ、Ｎｅｍａｓｙｓ　Ｆ（登録商標）＋ＴＸ、ＢｉｏＮｅｍ　Ｆ（登録商標）＋ＴＸ
、Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ－Ｓｙｓｔｅｍ（登録商標）＋ＴＸ、ＮｅｍＡｔｔａｃｋ（登
録商標）＋ＴＸ、Ｎｅｍａｐｌｕｓ（登録商標）＋ＴＸ、Ｅｘｈｉｂｉｔｌｉｎｅ　ｓｆ
（登録商標）＋ＴＸ、Ｓｃｉａ－ｒｉｄ（登録商標）＋ＴＸ、Ｅｎｔｏｎｅｍ（登録商標
））＋ＴＸ、ステイネルネマクラウセイ（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｋｒａｕｓｓｅｉ）
（Ｎｅｍａｓｙｓ　Ｌ（登録商標）＋ＴＸ、ＢｉｏＮｅｍ　Ｌ（登録商標）＋ＴＸ、Ｅｘ
ｈｉｂｉｔｌｉｎｅ　ｓｒｂ（登録商標））＋ＴＸ、ステイネルネマリオブラエｂ（Ｓｔ
ｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｒｉｏｂｒａｖｅ）（ＢｉｏＶｅｃｔｏｒ（登録商標）＋ＴＸ、Ｂ
ｉｏＶｅｋｔｏｒ（登録商標））＋ＴＸ、ステイネルネマスカプテリスキ（Ｓｔｅｉｎｅ
ｒｎｅｍａ　ｓｃａｐｔｅｒｉｓｃｉ）（Ｎｅｍａｔａｃ　Ｓ（登録商標））＋ＴＸ、ス
テイネルネマ属の一種（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａ　ｓｐｐ．）＋ＴＸ、ステイネルネマチ
ド属の一種（Ｓｔｅｉｎｅｒｎｅｍａｔｉｄ　ｓｐｐ．）（Ｇｕａｒｄｉａｎ　Ｎｅｍａ
ｔｏｄｅｓ（登録商標））＋ＴＸ、ステトルスプンクチルム（Ｓｔｅｔｈｏｒｕｓ　ｐｕ
ｎｃｔｉｌｌｕｍ）（Ｓｔｅｔｈｏｒｕｓ（登録商標））＋ＴＸ、タマリキシアラディア
テ（Ｔａｍａｒｉｘｉａ　ｒａｄｉａｔｅ）＋ＴＸ、テトラスティクスセティフェル（Ｔ
ｅｔｒａｓｔｉｃｈｕｓ　ｓｅｔｉｆｅｒ）＋ＴＸ、トリポビウスセミルテウス（Ｔｈｒ
ｉｐｏｂｉｕｓ　ｓｅｍｉｌｕｔｅｕｓ）＋ＴＸ、チュウゴクオナガコバチ（Ｔｏｒｙｍ
ｕｓ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ）＋ＴＸ、トリコグランマブラッシカエ（Ｔｒｉｃｈｏｇｒａｍ
ｍａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）（Ｔｒｉｃｈｏｌｉｎｅ　ｂ（登録商標））＋ＴＸ、トリコ
グランマブラッシカエ（Ｔｒｉｃｈｏｇｒａｍｍａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）（Ｔｒｉｃｈ
ｏ－Ｓｔｒｉｐ（登録商標））＋ＴＸ、トリコグラマエヴァネセンス（Ｔｒｉｃｈｏｇｒ
ａｍｍａ　ｅｖａｎｅｓｃｅｎｓ）＋ＴＸ、トリコグラマミヌタム（Ｔｒｉｃｈｏｇｒａ
ｍｍａ　ｍｉｎｕｔｕｍ）＋ＴＸ、アワノメイガタマゴバチ（Ｔｒｉｃｈｏｇｒａｍｍａ
　ｏｓｔｒｉｎｉａｅ）＋ＴＸ、トリコグラマプラトネリ（Ｔｒｉｃｈｏｇｒａｍｍａ　
ｐｌａｔｎｅｒｉ）＋ＴＸ、トリコグラマプレチオスム（Ｔｒｉｃｈｏｇｒａｍｍａ　ｐ
ｒｅｔｉｏｓｕｍ）＋ＴＸ、キサントピムラステマトル（Ｘａｎｔｈｏｐｉｍｐｌａ　ｓ
ｔｅｍｍａｔｏｒ）；および
以下を含む他の生物学的製剤：アブシジン酸＋ＴＸ、ｂｉｏＳｅａ（登録商標）＋ＴＸ、
ムラサキウロコタケ（Ｃｈｏｎｄｒｏｓｔｅｒｅｕｍ　ｐｕｒｐｕｒｅｕｍ）（Ｃｈｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｐａｓｔｅ（登録商標））＋ＴＸ、コレトトリカムグロエオスポリオイデス（
Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｉｄｅｓ）（Ｃｏｌｌｅｇｏ（
登録商標））＋ＴＸ、オクタン酸銅（Ｃｕｅｖａ（登録商標））＋ＴＸ、デルタトラプス
（Ｄｅｌｔａ　ｔｒａｐｓ）（Ｔｒａｐｌｉｎｅ　ｄ（登録商標））＋ＴＸ、エルウィニ
ア　アミロボラ（Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）（ハルピン）（ＰｒｏＡｃｔ（
登録商標）＋ＴＸ、Ｎｉ－ＨＩＢＩＴ　Ｇｏｌｄ　ＣＳＴ（登録商標））＋ＴＸ、リン酸
第二鉄（Ｆｅｒｒａｍｏｌ（登録商標））＋ＴＸ、漏斗トラップ（Ｔｒａｐｌｉｎｅ　ｙ
（登録商標））＋ＴＸ、Ｇａｌｌｅｘ（登録商標）＋ＴＸ、Ｇｒｏｗｅｒ’ｓ　Ｓｅｃｒ
ｅｔ（登録商標）＋ＴＸ、ホモブラソノリド（Ｈｏｍｏ－ｂｒａｓｓｏｎｏｌｉｄｅ）＋
ＴＸ、リン酸鉄（Ｌｉｌｌｙ　Ｍｉｌｌｅｒ　Ｗｏｒｒｙ　Ｆｒｅｅ　Ｆｅｒｒａｍｏｌ
　Ｓｌｕｇ　＆　Ｓｎａｉｌ　Ｂａｉｔ（登録商標））＋ＴＸ、ＭＣＰヘイルトラップ（
ＭＣＰ　ｈａｉｌ　ｔｒａｐ）（Ｔｒａｐｌｉｎｅ　ｆ（登録商標））＋ＴＸ、ミクロト
ヌスヒペロダエ（Ｍｉｃｒｏｃｔｏｎｕｓ　ｈｙｐｅｒｏｄａｅ）＋ＴＸ、ミコレプトデ
ィスクステレストリス（Ｍｙｃｏｌｅｐｔｏｄｉｓｃｕｓ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉｓ）（Ｄ
ｅｓ－Ｘ（登録商標））＋ＴＸ、ＢｉｏＧａｉｎ（登録商標）＋ＴＸ、Ａｍｉｎｏｍｉｔ
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ｅ（登録商標）＋ＴＸ、Ｚｅｎｏｘ（登録商標）＋ＴＸ、フェロモントラップ（Ｔｈｒｉ
ｐｌｉｎｅ　ａｍｓ（登録商標））＋ＴＸ、重炭酸カリウム（ＭｉｌＳｔｏｐ（登録商標
））＋ＴＸ、脂肪酸のカリウム塩（Ｓａｎｏｖａ（登録商標））＋ＴＸ、ケイ酸カリウム
溶液（Ｓｉｌ－Ｍａｔｒｉｘ（登録商標））＋ＴＸ、ヨウ化カリウム＋チオシアン酸カリ
ウム（Ｅｎｚｉｃｕｒ（登録商標））＋ＴＸ、ＳｕｆｆＯｉｌ－Ｘ（登録商標）＋ＴＸ、
クモ毒＋ＴＸ、ノセマロクスタエ（Ｎｏｓｅｍａ　ｌｏｃｕｓｔａｅ）（Ｓｅｍａｓｐｏ
ｒｅ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｇｒａｓｓｈｏｐｐｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（登録商標））＋ＴＸ
、粘着トラップ（Ｔｒａｐｌｉｎｅ　ＹＦ（登録商標）＋ＴＸ、Ｒｅｂｅｌｌ　Ａｍａｒ
ｉｌｌｏ（登録商標））＋ＴＸおよびトラップ（Ｔａｋｉｔｒａｐｌｉｎｅ　ｙ＋ｂ（登
録商標））＋ＴＸ。
【０２１２】
　例えば［３８７８－１９－１］といった有効成分に続く括弧中の参照は、Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ　ｎｕｍｂｅｒを指している。上記の混合
相手は公知である。有効成分が「Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」［Ｔｈｅ
　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ－Ａ　Ｗｏｒｌｄ　Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ；Ｔｈｉ
ｒｔｅｅｎｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ；Ｅｄｉｔｏｒ：Ｃ．Ｄ．Ｓ．ＴｏｍＬｉｎ；Ｔｈｅ　
Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ］中に含まれている
場合、これらは、特定の化合物について本明細書中上記の丸括弧中に示されている項目番
号下でその中に記載されており；例えば、化合物「アバメクチン」は、項目番号（１）下
に記載されている。上記に記載の特定の化合物について「［ＣＣＮ］」が付記されている
場合、対象の化合物は［Ａ．Ｗｏｏｄ；Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄ
ｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ，Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ（著作権）１９９５－２００４］に
てインターネットを介してアクセス可能である「Ｃｏｍｐｅｎｄｉｕｍ　ｏｆ　Ｐｅｓｔ
ｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｎａｍｅｓ」に含まれており；インターネットアドレスｈｔ
ｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ／において記載さ
れている。
【０２１３】
　上記明細書において、上記の活性処方成分の大部分は、いわゆる「慣用名」、関連する
「ＩＳＯ慣用名」または他の「慣用名」を個々の事例において用いることにより言及され
ている。「慣用名」による呼称ではない場合、代わりに用いられる呼称の性質は特定の化
合物について丸括弧中に記載されており；この場合、ＩＵＰＡＣ名、ＩＵＰＡＣ／Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ名、「化学名」、「慣習名」、「化合物名」もしくは「
開発コード」が用いられており、または、これらの呼称もしくは「慣用名」のいずれも用
いられていない場合には、「代替名」が採用されている。「ＣＡＳ　Ｒｅｇ．Ｎｏ」はＣ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ　Ｎｕｍｂｅｒを意味する。
【０２１４】
　表１～２およびＢから選択される式Ｉの化合物と上記の活性処方成分との活性処方成分
混合物は、表１～２およびＢから選択される化合物と上記の活性処方成分とを、好ましく
は１００：１～１：６０００、特に５０：１～１：５０の混合比、とりわけ２０：１～１
：２０、とりわけ１０：１～１：１０、とりわけ５：１～１：５の比で含み、２：１～１
：２の比が特に好ましく、および、４：１～２：１の比が同様に好ましく、特に、１：１
、または、５：１、または、５：２、または、５：３、または、５：４、または、４：１
、または、４：２、または、４：３、または、３：１、または、３：２、または、２：１
、または、１：５、または、２：５、または、３：５、または、４：５、または、１：４
、または、２：４、または、３：４、または、１：３、または、２：３、または、１：２
、または、１：６００、または、１：３００、または、１：１５０、または、１：３５、
または、２：３５、または、４：３５、または、１：７５、または、２：７５、または、
４：７５、または、１：６０００、または、１：３０００、または、１：１５００、また
は、１：３５０、または、２：３５０、または、４：３５０、または、１：７５０、また
は、２：７５０、または、４：７５０の比が好ましい。これらの混合比は重量基準である
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。
【０２１５】
　上記の混合物は、上記の混合物を含む組成物を有害生物もしくはその環境に適用するス
テップを含む有害生物を防除する方法において用いられることが可能であるが、手術また
は治療によるヒトまたは動物の身体の処置法、および、ヒトまたは動物の身体において実
施される診断法は除かれる。
【０２１６】
　表１～２およびＢから選択される式Ｉの化合物と、上記の１種または複数種の活性処方
成分とを含む混合物は、例えば、単一の「調合済み」形態で、単一の活性処方成分コンポ
ーネントの個々の配合物から組成される「タンク混合物」などの複合型噴霧混合物で、お
よび、逐次的（すなわち、数時間または数日間などの適度に短時間のうちに次々と）に適
用される場合には単一の活性処方成分を併用して適用されることが可能である。表１～２
およびＢから選択される式Ｉの化合物と上記の活性処方成分とを適用する順番は本発明の
作用について重要ではない。
【０２１７】
　本発明に係る組成物はまた、例えば未エポキシ化またはエポキシ化植物性油（例えばエ
ポキシ化ココナツ油、ナタネ油またはダイズ油）といった安定化剤、例えばシリコーン油
といった消泡剤、防腐剤、粘度調節剤、バインダおよび／もしくは粘着剤、肥料、または
、特定の効果を達成するための他の活性処方成分、例えば殺菌剤、殺菌・殺カビ剤、抗線
虫薬、植物活性化剤、殺軟体動物剤もしくは除草剤などのさらなる固体助剤もしくは液体
助剤を含んでいることが可能である。
【０２１８】
　本発明に係る組成物は、それ自体は公知である様式において、助剤の不在下で、例えば
、固体活性処方成分を粉末化し、スクリーニングし、および／または、固体に圧縮するこ
とにより調製され、また、少なくとも１種の助剤の存在下に、例えば、活性処方成分を助
剤と共に均質混合し、および／または、粉末化することにより調製される。組成物のこれ
らの調製プロセス、および、これらの組成物を調製するための化合物Ｉの使用もまた本発
明の主題である。
【０２１９】
　流行している状況における意図される目的、および、上述の種類の有害生物を防除する
ための組成物の使用に適合するよう選択されるべきである、吹付け、噴霧、散粉、はけ塗
り、粉衣、拡散または流しかけなどの上述の種類の有害生物の防除方法である組成物の適
用方法が本発明の他の主題である。典型的な濃度割合は、０．１～１０００ｐｐｍ、好ま
しくは０．１～５００ｐｐｍの活性処方成分である。１ヘクタール当たりの適用量は、一
般に１～２０００ｇの活性処方成分／ヘクタール、特に１０～１０００ｇ／ｈａ、好まし
くは１０～６００ｇ／ｈａである。
【０２２０】
　作物保護分野における好ましい適用方法は植物の群葉への適用（葉面処理）であり、対
象となる有害生物による外寄生の脅威に合致する適用頻度および量を選択することが可能
である。代わりに、植物の生育地に液体組成物を潅注することにより、または、固体形態
の活性処方成分を植物の生育地に（例えば土壌に例えば顆粒形態で）導入する（土壌適用
）ことにより、根系を介して植物に活性処方成分を到達させることが可能である（浸透移
行作用）。水稲作物の場合、このような顆粒は計量されて満たされた水田に適用が可能で
ある。
【０２２１】
　本発明の化合物およびその組成物はまた、果実、塊茎もしくは穀粒などの例えば種子と
いった植物繁殖体、または、苗床植物の上記の種類の有害生物に対する保護に好適である
。繁殖体を植える前に化合物で処理することが可能であり、例えば、種子を播種の前に処
理することが可能である。もしくは、穀粒を液体組成物中に液浸させることにより、また
は、固体組成物層を塗布することにより、化合物を種子穀粒に適用する（コーティング）
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ことが可能である。繁殖体を適用場所に植える際、例えばドリルまきの最中に蒔き溝に組
成物を適用することも可能である。植物繁殖体に対するこれらの処理方法、および、この
ようにして処理された植物繁殖体が本発明のさらなる主題である。典型的な処理量は、防
除される植物および有害生物／真菌に応じることとなり、一般に、１～２００グラム／１
００ｋｇの種子、好ましくは５～１５０グラム／１００ｋｇの種子、１０～１００グラム
／１００ｋｇの種子などである。
【０２２２】
　種子という用語は、すべての種類の種子および植物栄養繁殖体を包含し、特にこれらに
限定されないが、真正種子、種子片、吸根、トウモロコシ、鱗茎、果実、塊茎、穀粒、根
茎、挿し木、挿し芽等を含み、好ましい実施形態においては、真正種子を意味する。
【０２２３】
　本発明はまた、式Ｉの化合物でコーティングされ、または、処理され、または、式Ｉの
化合物を含有する種子を含む。「コーティングされ、または、処理され、および／または
、含有する」という用語は、一般に、適用時活性処方成分が種子の表面の大部分にあるこ
とを意味するが、適用方法に応じて、処方成分のより多くもしくは少ない部分が種子材料
中に浸透していてもよい。前記種子生成物が（再度）植えられる場合、活性処方成分が吸
収されていてもよい。実施形態においては、本発明により、式Ｉの化合物が植物繁殖体に
付着したものが利用可能となる。さらに、式Ｉの化合物で処理された植物繁殖体を含む組
成物が利用可能となる。
【０２２４】
　種子処理は、種子粉衣、種子コーティング、種子散粉、種子液浸および種子ペレット化
などの技術分野において公知であるすべての好適な種子処理技術を含む。式Ｉの化合物の
種子処理適用は、種子の播種前、播種／植え付けの最中における種子に対する吹付けまた
は散粉などのいずれかの公知の方法によって行われることが可能である。
【０２２５】
生物学的実施例：
実施例Ｂ１
タバココナジラミ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）（ワタコナジラミ）：摂食／接触活
性
　ワタの葉片を、２４ウェルマイクロタイタープレート中の寒天上に置き、１００００ｐ
ｐｍのＤＭＳＯストック溶液から調製した試験水溶液を噴霧した。乾燥させた後、葉片は
成体コナジラミの寄生を受けた。インキュベーションの６日後に試料を死亡率についてチ
ェックした。
【０２２６】
　下記の化合物は、２００ｐｐｍの散布量で少なくとも８０％の死亡率をもたらした。Ａ
４。
【０２２７】
実施例Ｂ２
ディアブロティカ・バルテアタ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｌｔｅａｔａ）（キュウリ
ヒゲナガハムシ）：
　２４ウェルマイクロタイタープレート中の寒天層上に置いたトウモロコシの新芽を、１
００００ｐｐｍのＤＭＳＯストック溶液から調製した試験水溶液で噴霧によって処理した
。乾燥させた後、プレートはＬ２幼虫の寄生を受けた（ウェル毎に６～１０匹）。寄生の
４日後に、試料を未処理の試料と比較して死亡率および成長阻害についてアセスメントし
た。
【０２２８】
　下記の化合物は、２００ｐｐｍの散布量で、２つのカテゴリー（死亡率または成長阻害
）の少なくとも１つにおいて少なくとも８０％の効果を示した。
Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５およびＡ６。
【０２２９】



(118) JP 2018-524337 A 2018.8.30

10

20

30

40

50

実施例Ｂ３
エウスキスツス・ヘロス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏｓ）（新熱帯区茶色カメムシ
）：
　２４ウェルマイクロタイタープレート中の寒天上のダイズの葉に、１００００ｐｐｍの
ＤＭＳＯストック溶液から調製した試験水溶液を噴霧した。乾燥させた後、葉はＮ２若虫
の寄生を受けた。寄生の５日後に、試料を未処理の試料と比較して死亡率および成長阻害
についてアセスメントした。
【０２３０】
　下記の化合物は、２００ｐｐｍの散布量で、２つのカテゴリー（死亡率または成長阻害
）の少なくとも１つにおいて少なくとも８０％の効果を示した。
Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５およびＡ６。
【０２３１】
実施例Ｂ４
モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）（モモアカアブラムシ）：摂食／
接触活性
　ヒマワリの葉片を、２４ウェルマイクロタイタープレート中の寒天上に置き、１０００
０ｐｐｍのＤＭＳＯストック溶液から調製した試験水溶液を噴霧した。乾燥させた後、葉
片は様々な日齢のアブラムシ集団の寄生を受けた。寄生の６日後に、試料を死亡率につい
てアセスメントした。
【０２３２】
　下記の化合物は、２００ｐｐｍの散布量で少なくとも８０％の死亡率をもたらした。
Ａ１、Ａ２、Ａ４およびＡ６。
【０２３３】
実施例Ｂ５
コナガ（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）（コナガ）：
　人工飼料を有する２４ウェルマイクロタイタープレートを、ピペットによって１０００
０ｐｐｍのＤＭＳＯストック溶液から調製した試験水溶液で処理した。乾燥させた後、プ
レートはＬ２幼虫の寄生を受けた（ウェル毎に１０～１５匹）。寄生の５日後に、試料を
未処理の試料と比較して死亡率および成長阻害についてアセスメントした。
【０２３４】
　下記の化合物は、２００ｐｐｍの散布量で、２つのカテゴリー（死亡率または成長阻害
）の少なくとも１つにおいて少なくとも８０％の効果を示した。
Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５およびＡ６。
【０２３５】
実施例Ｂ６
エジプトヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）（エジプトヨトウ）：
　ワタの葉片を、２４ウェルマイクロタイタープレート中の寒天上に置き、１００００ｐ
ｐｍのＤＭＳＯストック溶液から調製した試験水溶液を噴霧した。乾燥させた後、葉片は
５匹のＬ１幼虫の寄生を受けた。寄生の３日後に、試料を未処理の試料と比較して死亡率
、摂食抑制効果、および成長阻害についてアセスメントした。カテゴリーである死亡率、
摂食阻害効果、および成長阻害の少なくとも１つが未処理の試料より高いとき、試験試料
によるエジプトヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）の防除が得られ
る。
【０２３６】
　下記の化合物は、２００ｐｐｍの散布量で、少なくとも８０％の防除をもたらした。
Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５およびＡ６。
【０２３７】
実施例Ｂ７
エジプトヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌｉｓ）（エジプトヨトウ）：
試験化合物をピペットによって１００００ｐｐｍのＤＭＳＯストック溶液から２４ウェル
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プレートに散布し、寒天と混合した。レタスの種子を寒天上に置き、寒天をまた含有した
別のプレートでマルチウェルプレートを閉じた。７日後、化合物を根に吸収させ、レタス
はリッドプレート中へと成長させた。次いで、レタスの葉をリッドプレート中に切り離し
た。スポドプテラ属（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ）の卵をプラスチック製ステンシルを通して
湿ったゲルブロッティングペーパー上にピペットで移し、これでリッドプレートを閉じた
。寄生の６日後に、試料を未処理の試料と比較して、死亡率、摂食阻害効果および成長阻
害についてアセスメントした。
【０２３８】
　下記の化合物は、１２．５ｐｐｍの試験量で、３つのカテゴリー（死亡率、摂食抑制、
または成長阻害）の少なくとも１つにおいて少なくとも８０％の効果を示した。
Ａ２、Ａ４およびＡ６。
【０２３９】
実施例Ｂ８
ネッタイシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）（ネッタイシマカ）：
　試験溶液を、エタノール中２００ｐｐｍの散布量で、１２ウェル組織培養プレートに散
布した。堆積物が乾燥すると、５匹の２～５日齢の成体雌性ネッタイシマカ（Ａｅｄｅｓ
　ａｅｇｙｐｔｉ）を各ウェルに加え、脱脂綿プラグ中の１０％スクロース溶液と共に保
持した。ノックダウンのアセスメントを導入の１時間後に行い、導入の２４時間および４
８時間後に死亡率をアセスメントした。
【０２４０】
　下記の化合物は、４８時間および／または２４時間にネッタイシマカ（Ａｅｄｅｓ　ａ
ｅｇｙｐｔｉ）の少なくとも８０％の防除を示した。
Ａ２およびＡ６。
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